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支那の 貨带 制度 は、 種 種の 角度から 觀 て、 極 めて 興味 ふかき 問題 を提醒 する C 

第 一 に、 支 那 の貨 は、 そ の 生成の 系統に おい て、 西洋 の 貨带と は、 およそ 特異の 徑路 

を迎 つて 来た。 從 つて 支那 は 世界に 獨 自の貨 带 史を もつ C 

第 一 一 に、 近 世の 支那 ほど 多種多様の 貨带が 相 駢んで 行 はれた 國 はない C それ は 古 

今 東西に 亙る 貨 展覽會 たるの 觀を呈 した。 . 

第 三 に、 最 近 半世紀の 支那に おける 幣制の 變革 推移 は、 右 曲 左 折、 ま ことに 波瀾 に 富 

んでゐ る C 貨带 における 支那の 經驗は 多岐 多端 を 極めて ゐる C まさに 世界最大の 

带 制實驗 室で ある。 

第 四 に、 支 那の 政治 を 支配す る 者 は、 常 に その 幣制 を 掌握し、 お ほむね 幣制の 革新 を 

企圖 した C この^ 昧 におい て、 支 那 における 幣制の 變遷 は、 政 權 葛藤の 跡 を 語 ^、勢 力 

消長の 動向 を 裏 づけて ゐる。 

最 後 に、 じ かも 最も 重要なる 問題 は、 わが 國 が、 東 亞新 秩序 建設の 宏 猷を享 けて、 日滿 


支 を 一 體 とす る 圓系 通貨 &の 伸張に 邁進して ゐる ことで ある C 今や わ が 日 木 は、 蔣 

介 石の 重 慶政權 を 陽の 敵と し、 英米の 植民地 資本主義 を 陰の K として、 支那 を 舞臺と 

する 通貨 戰爭 に. 力 を 傾け て健鬪 して ゐ る C 

是 等の 問題に 對 する 關心 が、 著者 を驅っ て、 こ の 一 篇を 作らし めた C 著者 は、 嚴 に 筆 

を轡 策して、 學的 討究の 疆域を 越 え ざ ら むこと を 期した C 紙背に 徹する 讀 者の 眼孔 

は、 著 者 の 念 う て 及ば .す 說ぃ て S 皿 さ ざ る 所 を 洞 察 し て、 興 亞 のために、 時務 を辦 する の 

經 綸 を畫 かれん こと を 望 む C 

著者 は 先年 「支那 带制 の 研究. 一 を 上梓した C この 研究 は、 米 國の銀 1^ 煽揚 政策が 支那 

の 通 貨. 金 融 及 び 貿 易に 及ぼした る 影 響 を 主題 と する モノグラフ. 1 — であつ た C ゆ 

ゑ に， 支那 1^ 制に 關 する 基礎知識 を 解 說 せ ん と する 木 書と は、 そ の 意圖を 異 に する C 

本書に おいて は、 米 國銀 政策と 支那 带 制との 關係 は、 必 要なる 限り-において、 第 五. 第 六 

兩 章に 約說 してお いた： 

著者 は、 昨 冬、 祌 一片 商業 大學 の囑 をう け て、 學生 のために、 支那 带制 問題 を 講述し た： 

本 書 は、 こ れ を機緣 として、！ a 稿 を 思 ひ 立った ものである C 必す しも 講義の 手 稿と し 


て 書いた もので はない が、 この 講義がなかったら、 この 書 を 纏める 氣 にもなら なかつ 

思 ふ。 記 し て、 こ の 機緣を あた へ られ たこと を 感謝す る C 


たらう と 


昭和 十五 年 三月 二十 七日 
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第一章 貨幣の 生成 

第一 節 貨幣と 文獻 

支那 は 世界に おける 最も 古き 文化の 搖籃 である。 少く とも その 最も 古き 搖籃の 一 つで ある" およそ 文 

化 は 文字の 發逢 ニ侬 つて その 精神的 蓄積 を擴充 し、 貨幣の 生成 を俟 つて その物 質的 疆域を 伸張す る： 支 

那に おける 貨幣の 歷史 は、 その 文字と 共に、 極めて 古い 二 貨幣の 種類 及び 變遷 においても、 また 至って 

廣汎且っ多岐なる經驗をも.^_リ しかも 支那の 貨 带 と 西洋の 貨带と は 同一 の 生成 過程 を迎 つて ゐ ない： * 

西 文字 を 異にし、 貨幣 もまた 異る その 源流に おいて は 同根に 發 する やに 思 はれる 種類の もの も あるが、 

その 支那の 地に 枝 幹 を 張らん とする や、 概ね 別途の 系統 を 立てて 發 達し、 特異の 貨带史 をつ くって ゐる. 

支那の 歷史 は.^. 3 久五 千年と 稱 へられる： しかし 確な ところ は それほど 古い 時代まで 遡り-得る もので は 

ない。 考お學 者 は發掘 物から 推考して、 支那に は 五 萬年來 人類が 住んで ゐ たとい ふ： しかし 史學 の關す 

る 限，.^ において は、 周 代 以前の 支那 は 概ね 神話 • 傳說の 範圍を 出ない。 

第一 節 貨幣と 文献  一 


第一章 貨幣 G 生成  二 

何事に つけても 古き を尙ぶ 支那で は、 四千 年 以上 も 前から 書物が あった やうな こと を 云 ふ. か、 これ は 

俚俗の 誇張で あらう 現今 川 ひられて ゐる 文字の 根源 は黃 帝の 史官 蒼頡 によって 造トノ 出さ わたと 云 はわ 

てゐる 蒼頡 について. ぶ 種種の 傳說ゃ 事蹟 も 遣って ゐる. か、 要するに 祌話 時代の 存在に 過ぎない S 

の 文字 か、 未開の 世に、 忽然と して  一 二人の 發 明で 出来 上った と 見る のに 首肯し 難い 長き 年 H: の 間に、 

生活の 自然の 耍求 によって 牛-成し たもの を、 何時の 世に か、 幾度と なく、 整理され て 今日に 至った もの 

であらう： 周の 宣王 (西紀 前 八 二 七— 七 八 二 年) の 代に、 太 史搢が 古文 卽ち大 篆の字 體を制 出した と傳 

へら わて ゐる 漢書 藝文 志に よると、 太 史提は 史擬篇 とい ふ 十五 篇の 書物 を 撰した とい ふこと である： 

この 書は漢 代まで あつたが 其 後 減 佚 1 てし まうた- - その 字 體卽ち 撥 文の 今日に 遣って ゐ るの は、 漢人の 

著述 中に 二百 三十 一 一字と、 また 別に 周 代の 十 鼓 や 鼎彝の 類に 若干 その 形 を 留めて ゐる に過ぎない その 

後、 周 末 春秋 戰國に 亙って は、 小 國割據 して、 文字 も 言語 も 地方 的と なり、 訛體の 文字な ども 出来て、 

系統的に は進步 して ゐ ない そのの ち 秦始皇 (西紀 前 二 四 六，： 二 0 九 年) が 天下 を 統一す るに 至リ、 丞 

相 李 斯は蒼 頡篇七 章 を 作，.^、 文體を 簡易 化して 秦篆卽 ち 小篆を 定め、 書 は 文字 を 同じう する の 制 を 立て 

た 之が 今 m に傳 はる 漢字 の 主たる 源流で あ る 

支那の 年代 年數の 分明に なって ゐ るの は、 漢 の太史 公司 馬遷の 「史 記」 による も、 周の 共和 以來 のこ 


とであって、 二 千 八 百年に 足らない。 兎も角も 信す るに 足る ほどの 書物に して、 上代の 事蹟 を 記 鋒して 

あるの は 「春秋」 が 最古の ものであって、 それ は 二 千 四 五 百年の 傳來に 過ぎぬ C 有史 時代の 支那 は、 殷 

墟 出土の 遣 物まで 遡って 考證 しても、 せいせい 三千 二三 百年で あらう- - しかし 三千 年に 近き 歷史を 遡..^ 

得る こと は、 支那が 世界に おける 最も 古き 文化の 搖籃の 一 つで ある こと を 語る に 足る であらう。 

おぼろげなる 記錄を 索む るなら ば、 貨幣に 關 する ことの やうに 思 はれる ほどの もの は、 周 代 (西紀 前 

一 一二 二 I 二 五 五 年) の 制度 を 記述した 「周 禮」 にも 載って ゐる。 西紀 前 五 世紀の 學者管 仲の 書に も 誌 

して ある 「周 禮」 や 「管 子」 が 歴史の 文獻 として 幾許の 信頼に 値する か は 問題に なって ゐ るが、 この 

兩 書が 古き 代の 傳說 を收錄 した ものである こと は 疑がない。 漢 代から 明 代に 至る 歴代に 亙って、 多くの 

史書が 撰せられ てゐ るが、 その 何れに おいても、 大抵 經濟 事情 を 論す る 「食貨 志」 に當 てられた 篇がぁ 

つて、 貨幣の こと を 述べて ゐる" 例へば 「史 記」 卷 三十 「平準 書」 には武 帝の 經濟 政策 を說 いて 幣制 を 論 

じて ゐる， ^ 漢の蘭 臺令史 班 固が 撰す ると ころの 「前 漢書」 は卷 第二 十四 上下が 食貨 志に 充てられ、 下卷 

において は 主として 带制を 論じて ゐ る-一 宋の鄭 樵の 「通 志」 は その 卷六 十一 及び 六十 二 を 「食貨 s*」 と 

し、 六十 二の 卷首を 錢帑に 充てて ゐ る- - また 元の 馬 端 臨の 「文獻 通考」 は卷 八と 卷 九と を 「錢 带考」 に 

充てて 「歷代 錢幣之 制」 を 論じて ゐる。 

第一 節 貨幣と 文獻  三 


第一章 貨幣 Q 生成  四 

支那 古代に おける 交易 は、 他の 民族 におけると 同じ やうに、 物物交換の 形式 を 取った 思 ふに K 代よ 

^周 初に 及んで、 物物交換 による 流通から、 漸次 一種 または 數 種の 物品に 對 して 惯値 測度 丄ハ乂 換媒 助た 

る 認識 を 馴致し、 遂に 貨带の 濫觴 をな すに 至った ので あらう。 

文 獻に徵 して 考 ふるに、 史記 平準 書の 末 段に は 

農工 商 交易 之路 通" 而龜貝 金 錢刀布 之带興 焉。) 所從來 久遠： 自高辛 氏 之 前 尙矣" 

と ある： 今 を 遡る こと 四千 三百 年、 帝 嚳高辛 氏 以前にお いて、 旣に **ェ* 商の 分業が あって、 その 間 

に 交易が 行 はれ、 各種の 貨带が 流通して ゐ たとい ふので ある" 降って 通 志に は 

太 曰 天より- 以來 則ち 錢 あり- 太 曰 天 氏 • 高 陽 氏 は 之 を 金と 謂 ひ、 陶唐氏 は 之 を 泉と 謂 ひ、 商人 • 周 人 は 

之 を 布と 謂 ひ、 齊人 ニ呂 人 は 之 を 刀と 謂 ふ 之 を 泉と 謂 ふ は その 形 を 言 ふな リ： 之 を 金と 謂 ふ は その 

質 を 言 ふな リ" - 之 を 刀と 謂 ふ は そ の 器 を 言 ふ なリ： 之 を 布と 謂 ふ は そ の 用 を 言 ふ なリこ 

と ある-" また 文 獻通考 に は 

神蕞廛 を國に 列し、 以て 貨帛 を聚 め、 日中 巿を爲 し、 以て 有無 を 交す つ 

と ある。 蓋し、 遠く 神話 時代に 屬 する 神 農の 昔から、 市場 を 設けて 有無 相 通す るの 便が 開けて ゐ たとい 

ふので ある。 しかし 是 等の 文獻は 何れも 遠き 上代の 姿を髮 驚す る 傳說と 見るべき ものであって、 史實と 


して 幾許の 信憑に 値する か は 問題で あらう。 

補  註 

V 淸の李 左 賢の 「古泉 匪」 は、 その 正 篇* 績篇を 通じて、 合計 五 千 九 百 八十 七 個の 錢貨竝 びに 錢笵を 載せて るる。 ロック ハ 

アトの 云へ る 如く、 錢貨の 種類の 多き ことにお いて は、 世界 を 通じて、 恐らく は 支那の 右に 出づる もの は あるまい。 中央 政 

Wz!  •  ^方 政 權^ び こ 私 造の^? < を 併す とき は、 一 萬に も 上る であらう。 (The  Stewart  Locldiart  collection  of  Chinese 

Co!>per  Coins,  Roval  Asiatic  Society,  North  China  ； Branch  Extra  Volume  No.  I.  by  Sir  James  H.  Stewart 

M^CO^-^-p^.^^  sllaaghai,  1915. 1). IV.) 

^ これら 史書の 外に、 專ら泉 貨學の 立場から 貨幣 を 記述した 錢譜が ある。 淸の李 左 賢の 「古泉 隨」 はこの 種の 著述 を 列擧し 

てゐ るが、 その 中で、 今日に 傳 はって ゐる 最古の もの は、 宋の 洪遵の 「泉 志」 である。 泉 志 は 西紀 一 一 四 九 年の 著作で、 一 

部 十九 卷 より 成る。 貨幣の 種類 を 分ち て、 ( 一 ) 正 用品 • (一 一) 偽 品 • (三) 不知 年代 品 • (四) 天 品 • (五) 刀 布 品 • (六) 外國品 • 

(七) 奇品 • (八) 神品 • (九) 厭 勝 品の 九 品と して ゐる。 天 品のう ちに は、 織女と 牽 牛の 婚姻に 際して 天帝が 貸し 與 へ たと 傳 へ 

られる 錢貨ー 萬 個の 内の 一 つが ある。 天から 降った 天 兩寶錢 の 見本 も 掲げて ある。 また 神品のう ちに は、 二人の 少年が 家鴨 

の 姿で 漢の文 帝に 現れて 奉った とい ふ 錢貨が ある。 妄誕 無稽の 傳說を 集 載した 書で は あるが、 現存 錢譜中 最古の もので、 諸 

家の 說を 引用して るるから、 便利な 書と して 知られて ゐる。 最も 整備した 錢譜 として は、 李 左 賢の 古錢隨 を擧げ ねばならぬ _ 

西紀 一 八 六 四 年の 著作で、 首 集 四卷に 凡例 • 目錄 • 歷 代著錄 • 古 錢隐說 • 諸家 泉說を 揭げ、 本論 六十 卷を元 亨利貞 の 四 集に 

分ち 

元 集 十 四卷に 古布 卽ち鏟 形 の 布貨 
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支那に おいて、 最も 古く 貨带的 用途に 充てられ たもの は 穀物 • 布 帛の 類で ある： いづれ も 農業の 產物 
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亨集 十四 卷に 古刀 即ち 刀 形の 古錢  ， 

利 集 十八 卷に圜 法 即ち 圓 形の 錢貨  - 

貞集 十四 卷には 

卷ー 三に 異錢 *雜 品 

卷四 十二に 厭 勝 錢卽ち 魔除け 錢 

卷 十三 十四に 泉 笵卽ち 錢貨の 鑄 型 

を 記述して るる- 古泉 隨を 著して 後 十一 年に して、 一八 七 五 年に 續泉陋 十四 卷を 八ム にし、 また 補 遣 ニ卷を 作って るる- 

ゆ 小島 祐馬 氏は尙 書の 堯 典に 記された る 「金 作 贖罪 J の 一 句を撿 討し、 經濟 上より 見た る 古代の 贖 刑に 關 する 研究から、 支 

那 における 金屬 貨幣の 濫觴に 論及して 「金屬 貨幣の 起原 はいかに 溯り 得る とする も、 それが 社會ー 般に 流通す るに 至った の 

は 恐らく 春秋 末より 戰國 時代に かけての ことであって、 唯齊の 如き 經濟 の發 達せる 地方に 於ての み 比較的 早くより 行 はれた 

だけの ことで あらう。 従って 周 も 春秋 時代 以前に 在りて は、 假令 金屬が 貨幣と して 使用 せらる るが 如き ことがあった として 

も、 それ は甚 狭^なる 範圍に 限られた ものに 過ぎなかった ことと 思 ふ」 とい ふ 推斷に 到達して るる。 支那 學 第一 卷第 六號 

(大正 十 年 二月) 二 〇 頁。 . 


である。 最も 古き 鑄 貨の形 制 は 農具の 鏟を かたどる 布貨と 家庭 用具の 刀 子 を かたどる 刀貨 である r- こわ 

ら の象徵 から 推定して、 上代に おいて は 梟 具 も 貨幣 的 用途に 充てられ たと 論考され てゐ る-, 農に 關 する 

ものに ついで、 古くから 貨 幣 として 用 ひられた ものに、 寶貝 *寶 玉 • 等の 装飾品が ある。 

玆に 問題と なる の は、 支那の 古代に おいて、 狩 獵 • 牧畜の 經濟 段階 を 象徴す る 物品が 貨 W として 川 ひ 

られ たか 否かと いふ ことで ある。 歐羅 巴の 原始 民族の 間にお いて は、 牛 や 羊が 貨幣の 職能に 充てられた 

例が 少 くない。 印度 歐羅 巴系國 語の 多く は、 貨幣 を 呼ぶ に 家畜と 同 原の 名詞 を 用 ひて、 この 原始的 貨带 

の 名殘を 止めて ゐる。 羅典 語の 貨幣 Pecimia が 家畜 を 意味す る Pecus から 轉 化した こと は 誰でも 知つ 

てゐ る。 西紀 前 九 世紀と 推定され てゐる ホ ォマァ の 詩に は、 ディ ォゲネ スとグ ククス の 甲冑 を 評價す 

るに 牛 を 以てする 例が ある。 當 時の 希臘 では、 牛が 貨带 として 用 ひられて ゐ たので あらう： 少く とも 計 

算の單 位と して 用 ひられて ゐ たので あらう： 西紀 前 七 世紀の アテネに おける ドラ コ ンの 法律に も、 家畜 

を 以て 罰金 を徵 する 規定が ある： ェシル (西紀 前 五 二 五— 四 五六 年) の 戲曲ァ ガメン ノンに は 「舌の 上 

に 牛 を 置く」 とい ふ 言葉 を 以て、 錢を與 へて 口 留め するとい ふ 意昧を 現した 一節が ある、 これ は 家畜 を 

貨幣に 用 ひた 時代の 名殘 として、 牛 叉 は 牛 頭 を 刻印した 鑄貨が 流通して ゐ たこと を 語る ものと 推考され 

てゐ る。 これと 同様に、 カルタゴに 行 はれた 皮革の 貨带 は獸皮 または 家畜 を 表した ものと 考證 されて ゐ 
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る： 是 等つ 二と. ぶ、 西洋の 貨帑 論で は、 敎科 書に も 載せられて、 常識に なって ゐ る- - 

さて 支那の 昔に も此種 Q 貨带が 行 はれた ので あら-つか： 支那 Q 古書に は、 家畜 を 交換の 媒助 として K 

帑 用途に 供した 記事 は 1!5€ら ぬ やうで ある： 發掘 物に も 之 を激證 する に 足る ほどつ も 0 ある を 聞 力ぬ、 

これ は先づ 問題の 外に 措く  ■ 問題になる の ^ 獸皮 貨幣 ^ 有無 で あ る 

支那 學っ 先覺モ オル ス Q  -中朝 制度 5- 1 に は、 有 A.- 以前 Q 支 W において - 銘記した る獸皮 1 一一 IS つ l.iri 

skins が 貨带、 V 一して 用 ひられた こと を 誌して ある 之に 反して、 支那 泉 貨學に 造詣の 深い ロッ クハ アト 

ノ に、 支那 二お いて は、 狩 獵枚畜 の 段階 を 表す 毛皮 や 家畜が 原， 的 貨幣と して S ひられた 形跡 はない と 否 

定 して ゐ る、、 上代 銅器の 銘文 *殷墟 出土の 遺物 • 等 によ， ^て 支那 貨 1^ の 源流 を 究めん とした 奥 平 洪昌氏 

の 「東亞 錢志ー にも、 之に 觸れた 記事ばない- そこで モ オル スは 何に 據 つて 有.^ 以前の 支那に 皮 の 行 

> ゆれた こと を斷定 した かとい ふ 疑問が sa! る 

さて. M  ニ關聯 して、 或は これが 上代 皮 带の說 を 胚胎した かと 思 はれる やうな 記事が、 司馬遷の.s.^記卷 

三十 平準 書に ある、 卽ち 左の 如し-、 

有司 言うて 曰く 一. 古 は 皮幣 あり、 諸侯 以て 聘享 す.、、 金に 三等 有り、 黄金 を 上 と^し、 白金 を 中と 爲 

し、 赤金 を 下と 爲す： 今の 半兩錢 は、 法と して 重さ 四銖 なりへ 而 るに 姦 或は 錢 裏を盜 摩して 豁 as 


を 取る。 錢益. -輕 薄に して 物 貴し。 則ち 遠方 |& を 用 ふること 煩 費 省から す」 と。 乃ち 白 鹿の 皮、 方 尺 

を 以て、 緣す るに 藻績を 以てし、 皮 带を爲 る r- 直 四十 萬 〔文〕 なう C 王侯 宗 室の 朝 觐聘享 に は、 必す皮 

Se を 以て 璧に薦 き、 然る 後に 行 はるる を 得た う： 叉 銀 錫 を 造うて 白金と 爲す： 以爲 らく 天の 用 は 龍に 

如く は莫 く、 地の 用 は 馬に 如く は莫 く、 人の 用 は龜に 如く は莫 し： 故に 白金 三 品、 其 一 に 曰く、 重さ 

八兩、 之を圜 にして、 其の 文 は 籠、 名 づけて 白 選と 曰 ひ、 三千に 直る。 二に 曰く、 重さ 差 小に して、 

之 を 方に し、 其の 文 は 馬、 五 百に 直る： 三に 曰く、 復た 小に して、 之を橢 にし、 其の 文 は龜、 三百に 

直る () 

前 漢書 食 貨志第 四 下に も、 これと 同様の ことが 殆ど 同じ 文句 を 以て 記述して ある。 思 ふに 司 馬 遷の文 

を轉 借した もので あらう。 

この 一節に おいて、 司 馬遷は 二種の 皮幣を 擧げて 語って ゐる。 その 一 つ は、 「有司 言うて 曰く 古 は皮带 

ぁ..^J の條 にある 上代の 皮带 である。 もう 一 つ は、 漢の武 帝が この 有司の 獻言を 容れて 新に 造った 白 鹿 

の皮带 である。 後代の 著述で ある 通 志に も、 また 文 獻通考 にも、 史 記の 文 を 殆ど 其 儘に 移して、 武 帝の 

皮带を 誌して あるが 「古 者 皮幣」 の條は 省いて ある。 

先づ武 帝の 造った 皮 幣とは 如何なる ものであった か。 司馬遷 によると、 元 狩 三年 (西紀 前 一 二 〇 年)、 
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一 つに は國. 帝の 窮乏 を 救 ふために、 また 一 つに は 錢貨の 私 鑄 *盜 摩 を防壓 する ために、 銀と 錫と を 雑へ 

て 白金 三 品の 鑄貨を 造る と共に、 禁苑に 白 鹿の 皮 を 獲て、 新に 皮 1^ を 造った. この 皮带 は、 その 大さ方 

一尺と し、 緣 は藻績 にて 飾う、 一枚 を 以て 銅錢 四十 萬 文の 互 額に 當 用し、 王侯 宗 室の 朝 覲聘享 に は必す 

皮 幣に璧 をのせ て 進めた： 思 ふに この 皮 幣が狩 獵* 遊牧の 原始 經濟 段階に おける 貨幣 生成と 同系 を 以て 

論すべき もので ない こと は、 多言 を俟 たす して 明で あらう つ 素材 は 皮革で も、 系統と して は 獲物 や 家畜 

を 象徴す る もので はない。 武 帝の 朝廷に おいて、 儀 禮の聘 物と して 貴重なる 债値を 認められた 切手の や 

うな ものである： 强 ひて 之 を 貨带と 見るならば、 むしろ 錢带 を象徵 する ものと して、 後の世の 紙！^ に關 

す る 思想 の }朋 芽 をな す も のとい ふ 方が 正鵠に 近い- 

次に 古の 皮 带とは 如何なる もの か： 有司 は —— 卽ち 筆者 司 馬遷は I ^何に 據 つて 「古 者 皮 1^」 の 言 を 

なした ので あらう か： 武帝 以前の 古代に 皮带 なる ものが； * 在した ので あらう か 「- もしあった とすれば、 

それ は 如何なる 用途に 充當 され、 如何なる 範圍に 流通した もので あらう か： 平準 書 は、 支那に おいても 

日 木に おいても、 經濟 史家の 間に 周く 知られて ゐ る文獻 であるのに、 この 「古 者 皮带」 の 一節 は 全く 問 

題に されす に 看過され てゐ る。 

皮革 その物の 生 質から 見て、 たと ひ 遠き 上代に 皮 幣が行 はれた としても、 その 實 物が 今日に 殘存 して 


ゐ ようと は 思 はれぬ。 しからば 史記 以前の 文獻の 上に 古き 上代の 皮带を 語る 何等 力の 手が カリが ある 力" 

文 籍を按 する に、 周 末 春秋 戰國の 時代に 關 して 「皮 幣」 とい ふ 語 を 用 ひた 例 は 決して 少 くない (」 しか 

しその 意昧は 平準 書の 「古 者 皮幣」 の 條に謂 ふ 所と 同義で はない やうに 思 はれる。 いま その 二三 を 例示 

る 

「孟子」 卷 二に、 滕文 公が 孟子に 問うて、 小國が 大國の 間に 伍して 國を 全うし 難 を 免れる 策を聽 くの 

條が ある。 これに 對 する 孟子の 答のう ちに 皮带の 語が 出て ゐる。 

孟子， へて 曰く。 昔 は 大王 邻に 居る。 狄人之 を 侵す。 之に 事 ふるに 皮幣を 以てすれ ども 免る る を 得 

す。 之に 事 ふるに 犬馬 を 以てすれ ども 免る る を 得すつ 之に 事 ふるに 珠玉 を 以てすれ ども 免る る を 得す * 

乃ち 其耆 老を屬 めて 之に 告げて 曰く、 狄 人の 欲する 所 は 吾が 土地な リ。 

これ は 孟子の 時代から 見て さらに 昔の 時代に 屬 する 皮 带 の 話で ある。 この 一 節に かかる 朱 熹の注 釋には 

「皮 は 虎豹麋 鹿の 皮 を 謂 ふな リ 带は帛 なう」 と ある。 趙岐 の注釋 にも 「皮 は 狐 愁の裘 なう 带は贈 帛の貨 

なリ」 と ある。 ともに 皮と 幣とを 別の 品目と 見て ゐる。 二種の 聘物 を列擧 した 成語であって 「皮 带」 と 

呼ばれる 一 物と は 見て ゐ ない。 況ん ゃ皮带 とい ふ 貨幣が あつたと 推定す るに 足る 手が か，.^ は 全くない C 

しかも これ は狄 人に 送る 聘物 である C 皮 *带 が、 犬 • 馬 *珠* 玉と 共に 狄 人の 間で 貨带的 用途に 供 せら 
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れ たか 否か は、 之を詳 にす る 由 もない が、 滕文 公の 國 では 貨幣ではなかった ので ある： 數 多き 聘物 Q 種 

i つ 一過ぎ ない r もし 皮幣. が 交換の 媒助 たる 第三 商品と して 貨幣 的 性格 を備 へて ゐた とすれば、 斯 くも 多 

くの 物品 を列擧 する 必要はなかった であらう： 一 物 を 以て 全般的 惯値を 、徵し 保持す る 所に 貨 の 職能 

が ある。 これで もない あれで もない と、 凡百の 品物 を列擧 せねば ならな いのは、 来 だ 第三 商品が 生れて 

ゐ ない 證左 であらう。 

また 「國語 1 卷六 「齊1^- 1 に、 桓 公が 管 仲に 善隣の 策 を 問 ふ條が あるつ 之に 對 する 管 仲の 答のう ちに 

も 皮幣の 語が 出て ゐる。 

桓公 曰く、 吾 諸侯に 從事 せんと 欲す。 其れ 可な らん か、 と。 管子對 へて 曰く、 未だ 可なら す。 鄰國 

未だ 吾 を 親ます. - 君 若し 天下の 諸侯に 從事 せんと 欲せば、 則ち 鄰國を 親め、 と。 桓公 曰く。 若 何せん 

と。 管子對 へて 曰く、 吾が 疆場 を審 にして、 其の 侵 地 を 反し、 其の 封疆を 正し、 其の 資を受 くる こと 

0  0  ，レぷ ンぶ i4  -  J  ^  •  v  > 

.征 "- くして、 重く 之が 皮 幣を爲 して、 以て 驟. - 諸侯に 聘觀 して、 以て 四鄰を 安せ ぱ、 ち 四类. の 國我を 

親まん。 游士 八十 人 を (^ リて、 之に 奉す るに 車馬 衣裘を 以てし、 其の 資 幣 を 多くし、 ^方に 周游 せし 

めて、 以て 天下の 賢 士を號 召し、 皮幣玩 好、 人 をして 之 を 四方に 鬻 がしめ て、 以て 其の上 下の 好む 所 

を監、 其の 淫亂. なる 者を擇 びて 先づ 之を征 せよ、 と。 


これ を 見ても、 皮 幣は聘 物と して 誌され てゐ る。 玩 好すべき 物品で ある。 四方に if ぐべ. 商品で ある。 

過 ぐれば 淫亂 にも 陷る玩 好で ある"" 之 を 以て 物品 を 買 ふべき 貨幣と は 思 はれぬ： 是 等の 物品 を、 前揭孟 

子の 皮 • 幣 • 犬 • 馬 a 珠 • 玉と 共に、 强 ひて 貨幣の 原始的 段階と 云へば、 云へ ぬ こと もなから うが、 そ 

れは 單に聘 物用貨 |B たるに 止まる" これ だけで は 未だ 第三 商品と して 一 般的 流通 性を備 へた ものと は 見 

られ ない。 

齊語 の 末 段に、 桓 公が 前揭管 仲の 說を 容れて 諸侯に 聘觀 する 記事が ある。 

ことさら 

桓公 諸侯の 已に歸 する を 知る や、 故に 其の 带を輕 くして 其の 禮を 重く せし む。 故に 天下の 諸侯、 罷 

馬 以て 幣と爲 し、 縷纂 以て 奉と 爲し、 鹿皮 四个、 諸侯の 使、 囊を 垂れて 入リ、 a 載して 歸 れ，^ 。 故に 

之を拘 する に 利 を 以てし、 之 を 結ぶ に 信 を 以てし、 之に 示す に武を 以てす。 故に 天下 小國の 諸侯 旣に 

桓 公に 許して、 之に 敢て 背く こと 莫く、 其の 利に 就きて、 其の 仁 を 信じ、 其の 武を畏 る。 

これ を 前段の 皮带 の 條と 照合し て 勘考す る と、 それ が 單に 貴重な 聘 物と いふ ほどの 意味で、 貨 |B に當ら 

)  / 

ざ る こと を 首 $E し 得 るで あらう。 

さらに 之と 類型 を 同じく する 記事？^ 「戰國 策」 にも あるつ その 齊下 • 間 王 下の 孟嘗 君の 舍 人の 條に左 

の 一 節が ある。 
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孟嘗 君の 舍人、 君の 夫人と 相愛す る 者 ぁリ： 或は 以て 早 i 嘗 君に 聞して 曰く、 君の 舍 人と 爲，. ^て、 而 

-V  -  、二 「二 

して 內、 夫人と 相愛す： 亦 甚だ 不 君 其れ 之 を 殺せと： 君 曰く、 貌を 睹て而 して 相 說ぶは ノ 

の 情な リ： 其れ 之 をき いて 言 ふこと 勿れと。 居る こと 朞年、 君、 夫人 を 愛する 者 を 召して 面して 之に 

謂って 曰く、 子と 文と 游 ぶこと 久し： 大官は 未だ 得 可から す： 小官 は 公 また 欲せ じ： 衞君は 文と 布 衣 

の 交な， 請 ふ 車馬 を 具 へん： 願 はく は 君此を 以て 衞 君に 從 へと C 衞に 遊んで 甚だ 重ん せらる つ 

この 皮 IE も 亦、 前に 擧 げた 例と 同檨 に、 車 *馬* 皮 *幣 と 列ね て、 當時 諸侯が 士を 遇する に 用 ひた 聘物 

を數 へたに 過ぎぬ： 高 誘の 注に も 「皮は1比皮な，.=^帑は束帛な，..\J とあって、 皮幣と 呼ばれる 貨幣が あつ 

たと は？ J; して ゐ ない。 之 をし も 貨幣と 解す ベ くんば、 およそ 聘 物は貨 であった とい ふこと になる-、 車 

Kl? も貨 |E であった と 云 はねば ならぬ： 薦聘の 用に 充てられて 一 般に 貴重な ものと 認められた 物品が 貨 

幣の 源流 をな すに 至った 例は少 くないが、 支那 民族 は、 歷史の 避り 得る 限.^ に 於て は、 早くから 豊に入 

つて ゐ たために、 狩 獵枚畜 時代 を 象徴す る 獣皮 貨幣の 如き は、 遂に 史上に その 系統が 傳 はって ゐ ない 

最後に もう 一 つ 秦の呂 不韋の 春秋 十二 紀 仲春の 條に 

是月 也。 祀 不用 犧牲。 用 圭璧" 更 皮幣。 

と、 ふ 一 句が ある。 禮記月 令の： i: 春の 條 にも 之と 全く 同一 の 句が ある。 今日に 傳 はる 禮記は 漢の宣 帝の 


代に 戴聖が 編輯した もので、 司馬遷 以後の ものであるが、 その 內容 は先秦 よ.^ 漢 初に 至る 諸 儒者の 古禮 

に關 する 論說 記事 を輯錄 した 叢書で ある。 就中 第 六 卷の月 令 は 十二月 政令の 行 ふ 所 を 記した もので、 呂 

氏 春秋の 十二 紀と 殆ど 同文で ある。 故に 普通に は 呂不韋 の 作と 稱 せられ、 異說に は 周 公の 作と も傳 へる C 

いづれ にしても 司馬遷 以前の 来 源た る こと は 疑がない" 玆に 引いた 一 節 は、 仲春 政舍の 一 たる 小 i の蹬 

を說、 たもつで、 是の月 や、 小 祀には 供物に 犧牲 を， 用 ひす、 其の 稍 重き 祀は 圭璧 を 以て 犧牲 に^へ、 輕 

き？. -二 おいて は 皮幣を 以て 圭璧に 易 ふ、 とい ふ 意で ある。 圭とは 上 を 剡ぎ下 を 方に せる 玉で ある。 璧と 

は 玉の 平圓 にして 中央に 孔 ある もの をい ふ" 犧牲 は獸畜 である" 皮 幣は獸 皮と 束帛と 解す るの が 通說に 

なって ゐ る。 司 馬遷の 「古 者 皮幣」 が 或は 之 を 指した もの かと も 思 はれぬ ではない が、 それにしても、 

この 一節 は 祭祀に 用 ふる 供物の 種類 を 示した 記事で、 これ を 如何に 讀ん でも、 皮带 が貨带 であった とい 

ふ 择釋ま 33 て 来ない。 供物に する ほどで あるから、 貴き もので あつたに は 違 ひない 力 それ 力 交換の 划 

助 叉 は 支 拂の耍 具と して 通用した とい ふ 推論 はこの 文から は 立ち 難い。 

是 等の 古書に ある 皮幣の 二字 を、 皮と m とに 分ち て讀 むべき ものと すれば、 司 馬遷は 何に 據 つて 「古 

者 皮幣」 の 一 句 を 成した ので あらう か。 まさか 司 馬遷が 古書 を讀み 誤った とも 思 はれぬ。 さ.^ とて、 こ 

の 一 句の 皮幣を 皮と 幣 とに 分解して は、 これに 續く白 鹿皮 幣の 話が 脈絡 を 失 ふ。 武 帝の 白 鹿皮 幣を 語，^ 
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出す ために、 その 枕と して 古書に ある 皮幣の 二字 を 聯想し、 木 来の 意義 を捏轉 して 物語の 筋 を 粉飾した 

ので あらう か： それにしても、 修史 家 司 馬遷が 好んで 史實を 曲げようと は、 納得し 難い ことで ある。 

さらに モォ ルスの 所謂 有史 以前の Ills つ -.ョ1 skins に 至って は、 何 を 指す にや、 了解に 苦む つ 或は 武 

帝の 白 鹿皮 幣 を 指した のかと も 思 はれる が、 それならば、 第一 に、 有史 以前と いふ は當ら ない： 第二に、 

こ れ は 貨幣と いふべき ほどの もので もない、) 恐ら く は 白 鹿皮 幣 の 話と 西洋 の 狩獵 牧畜 時代 の 原始 貨 $E の 

說とを 聯想して、 * 西に おける 貨幣 生成の 過 程 を 錯覺混 滑 したので は あるまい か。 

. 有史 以前の 支那 民族に ついては、 種種の 方面から 研究が 進められて ゐ るが、 未だ 定說 とい ふ ほどの も 

の はない： 一般に 認められて ゐる こと は、 三 四千 年の 昔に おいて、 今日の 漢族の 祖先 をな す も Q が、 旣 

二 黄河 中部 Q 流域に 定住して、 主として 農耕に よって 生活 資料 を 獲得し、 北方の 遊牧民 族と 對 立して ゐ 

たこ. とで ある： 當時 揚子江 中部の 流域 は 苗 族 { ^據る 所で あつたが、 これ また 概ね 農に 入って ゐた： 漢族 

は 四隣 を壓 して 伸張し、 やがて 黄河の 全 流域 を領 し、 戰國 から 秦* 漢 にかけ てに 揚子江 を 越えて 南支 

に 及んだ- ン 魏 • 晉 • 南北朝に 至って は 支那 文化の 中心 は 長江 下流に 移リ、 隋 • 唐の 際に は嶺南 地方 を 風 

糜し、 宋 代に は 福 建 • 江 西 を 同化した つ 

支那 民族に 狩獵 遊牧 時代がなかった と 云 ふので はない-, - 支 邪で 最も 古い 文 iiQ 一  つで ある 經に は、 


農耕に 關 する 語句より > も漁獵 牧畜に 關 する 語句の 方が 遙に 多く 記錄 されて ゐ る"， これ は 遠く 西 周 以^の 

氏族 社會に 遡れば、 漁 狩 獵* 牧畜に 依って 生活 を 營んだ 時代 もあった こと を 語る もので あらう"^ 股 

墟 出土の 龜甲 • 骨片 • 等に 遺る 文字に よる も、 多くの 獸畜が 祭祀の 犧牲に 供 へられた ことが 明で ある。 

また 漁撈 • 狩 獵に關 する 卜 辭も少 くない。 しかし 是等は 生活 資料 を 漁獵に 求めた 記錄 とい ふよ リも 寧ろ 

貴族の 遊樂 行事に 關 する 記錄と 見る 方が 安 當 である。 周 代 を 語る 文獻 にも 獸 皮に 代 へ て 物 を i ゆいだ と 思 

はれる 記錄 がないで はない。 「孟子」 に は 百 里 奚が羊 皮 五 枚に 代へ て 身を賣 つた 記事が ある。 しかし これ 

だけの 片言 襲 語に 拘 はって 獸皮が 一 般的 交換 媒助 であった と斷 する の は 早計で あらう。 

北 狄* 西戎は 近代に 至る まで 遊牧 移動の 生活 を營 んでゐ る.^ しかし 支那の 中原 を領 する 民族 は、 歴史 

の遡リ 得る 限..^ において は、 主として 農耕民族であった。 いは ゆる 東夷 • 北狄. 南 蠻 • 西戎 などと 呼ば 

れた諸 族と 漢族 を 中心とする 支那 民族と が、 人類 學上 如何なる 關 係に 立つ か は、 今日な ほ 多くの 點 にお 

いて 闡明 を缺く 問題で あるが、 中原の 民族が、 是等邊 疆の諸 族に 先んじて、 早くから 農 を 生活の 基 木と 

して 發達を 遂げた こと は 疑な き事實 である" この 生活が 貨 带 生成の 上に も 特異の 色調 を與 へて、 支那に 

は狩獵 牧畜 系統 の 貨带 が傳は ら なかった ので あらう。 

補  i 
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V  (；三 UKinl,  llisLoil. つ 二つ s  (1<.> 三- .iJK-s  inoiictaircs  (kES Ics  Kl2JorLS  avcc  一二 l-srir つ 二つ s  111- こ-二 al<-s,  一： 二 1, 

づ p. 17  fT. 三 44  fr. 

6^ 11.  P>. IVlors つ, Til つ Trade  and  A(lnlillistrati:11 三. nlilla, ズ t-v.  K(一., 1<) 二，  p.  二./. 

3  stewill-t  一、： rkllal.t,  () 一) • つ 11: 一). -<. 

^ 周 禮の九 貢に 皮革が 數へ てあつて、 布帛 ほどの 普遍性 はない か、 授受 性に 富む 消費 貨物と して、 貨幣 的 用途に 供せられ た 

とい ふ說が ある。 これ は 世間 流布の 支那 經濟 書に 載って るる 通說 である。 いま 之を撿 索す るに、 周禮の 「大宰 之 職」 の條に 

邦 國の用 を 致す 九 貢 を 敷へ. て 次の 九 種 を 擧げて ある。 

； Z? 九 貢 致 邦國之 用。 ー曰祀 貢。 ニ曰嬪 貢。 三 曰 器 貢。 四 曰 幣貢。 五曰材 貢。 六曰貨 貢" 七 曰 服 貢。 八曰旌 貢。 九 曰 物 貢 

卽ち 皮革 は 九 貢の 内に 數へ てない。 九 貢に 皮革 ありと いふ は 周 禮注鐸 家の 說 である。 いま 周禮 注疏 を繙 きて、 この 條に關 す 

る 鄭玄の 注釋を 見る と、 次の やうに 解いて ある。 

嬪、 故 書に 賓に 作る。 鄭司農 云く、 祀貢は 犧牲包 茅の 屬、 賓貢 は皮帛 の屬、 器 貢 は 宗廟の 器、 幣貢 は 繡帛、 材貢は 木材 

なり。 貨貢 は珠貝 自然の 物な り。 服 貢 は 祭服、 斿貢は 羽毛、 物 貢 は 九州の 外 各 其の 貴ぶ 所 を 以て 摯と爲 す。 肅愼 氏が 搭矢 

の屬を 貢す る是れ なり。 玄 謂 ふ、 嬪貢は 絲菓、 器 貢 は 銀 鐵石磬 丹 漆な り。 幣貢 は 玉 馬皮帛 なり。 犲貢は 欉幹栝 柏篠蕩 なり 

貨貢は 金玉 龜貝 なり。 服 貢 は統狞 なり。 斿は讀 んで囿 游の游 の 如し。 斿貢は 燕 好の 珠幾 琅圩 なり。 物 貢 は雜物 魚鹽橘 柚な 

り。 

卽ち鄭 司 農も鄭 まも 九 貢の 中に 皮の ある こと は 認めて るるが、 司 農 は 之を賓 貢の 一 種と 解し、 .M は 之 を 幣貢の 一 種と 解し、 

その 說 一 致を缺 く」 加 ふるに 九 貢 各種の 内容に 關 する 兩鄭 の注釋 には少 からぬ 徑 庭が ある、】 綜 じて どの 邊 まで 信 を 措いて よ 


いか 疑 はしい〕 鄭玄の 注 も、 幣貢 は 「玉と 馬と 皮と 帛」 と讀 むべき か、 果た また 「玉と 馬 皮と 帛」 と讀 むべき か、 明で ない。 

馬 皮 說も行 はれて.？ か、 文 G 勢から 見る と、 四つに 分けて 蒙たい やうに 思 ふ。 假 islll にしても、 周禮 

の 記事 は 進貢 物納の 一種と して 皮が あつたと いふ だけの ことで ある。 いは ゆる 九 貢の 内容 をな す數十 種の 骨 を 列べ て、 そ 

の 一つに 皮が 數 へられて ゐ るに 過ぎぬ。 皮が 特に 重要なる 管であった と は 書いて ない。 況んゃ 皮が 貨幣と して Pi した こ 

と を徵證 する 典據に はならない。 是等 多種 多樣の 物品の 中から、 最も 廣く 愛好され る ものが、 おの づ から 拔 かれて、 貨幣. - 

成 過程の 第三 商品に 擇 ばるべき 勢に あつたの かも 知れない が、 皮が 特に この 選に 當 るべき こと は兩鄭 いづれ の注釋 にも 現れ 

てゐ ない。  • 

S 齊 語の 記事 は 管 子 卷八小 匡 第二 十と 出入す る 所が 多い」 管 子 は 遠く 國 語の 前にで きた 書物で は あるが、 小 匿篇は 後人が 管 

仲の 功業 を顯彰 する ために 作った もので、 齊 語から 小 匿篇が 作られた とい ふの が通說 になって るる。 しかし 小 m 篇を 典據と 

して 齊 語が 書かれた とい ふ說も あるから、 念の 爲に、 管 子 小匿篇 から 桓公善 鄰の策 を 問 ふの 條に當 る 一 節 を摘錄 すると、 次 

の やうに なって ゐる。 

管子對 へて 曰く、 …… 游士 八十 人 〔原文 八 千 人、 多き に 過ぐ との 說 あり〕、 之に 奉す るに 車馬 衣裘を 以てし、 其の 資糧を 

多くし、 財幣 をば 之 を 足らし め、 出で て 四方に 周游 せしめ、 以て 天下の 賢士を 號召收 求す。 玩好を 飾り、 出で て 四方に 周 

游 せしめ、 之 を 諸侯に 鬻ぎ、 以て 其の上 下の 貴 好す る 所 を觀、 其の 沈亂 する 者を摆 びて、 先 づ之を 政 〔征〕 す。 公 曰く、 外 

內 定まる、 可な らん 乎。 管子對 へて 曰く、 未-た 可なら す。 鄰國 未だ 吾 を 親まざる 也。 公 曰く、 之 を 親む こと を 奈何 せん。 

管子對 へて 曰く、 吾が 疆域 を審 にし、 其の 侵 地 を 反し、 其の 封界を 正し、 其の 財貨 を受 くる 毋れ、 而 して 美しく 皮 幣を爲 

り、 U て 極，. 諸侯に ノし、 以て 四鄰を 安ん すれば、 則ち 鄰國 我に 親まん。 
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さらに 後段の、 桓 公が 管 子の 獻言 によりて、 鄰國 懐柔の 策 を 行うた， M 一 を 記す 條は才 〈 の やうに なって るる- 

桓公 諸侯の 己に 歸 する を 知る" 故に 其の 幣を 軽く して、 其の 鱧 を 重く せし む- 故に 天下の 諸侯 をして、 1^. 馬 犬 羊 を 以て 

幣と爲 さしめ、 齊は 良馬 を 以て 報， す。 諸侯 ti, • 帛 • 布 • 鹿皮 • 四 分 〔 一 本に 四个に 作る〕 を 以て 幣と爲 し、 齊は文 錦 虎 豹の 

皮を：^て報す： 諸侯の 使、 饔を 垂れて 入り、 攉 載して 歸る。 

， r 1 にも 聘物 としての 皮革 幣帛の こと は 記して ある. か、 貨幣と 解すべき 皮幣 0  二， -ヒ K 全く 現れて るない- 

6、  ー：^^；沫若著 藤 枝 丈夫 譯 支那 古代 社會 史論 三 八 頁 以下。 

^ 孟子 卷五萬 章 章句 上に 虞. の 賢臣百 里奚の 話が ある。 

萬 章 問 ひ 一」 曰く、 或る ひと 曰く、 百里奚 自ら 秦の牲 を 養 ふ 者に 五 羊 皮に 鬻 ぎて 牛 を 食 ひ、 以て 秦の穆 公に 要む と。 信 

なる か。 孟子 曰く、 否、 然ら す。 事を好む 者 之を爲 せるな り. - 

- 一れ は 百 里奚が 自ら 其 身を秦 〔春秋 戰國〕 の 祭祀に 供す る 家畜 を 養 ふ 者に 賣り、 身の 代に 羊の 皮 五 枚 を 得て、 牛 を 飼 ふ 奴 僕」 - 

なり、 その 手蔓に よりて 秦の穆 公に 用 ひられん， 一と を 求めた とい ふ 話 を傳 へた もので ちる： 之 を 以で羊 皮 五 枚が 當 時の 奴隸 

の 價に當 ると 推量で きぬこと もない。 また 羊 皮に 代へ て 物 を鬻ぐ こと も 行 はれた と 思 はれる" しかし それが 交換の 媒助 とし 

て どれほど 廣く 慣行され てる たかは 明で ない- 鬻 ぐと は必 すし も 貨幣に ft へる 意味と は 限らない。 或は 物物交換の 程度で ち 

つた かも 知れぬ。 これ だけで は 羊 皮が 貨幣と して 弘く闲 ひられた 確證に はならない。 況んゃ 羊 皮が 卽ち上 i^Q 皮幣 であった 

と は斷じ 難い。 

第三 節 貝 貨 


穀勿 ， 、布帛 に 次で 貨幣の 用に 充てられ たもの は 貝殼で ある： 財 寶に關 する 漢字が 多く 貝に 作られて ゐ 

るの は クー こ SIS すると 云 はれて ゐる。 文獻 通考卷 八に も 「虞 夏 商 之 幣金爲 三 品 或 黃或白 或 赤 或 錢或布 或 

刀或龜 貝」 と ある： ここに 貝と は寶貝 又は 子安貝と 呼ばれる ものである。 

寶貝は 支那 木 土の 沿岸に は產 せす、 印度 太平洋 岸の 暖 海よ.^ 出で、 印度に 多く、 日本に て は、 臺灣 • 

中 1 • 薩擎 . 土 佐 • 紀伊 • 八丈島 等に ある。 何故に 寶 貝が 一 般に 愛好 せらる るに 至った かの 原因に つい 

て は、 それが 「生命の 門」 を 象る 呪 的 装身具と して 用 ひられた からだと いふ 說も ある。 その 質 硬 く- -て 

色澤 美麗なる を 以て、 これ を 珍重して 頸 飾な どに 用 ひ、 轉 じて 貨幣 的 用途に 供す る やうに なった もので 

あらう C 寶 貝が 貨幣と して 用 ひられた 地域 は 頗る 廣く、 支那 は 勿論、 印度 • 南洋から 遠く アフリカに ま 

で 及んで ゐる。 

何 争の 頃から 支那で 寶貝を 貨幣と して 用 ふるやう になった か は 明で ない が、 殷據發 掘 物のう ちに 寶貝 

が ある こと、 妓 びに 殷代 銅器の 銘文 及び 龜甲獸 骨の 卜 辭に貝 朋に關 する 文字 ある ことより 推して、 殷代 

に 貝貨の 行 はれた こと を考證 する。 朋 はもと 寶貝を 連ねて 頸に 飾りた る 形に 象った 文字で あるが、 貝 を 

貨幣の 用に 充 つるに 及びて、 計算の 單位を 表す 文字 ともなった。 

奥 平洪昌 氏の 束 亞錢士  1 は洛陽 附近の 出土に かかる 四 種の 貝貨の 搨摹を 載せて ゐる： その 一 は 海 產の眞 

第三 節 貝货  一 こ 


第一 圖 骨 製 貝貨 4、 


膽 疆き 


• 章 货^  Q 生成 


物の 寶 貝で、 背 を 麼 して 平にして ある： その 二 は獸骨 製の 

寶貝 にして 背 を 平にし、 上 F に 二つ 孔が あけて ある" そ 

の 三 は 石 質 製の 寶目 (にして 大きな 孔 がー つ あいて ゐる： そ 

の 四 は 淡水 產畔 類の 殼を 剖って 造った 寶貝 にして fe 白く、 

これ も孔 がー つ あいて ゐる： クウ &  Q 一中 國歷. 9,/ 之金錢 1^」 

にも 四 種の 貝貨の 寫眞を 揭げて ある： 一 は 木製の 寶 貝で、 

クウ ル は 之 を 貝貨の 裏付けに W ひた ものと 推定して ゐる： ニは眞 物の 寶貝 である、 - 三 は 硬質 木製の 裏付 

けで ある： 四は寶 貝に 摸した 鉛製の 貝貨で ある"  一 •  二 及び 三に は孔を 穿った 痕が 見える- なほ： 《 -亞錢 

志に は 河南 省鄭 州の 出土に かかる 銅製の 貝貨 を 示し、 これ を 周 代 銅！^ の發 達に 作 ひ 銅 を 用 ひて 海 產の貝 

の 形を擬 造した ものと 斷 じて ゐる。 

寶 貝が 多 數發 掘され たとい ふだけ では、 それが 單に 装身具と して 用 ひられた もの か、 貨！^ として 用 ひ 

られ たもの か 明で ない： 寶貝は 光澤 • 色 彩と もに 美しい ものであるから、 身體の 飾り-に 用 ひられた であ 

らうと は 想像で きる が、 果して 貨幣であった かどう か は判斷 がっかぬ つ しかし 骨 や 木 や 石の やうな 光 澤 

も 色彩 もない もので 寶 貝の 形が 造られて ゐた とすると、 それが 貨幣であった ことが 推定され る やうに な 


鼻 


つて 来る。 殊に 銅製の 寶 貝に 至って は、 ますます 後代の 鑄貨に 近い 

ものに なって 来る。 その上に 出土 物の 文字が 之れ を徵證 する ことで 

あるから、 支那 古代に おける 貝貨の 存在 は 疑 ふべ からざる 事實 とし 

て 首肯され る。 


第 
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濱田 耕作 博士 は 俗に 云 ふ 蟻 鼻 錢卽ち 鬼頭錢 • 鬼臉錢 など も 銅製 貝 

貨の遣 制 または 轉 化と 見て ゐる。 これに 對 して、 ク クル は 西紀 前 六 

七 世紀の 頃に 行 はれた 希獵 植民 池 ジヂィ ァの エレクト 口 ン鑄貨 と、 之と ほぼ 同時代に 造られた 周 代の 蟻 


鼻 錢 との 類以を 指摘して ゐる。 いづれ も楕圓 形で ある。 さう して 顔が ついて ゐる 


0 こご 


、ディ ァ の鑄貨 


は 顏が橫 に 描かれて ゐ るが、 蟻 鼻錢の 顔ら しきもの は縱 になって ゐる。 これが 古 錢の形 制に おいて 支那 

と歐羅 巴と が 似通って ゐる 唯一 の點 であると 云うて ゐる。 之と は反對 に、 西 村眞次 博士 は、 蟻 鼻 錢には 

孔 があって 呪 的垂懸 物の 形態 を備 へて ゐ るが、 エレクトロン 鑄 貨には 之がない から、 その 川途が 全く 異 

つて ゐる ことに 氣づ かすに は 居られな いと 斷定 して ゐる。 蟻 鼻 餞の 紋檨は 文字で 「半 兩」 「洛六 朱-一な ど 

と 書いて あるので、 顔で はない とい ふ說も ある" 蟻鼻錢 にも 種種 あるから 一 槪に は斷じ 難い。 

貝 は 漁撈の 產物 である， k ら漁獵 段階に おける 貨幣の 遺制で はない かとい ふ 疑が 起る" さう だと すれば 

第三 節 貝  貸  三 一一 
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獸皮 • 家畜 の 貨！^ などと 同系の 生成 過程に 屬 する ものと いへ ぬ こと もない： しかし 寶貝は 支那 本土 に は 

產せ ざる ものであるつ また 装飾品であって 實川 物で はない。 だから、 その 社會 において 生産され、 赏用 

の 財物と して 價値づ けられた 獸皮 • 家畜 などの 貨带と は 同じ 範畴 に屬 する もので はない。 

貝貨の 用途に ついて、 お 亞錢志 は 一， 實 質の 貨 卽ち 穀物 布帛は 主として 民間 日常の 取引に 用ゐら わ、 

珍寶の 貝貨 は 主として 君臣 上下の 間に 用 ゐられ た，.^. 一  というて ゐる： 蓋し 出土 物の 文字から 考證 した 推 

定 である。 

穀物 • 布 帛： a びに 寶 貝の 外に、 時代に よりへ また地方にょ，.^て、 眞珠 *寶 玉 • 丹砂 • 水銀 *龜 甲 

茶 • 鹽 などの 物品 も 交換の 媒助 として 用 ひられた。 金 屬が群 量して 貨幣の 用に 充てられ たこと は 云 ふま 

でもない。 三 金 を 以て 貢納に 供した 記事 も ある。 三 金と は 金 • 銀 及び 銅の ことで あらう、 ソ 一 說には 銅の 

合金の 三種と も 云 はれて ゐる。 - 是 等の 實 物貨帑 は、 鑄 貨が行 はるる に 至った 後に おいても、 なほ 久しく 

川 ひられた つ 文 獻通考 に は、 秦始皇 が 天下 を兼饼 する や、 黃 金の 上 幣と銅 錢の下 幣とを 定め、 半 兩銅錢 

を 鑄 造して、 珠* 玉 *龜* 貝 • 銀 • 錫な ど は 器物 や 装飾と して 寶藏 しても よいが、 貨带 として は 川 ひて 

はならぬ ことに 定めた 記事が ある。 しかし こんな 禁制 はな かな か 行 はれなかった と 見えて、 實物貨 おは 

唐. の 時代に 至る も尙ほ 盛に 附 ひられて ゐる" マルコ •。 ホォロ は、 十三 1 紀の 頃、 なほ印！^から輸んし 


た 貝が 支那に 貨幣と して 用 ひられた こと を 語って ゐ る。 また 雲 南 地方に おいて は、 明 末 清^の 交まで 貝 

貸が 行 よれた。 蓋し、 寶 貝の 產 地に して 且つ これ を貨带 として 川 ひた 印度 • 南洋の 諸 邦に 接近して ゐる 

こと、 政治 • 經 濟の關 係に おいて 支那 木部と 隔絕 して ゐる こと、 經 濟の發 達が 連れて ゐる ことな どが、 

こ Q 邊 離の 地に おいて 原始的 貨带が 特に 久しく 行 はれた 原因で あらう。 

铺  註 

V 西 村眞次 日本 古代 經濟 交換 篇第 四册 貨幣 第 八 章 第 四 ，五* 六 及び 七 節 

ゆ 奥 平洪昌 東亞 錢志 第二 卷 第一章 第一 節 

V  Arthur 】 ccole.  Coins  in  China 一 s  History,  2nd  Kd.;  1937,  1). さ. 

第一 圖骨製 貝貨 ニ點 のうち、 上 は 山 東 省滕縣 (俗 云紀 王城) の もの、 下 は 河南 省 新 安縣の もので、 ともに 墳墓に あらざる 地 

點 こお、 て 土器 中より 發 見した ものである。 第二 圖蟻 鼻錢 とともに、 いづれ も 次に 揭 ぐる 濱田 博士の 論文から 摹寫 した。 

£ 濱田 耕作 支那 古代の 貝貨に 就いて 東洋 學報 第二 卷 第二 號 (明治 四十 五 年 五月) 

^  >.  K  cocle.  Op.  cit.,  I)p.  3  and  85. 
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Lockhart,  p.  2，  Xo.  5. 


二 六 

支那に おいて 相 當廣く 行 はれた 鑄 造 

貨带 の 祖 は布貨 及び 刀货で あると いふ 

のが 通說 になって ゐ る、) いづ わ も 農具 

叉 は 家庭 用具から 轉 化した ものである。 

布貨は 農具の 鏟の形 を 摸した もので 

ある。 その 古き もの は 根 首の 柄 をつ け 

ると こ ろが 空虚に なって 孔が あけて あ 

る。 これ は 農具 そのままの 形で ある ご 

俗に これ を 空 首 布と 稱し、 また 縫 布 • 

鏟貨 ともい ふ。 周 末 春秋の よ.^ 戰國 

時代に 亙って、 小 國割據 し、 相 競うて 

鑄 幣の利 を 擅に した。 ところが、 空 首 

布は^^^大にして用ふるに便ならす、 加 

ふるに 首の 部分 が 嵩 ば りて 折 れ きを 
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以て、 之 を縮ト して 首 を 薄く し、 漸次 形 を 鍵へ て、 方 肩 尖 足 布 • 方 肩 方 足 布 • 圓 肩 方 足 布 • 圓 肩 足 布 

と 進化す る に 至った ので あるつ 尤も 之れ は觀念 上に お け る 形 制 進化 の 過程で あ つ て、 赏ケほ 上に おいて は- 

一方に 圓肩 M 足 布が 行 はれて ゐ るのに、 他方で は、 之と 竝ん で、 方 肩 方 足 布が 鑄 用され てゐる やうな こ 

ともあった であらう。 

この種の 鑄貨を 何故に 「布」 または 「古布」 とい ふかに ついては 諸 說區區 として 定ら ぬ。 

古来 布 帛は廣 く 交換手 段と して 用 ひられた から、 布の 字の 形に 似せて 布貨を 鑄た とい ふ說も あるが、 

麄ニ 首肯し 難い。 布貨の 形は必 すし も 布の 字に 似て ゐ ない： また 布帛は 一 定の 長さ 一 定の 幅の 反物の 形 

におい て貨 |B の 用に 充てられ たので あるから、 そ の 形から 布 貨を說 明す る の も 無理 の やうに 思 はれる" 

布の 字 を 延べ 擴げ ると いふ 義に 解して、 鋤の やうに 平たい 布 貸の 形 を 聯想した 說も ある。 また 延べ 擴 

げ ると いふ 義を 象徵 的に 轉 解して、 弘く 流通す るの 意と する 說も ある。 前 漢書 食貨 志に は 「流 於 泉 於 

布， 一 と ある" 如 淳は之 を 解いて、 流れ 行く こと 泉の 如く 民間に 布く の義 だとい うて ゐる。 史記 平準 書の 

末 段に 繋る 唐の 司馬貞 の索隱 にも 之と 同じ 說が 載って ゐる。 

錢 もと ft と名づ く。 泉 は貨の 流る る こと 泉の 如き を 言 ふ 也。 故に 周に 泉 府之官 ぁリ。 景 王に 及びて 

乃ち 大錢を 鑄る。 布 泉 は 貸の 流布 を 言 ふ。 故に 周に 三 夫 之 布 あり。 


鑄貨を 古く 泉と 云 ふ は、 もと 此 種の 貨幣の 形狀 から 出た 稱呼 であらう。 鄭椎の 通 志に も 「謂 之 泉 言 其 

形」 と ある。 布 貸の 形と 泉と いふ 字の 形と を 比べて 見る と、 この 說が 首肯され る。 ィヅ ミに 疆 る 聯想 は 

その後に 超った もので は あるまい か。 それが 更に 轉 化して 貨幣の こと を意昧 する やうに なった ので あら 

う。 漢 の王莽 の 代に は圓形 方孔錢 にして 「大泉 五十」 「小 泉 直 一」 などと 銘を 鑄た 錢貨も 出た C- 「錢 J の 

字 は 泉に 充て 用 ひた ものであると いふの が通說 になって ゐる。 「國 語」 の 周語韋 註に も 「古 は 泉と 曰 ひ 後 

に轉 じて 錢と曰 ふ」 と ある。 尤も 之に は 異說が ある。 小島 祐馬氏 は、 錢は 「詩」 にも 「淳乃 錢錄」 と あ 

る 如く 本来 棗 具 を 指す 字で あるから、 今日の 所謂 布 はもと 錢と稱 したので はない かと 思 ふ、 また 時に 泉 

の 字 を 用 ふる は、 これ 或は 錢の假 借 か、 或は 泉の 篆 文が 錢の 形に 似た るが ために 用 ひられた もので、 n 水 

が錢 より， も 古くから 用 ひられた と 云 ふが 如き は、 全く 木末 を顚 倒した 說 である i と 云うて ゐる。 

いづれ にしても、 布貨は 財物た る 農具が その 本来の 用 を離脫 して 貨幣に 移行す る 過程 を象徵 した もの 

と 見るべき であらう。 高 垣 寅次郞 博士の 語法 を 借，^ 用 ふるならば 「貨幣と 一般 經濟 財との 分岐 。貨 巧の 

經濟 財よ.^ の 遊離」 の 境界 を 示す も のとい ふべき であらう。 

支那の 古 錢學者 は、 布 貸の 行 はれた 時代 を 探ね て、 遠く 夏紀 (西紀 前 ニニ 〇 五— 一七 六 六 年) から^ • 

周を經 て秦紀 (西紀 前 二 五 五— 二 〇 六 年) に 互る というて ゐる。 果して 然リ とすれば、 西洋に おける 鑄 
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貨の 創始 はリ ディ ァのギ ゲス王 Gyss,  §1^^  B.C. の 時代と いふ ことにな つて ゐ るから、 世界 最古 

の 鑄貨は 支那に 行 はれた と 云 ふこと になる。 しかし 周紀 (西紀 前  一 一 ニニ  — 二 五 五 年) 以前の 事蹟 は茫 

漠 として ゐ るから、 確證は 困難で あらう。 

周 末 春秋 戰國の 時代に 刀と 呼ばれる 貨幣が 行 はれた。 刀貨 はまた 金 刀 • 刀 錢 • 刀带 ともい ふ。 武器の 

第十圖 尖 首 刀 
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刀劍 にかた どった もの だと 云 ふ 說もぁ る が 、 恐ら く は 家庭 用具 の 刀 子に 擬 へて 造った も Q で あら う 一 管 

子卷 二十 二 海 王 第 七十 二に 

- 今鐵 官之數 曰： 一 女必有 一 緘 一 刀-) 若 其 事 立" 耕 者必有 ー耒ー 耜ー姚 若 其 事 立。 

か， つす き すき 

と ある" 玆に云 ふところの 刀 は 布帛を 裁つ 利器で ある： それが 縫針と 共に 蠱 具の 耜- 跳と 列べ て數 へて 


第一章 貨幣の 生成  三 六 

ある： さう して 女と 梟 夫と. か 1 かくして 其の 事 成立す」 とい ふので ある， これ また 一般 日用の 財物. か貨 

Ite 的 用途に 轉 向して 貨带的 性格 を 遊離す るに 至った 形跡 を 示す もので あらう： 

刀貨は その^に よ て 尖 首 刀 • 圓首刀 • 直刀な どに 分ち、 また そ Q 文に よ b そ 明 刀 • 齊刀 などと 呼ぶ 

明に 平明の ことで 燕國 (西紀 前約 四 八 () 二 五 五 年) の邑 である _ 齊刀は 齊國 (西紀 前約 六 八 二： 二 六 

C 年) の 刀 貸で ある： 齊は 二つ ある： 春秋 以前 Q 齊は呂 氏に して、 戰國 時代 Q 齊は田 氏で ある、 - 齊刀は 

B 氏 Q もっとい ふの が通說 になって ゐる： 

補  註 

1. 刀 • 布 、二 同形 又は 類似 Q 器具 Q 實物は 今日に 傳は つて- 0 る- (古谷 淸 支那 古代 貨幣の 源流 を澂證 すべき  一二つ 資料 東洋 

學報 第四卷 第一 號) 

^ 尤も 之に も 異論 はちる。 泉 は 布貨の 形から 出た Q ではなく、 賨貝を 意味す る錄泉 又. ぶ 線から 轉 化した 名稱 だと もい ふ- 

これにつ いて 黑田幹 一 氏 は 次の やうに 云うて， 0 る、 - 「上古に あ. い て. 各種 Q 貝を賨 貝の 象形文字 である 貝 字で 現して るる 

が、 設 代の 如く 一  般に 貝穀を 愛玩した」 一思 はるる 時には、 少く とも 言語の 上に て は、 各種 Q 貝に それぞれ 名 稱が附 せられて 

一った 二と と 思、 r 爾雅に 載せ" りれ てるる fni^*^ 泉 • 等の 名稱は 其當時 もつ であって、 漢 〇 儒者 Q 云 ふが 如く、 貨幣 を 意 

味す る 泉 字よ.，.^  二の 名稱 が？. W せられた 0 ではなく、 反 對に餘 泉 又は 娘なる 此貝 Q 原 名から 貨幣 を 意味す る 泉 字が 由來 した 

も Q と 思 ふ。 周 代に 於て は、 一 一字 名 を 呼ぶ に、 上 一 字 若く は 下 一 字 を 以てした 例に 乏しくない 二と. ぶ 顧、 炎武も 云って- 0 る： I 

(周 の 金 Is 貨幣に 就きて 考古學 雑誌 第 十六 卷 第三 號) 
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小島 祐馬 春秋 時代と 貨幣 經濟 支那 學 第一 卷第 八號 (大正 十 年 四月) 五八 頁 
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こ、 0 


一 T 

■ し 、ォ 


刀 貸と 前後して 現れた ものに 圓形 有孔の 圜錢が ある。 錢貨の 形 は 何 を 表す か、 何から 33 つ- 7 力 

に 就て 凡そ 三つの 說が ある。 

第一 は、 刀貨の 柄の 末端に ある 環から 脫 化した と 云ふ說 である (" 奧平 

洪昌氏 は 燕の 明錢を その 一 例と して 擧げ てゐ る" 卽ち 刀の 制 を 改めて 錢 

となし、 面の 右側に 明の 字 を 置き 左側に 刀 柄の 斜直文 横線 四 本 を 着け、 

舊を存 して 明 刀の 遺制なる こと を 誌した ものと 解說 して ゐる。 また 王莽 

が 漢の带 制を麼 して 周 制 を 復興した 一 刀 及び 契 刀に おいて、 刀 部 を 小さ 

く殘 して、 圓 形の 柄 端が 全く 錢貨の 形に なって ゐ るの は、 當時 識者の 間 


2 この 說が行 はれた 證左 であると 云 ふこと もで きょう。 しかし コ ッ ク ハ 


3- 


アトの 云 ふやう に、 最古の 錢貨が 周 初に 遡り-得る ものと すれば、 刀 貨以 
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コ 


甲 


□ 


C 


Lockhart,  p.  -、o， ヽ o. 1d1 


第二 は、 圜 錢は寶 玉の 璧を金 屬に擬 作した もの 

銅 環が 貨幣 的 用途に 供せられ たもの だと すれば、 


第一章 货：； ^の 生成  三/ 

前の 初 鑄になる から、 この 說 だけで は 圜錢の as 源 を 解き 難い： 尤も ゾ クハ アトの 年代 考は 古泉 隱の記 

述を 踏襲して 通 說に從 うただけ の ものであるから、 周初圜 餞の こと は 確證の ある ことで はない： ^5^亞？抆 

u 心 は 春秋 末期の 垣錢を 以て 錢貨の 最も 古き ものと 考證 して ゐる" さう だと すれば、 之 を 刀 貨の環 頭から 

晩 化した ものと 見ても、 年代 的に は 無理 はない、，^ 

一 初 まると 見る 說 である。 東亞 錢志 所載の 洛陽 出土の 

J の說も 極めて 自然な 聯想と して 首肯され る、 - 璧は周 

代に おい て 官位 階級 を 表す 記章と して 用 ひら 

. れた C また 古来 天地 • 山川 • 鬼神 を祀 るに 用 

ひられた。 およそ 璧は圓 形に して 中央に 孔が 

ある。 璧に 三種 ある： 肉の 幅が 孔の 倍に 當る 

もの を 璧と云 ひ、 と孔 との 幅が 等しき もの 

を 環と 云 ひ、 孔が 肉の 幅の 倍に 當る もの を 親 

とい ふ。 錢貨の 形 を 以て 璧の 象徴と すれば、 

これ も 装飾品から K 化した 點 において 貝貨と 


第 十七 圆 王 莽の契 刀 


j^ockhart,  p.  36.  Xo. 152. 


同一 の 範疇に 属する。 南洋諸島に 行 はるる 大 

小の 石貨 と聯恕 して 興昧 ふかき ものが ある- 

第三 は、 貝貨が 蟻 鼻錢 とな..^ 再轉 して 圜錢 

となった とい ふ說 である。 濱田 耕作 博士の 稱 

ふる 所で ある。 卽ち 「支那 秦漢 以来 行 はれた 

る 圓形方 孔の錢 は、 總を 以て 貫きて 之 を携带 

貯藏 する を 常と する ものなる が、 之れ 蓋し 子 

安 貝の 如き 貝殼 を、 紐 を 以て 連絡して 首 飾 其 

他の 装飾品と なせる ょリ 出る ものにして、 蟻 鼻 錢は卽 ち 貝貨と 圓錢 との 中間 を舊ぐ ものなら む」 という 

てゐ る。 嬢 鼻錢が 貝貨と 錢貨 との 間 を繁ぐ Isssin や link だと すれば、 錢貨は 支那に おいて 生れた もの 

では あるが、 その 祖先 は 印度 • 南洋 • アフリカ • 等の 貝貨と 緣を 引く ものであると いはねば ならぬ つ 之 

に對 して は、 蟻 鼻錢は 貝貨の 變形 ではない とい ふ 否定 說も 出て ゐる。 一 フムス、 デンの 言 ふ 所に よると、 貝 

貨は、 如何なる 素材の もので も、 自然の 子安貝に ある やうな 合せ 口が 刻まれて ゐる。 これ は總 ての 貝貨 

に 見 る 特徴で ある。 然る に 蟻 鼻錢 に はこの 特徵が な い "ノ 
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第 十八 圖 垣  錢 


四 0 

初 鑄の 錢貨は 槪ね圓 形圓孔 であるつ 一. 垣， 一の 銘 ある 古錢は その 著 . 

しき 例で あるつ 垣 は 今の 山 西 省^ 州 垣曲縣 Q 西方 に當 る 地名で あ 

る。 はじめ 晋に屬 したが 戰國 時代に 魏の 版圖に 入った。 錢貨形 制 一 

の！ 原に 關 して 一. 內方は 地 を 象り-、 外 圓は天 を 象る」 などと 陰陽 i 

說 に附會 した 說も 出て ゐ るが、 もとより-牽強の 說で、 論す るに 足 

一 

らぬ： 初 鑄の 錢貨 は方孔 ではなかった。 

圓移 方孔の 錢 は 周 初に 初 ま る と 云 ふ の が 通說に なって ゐる" し 

かしこれ に は 疑が ある- 思 ふに こんな 說 が！； a つたの は 前 漢書 食貨 

志 下の 劈頭に  . 

凡そ 貨は金 錢布帛 之 用： 夏胶 以前 其の 詳記す 靡し と 云 ふ" 太， 

公 周の 爲に九 府圜法 を 立つ： 黃金 方寸に して 重さ 一 斤。 錢圜 西- 

方：  輕重銖 を 以てす-  一 

と ある 記事な ど が典據 になって ゐ るので あらう： 其 後 周景王 の 一 一 

十一 年 (西紀 前 五 二 四 年) に 大錢を 鑄て 文 を 「寶 货」 と 云 ひ、 そ 


の a にも 孔 にも 周^、 ガ あつたと いふ 記事が T 國 語の 周 語 下と 前 揭食貨 志に ある。 ところが、 たまたま 文 

を 「寶四 化」 「寶六 化」 な ど と判讀 されて ゐる 大型の 古錢が 今日に 殘 つて ゐて、 この 記事に 符合す るので、 


これが 景 王の 寶貨 であらう とい ふこと になって ゐる 


1 

匕 

ィ 


九 

第 


いま 周 語の 記事 を摘錄 すれば 次の 如し C 

景 王の 二十 一年、 將 に大錢 を禱ん とす. - 

單穆公 曰く。 不可な う" 古 は 天災 降戾 すれ 

ば、 是に 於て か 資带を 量う、 輕 重を權 りて- 

以て 民 を 振 救す。 民 輕を患 ふれば、 則ち 之 

が爲に 重幣を 作うて 以て 之 を 行 ふ。 是に於 

て か 母子 を權 うて 行く こと 有リ て、 民 皆 得 „ 

若し 重さに 堪へ ざれば、 則ち 多く 輕 きを 作 

リて之 を 行 ふ。 亦 重き を廢 せす。 是に 於て 

か 子 母 を 權リて 行く こと 有うて、 小 大之を 

利と す。 今王輕 きを 廢 して 重き を 作らば、 

民 其の 資を失 はん。 能く 匱し きこと 無から 
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んゃ： 苦し 匱し くば 王の 川將に 乏しき 所有らん とす： 乏しければ 則ち 將に 厚く 民に 取らん とす 民 給 

せ ざれば 將 に.； お) 志 有らん とす- 是れ民 を 離れし むるな，.^," (中略) 若し 民 離れて 財 匱し く、 災至 りて 

慮 亡くば、 王 其れ 之 を 若 何せん。 吾が 阓官 の災 備に 於け る や、 其の 怠棄 する 所の 者 多し： 而るを 又 之 

が資を 奪 ひて、 以て 其の 災を益 さば、 是れ 其の 藏を 去て て、 其の 人 を 翳く るな.^: 王 其れ 之を圖 わ- 

と：  王聽 かす- 卒に 大錢を 鑄る 

前 漢書 食貨志 下に も 同様の 一 節が あって、 その 末尾 を 「弗 聽" 卒鑄 大錢" 文 曰寶貨 肉 好 皆 有 周郭」 

と 結んで あ る L 什 は 孔す な は ち錢 の眞 中に ある 穴の こ と で あ る ： 錢 の 外 綠と孔 の 緣に 輪廓が あつたと い 

ふ 意で ある： 

之れ に據 ると、 單穆公 は錢を 鑄る に は大錢 と小錢 との 割合 を考 へて、 子 母 相 機の 制度に 侬る のが 昔 か 

らの賞 冽で あると、 景 王に 献言して ゐる" 果して 然 らば、 この 大錢の 寶貨の 前に 小錢 があった 害で ある- 

それが 前揭前 漢書に ある 周の 太 公の 「錢圜 B 方」 に當る もので あらう と 云 はれて ゐ る"" 

しかしい は ゆる 「寶四 化」 一， 寶六 化」 なる 古錢の 文の 讀方 について は、 種種の 異說が ある。 その上に、 

ハリイ ，ダレ VT 力の 近著： g びに ク クルの 著書に 載って ゐ る寫眞 について 見ても、 この 錢貨 は、 降って 赛 

秋 戰國の 時. 代に できた 圓 孔無郭 の垣錢 などよ リ 整うた 形を備 へて ゐる： 遙に 後の 秦 代に できた 方 孔無郭 


の 半兩錢 に比べても、 一段と 近代的な 姿 をして ゐる" 彼れ 此れ 考へ 合すと、 今日に 殘 つて ゐる 大型の い 

は ゆる 「寶化 餞」 は景 王の 「寶 貨」 ではない かも 知れない。 恐らく は 後代の もので あらう C さらに 疑 ふ 

と、 周 語 や 前 漢書の 寶 貨に關 する 一節 も考へ 直さねば ならぬ。 周の 昔に 子 母 相權を 商量す る やうな 進ん 

だ 幣制が ぁリ 得た であらう か。 支那 修史 家の 古 を尙ぶ 習癖が こんな 記事 を 作って しまうた ので は ある ま 

いか。 思 ふに 錢貨の 初 鑄 は、 之 を 現存の 遣 物に 求む るなら ば、 圓形 • 圓孔 • 無郭 の垣錢 あた リ にある の 

では あるまい か。 さう だと すれば、 それ は 周 末 戰國の 時代に 屬 する。 

圓孔が 如何なる 經 過を迎 つて 方孔に 移つ たかは 詳 でない。 方孔は 漢字の 性格から 出た とい ふ說も ある。 

或は 形の 調和 を 狙うた のか も 知れぬ。 塚木靖 博士 はこれ を 鑄 物 仕上の 技術 上の 理由に 歸 して ゐる： 方孔 

を 以てすれば、 方 柱 形の 細い 棒に 多數の 錢貨を 刺し通して 棒の 兩端を 左右の 手に 握リ、 碟 石の 上で 周緣 

を 磨き 合すに、 個個の 錢貨 が廻轉 しないから、 都合がょぃと云ふのでぁ^5。 郭は 磨滅 を 防ぐ 技術 上の 理 

由と 形 を 整へ る 目的との ために 行 はれた ので あらう。 いづれ にしても、 現：：^ の 「寶 化錢」 の やうな 方孔 

有 郭が圓 孔無郭 に 先 だ つものと は 思 はれぬ。 

其 後 支那 各地に おいて 幾千 種と なく 鑄 造され、 最近に いたる まで 普く 民間に 流通した 錢貨 は、 大抵 こ 

の 圓形パ 方 孔ゝ有 郭の形 制に 屬 する。 古來日 木の 錢も亦 これに 傚うた。 兩 者の 形が 似て ゐ るから、 支那 
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の錢 二して 日 木に 行 よれた る もの 多く、 また 日 木の 錢 にして 支那に 用 ひられた る もの も あるつ ク ウルに 

2 

後者の 例と して 寛 永通寶 • 文 久永寶 • 天 保通寶 • 等を擧 げてゐ る。 

圜錢の 形に よる 貨幣の 素材 は槪ね 銅であった。 鐵錢を 鑄た こと も あるが、 それ は 異常の ことで ある。 

また 金銀の 錢貨も 行 はれた C 唐 末 五代 十國の 時代に、 閩の國 王 知 審は鉛 餞 「開 元通寶 J を 造り、 南漢の 

劉囊 は紛錢 「乾亭 重寶」 is に 「大有 元寶. 一 を 鑄た C 清朝に おいても、 錢貨惡 鑄 Q 例と して、 紛錢ゃ 鉛 

銅 合金 餞 を 擧げる ことができる： しかし 是等は いづれ も古錢 家の 詮索に 委ねて よい ことで、 一般 流通の 

貨幣と して は 木 筋に 扇す る もので はない。 

後漢の 光武帝 (西紀 二 五 I 五八 年) の 代に、 公孫 述が兵 を 衆め て 四川の 成 都に 據リ、 帝 號を稱 し、 年 

几 を 改め、 銅 錢を廢 し、 錢官を 置いて 鐡錢を 鑄た。 しかし その 錢は 通用 圓滑 を缺 いた： 梁の 武 帝の 普通 

四き (西紀 五 二三 年) にも 銅 錢を罷 めて 鐵錢を 鑄た。 鐡賤 くして 得 易き を 以て、 私 鑄 頻に行 はれ、 大同 

.t.^ 二 及びて よ、 鐵 錢汎監 して 物- S 騰貴し、 賣買 する 者 は 車 を 以て 錢を 載せ、 數を 計らす して 貫 を唱ふ 

るに 至った C 唐 末の 五代 十國 から 宋代 においても、 鐡錢鑄 造の 例は少 くない： 殊に 北 宋の蜀 において は 

鐵 錢汜濫 して 錢の 重きに 惜ん だた めに、 紙幣 行 用の 機 因 を 生じた こと 後述の 如くで ある。 淸 代に 入って 

ま、 文宗の 成豊四 年に 鐡錢を 造った。 蓋し 太平 天 國の亂 によ リて 財政 窮乏し、 銅 を 得る に 難 化. a した 力ら 


である。 綜 じて 言へば、 鐡錢は 常なら ぬ 世の 通貨であった。 

金銀の 鑄 貸に ついては、 古く は 漢の武 帝の 元 狩 三年 (西紀 前  一 二 〇 年) に、 白金 を 以て 圓形 • 方形 及 

び楕 形の 貨幣 を 造う、 それぞれ 銅錢 三千 文 • 五 百 文 及び 三百 文に 當て、 龍。 馬 及び 龜の文 を 鑄た 記事が 

ある" 白金 は 銀と 錫と を雜 へた ものである。 これが 銀貨 鑄 造の IP 矢で あるが、 盜鑌雲 起して 品質 粗惡と 

な. o-、 數年 にして 終に 廢 したと 傳 へられて ゐる。 また 新 皇帝 王莽 のとき、 漢の 幣制 を變 へて 周 制に 傚 ひ- 

始建國 二 年 (西紀 一 〇 年) 寶貨 二十 八 品の 制 を 定め、 金貨 一品， 銀貨 二 品 を 造った。 しかし 是等は いづ 

れも 圜錢の 形ではなかった やうで ある。 

窘宋 時代に 及んで は 金銀の 圜錢が 行 はれた こと 朋 であるが、 これ も 多く は 宮廷に おける 貯 藏に當 てら 

れ、 或は 賞 賜 • 進献 • 玩好 • 副 葬 。 卜 策 e 厭 勝 • 等に 供した もので、 一 般 流通の 貨幣と はならなかった 

古錢 家の 間に 有名な 宋將劉 光世の 金銀 錢 「招納 信寶」 の 如き も、 貨带 とい はんより" は、 むしろ 南宋の 朝 

廷 に歸附 して その 敵國 たる 金に 背いた 者に 與 へた 賞 給の 記章と 見る ベ きもので あらう。 

唐宋 時代に おいて、 鬼. も 角 も 金銀の 錢貨を 鑄 造しながら、 これ を 貨幣と して 一般に 行使す るに 至らな 

かった 理由 は、 政府から 云へば、 それが ために 多大の 鑄 造 費 を 要して 國 車の 負 擔を堦 加し、 且つ 私 鑄の 

蜂起 を誘發 する 虞が あつたから であらう。 また 民間から 云へば、 之に よって 惡 質の 鑄 貨を强 制せられ、 
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品質 • 重量 を 檢 して 取引す るの 自由 を 失 ふに 至る 危險 があった からで あらう」 一 言に して 盡 せば、 當 W 

の 世態 において は、 地金 銀 を 种 量 貨幣と して 用 ふる 方が 好ましかった ので あ 5  C 

^ この 外に 西 村眞次 博士 は 圜錢形 制の 起原 を 鉗 或は^に 求めて るる。 前揭 古代 日本 經濟 第 四 册九五 頁 以下 參照 

^ 奥 平洪昌 東亞 錢志 第七卷 一 四 頁. 

3  The  ！. ucwilrt-  I、ncldKl「l.,. collection こ f  Cliiii つ s に C<>J)1K 二.  (ノ 二： ns.  No.  (.H,  I)c!scnptl:.n  c_  coins  p.  4-. 

ゆ 奥 平洪昌 東亞 錢志 第六卷 ニニ 頁 

^ 同上 第ニ卷七六頁：：^下 

^ 濱田 耕作 支那 古代の 貝貨に 就いて 東洋 學報 第二 卷 第二 號 (明治 四十 五 年 五月) 同上 貝貨 考 補遺 同誌 第二 卷第 

三號 (大正 元年 九月) 同上 蟻鼻錢 について 武藤 教授 在職 三十 年 記念 論集 

エッチ *ェー. ラムスデン ま 鼻錢 考古 學雜誌 第二 卷第 十號へ 明治 四十 五 年 六月) 

奥 平洪昌 東 亚錢志 第 六 卷ニ九 頁 以下 

rian-y  Gln-ulc,  Tlic  ()ri,i;-inc  n-tul  ； Dma 二： plncnt  o!-  Chin つ s,>  MOIK-y,  ,slla:nJ.rlKli,  19.59,  PI).  >3C  f. 

.ArLllur  J 广 Coolc,  c:l,ns  5  c-.hllla-s  Illstol-V,  211(1  1). 32. 

塚本靖 支那 古 錢形狀 の 起源に 就て 考古 學雜誌 第 十五 卷第 八號 (大正 十四 年 八月) 

Artliiir  B.  Coole,  Op.  cit,  p.  .30. 

加藤繁 唐宋 時代に おける 金銀の 研究 (東洋 文庫 論叢 第 六) 第五 章 


支那 こおけ る 金銀の 貨 的 使用 は 極めて 古い しかし それ は 一 定の似 値 を 表す 計數貨 としてで はな 

く 貴重なる 地金の 粹 量 貨幣と してで ある。 

金 は 周 末戰國 から 秦.漢 に 互って、 主として 上流 階級に よって、 貨 1^ として 用 ひられた。 そのの も 金 

の 使用 は 一時 は衰 へたが、 南北朝の 中期から また 盛に なって、 唐 代に おいて は、 私經濟 として は、 賄賠 

請吒 . 贈 i  . 布施 • 謝 鱧 . 懸賞 • 賭博 a 蓄藏 • 路用 • 遠方 轍 送の 方便 • 等の 外、 大惯 格の 支拂 びに 大 

-ほ 格つ 表示 二 も 5- ひられ、 公經濟 として は、 上 供 、進 獻* 軍費 • 賞 賜， 等に 充てられた 記錄が ある。 宋 

V  二， 至って は、 金の K 用 は 一 層發 達して、 賠償 *皋 債 • 賦税の 折 納* 紙 m の囘收 • 等にも川ひら.1^^るゃ 

うにな つた。 

然るに 元 代に 及んで、 金銀 を 私に 賣買 する こと を 禁じ、 法制の 上で は、 金銀の 貨带的 使 川は廢 止され 

た。 元は 太 宗の八 年 (西紀 一 二三 六 年) すでに 詔して 一 萬 錠の 鈔 すな はち 紙 带を發 行した が、 蝕 法 尊 川 

を 以て 國 計の 大則 となし、 世祖に 至って は 「中 統元寶 交鈔」 及び 「至 元 通行 寶鈔」 を 印行して、 銅錢の 

于 W 及び 金；^ の 私 易 を 禁じ、 金銀 はすべ て 官に買 上げて、 專ら賞 賜に 用 ひた。 しかし 民間に おいて は 
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宋代 以来 慣行の 金銀 使用が なかなか 止まなかった，) 加 ふるに 元の 末年に は發鈔 過濫の 結果 その 信用 失墜 

して、 人 これ を視る こと 反古の 如く、 物慣 暴騰して 民に 怨 整の 聲 があった ので、 朝廷 も 遂に 權鈔錢 一至 

正 之寶」 を 鑄て 流通せ しめ、 また 金銀 賣 買の 禁を 解いて、 自然の 勢に 委す ことと なった" 

明朝 もまた 前代と 略、、 同檨 のこと を繰リ 返した- - 卽ち 太祖 (西紀 一 三 六 八— 丄 三 九九 年) 卽 位の 初、 

銅錢 一， 洪武 通寶」 を 鑄 造し、 次で 「大明 寶齡， 一 を發 行し、 錢と鈔 と 相 助けて 通用せ しむる 制度 を 定め、 

金銀が 鈔の 流通 を ffl 害する こと を 慮って、 金銀 を 以て 物を賣 買す る こと を 禁じた： この 禁制が さして 效 

杲 のなかつ たこと は、 その後 も 度 を 重ねて 金銀 交易の 禁が申 明され、 その 制裁 を嚴 重に した ことによう 

て も 察知す る ことができる" 宣宗 の宣德 元年 (西紀 一 四 二 六 年) 金銀 交易 制裁の 法 を 建議した UI 部の 上 

麦 文に も 「民間の 交易た だ 金銀 を 用 ふ" 録は 滞うて 行 はわす」 と ある。 

金銀のう ち 孰れが 多く 賣 買の 媒 助に 用 ひられた かと 云へば、 宋代 以来の 大勢から 見て、 勿論 銀の 方が 

首位に あった" 殊に 明 代の 中頃から、 雲 南の 產 銀が 增 加し、 呂宋 よ.^ 銀貨の 輸入が 行 はるる に 及んで、 

銀の 使用 はます ます 旺- 盛と なった ので、 金 は 次第に 之に 追 はれて、 貨幣の 機能から 遠ざかう、 貨幣 以七 

の財寶 たらむ とする 傾向 を带 ぶる に 至った" ン 然るに、 それ も 清の 康熙 帝の 頃から、 頻に 海外に 流出して 

遂に 甚だ 稀少と なった つ 


銀 は 前 漢の武 帝 及び 王莽の 時代に 貨幣の 制 を 定められ たが、 久しから すして 廢れた C 後漢 において、 

賞 賜 • 賄賂 • 等に 用 ひられた ことが 文獻に 現れて ゐ るが、 その 最も 盛に 用 ひられた の は 唐 代 殊に 宋 代に 

入って からで ある。 元 代の 初にお いて 金銀に よる 賣 買が 抑 壓 され、 明初に も 同様の 禁制が あった こ，^ は 

前述の 如くで あるが、 明の 英宗の 正統 年間 (西紀 一四 三 六- —一四 五 〇 年) に、 銀に ついては 時勢に 順應 

して この 禁制が 弛めら れ たために、 銀 は 金を壓 倒して 弘く 一般の 貸！^ として 流通す るに 至った。 恰も そ 

の 頃から、 西洋との 貿易が 漸次に 發 達して、 茶 • 藥劑 • 鍋 布な どの 輸出に 代へ て 多額の 銀が 流入した。 

そこで 外國 人から 見れば、 十六 世紀末 葉 以降、 スペイン 銀貨の 輸入が 盛になる に 伴うて、 支那 全 體が銀 

貨國 たる かの 如き 觀を呈 する に 至った。  ， 

唐宋 時代に おける 金銀 地金の 形 制に は 挺 • 餅. -牌丄 某 子な どが あった。 就中、 铤が 最も 普通に 用 ひら 

れ たやう である" 輓近 において 最も 多く 行 はれた の は 馬蹄 銀で ある。 馬蹄 銀 は 霞んで 字の 如く 馬蹄形の 

銀塊であって、 元寶 とも 呼び、 また syccc ともい ふ。 加藤繁 氏の 考證 によると、 馬蹄 金は漢 以来の 形 

制であって、 馬蹄 銀 は 元 末 明初の 交に 之に 傚うて 製作され たもので ある。 

金塊 を 馬蹄形に 鑄た の は、 漢の武 帝の 元 鼎 四 年に 甘肅 の渥珪 水から 天馬 を 出し、 元 鼎 五 年に 隴 山に 登 

つて 白麟を 獲た から、 太 i ロニ 年 (西紀 前 九 五 年) この 祥瑞 に應 せんがた めに、 黄金 を改禱 して 麟趾 又は 
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憂， の 形と 爲 さしめ、 之 を 諸侯に 賜 はった これが 馬蹄 金の 濫觴で ある - 裹は 馬の 意昧 である： 踢は蹄 

の 古字で ある： 顧 ふ に當時 この 形に 改 鑄され たの は 主として 官府 所藏 の 黃金 であ つたら う _ - 民間に も 之 

に 摸して 鑄 造す. る 者が 少 くなかった やうで ある： 

黄金 を 馬蹄形に 鑄 造す る ことが 其 後 何時 ごろまで 精い たかは 詳 でない が、 武帝 以來禱 造され たこ Q 形 

の 古金に、 或は 土中に 埋れ、 或は 櫃 中に 寶藏さ わて、 唐宋の 代まで 傳，^ -來 つた さわば 宋末元 初にお い 

て は、 銀 は 未だ 馬蹄と は 呼ばれす して、 金の みこの 名 を 擅に して ゐた： 銀が この 形 制 を； * にす るに 至つ 

たの は、 元の 泰定 より-明の 洪武に 至る 間の ことであって、 まさに 白銀の 流通が 黃 金の 行 用を壓 倒せん と 

した 時代に 近い ことで ある G 

元 寶とは 元 來錢貨 の名稱 である、 卽ち 唐の 「開通 元 寶.」 を 首と して、 宋に 入って は 太祖に 「皇宋 元寶」 

..^f, 太宗に 「淳化 元寶， 1 「至 道元 寶」 が ある。 其 後も屢 この 名稱を 以て 錢を 鑄た" それが やがて 金に 

も 浪ニも 川 ひらる る稱 呼と なった ので ある 元の 初に は、 紙 |E を 造って 「中統 元 寶鈔. 1 と 名 づけて ゐる 

蓋し 元 人 は 元 寶の名 を 愛， して 鈔 にも 銀に も 之 を 用 ひたので あらう-) 尤も 元 初に 元寶の 名の 下に 鑄 造され 

た i 魂 は、 從來の 銀 挺と 同じく 笏狀 であって、 馬蹄形ではなかった しかるに 其 後 馬蹄 銀が 流行す るに 

及んで、 轉 じて 之 を意昧 する やうに なった ので あらう) 馬蹄 銀の 大きさ は必 すし も 一定して ゐな いが、 


近代の もの は 多く 五十 兩內 外の 重量に 鑄られて ゐる。 

元寶の 銀をシ イシイ Sycee と 云 ふの は 「細 絲」 の廣東 音から 出た 稱呼 であって、 銀の 純良なる こと 

を意昧 する。 これ を細絲 とい ふ 理由に ついては 諸家の 說が 一定し ない.」 或は 云 ふ、 この 銀 を 熟すれば 鍋 

絲 ほどの 細 さまで 引き 仲す ことができる からだと" また 云 ふ、 銀號が 馬蹄 銀 を 鑄 込む 場合に、 その 熱し 

て 未だ 凝固せ ざるに 先 だち、 鑄 型の 緣を輕 く 叩く と、 その 響で 銀の 表面に 細い 雜絲の やうな 圜 線が 現れ 

る。 銀の 質が よい ほど、 この 圜 線が 繊細な 紋樣を 描く。 故に 「細 絲紋 銀」 の稱が ある。 

補  註 

S 加藤繁 唐宋 時代に おける 金銀の 研究 第五 章 

S 同上 第 四 章 第二 節 第 四 項 

第 七 節 紙幣  . 

紙幣 類似の ものが 支那に 行 はれた 記錄は 極めて 古き 時代に 遡る ことができる， - ただ 如何なる 條 件を備 

ふるもの を 紙幣と 做す か によって、 紙幣の 起原 に關す る 見解 も異 つて 来る。 

周 禮小宰 之 職の 條に 「聽 賣買以 質劑」 と ある を 以て、 質 劑が紙 带 の 源流で あると いふ 說が ある。 これ 
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は 大抵の 支 W 貨幣 史に 出て ゐる 通說 である： 周禮 注疏 を 見る と、 鄭玄は 質劑に 注して 「質 劑は兩 書 一 礼 

同じく して 之 を 別つ を 謂 ふ" 長き を 質と 曰 ひ、 短き を 劑と曰 ふ： 傅 別 • 質 劑 • 皆 今の 券 書な b,。 事異リ 

て 其 名 を 異にする のみ， 一 と 云うて ゐる： 然るに 鄭司麇 は 全く 之れ と は綠の 遠い 注 をつ けて 一. 質 劑は巿 中 

平 賈を謂 ふ" 今時の 月平是 な，.^, 一  というて ゐる。 いづれ が 正しい 、だは 斷じ 難いが、 鄭玄の 注が 當 つて ゐ 

ると しても、 質劑は 寧ろ 手形 又は 割符に 類す る ものであって、 紙幣. に 近い ものと は 思 はれぬ： 

また 周 禮載師 の條に 

凡 宅 不毛 者、 有 里 布。 凡 田不耕 者、 出屋 粟： 凡 民 無職 事 者、 出 夫 家 之征" 

と ある。 この 「里 布」 を鄭司 梟の 注に 從 うて 紙幣の 起原と 解す る說が ある： その 注に 曰く 

里 布 は 布に 印を參 して 書す、 廣さ ニ寸、 長さ 二 尺、 以て 帑と爲 し、 物 を 貿易す. - 詩に 云 ふ 「布 を 抱 

きて 絲を貿 ふ」 と は、 この 布 を 抱くな う： 或は 曰く 布 泉な う： 春秋 傳に 曰く、 之 を 買 ふ百兩 一 布と。 

斯様に 解す ると、 里 布 は 布帛で 造った 通貨 卽ち 上代に おける 一種の 紙带の やうに も 思 はれる が、 この 

解釋 は通說 ではない。 鄭玄は 里 布 を 租税 又は 懲罸 として 收納 する 物品と 解して ゐる。 だから 「宅 毛せ ざ 

る 者 は 里 布 あ トノ、 田 耕さざる 者 は 屋粟を 出す、 民 職 事な き 者 は 夫 家の 征を 出す」 と 定めて あるので ある 

孟子 卷ニ 公孫 f4i 章句 上に も 「廛に 夫 里の 布 無ければ、 則ち 天下の 民、 皆悅 びて 之が 氓と 爲る こと を 願 は 


ん」 と ある。 簡 野道 明 氏の 孟子 通解に は、 この 「夫 里 之 布」 を 注して 

ip ュ泉 布の 布に て錢 をい ふ。 布帛の 布に あらす。 夫 布 は 人夫 税 にて 公役に 赴かざる 者の 出す 税」 里 

布 ま 宅地の 附加税 即ち 地 子錢な リ。 古、 宅地の 周 圍に桑 麻を植 ゑし む、 而 して 之 を ffi ゑざる 者に は罸 

金 を 徴集せ しなう、 之 を 里 布と いふ。 然れ ども 其の 制度 は 今 得て 考ふ ベから す。 疑を闕 きて 可な う。 

と 解いて ある。" 

之 を 要するに、 周 禮の里 布に 紙 带 の 濫觴 を歸 する こと は 首肯し 難い。 

前 漢の武 帝が 白 鹿の 皮幣を 造った こと は 前に 述べた これ も 一 種の 紙 带と云 へ ぬ こと もない が、 その 

用途： a びに 流通 範圍 は狹く 限られた ものであって、 来 だ 紙幣 流通の 時代 を 開いた とい ふこと はでき ぬ。 

王 纏の 「鈔幣 Hi, にも 「按 fs るに 一皮に して 四十 萬に 直る。 その 値 太 だ 重し。 王侯 宗 室の 利 を 5^ らんと 

欲する に とる。 民間と 預る 無き 也」 というて ゐる。 支那に おける 紙 I.::- の 濫觴 は 之れ を宋 代の 「交子」 ま 

たは 「會 子」 に 求める のが 安當 であらう 「^ 武 帝の 皮幣を 紙幣の 一種と しても、 それが 宋代 以後に おける 

各種^ i£ の 系統と 懸連 する ものと は考 へられない。 

モ オルが は 唐 代の 「飛 餞」 を 以て 支那に おける 政府 兌換券の 噴 矢と して ゐる。 憲宗 皇帝 (西紀 八 〇 六 

—一、 ニー 年) の 代に、 錢が缺 乏した ので、 令を發 して 銅の器 其 を 造る こと を 禁じ、 また 京師の 諸道 進麥 
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院 及び 諸 軍 諸 使で 商人の 錢を 預リ、 之れ に 代へ て 證券 を發 行した： 是等 所 は 各地 方 を^" で、 して ゐた 

から、 商人 はこの 證券 を 各地の 都市へ 持って行って 錢の拂 渡 を 受ける ことができた、， - 是れ卽 も - 便換」 

の 制度で ある： さう して、 この 證券 を 「飛 錢」 また： ぶ _ 便錢」 と稱 した： 飛錢 - 便錢 について： ぶ、 0.^ 

から 宋 代に 亙って、 幾多の 變遷 があった から、 一概に.， ぶ 言 ひ 難いが、 これ は ft 換券 とい ふよりも 寧ろ 篇 

替の！ H 原と 見る ベ きもので あらう： これが 經營も 或は 官府に よって 取扱 はれ、 或は 商人に よって 取扱 は 

れ、 或は 官 人と 商人と によって 取扱 はれて ゐる： 

支那に おいて 眞に 紙幣と 稱 すべき ものが 流通す るに 至った の は、 宋代 以後の ことで ある- 眞宗帝 (西 

紀 九九 八： 二 〇 ニニ 年) の 代に、 蜀 すな はち 今の 四川の 地に 鐵錢が 行 はれた、 - その 錢重 くして 川 ふるに 

不便であった ので、 之 を 富 民に 預けて その 引換 證券 を 現錢に 代へ て 流通し、 之れ を 「交子- と 名 づけた 

交子 は 正しく 言へば 「見錢 交子. 一 であって、 現錢 引換 證券 または 現金 支拂 約束 證券の 意味で ある： すな 

はち 兗換 券に 當る C 

尤 も 交 子の 實は宋 代 以前に 胚胎して ゐる 。 

そもそも 貨 |E 經濟は 中 唐 以後に おいて 著しき 發展を 見た： これに 伴うて、 專ら 金融 を 業と する 商人が 

發 生した： ー體坊 1 は卽ち この 金融 機關の 代表的 形態で ある： 今日の 銀行と 同視すべき もので はない が、 


銀行業務の 一 部を營 んでゐ た。 料金 を徵 して 金 錢財寶 を 預.^ -、 これに 對 して 手形 叉 は 預り證 に當る もの 

を發 行した 「- 嗤. i.- に 錢物を 預ける の は、 保管の 安全 を 期す るた めで あるが、 取引の 便利 を H 的と する 場 

合 もあった。 卽 ち大惯 格の 取引に は、 豫め 櫃坊に 金錢を 預けて おいて、 これに 對 する 手形の 受波 にょう 

て 見錢の 支拂に 代へ た" この 手形 も 初 は 記名 式で、 受 授に從 うて 名義の 書換を 行うた もので あらう， 0 

坊の 地位が 向上す るに 隨 うて、 この 手形の 信用 も增大 し、 現 錢同檨 に 流通して 大口の 取引に 行 用され る 

やうに なった。 これが 宋代 における 交子の 先驅 をな して ゐる。 交子の 發 達に つれて、 櫃坊は 金品 保管に 

料金 を徵 する こと を廢 し、 兌換の 耍 求ぁリ たる 場合に 一 定 の手數 料を收 める やうに な，.^、 名 も 交子 a 叉 

は 交子 戶と 呼ばれ、 次第に 櫃 坊の舊 名を棄 つるに 至った。 

tcIK 以来の 櫃坊 と宋初 四川の 交子 鋪とは 全然 同一 でない にしても、 其 間の 類似 は 頗る 近い.^ 櫃 坊が發 

展 して 交子 鋪 となった ものと 見る のが 安當 であらう、 ^ 鐡錢 重く して 行 用に 不便 を 威す る だけで は、 交子 

を發 生せ しむる 原因に はならない： 前代から 櫃坊 とい ふ ものが あって、 錢物 を預る こと を營 業と し、 商 

民の 信用 を 暴いで、 その 手形が 見 錢同檨 に受授 されて ゐ たれば こそ、 鐡錢を 預託して 交子 を 行. ゆする 途 

が 開けた ので ある。 

しかるに 交子 發 行の 利益が 增大 する に隨 うて、 交子 鋪 濫立の 弊 を 見る に 至った ので、 これ を 統制す る 
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ために、 交子 流通の 中心地た る S 州に おいて、 十六 戶の 交子 鋪 より-なる 組合が 成立した こわが Ri ボ朝 

の 初年の ことで ある C 政府 もこの 交子 鋪 組合に 援助 を與 へたので、 玆に 交子の 制度が 完全なる ft 換券制 

度と して 確立す るに 至った？ . 

其 後 仁宗の 天聖ー 一年 (西紀 一 〇 一 一四 年)、 政府 は 交子 發行權 を 組合から 收 奪して 國 家に 移管して ゐ る： 

その 理由 は、 第 一 に、 赝造 交子が 行 はれて 一 般 使用者に 迷惑 を 及ぼした が、 組合の 力で はこれ を 取締る 

ことができな いとい ふこと. であった。 第二に、 交子 鋪 のうちに 產衰 へ て 負 ふ 所 を 償 ふ 能 はざる 者 を 生じ、 

顧 〔各に 損失 を與 へたと いふ ことであった-, かくて 民間 交子の 發行 は姦弊 百出、 聚衆 爭鬧、 爭訟大 起、 遂 

に 全 交子 鋪の 閉銷 命令 を 見る に 至った ので ある- - しかし 之れ は單 にロ實 であって、 木當の 理由 は 民間 勢 

力 の 擡頭 を禁壓 する た めに 交子 移管が 行 は れ たと 見 るべき であらう 古來 四川の 地 は 物資 豊膽 にして 獨 

立 性に 富む 殊に 北宋 時代に おける 情勢 はこの 傾向 を 多分に 孕んで ゐ たので、 政府 は 常に 細心の 警戒 を 

忘らなかった。 交子 官營 が餘剩 富力の 中央 收 奪に 最も 便利な 手段と なった こと は 云 ふまで もない。 

政府 は 交子 務を 置きて 一 貫よ リ十 貫に 至る 數 種の 交子 を發 行した。 また 三年 を 一 界 として 交子の 期^ 

を 定め、 界每に 百 二十 五 萬 六 千 三百 四十 緒 を 以て 流通 額の 標準と し、 且つ 三十 六 萬繙の 「木 錢」 すな は 

ち ft 換 準備金 を 置き、 隨時 兌換に 應 じた 一 旦免換 叉 は收納 した 交子 はすべ て毀抹 せられ、 舊 交子の 再 


發を行 はない 定めであった から、 第一 界 第一 周年に おける 發行總 額 は 三百 八十 八 萬 四千 六 百繙に 上って 

ゐる， 之れ を 流通 標準の 百 二十 五萬繙 に當. てて 考へ ると、 一 年間に 凡そ 三 囘の環 流 を 見た 計算になる。 

かなう 活潑に 流通して ゐ たこと が 推測され る C 

民營 時代の 交子に は 強制 通用 力がなかった から、 交子 鋪の 信用と 一 般の 需要と に應 じて 無理の ない 發 

達 を 見た ので あるが、 官營 となって から は强制 通用 力が 備 はる やうに なった から、 不自然な 膨脹 も 行 は 

れた。 ー界の 流通 標準 は 規定され てゐ たが、 一つの 界の 期限が 終らぬ うちに 次の 界の發 行が 行 はれて、 

兩界の 流通 額が 重う 合 ふこと もあった。 後に は 一 界の 流通 限度が 弛んで 著しく 膨脹し、 また 木 錢の制 も 

守られぬ やうに なった。  _ 

大観 元年 (西紀 一 ー〇 七 年)、 詔して 交子 務を錢 引務と 改め、 交子 を錢 引と 稱 した。 當^ の 發行額 は 天 

聖の ー界に 較べて 二十 倍 を 超えた。 天 聖のー 界は百 二十 五 萬 六 千餘繒 であるから、 その 二十 倍 を 超えた 

と 云へば、 二 千 六 百 萬 縛に も 及んだ ので あらう。 蓋し 陕西 方面の 戰費 捻出が この 增發を 招来した ので あ 

つた。 この 濫發と 同時に ft 換 停止が 行 はれて、 餞 引 は 遂に 不換紙幣 となう 終った。 その 結果と して 錢引 

一 千 文 は 餞十數 文の 値しかない やうに なリ、 物價 騰貴して 庶民の 生活 を も 脅威した。 

南宋に おいて は、 高 宗の紹 興 元年 (西紀 一 一三 一年) 軍費 をつ くるた めに 「關 子」 を發 行し、 現 餞 ま 
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たは 茶 • 鹽 • 香料な どの 鈔 引に 一 兌換す る 制度 を 創めた が、 三十 年ば かリの 間に ft 換 不能に 陷 つて 全く 信 

S を 失墜した： その後、 交子の 制に 傲うて 「會 子， 一 を發 行した が、 これまた濫發にょりて！^^^換不能にな 

つてし まった： 理宗の 景定五 年 (西紀  一 二 六 四 年) 金銀 見 錢關子 をつ くリ、 會 子の 復活 を 策した が 遂に 

及ばす、 弊害 百出して 南宋の 滅亡 を 見る に 至った (" 

降って 金丄兀 • 明の 歷 代に 亙リ、 各種の 紙幣が 行 はれた が、 槪ね發 鈔過濫 の 歷史を 繰り _返 すに 過ぎな 

かつ. こつ その 結果と して 中世から 近世 初頭の 支那 民衆 は 紙幣なる ものに 對 する 信賴を 全. く 失うて しまう 

たつ 明朝 末 二 至って は、 紙幣 發行を 企てる ことが 不可能と 思 はれる ほどに、 事態 は惡 化して ゐた。 

清朝 は國家 草創の 際に、 國^ の 窮乏に 追 はれ、 世 祖の順 治 八 年 (西紀 一六 五一 年) 齡莨之 制 を 定めて、 

一時 少額の 紙 带を發 行した こと も あるが、 民衆が 好まない ので、 明朝 亡びて 間もなく、 之を廢 止して し 

まうた。 その後 は歷 朝の 失 欺に 鑑みて 紙带を 恐し いものの やうに 考へ、 久しく 金屬 貨幣 だけが 流通した _ 

仁宗 の嘉慶 十九 年 (西紀 一 八 一 四 年)、 蔡之定 が 財 用 補充の ために 紙幣の 發行を 建言して、 痛く 皇帝の 咎 

を 受けた の は 有名な 話で ある" ただ 文 宗の咸 豊ニ年 (西紀 一八 五 二 年)、 長髮賊 Q 蜂起に よる 財政 窮迫 を 

るに 至って、 戰 費の 一 部 を 捻出す るた めに、 銀 兩單位 Q 官票 びに 餞貨を 表す 餞鈔を 定め、 官 銀餞號 

をして 之を發 行せ しめ、 また 別に 戶 部よ， -會； 鈔を發 行した。 しかし 是等 0 紙 もまた 歷朝 0 轍 を 履んで 


廢 消す るに 至った。  . 

甫  ま 

w 鄭司 農の 引用した 「抱 布 貿絲」 は 毛 詩の 衞風 第五 「氓」 の 一 章に ある 句で ある。 卽ち 

氓 之 蚩蚩。 抱 布 貿絲。 匪來 貿絲。 來卽我 謀。 、途子 涉洪。 至于頓 丘。 匪 我 短期。 子 無 良媒。 將子無 怒。 秋以爲 期。 

と ある。 これ は、 絲を買 ふこと をロ實 にして 男が 女に 接近し、 室 家の 道 を 謀らん とする 樣を 詠うた 詩で、 女の 言葉 を 以て 作 

つて ある。 —— 流れて 来た 男が、 蚩蚩 然と 敦厚な 顏 をして、 布 を 抱きて 來り、 絲を買 はう と 云 ふ。 實は絲 を 買 ひに 来たので 

. はない。 私 を 誘 ひに 来たので あった。 すでに 誘 はれて 男 を 達り、 淇 水を涉 りて 頓 丘の 地に 至った。 男 は 一 日 も 早く 夏の 中に 

も會 はう と 云うた。 私 もさう 思 ふが、 君に 善き 媒 がな からう。 君 願く は 怒るな かれ、 秋 を 以て 期と なさん。 —— とい ふ ほど 

の 意味で ある。 布 を 貨幣と 解しても よいが、 それ は 古布 卽ち 鎮貨 のこと であらう。 また 布帛を 抱いて 來り、 その 原料た る絲 

に貿 へたと 解す る說も ある。 いづれ にしても、 この 詩の 布 里 布と 解すべき 理由 はない。 詩の 全篇 六 章 を通讀 しても、 女が 

容色 衰 へて 棄 てられる までの 哀情が 叙べ て ある だけで、 紙幣 を 握って 絲を買 ひに 來 たこと など は 詠うて ない。 

g 陳度 中國 近代 幣制 問題 彙編 卷三 紙幣 三 頁 

3;  IVIorsci,  Tlie ヽ rl.ade  an(，-  Adnlinistratioy  of  ch^^na, で. ； U2. 

S 加藤繁 交子の 起原に 就いて 史學 第九卷 第二 號 (昭和 五 年 六月) 

日 野 開三郞 交子の 發 達に 就いて 史學雜 誌 第 四十 五 編 第二 號 (昭和 九 年 二月) 

加藤繁 唐 代 櫃坊考 東洋 學報 第 十二 卷第 四號 (大正 十一 年 十二月) 

£ 交子 • 會 子 • 關 子 は本來 ほぼ 同じ 意味の 言葉で、 交 • 會 • 關は あはせ る • 突き あはせ ると いふ こと を 意味し、 交子 *會子* 
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關子 は、 突、 き、 ぁビ、 せ、 る、 も、 の卽ち 突き合せて 間違な きを 確め る證據 書類 を 指す に 外ならぬので あらう，" されば 是 等の 語 は 適用の 

範 圍が廣 く、 ある 場合に は 今日い ふところの 約束手形 を 意味し、 ある 場合に は途金 手形 を 指し、 ある 場合に は 達 0 狀を 指し、 

ある 場合に は 種種の 許可 證を 指し、 また 或る 場合に は 紙幣 を 期く 呼んだ ので ある，" 四川の 交子 • 南宋の 會子は 紙幣であった 

けれども、 交子 • き 子 は專ら 紙幣 を 意味す る 語であった とい ふこと は出來 ぬ" また 是 等の 語 を 以て、 或は 專ら 約束手形 を 意 

味し、 或は 專ら经 金 手形 を 意味す る ものと 見る こと もで きない = (加 藤繁 交子 *會 子 *關 子と いふ 語の意味に 就いて 東 
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<f 「古 を 通じて 綜觀 すると、 支那の 幣制 は 之れ を 三つの 時代に 大別す る ことができる やうに 思 はれる： 

第 一 は 上古から 唐 代に 至る までで ある。 

これ は大 瞪 において 物品 貨幣が 支配した 時代で あるつ 物品 貨幣に は、 農 產叉は * 具の 類 を表徵 する も 

のと、 寶 貝の 如き 装飾品 を表徵 する ものとの 二つの 源流が 求められる。 金銀の 鑄 造 も 行 はれた が、 それ 

はや や 形の 定 つた 祥 量 貸 |B として 狹ぃ範 園に 行 はれた とい ふだけ で、 未だ 計 數貨带 に はならなかった。 

銅貨 も 古くから 行 はれた が、 金銀との 比率 は 定まって ゐ ない。 定められても 行 はれて ゐ ない。 要するに 

この 時弋 に は 貨幣に 關 して 制度と いふ ほどの もの は 出来て ゐな かった と 見ても 大過ない。  . 

第一.. 一 は 唐 代から 淸代 の 中頃 ま でで ある。 


これ は 貨幣 經濟の 著しき 發達を 見た 時代で ある。 この 時代に 入って 支那 は 漸く 物品 貨带の 制度から 脫 

け 出した と 云うても よい。 まだ 完全に 計數 貨幣の 時代に はなって ゐな いが、 大體 において 金 屬貨带 が 流 

通 生活 を 支配す る やうに なって 来た。 金屬 貨幣 を 表す 紙幣が 木當に 流通す る やうに なった の も、 唐宋以 

後の ことで ある。 この 時代 を 次の 時代と 區別 する 特徵は 一 切の 貨幣制度が 支那の ものであって、 外國の 

影響 を 受けて ゐ なかった とい ふ點 にある。 

第三 は 十七 世紀末 葉 以降 今日に 至る までで ある。 

この 時代に 入って 支那 はお ひお ひ國際 經濟の 風浪 をう ける やうに なった。. 支那 固有の 带制を 押 し 除け 

て、 西洋の 幣制が 侵入して 来た" その 影響が 海港から 奥地へ と浸渗 する につれ て、 支那の 幣制 は 新舊の 

過渡期に おける 相剋 摩擦 を感 する に 至った。 淸 末から 國民 政府 時代に 及ぶ 幣制 問題 は槪 ねこの 近代的 懊 

惱を 帯びて ゐる。 带 制 を 支配す る 者 は 經濟を 支配す る。 新く の 如くに 觀じ來 ると き は、 近代に おける 支 

那 幣制 史は、 西洋 系 幣制が 支那 系带 制を排 して、 支那の 經濟 生活 を 席捲 せんとす る 侵略の 歷史 である。 

一 九 三 三年の 廢兩 改元 は 洋带が 華幣の 最後の 堡壁を 覆滅した 決戰 であった" さう して この 洋幣 と應 呼し 

て 支那の 天下に 覇を樹 てんとした 者が 卽ち蔣 介 石の 國民 政府で あつたつ 一 九 三 五 年の 法带 制定に 加擔す 

る ことによって 英國 はこの 國の 經濟に 君臨 せんとした。 いま 日本 はこの 侵入者 を 東亜の 天地から 驅逐し 
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ようとして ゐ るつ それが <lr 日の いは ゆる 法 幣 問題で ある 


第二 章 民國 革命 前後の 幣制 

第一 節 銀 貸 層と 銅貨 餍 

一九 三 五 年の 幣制 改革に ようて、 いは ゆる 法幣 が創定 される まで は、 支那 は 普通に 銀本位 國 だと 思 は 

れてゐ た。 銀 木立 國 であった ことに 違 ひ はない が、 正しく 云へば、 これ だけで は衋 して ゐ ない。 銀本位 

制 も 行 はれて ゐ たとい ふべき であらう。 支那の 幣制に 造詣の 深い カン は その 名著 currencies  cf  China 

(1927) の開卷 劈頭に 次の やうに 云うて ゐる。 

支 W に は、 廣義に 於け る 一 定の 通貨 本位 は 存在し ない。 內 地の 民衆 は實 際に 終生 銅貨 を 使用して ゐ 

る。 さう して 法律 は 令 日まで 支那に 適用し 得べき 「通貨」 の 名稱を 明白に 確定して はゐ ない けれども 

銅貨が 廣汎に 流通して ゐ るのに 鑑みて、 銅貨が この 國の 眞實の 通貨で ある ことに は 疑がない 

^制の 上から 見る と、 銀 元 を 唯一 の 若しくは 少く とも 主たる 木 位貨と 解すべき 規定がない ではなし 

卽ち淸 末 宣統ニ 年 (一九 一 〇 年) 四月の 幣制 則 例に は國幣 の單位 を圓と 定め、 無制限に 通用すべき 旨が 
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規定して あった。 また 革命 直後、 民國 三年 (一九 一四 年) 二月 八日 公布の 國 $£條 例に は 

第六條 一 圓銀幣 は數に 制限な く 通用す。 五角 銀 幣は每 次 授受 合して 一 一十 圓以 內、 二 角 • 一  角 銀带は 

每次 授受 合して 五圓 以內、 一一 ッ ケ ル貨と 銅貨と は每次 授受 合して 一 圓以內 を 限， と爲 す，〕 但し 租税 

の收受 びに 國家 銀行の 兌換に は此 種の 制限 を 適用せ すつ 

と 規定し、 國 IB 條例 施行 細則に は 

第八條 凡そ 中 國境內 に 在リて は、 國幣を 以てする 授受 は、 何 種の 款項 たるに 論な く、 すべて 拒絕す 

る こと を 得す。 

と ある。 これ は 袁世凱 銀 元に 關 する 規定で あるが、 民國 十五 年 北洋 軍閥の 北京 政府 を 打倒して 都 を 南京 

に遷 した 國民黨 の 政府 も、 銀行 公 會ゃ錢 業公會 等の 請願 を容れ て、 大體 において この 國幣條 例を繼 承し 

た。 銀 元の 袁世凱 像 を 孫 文 像に 改め 且つ 幾分 純分 量目 を輕 減した が、 銀 元の 強制 通用に 關 する 規定 は 其 

儘に した。 さらに 民國 二十 二 年 a 九 三 三年) 三月 八日 廢兩 改元の 直前に 公布され た 銀本位 带鑄 造條例 

においても 

第八條 凡そ 公私 款項 及び 一 切の 取引 は 銀本位 幣を 以て 授受す 「一 其の 用 數每次 均しく 制限 無し。 

と 規定して ゐ るつ だから 法制 上に おいて 支那が 銀本位 國 である ことに は 疑を容 れる餘 地ばない。 問題 は 


事實の 如何に ある。 

事 實に卽 して 云へば、 一九 三 五 年 带 制 改革 以前の 支那に おいて は、 少く とも 二種の 金嵐貨 卽も 銀貨 

と 銅貨と が 相 放んで 本位 貸と して 行 はれて ゐた。 さらに 遡って 云へば、 一九 三 三年の 廢兩 改元 以前に は、 

銀貨に は 秤 量貨带 たる 銀 雨と 計數 貨幣た る 銀 元と があった。 銅貨 は 「輔 带」 と稱 せられて ゐた。 法制 上 

の 起原 を 云へば、 まさに 補助 貨带 として 鑄 造せられ たもので ある。 しかし事實は銀貨と^^んで無制限に 

通用す る 木 位 貸であって、 補助 貸ではなかった。 

これ は 銀 銅 複本位で もない。 複本位な らば 銀 銅の 間に 確定の 交換 比率が 立たなければ ならない 力 兩 

者の 比率 は 全く 定まらす して 日日 刻刻に 變 動して ゐ- た。 强 ひて 複本位の 名稱に 執着す るなら ば、 それ は 

崩潰した る複木 位で ある。 法規の 上で は銀带 と銅幣 との 比率が 定めて あるが、 それ は 全く 弛頹 して ゐる" 

崩潰し 弛頹 した 複本位 は旣に 複本位で はない。 むしろい は ゆる 雜種 貨幣 に當る もので あら 

う： 求めて かするならば、 それ はい は ゆる &打木 位 parallelwahnlpQ. に 近いつ ただ 調 夕 的に" 主と し 

て 銀貨 國 として 現れて ゐた ところに 一 漑に拉 行 木 位 國と斷 じかね る點 もあった。 現 實に卽 して 云へば、 

一九 三 五 年 十月、 銀の 輸出 を 禁制す るまでの 支那 は、 對 外的に は 銀本位 國 であって、 對內 的に は 銀 銅お 

行 木位國 であった。 
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之れ を 要するに 一 九 三 五 年帑制 改革 以前の 支那 を 銀本位 國だ と斷 言す るのに、 あまう にも 大雜 把な 議 

論で ある。 開港 場で は 銀で 相場が 建てられ、 銀で 取引が 行 はれて ゐ たが、 それ は卸賣 のこと であって、 

小賣 値段 は 銅と 銀との 二通 リに 建って ゐた： 前者 は 苦力の やうな 貧民の ために、 後者に 外 國人竝 びに 富 

裕 なる 支那 人の ために。 奥地へ はいると 銅貨し か 見られない： また 何處へ 行っても、 殊に 軍閥の 據す 

ると ころで は、 多額の 不換紙幣と 銅 券が 流通して ゐた。 

誇張 して 云へば、 支那に は 銀貨の 流通す る 經濟醫 と 銅貨 Q 流通す る經濟 層と があった： これ は 精確に 

截然と 劃定し 得る ことで はない が、 銀貨 は 主として 外國 貿易 ゃ大 取引に 用 ひられ、 銅貨 は 主として 小 取 

引に 用 ひられた。 開港 都市の 取引 は 槪ね銀 建であって、 奥地 農村の 取引 は 銅 建に よる 場合が 多かった。 

銀貨と 銅貨の 間に は、 外國 貨幣の 間 におけると 同 檨に、 日日 交換 相場が 變 動した C この 變 動が 往往に 

して 銀貨 層に 屬 する 人人と 銅貨 層に 屬 する 人人との 間に 利害の 乖離 を 来した。 

銀貨 層と 銅貨 層の 人數 及び 取引高 を數 字に よって 比較す る 資料 を缺 くが、 取引高に 於て は 銀貨 層が 大 

きく、 人數 において は 銅貨 層が 多 かるべき こと は、 支那 奥地 を 旅行して 實狀を 見聞した る 者の 齊 しく 首 

肯 すると ころで あらう： 奥地の * 民に は 一 生 銀貨に 手を觸 るる ことなくして 果 つる 者 さ へ 多い と 云 はれ 

てゐ た。 支那の 農村 を 描いた パ ァ ル . バ ック の小說 「大地」 では、 阿 蘭と いふ 女が 初子 を 生んだ ときに、 


その 夫から 銀貨 を 貰うて 「あたしが 銀貨 を 持つ の は、 生れてから 初めてです，】 と述懷 して ゐる 

ケン ムラ ァ敎授 は、 米 國議會 の 委員 會で、 議員の 質問に 答へ て 「精確に は 云へ ない が、 平常 銅 を 本位 

貨 として 用 ひ 慣れて ゐる 人人の 方が 銀 を 用 ひて ゐる 人人よう 多いだら うと 信じる」 と斷 じ、 さらに 次の 

やうに 述べて ゐる。 

最近 私 は 米 國の遣 支 財政 專門 委員 會の 委員長と して、 約 一年間 を 支那に 費し、 支那 各地に おける 通 

貨狀 態に ついて 周到なる 研究 を 遂げた。 私たち は 各省に おける 通貨 狀態を 調査す るた めに、 全 國に互 

つて 質問 票 を 送った" その 結果 中心 都市 (満洲 を 除く) における 大 取引 は 多く 銀貨に よ.^ て 行 はれて 

ゐ るが、 田舍 における 小 取引の 大部分が 銅貨に よ リて行 はれて ゐる こと を 興味深く 發 見した  。 

買物の ために 市場に 集 ふ 大衆の、 その 取引の 大部分 は 銅貨で 行 はれて ゐる。 

また 敎授 は中國 幣制 法 草案に おいても 「銅带 は 極めて 重要なる 役割 を 勤める、 支那の 人口の 大部分の 貨 

W 取引 は 殆ど この 鑄貨 によりて 行 はれ、 ハ尸ー というて ゐる。 これ は 支那 人口 四 億 五 千 萬の 八 割 近くまで が 

農民 層に 屬 する 點 から 見て 首肯し 得る ことで ある。 

之れ を 要するに、 清朝 末期から 國民 政府 時代に 至る 革命の 支那に は、 少く とも、 (一) 銀 系の 通貨と し 

て銀兩 • 銀元拉 びに 之れ を 代表す る 紙幣が ある 外に、 (一 ー)事實上の木位貨として銅元^^びに之れを代表 
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する 紙带が ぁリ、 (三) また 銀 輔带： a びに 之れ を 代表す る 紙幣が あった： (四) さらに 靑 銅の 方 孔制 錢拉び 

に 之れ に 當る紙 带 も 行 はれて ゐ た。 制 優の 通用 は數 量に おいても 範圍 においても 漸次 制限せられ、 最近 

に はよ ほど 減少して ゐ たが、 銅 元は 最近に 至る まで 廣汎 なる 流通 地盤 を もって ゐた。 

この 銀貨 層と 銅貨 層の 對立 は、 支那の 經濟に 特異の 問題 を 提起し、 殊に 蕞： 11- 經濟の 上に、 銀 12 の騰客 

に關聯 して 重大なる 影響を及ぼした。 

商工業と 梟 業と が： g び 行 はれて ゐる國 では、 資金が 季節 を 定めて 都 會と田 舍の間 を 交流す るの が 例に 

なって ゐる： 支那で は農產 物の 買 出 は 多く 銅貨 を 以て 行 はれて ゐる から、 銅貨 は 刈入れ の 秋 を 目 ざして 

奥地に 出 廻う、 作物の 買 出が 終る 頃から 初夏に かけて 漸次 都會に 還流す る： 粒粒辛苦の 作物と 交換に 銅 

带 を 得た * 民 は、 やがて 之れ を 都會の 商品に 代へ、 または 借金の 返濟に 充てる ので ある。 

この 季節的 需給が 支那に おける 銅貨の 相場 を 支配す る重耍 なる 素因と なって、 銅貨と 銀貨との 交換 比 

率に 週期 的 高低 を 示して ゐる， - すな はち 銀貨 を 以て 表した 銅貨の 相場 は每 年收穫 期から 農村 決濟 期の 舊 

疋 月に かけて 昂騰し、 舊正月 を轉 機と して 一 氣に顚 落す るの が 常例に なって ゐた。 

この 週期 的變動 はつねに 商人の 乘 すると ころと なった： 彼等 は 銅幣の 安い ときには 銀に 代 へ て 之 を 3 貝 

入れ、 高くなる と * 村に 出かけて 之 を梟產 物に 代へ た- - 素樸な 豊民は 銅 带 を 高い 通貨と して 受取う、 安 


い 通貨と して 支拂 ひ、 その 間 何 割かの 損 をす る。 * 產 物の 仲買人-と金 貸との 間に は 往往に して 聯契、 ガぁ 

ジ， また 同一人で ある 場合 も 多い から、 玆に ドラゴ 二 教授の いは ゆる 「農家の 耕作 原 費よ リも 低く 市況 

の關 係よ、 り も 安い 値 lt」 で 作物の 叩き 買 ひ をす る 機構が 存在し 得た。 

一九 三 五 年 幣制 改革 直前の 數 年間に おける が 如く、 銀の 購買力が 昂騰しつつ ある 場合に は、 銅貨 層に 

おける 農民の 負擔は 次の 如き 事態と 交錯して 一 層 緊迫 を 加へ た。 

第 一 およそ 農民の 受取る もの は、 農作物の 代金で も、 農業 勞働 者の 賃金で も、 銅 建で 計算され る 場 

合が 多い のに、 農民が 買 ふ 物の 價格は 往往に して 銀 建に なって ゐ た- この場合に は * 民 は 稼いだ 銅带を 

銀^に. t 大算 して 支拂 はねば ならぬ から、 銀が 騰貴す る ほど 農家の 支出 は增 加す る。 農民の 買 ふ 物 は 多く 

は 都會の 工業 品で ある 上に、 近年 都會 において は 銀 建 取引の 範圍 がます ます 擴 大して 来たから、 農村 も 

."0 いおい 銀 建 こ 薄 向しつつ はあった が、 銀貨 屑と 銅貨 層との 間隔 は なかなか 解消す るに 至らなかった。 

第二 農民 は 借金 を 銀貨で 支拂ふ 場合が 多かった。 借る とき は 銅貨で 借.^ て も、 決濟は 大抵 銀貨で 耍 

求され た。 從 つて 銀の 騰貴 は 負債の 增 加と 同 檨の 結果に なった。 

支那 墨 民の 食 債 は 極めて 重く、 その 利息 は 至って 高い。 中央銀行 經濟硏 究處の 調査報告 によれば、 

我國 本部 十八 省 及び 察哈爾 • 殺 遠 • 寧 夏 • 新疆を 合せて 農家 約 五 千 五 百 一 一十 五萬戶 ぁリ。 各方 fl に 
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ついて 調査す るに、 其 中每年 債を擧 げざる を 得ざる 者 は、 少く とも 百 分の 五十 以上に ぁリ- 

三十 元 平均の 計算と して、 その 總額は 八 億 一 一千 八 百 萬 元 以上に 及ぶ。 これな ほ 最低限 度の 計算な う. - 

其 中低 利 を 以て 借う 得る 資金 は 極めて 少 部分の みつ 銀行な どよう 借..^ 得る 者 は 更に W 分の 五に も逮ば 

t 大多數 の 錢債糧 債の 利率 は 平均 月 息 三分 以上に あう、 月 息 一 割に 至る もの も亦少 から is: 

と ある" また 張 心 一 氏が 中央 裊菓 實驗 所の 報告に 墓き て 計算した ると ころに よれば、 一 九 三 三年に おけ 

る 二十 省 七 百 三十 七縣の 報告に 徵 して、 負債 農家 は * 家 總數の 六 割 二分に 當リ、 利率 は 平均 月 息 三分 六 

厘の 高利に なって ゐる。 

農業 金融の 組織 は 極めて 幼稚で、 その 大部分 はい は ゆる 高利 貸の 手に 握られて ゐる： 中央 農業 實驗所 

力 全國ー 一十一 一省 一 千 一 一 百餘縣 について 調査した ると ころに よれば、 一 九 三 四 年に おける * 民 借金の 來源 

は 左表の 如くであって、 私人と 商店と で 八 割 以上 を 占めて ゐ^。 

農民 借款 來源百 分數表 


銀  行  二  • 四 

合作 社 (信用組合)  一一 • 四 

典 當 (質 屋)  八 人 

錢  莊  五 • 五 


私  人  六卞六 

債權 者の 最も 喜ぶ 擔保は 土地で あるが、 最も 普通に 行 はれる の は 作物 を擔 保と しての 短期 金融で ある。 

收穫 直後 農 產市價 の 下うつつ あるときに 賣控 へ て、 値上う を 待った めに 作物 を擔 保と して 借 入れる 場合 

も あるが、 そんな 餘裕の あるの は 寧ろ 例外であって、 多く はい は ゆる 靑黄 不按に 際し、 作物の 成熟 を 待 

っ叚 もな く、 刈入れ 前に 之れ を 見返 リに髙 利の 借金 をす る。 然ら ざれば 安い 値段で 商人に 賣 渡して しま 

う。 金 貸と 地主と 農產 商人との 間に は 密接なる 聯 契が あるか、 または 往往に して 同 一 人で あるから、 其 

間 農民 t: 取の 機會が 生じ 得る。  - 

農民の 大半が 借金 を 負 ひ、 利息が 高い 上に、 銅 带 で借リ た 金 も 銀 建で 決濟 せねば ならぬ ので あるから- 

銀賈の 騰貴 はさらぬ だに 高い 名目 利率の 上に 更に 隱れ たる 利息 を 加 被す る 結果と なう、 農民の 生活 をい 

よいよ 壓迫 する ことにな つた。 

第三 租税 二つ いても 負債の 支拂 におけると 同檨 のこと が 云 へ るつ 支那 襲 民の 租税 負擔は 甚だ 重い 

しかも それ はすべ て 銀 建で 支拂 はねば ならなかった。 

、、ハツ ク 教授が 七 省 十七 縣ニ千 八 百 六十 六 襲 場に ついて 調査した ると ころに よると、 租税 は 家族 勞働を 
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算入した る 棗 場 經費總 額の 三分 九 厘に 上， 肥料 代 を 凌いで る 

平均 農場 經費 とその 百分率 


七 


る 0 


家族 勞ー 

雇 傭 勞； 

資本 消 一 

雜 - 

租 
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家 畜 代 
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却 

稅 

一 11!.。 


六 四 

二 四 

三 六 
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二 四 

六 四 


四 七 •〇％ 


四 


-〇 

-九 

-四 

-七 
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地主が 自ら 農場 を經營 する 場合の 外 は、 如上の 經費 を支辨 して 得た 收穫 の內 から 地代が 支拂 はれる。 

地代と しての 地主の 取 分 は、 地方に よ，.^ て 一定して ゐな いが、 槪言 すれば 全 收穫の 四 割 見當と 推算され 


て ゐる。 地代 を定 むる 方式に は、 收 穫に對 する 步合を 以て 定 むる ものと 穀物 乂は 現金の 一定 額 を 以て 定 

むる ものと が ある C 定額 現金 を 以て 地代 を定 むる こと は 寧ろ 異例に 屬す るが、 この 場 八：： に は 地代 は裹家 

の 現金 經費 となる から、 銀價 騰貴に 關聯 して、 金利 及び 租税と 同檨の 問題が 起..^ 得た C 

田 陚卽ち 地租 は 支那に おける 地方 財政の 根幹で ある。 その 税率 は 地方に ようて 一 定 しない.」 普通 は 地 

M の 百 分の 二 乃至 三で あるが、 江 西 省の 如き は 百 分の 六 を 超 ゆる 例 も ある： さう して 多くの場合 におい 

て は、 この 本 税を超 ゆる 附加税 が 課せられて ゐる C 

さらに 鏖 民の 食擔は 徴税 制度の 缺陷 によ リて 一 層 加重され てゐ る. - 例へば、 北支の 農村に おいて は、 

租税が 糴八 C による 請負人に ようて 徵收 せらる る 地方が 少 くない。 請 食 人 は 更に 下 受人を 定める。 是 等の 

徵稅人 は 多く は 地方に おける 顏 役であって、 農村 經濟に 寄生す る 無頼の徒 であるつ 

銀價の 騰貴に 乘 じて、 支那の 農民が 賦課の 誅 求に 遭 ふこと は舊ぃ 時代からの 話で ある： すでに 淸の宣 

宗の道 光年 間 (一八 二 一，— 五 〇 年) において、 外國 商人が 阿片の 輸入に 代へ て 銀 を 持 出した ために、 銀 

價 が激騰 して 一 オンス にっき 制 餞 一 千 五 百から 一 一千一 一 百に 上う、 苛酷なる 收 税吏が 奇貨 措く ベ しとして 

銀 銅 比率の 裁定に 手加減 を 加へ たために、 梟 民の 負擔 は事實 において 倍加した" これに 續 く文宗 の咸豐 

年間に おいても、 外 國に對 する 賠償金の 支拂、 外國 工業 品の 轍 入、 拉 びに 特に 英國 商人の 阿片 賣 込の 結 
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杲 として 銀が 流出し、 銀 惯は銅 價に對 して 昂騰し、 醜 吏の 搾取と 相俟って 著しく 農民の 負撸を 加重した 

ために、 晨 、、暴動 一 授を して ゐ る"〉 

一八 七 〇 年代 以降 は、 世界 大戰當 時 を 除いて は、 銀 is は 概して 落潮 を迎 つたので あるが、 銅带拉 びに 

之れ を 代表す る 紙 带の惯 値 も、 濫發 によって 崩落した から、 銀 銅 比惯の 季節的 變 動と 相俟って、 銅貨 層 

は 殆ど 正規 的に 銀貨 層の 搾取す ると ころと なった 一 九 三 一 年 以来、 米 國の銀 政策に よる 銀！？ 騰貴が、 

，が 上に もこの 傾向 を 助長して、 さらぬ だに 疲弊せ る 支那の 墨 村に 重き 首枷 を 加 へ たこと は 言 ふまで も 

ない。 

銀 銅； Q 行 本位が 農民 拷 取の 具と なって 農村の 窮乏 を 助長した こと は 上述の 如くで ある、 か、 この 制度が 

禺. 然 にも 國 民生 の 安定に 幾分の 寄與 をした 點も 看過して はならぬ、 ァ —サァ • ソル タァは 銅 1^ が 一： 銀 

0 

及び 銀 元の 愤値變 動の 影響に 對 して 或る 程度まで クッ ショ ン たるの 作用 をす る， 1 というて ゐる： 一九二 

九 年から 三 一 年に かけて 銀愦は 暴落した、 か、 銅 幣は銀 元に 對 して 騰貴した： 一 九 三 一 年から 三 五 年へ か 

けて は 銀- S は 暴騰した が、 銅 幣は銀 元に 對 して 激 落した。 その 結果と して、 支那の 銅 はこの 前後 を： 通 

じて 銀 元より-も 世界 全體 の物價 水準に 寄，.^ 添うて ゐた： 從っ て 銅 を 以て 受取り-銅！^ を 以て 支拂 ふこと 

の 多い 銅貨 * の 人人 は、 銀貨 看の 人人 ほど 生活の 動 搖を感 する ことなくして 慕し 得た とも 云 へ るつ 


し 力し これ は 偶然の ことであって 銀 銅： H 行 木 位 制に 當然 この 安定 作用が あるので はない： これ を 以て、 

この 制度 を 銅貨 層の ために 良き 制度と 推斷 する の 誤れる こと は、 銀惯が 安定して ゐ るのに 銅带が 濫發そ 

の 他の 原因に より-て 暴落した 事例の 極めて 多い こと を 想！ a すわば 了解で きる-, - 加 之、 銅貨 rj^ の 人. 人と い 

へど も 銀 建の 支拂 はか なぶ、 つ. つ た C 故 に 銅带 の 安定性よ も その 取 性の 方が 遙に强 かった と て大 

過ない _ 
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第二 節 金屬 貨 幣 

淸 末から 民國 初頭に かけて 行 はれた 支那の 金屬 貨幣 は、 これ を 大別して、 銀兩. 銀 元 及び 小額 貨^^ 

三種と する ことができる：  • 

第一 銀兩 

一 九 一 四 年 以来 銀 元本 位 制の 法規が 儼存 して ゐ たに 拘ら す、 これが 行 はれなかった 主なる 原因の 一 つ 

は、 古来 民間に 慣 熟した 祥量 貸帑の 遺制と して、 銀兩が 流通して ゐ たこと にある： 

兩は 元来 重量 單 位の 名 稱 である- - 銀兩は 之れ に 因む W 量 貨幣と して 行 用され たもので ある： それが 或 

は 馬蹄 銀 • 銀 兩帑の 如き 一， 實 銀兩」 として、 或は 庫平 兩 • 海 關兩の 如き き」 き》， cf  as) ヨ It たる - 虛 i 

兩」 として、 內外 各種の 銀 元 貨幣と んで、 大 取引に おける 主要 通貨と して 受授 された のであった-」 


貨 |E 秤 量の 墓 準た る 「平」 卽ち 衡器の 種類 は、 その 用途に よ.^、 また 地方に ょリ て， 多種多様に 分れ 

た。 その上に、 貨 として 用 ひられる 銀の 標準 品位 もまた^ 途 により 地方に よ，.^ て 多岐 多端であった。 

從 つて 銀兩の 種類 は 極めて 多數に 上った。 その 重要なる もの を 大別す ると 次の 四 種になる" 

( 一 ) 庫平 兩 

一九 一 一年の 革命 以前、 さらに 正確に いへば、 一九 一四 年の 國带 條例發 布に 至る までの 約 二百 年間に 

ぉナ， る 公定の 木 位 通貨 は 車平兩 であった と 云 ふこと がで きる。 車 平は淸 の康熙 帝が 國 庫の 收支を 量る た 

めに 定めた ものである。 關稅： a びに 物納 又は 銅带 建に よる 以外の 租 現の 計算に は總 てこの 單 位が 用 ひら 

れた： しかし これ も實 際に は 中央と 地方との 間に 差異 を 生じ、 また 收 入に は大 なる 兩を用 ひ 支出に は 小 

なる 兩に據 るな どの ことがあった この 不便 を 除く ために、 日 支 間に は、 下關條 約に 於て、 純銀 五 七 五 • 

八 ニグ レ— ン卽ち 三 七丄ニ  一  二 五 ダラ ムを 以て 車 平 一 雨と 定めた。 爾來國 際 的に はこの 標準が 川 ひら れ 

てゐ る。 民國四 年の 權度 法に おいて は、 五 七 五 丄ハ四 ニグ レ ー ン (三 七丄ニ 〇 一 グラ ム) と 規定して ゐる 

(二) 海關兩 

海關 において 關 a を徵收 する 銀 衡の單 位で ある 「ソ しかし 海關兩 に當る 衡器が あるので もな く、 また こ 

れを 表す 銀 錠が あるので もない" 各地 各種の 通貨 を 以て 關稅 を納 むる に 際し、 計算の 墓 準と し て^ひら 
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れた單 位であって、 貨幣と して は 虛銀兩 である C 海 關兩の af 原 は、 阿片 戰爭の 後に 廣束 における 關稅計 

算の 標準 を 規定した に始 る.^ 其 後 各地の 海關 において 徵稅に S ひらる る 銀兩の 標準に 差異が あって、 海 

關手續 の 上に 不便 を 見た ので、 各國は 支那との 通商 條約 において 海 關兩の 墓 準 を 規定す るに 至った 例 

へば 一 八 五八 年の 條約 において、 英國と は 純銀 五八 ニー • 三 ダレ ー ン、 佛國と は 三 七 • 七 八 三グラ ムと 定め 

られ た" 後に： vi 一般に 五八 丁 四 七グレ ー ン (三 七 丄ハ八 グラム) の 基準が 用 ひら わた： 海 關兩は 外債 收 

支 計算の 單位 ともなった" . 

(三) 漕平兩 

古来、 南方よ リ 官に納 むる ために 北京に 送った 貢 米 を、 銀 を 以て 折納 する 場合に 用 ひられた 計算の 單 

位で ある" 普通 は 五六 五 • 七グレ I ン となって ゐ るが、 必 す しも 一定し ない" しかし その 差異が 割合に 

小さい ので、 上海 を 初め 南方 备 地の 一般 用 平と なって ゐ る。 

(四) 市平兩 

一般 民間に 用 ひられる 各地の 銀兩 であって、 その 種類 は 甚だ 多く、 數へ 切れぬ ほど ある： 就中 上海の 

規元銀 は 最も 金融界に 用 ひられた _」 漢 口の 洋例銀 • 天津の 行 化 銀 • 錢莊の 用 ふる 錢平 銀. • 等 は その 主要 

なる ものである。 


銀兩は 多く 馬蹄 銀卽ち 元寶の 形に おいて 流通した。 銀 絛も行 はれた. - 地方に よ.^ て は鑄貨 となった 銀 

兩 すな はち 銀兩带 もあった が、 之れ は 廣く用 ひられなかった： 馬蹄 銀の 鑄 造 業者と して 銀爐 又は 爐 房が 

あった。 また これ を 鑑定し その 品質 を證 明す るた めに 公 估 局が あった。 信用 ある 銀 爐が鑄 造し 公 估 局が 

證 明した 馬蹄 銀 は、 取引 毎に 禅 量す る ことなくして、 多く は計數 貨幣と 同様に 流通した。 銀 元の 鑄 造が 

增 加す るに つれて、 馬蹄 銀 は 漸く 減少し、 銀兩 建の 取引で も、 實 際の 受授に 際して は、 銀 元 を 用 ふる 場 

合が 多くな つた。 かくて 銀 兩は槪 して 虛銀兩 とな，.^ 終った が、 計算の 單位 として は尙ほ 久しく 勢力 を 失 

ふに 至らなかった C 

支那の 兩と. 同様に、 秤目單 位の 名稱を 以て 貨幣 單 位の 名目に 當て用 ふること は、 多くの 國に 於て 行 は 

れ たこと である。 例へば 英貨の pound  sterling- に 於て パウンド は 禅目單 位の 名稱 であって、 ス タァリ 

ングは 銀の 品位 を 示す 言葉で ある。 へ ン リイ 二世の 一 一 五八 年から へ ン リイ 八 世の 一 五 四 三年に 至る 四 

世紀の 間 は、 貨 带 一 パ ゥ ン ドは まさに 銀 一 パ ゥ ン ド に當 つた。 一 パ ゥ ン ドは 十二 ォ ンス =ー 一 百 四十べ 二 

ィゥ ェ イト = 五 千 七 百 六十 グレ ー ン である。 この 銀の 品位 は 千分の 九 二 五であった から、 十一 オンス 二 

ぺ ニイ ウェイトの 純銀と 十八 ぺ ニイ ウェイトの 合金と を 含んで ゐた。 この 品位が 卽ち スタァ リングと 呼 

ばれる ものであった。 この 制度 は ヘンリイ 八 世と エド ヮ アド 六 世の 貨幣 改鑄 によ，.^ て滅價 された が、 ェ 
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リザべ ス 女王の 一 五 五八 年に 復興され て 一 八 一 六 年の 銀本位 廢 止まで 續 いて ゐ る.^ この 年から は、 金貨 

が この 名稱 を承繼 したが、 それ は 單に貨 带 單 位の 名稱 として ：4： 續 した だけで、 种 目と は 何の 關係 もない 

ものに なって しまうた。 日 木 昔時の 貨幣の 兩も、 元来 秤 目に 因む もので、 權衡の 兩は舒 明 天皇の 御代に 

唐 制に 傲うて 定められ たのが 濫觴で ある。 イギリスの パウンド や 日本の 兩 において は、 幾度 改鑄 さわて 

も、 實 在の 貨 |E が 流通して ゐ たから、 稗 目の 觀 念から 遊離して 貨 IE 惯 値の 單 位が 成立した ので あるが、 

支那の 場合 は 多く は Ig: 冃 による 虚銀兩 が Money  of  accoi ョ t として w ひら わ、 之に 當る鑄 貨が弘 く 行 は 

れ なかった ために、 貨 带の惡 鑄の 代，.^ に 權衡の 低減が 行 はれ、 各種の 平によ る兩の 分岐 紊亂 を昆 るに 至 

つたので ある" 計數貨 19 制度なら ば 幣制の 紊亂 となって 現れる ことが、 秤量貨 制度であった ために 秤 

制の 紊亂 となって 現れた ので ある。 

第二 銀 元 

支那に おいて 銀 元が 計數貨 IE として 川 ひられた の は、 外國貿 によ..^ て轔 入され た 西班牙 弗に 初る。 

明 末 十六 世紀の 後半に おいて、 スペイン はフィ ジッ ピ ンを 攻略して 東洋 貿 nk 刃の 根據 地と した。 その 頃 か 

らフィ ジ" ビ ンを 通じて 两班牙 弗ハ 流入 を 見た ッ 其 後英國 東印度 會 社が 友 邪貿！ li^ の 牛耳 を 握る やうに な 


つたが、 その 決 濟は槪 ねこの 銀貨 を 以て 行 はれた。 

清の 高 宗の乾 隆ニ卜 二 年 (一七 五 七 年) 支那 は外國 貿易 を廣柬 一港に 制限した 「一 力 ルス 弗と 呼ばれ 

る 銀貨 は 多く この 海港から 流入した： カロル ス 弗と はスぺ イン 王 力 n  , ス 三世 ( 一 七 五 九— 八 八 年) 乂 

は 力 D ルス 四 世 (一 七 八 八 .11 八 〇 八 年) の货像 ある 銀貨であって、 その 頃スぺ イン 領 であった メキシ 

コ にお いて 囊^^ せられ、 フィリッピ ンのス ペイ ン商人 により そ 行 川され たもので あるつ 支那 對外賀 が 

發展 する につれ て、 この 銀貨の 流入 髙も增 進し、 その 流通 地域 も 漸次に 擴 大して、 南支から 揚子江 流域 

に 及び、 遂に は 支那 全土に 伸びん とする 勢を呈 した。 力 ルス 弗 以外の 銀貨 も 多く 輸入され たが、 支那 

人の 愛着 は 慣用に よって 專らカ P ル ス 弗に 集った" 一 八 〇 八 年 力 ルス 四 世が 返 位して、 その 鑄 造が 停 

止された ために、 供給に 不足 を 生じ、 他の 弗貨 との 間に 高率の 打 歩 を 生じた こと さ. へあった。 

力 ^ ル ス弗 以外の 外國 銀貨に して 支那に 行 はれた もの は、 丧 面に 鷲の 圖が あるので 廳洋 とも 呼ばれた 

墨 銀すな はち 墨 西 哥弗を 初めと して、 ボリ ゲイ ァ • チリ ィ • ペル ゥ • 等 南米 諸國の ものが ある， 米國の 

貿 弗 • 印度支那の ピアス トル • 日 木の 一圓 銀貨 • 香港 弗 等 も 盛に 流通した _ しかし 力 n ルス 弗の 跡 を 

嗣 けて 最も 弘く行 はれた の は 墨 銀であった- 卜 九 世紀の 末から 二十世紀の 初に かけて、 支那 自 鑄の 種種 

の 銀貨が 發 行され たが、 遂に 墨 銀 を 追 ふこと がで きなかった。 一九 一 一年の 革命 當時 において 、支那に 
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おける 墨 銀の 流通 高 は 四 億 元 乃至 五 億 元に 上った と 云 はわて ゐる。 蓋し メキシ コ鑄 造の 銀貨. は、 卜べ 世 

紀末 以来、 南北 兩米を 初と して、 廣く 印度 • 日本 • 等の 太平洋 岸 諸國に 流通した もので、 HI 木 • 友那等 

において、 近代的 計數貨 の 濫觴 をな したの は、 この 銀貨であった というても 過言で はない ■ 

外 國銀圓 の 盛 行 は、 支那の 新進 政治家に よ，^ て、 主 權の侵 越と 非難 さわ、 また 國家 財政の 障害と 嫌^ 

された。 玆に 於て、 清の 光 緒 十三 年 (一 八 八 九 年)、 廣東總 督張之 洞 は、 外國銀 圓驅逐 のために、 銀 元 を 

自 鑄すべき こと を 麦 請し、 勅許 を 得て、 光 緒 十六 年から、 廣 束の 造幣 廠で 「光緖 元寶」 の銘 ある 銀 元 を 

開 鑄した。 これが 「龍 洋」 卽ち淸 代に おける 支那 政府 銀 圓の嘴 矢で ある： 尤も、 之 わより 曩き、 道 光 十 

八 年 (一八 三 八 年) に、 福 建 省 政府の 銀 圓が臺 灣で鑄 造され た ことがあ るが、 この 銀貨 は 表に 福 祿壽の 

像 を 裏に 鼎 を 刻した もので、 龍紋 はなかった。 容量 は 力 tl ル ス 弗に 擬 した ものであるが、 惡鑄粗 造の た 

めに 弘く 流通す る に 至らす して 影 を 潜めた。 

其後數 年、 武昌 及び 天津に も 造 带廠が 設立され、 それぞれ 銀 圓を鑄 造す る やうに なった. か、 遣 憾なこ 

とに は、 そ の 品位 量目 は 廣束 龍洋と 多少 の 差異 があった。 これが 备 省に 對 して 惡例を 示す やうな ことに 

なって、 貨带 制度 紊亂 の替を 加重した。 卽ち^ 省 は、 利の あるに 委せて、 龍 洋を濫 鑄した e その 品位 量 

zn も 一致 を 失うた ために、 通 は發鑄 省內に 限られ、 一 步省疆 を 出づれ ば、 その 慣 爐 區區 として 定まら 


ざる 有様と なった。 價 値が 定ら ないから 各種 銀 元の 間に グ レシ ャ ムの 法則 も 行 はれす、 おのおの 相場 を 

異にして 市場に ia び 用 ひられた。 新く の 如くに して 一九 一一 年の 革命に 及んだ。 

革命の 後、 民國 政府 は 幣制の 確立 を 企 園し、 民國 三年 (一九 一 四 年) の 國幣條 例 を 以て 銀圓を 木位貨 

幣 と 定めた。 また 天津： a びに 南京の 造幣 廠を 指定して、 當 時の 大 總統袁 世 凱の 肖像 ある 一圓 銀 带を開 鑄 

した。 初 は 品位 千分の 九 百、 重量 庫平 七錢 二分、 純銀 六 餞 四 分八羞 (二三 • 九 七 八 グラム) としたから、 

從來の 龍 洋ょリ 優位の 貨幣と なリ、 引換に 際して 少 からぬ 損失 を 蒙った ので、 遂に は 品位 を 千分の 八 百 

九十に 引下げ、 純銀 ニニ 一 *九〇 二 五グラ ムを 以て 一 圓 とした。  ， 

袁像洋 の 前に 墨 銀 は 頹勢を 示した。 しかし そのために 市場 は 銀 圓の缺 乏を吿 げたので、 龍洋を 一掃す 

る こと は 困難であった C 市場に は 袁 • 龍 二種の 自鑄 銀圓が 相場 を 異にして： a び 行 はれた が、 大勢 を 支配 

した もの は 前者であった。 袁像洋 は 全國に 亙って 流通した。 邊陬の 地に も 行 はれた。 支那に おける 带制 

統 一 の 黎明 を吿 げた もの はこの 銀貨で あつたと 云うても よから う。 

第三 小 洋 

支那 民衆の 生活 程度 は 極めて 低位で あるから、 實 際にお いて は、 木 位貨带 よりも 小額 貨 带 たる 補助 貨 
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|£ の 方が 弘く用 ひられた： 小額 貨带に は銀輔 IE と銅輔 IE とが ある、〕  . 

銀輔貨 も、 銀 元と 同じく、 光 緒 十六 年 (一 八 九 〇 年) から 廣柬 造幣 廠 において 開 鑄され た、 - 品位 八 二 

〇 とし、 十進法に よって 十 角 を 一圓と し、 五角 ニー 角 及び 一角に 當る 名目 貨幣 を 造った- 大洋た る銀圓 

に對 して、 小洋 • 洋角 • 毫洋 • 等と 呼ばれる ものが 卽 ち是れ である。 

小洋の 鑄 造 も、 圓 銀と 同様に、 當 局に とって 極めて 有利な 事業であった- そわで 各地の 政權 において 

競って 之れ を濫發 したために、 慣値 下落して 十進法の 原則 は 幾許 もな くして 覆 減して しまうた") 

一 九 一 四 年の 國！ £條 例 は 新に 銀 輔带の 制度 を 定めて、 品位 を 七 〇〇 とした： 政府 は、 一 九 一 七 年 以降、 

天津の 造带廠 において 之れ を 鑄 造せ しめ、 舊來の 小洋を 整理しょう とした： この 新貨は 北支の 民間に お 

いて は歡迎 された が、 治 外法 權の 上海に おいて は、 錢業 者の 反 對に會 うて 弘布を 妨げられ、 侬 然として 

舊小洋 が 優勢 を 保った" 新 小 洋も亦 やがて 濫發 によって 十進法 を 失うて しまうた， - 玆に 於て、 本來 大洋 

に對 する W 助貨 tE として 初 まった 小洋 は、 遂に 大洋から 絕緣 して、 名目 貨 带 たる 實を失 ひ、 大洋 勘定と 

：8 んで小 洋 勘定の 相場と 取引と が 行 はれる やうに なった。 

第 四 銅 元 


民衆の 生活に 最も 密接なる 關係を もった の は、 銀貨よりも 更に 小額 惯 値に 當る銅 元貨带 であった C 

銅 元の 鑄 造 は 民 國九年 (一九二 〇 年) に 初 まる。 これ もまた 張 之 洞が 廣 束に 創設した 支那 最初の 造お 

廠こ ：0 いて 一 了 まれた リ 元 來龍洋 の 補助 貨に充 つる 目的 を 以て 造られた ものであって、 その 百 分の 一 卽ち 

一 角の 十分の 一 を 以て 單位 とし、 之れ を 一分と 稱 した。 故に 銅 元 もまた 銀 元 系統の 貨幣で ある。 

銅 元は 民衆に とって 極めて 便利なる 貨幣であった 民衆 は 之れ を 愛好して 一時 は 打 歩 を 生す る やうな 

ことにもな.=^、 一九 〇 五 年に は 一分 銅幣 八十 個 を 以て 銀貨 一圓に 當る 地方 さへ あった-」 しかし 銅 W の 優 

位 は 極めて 短期間に して 失墜した- - 銅 带 の 鑄 造 利 S が 至って 大 なりし がた めに、 各省 競って 之れ を濫鑄 

し、 その 9? 場 は 暴落して、 遂に は 銀 元と 絕緣 し、 補助貨|^た.^名目貨带たるの實を失ふに至った。 一九 

〇 五 年に おける 支那 全國の 造幣 廠は、 その 數 十六に 上.^、 その 全 作業 能力 は 一年 銅带 十六. 億 個に 當 つた _ 

是 等の 造幣 廠が鑄 造した 銅 带の數 が 幾許に 達し たかは 明で ない が、 カンの 見 積に よると、 一九 一七 年末 

までの 合計に おいて、 一分 銅带 だけで も 三百 十七 億 個を數 へ、 なほ その外に、 二分 銅 带四僮 個、 五分^ 

带三億 個に 近き 旦 額に 上って ゐる。 從 つて 銅 幣の 供給 は 民衆の 需要 を 超過し、 その 相場 は 崩落して、 一 

九 二 〇 年代に は 銀 一元に 對 して 二百 個 を 超へ、 一九 三 〇 年代に は、 銀惯の 騰貴と 相 佚って、 三百 個臺を 

上下す るに 至った。 これが ために 農民 大衆が 拔 炭に 座す るの 苦 を 嘗めた こと は 前節 絮說の 通り セぁ ズ。 

ん S 
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第五 制錢 

圓形 方孔の 圜錢は 民衆の 間にお ける 最も 古き 通貨と して、 兩系 及び 元 系から 特立して、 別に 文 を單位 

とする 系統 を 立てて ゐた C 圜錢は 制錢と 呼ばれた C これ は 明 代からの ことであって、 もと 國 家の 制定し 

た 餞の 意で ある。 私 餞と 區 別す る稱呼 であらう： 制 錢の鑄 造 は 一九 一一 年の 革命 以来 停止され たが- H ま 

民間に は弘く 流通して ゐた： しかるに 世界 大戰に 及んで 銅^の 暴騰 を 見る とともに、 鑄 潰 叉は豫 出に よ 

つて 殆ど その 影 を 潜めた： 之れ と 前後して、 半分 • 一分 • 等の 銅幣が 市場に 氾濫した ので、 恰度 制錢の 

^を 襲ぐ やうに なった： 貨幣に よって 表 はされ た 民衆の 生活 程度 も 漸次 向上して 来たので、 小單 位の 制 

錢 はあって も 田 舍に隱 返して、 都會 において は 過去の ものと な リ 了った： 

いま 以上 敍說 した 各種の 貨幣の 計算 單 位の 名 稱を 表示す ると 次の やうに なって ゐる 0 

一 、 兩 系統 

一 兩 Tilcl  = 十錢 

一 餞 M-acL- =十 分 


一 分 candarsn  = 十嫠 

一 0  Cash  = "十毫 

元 系統 

一 元 Dollar 

• 角 Dime 

一 分 Cent 

文 系統 

" 串 (又は 吊 • 裙. >  vstripir 


= 十分 

= 十釐 


10  jvmi 


一にお いて は、 元 系統のう ち 

串が 含む 制 錢の數 も、 一 千 


千 文 1(50  Casli 

しかし 之 は 計算の 形式が 斯檨に 整うて ゐる とい ふだけ のこと であるつ I 

に 於ても、 銀 元 系と 銅 元 系と が對 立し、 また 銀 元 系から 小洋 系が 岐れ た。 

文 は 名目 だけの 最高 額であって、 地方に ょリて は、 或は 九 百 八十 文と なリ、 或は 九 百 七十 文と なり-、 甚 

しきに 至って は 四百 文臺に 降る こと さへ あった" また 法制の 上で は、 古くから、 制錢 一千 文 を 以て 銀 一 

兩に當 てること になって ゐ たが、 實 際に は 之 も 全く 無視され てゐ た。 

補  註 
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第二 章 K 國 革命 前後の 幣制 

r>.  Jvlcl.s. し, に rade  iUid  AtllllillisLi.ilLioll cf  China,  pp. .1. に 2  f. 


革命 前後 の 支那に 流通した 紙带 は 、その 發 行主體 によ リて、 およそ 左の 四 種に 大別す る こ と が で きる： 

一 、 中央銀行の 紙带 

二、 民 營機關 の 紙幣 - 

ニー、 地方 政府の 紙幣  . 

四、 外國 銀行の 紙 m 

民國 革命 直後の 紙幣 流通 狀態 は、 政情の 亂脈を そのままに 反映して、 帝政 時代よ も  一 » 混沌た る 有 

様であった： 國民黨 は 清朝の 中央銀行 たる 大淸 銀行 を 改組して 中國 銀行と 改稱 し、 交通 銀行と 協力して 

中央銀行の 職能 を 行 はしむ る ことにした： 兩 行の 紙 |E は、 最初の ほど は、 よく 民衆の 信 川を爾 いで その 

値 を 保ち 得た が、 一 九 一 六 年から 一 八 年に 至る 間にお いて、 袁世 凱が 政權を 掌握し、 兩 行を强 制して 

國民黨 抑 壓に耍 する 軍備と 宣傳の 費. 巾 を 調達せ しむる に 及んで、 紙幣 濫發は 當然の 勢と なり、 通貨 恐慌 

を誘發 する に 至った。 ただこの 情勢 は、 袁世 11 政權の 支配した 北支 殊に 北京に おいて は a; めて 深刻で あ 


つた •：： 人 廣く 地方に 及ぶ と、 それ 程で もなかった ために、 地方 都市に おいて は 紙带の 兌換 もハ t はれ、 從 

つて その 惯 値 も 保 たれた。 蓋し 是 等の 紙带に は發行 地が 明記して あつたので、 北支 發 行の ものと 區 別し 

て 扱 ふこと、 かで きたから である。 

國民黨 の 政府 はまた 一 九 二 四 年に 革命の 搖籃廣 束に 別に 中央銀行 を 設立した。 これ も 戰費を 捻出す る 

ために 叫お， された ので、 その 紙带は 財政の 窮迫 を 反映して 相場の 下落 を れ なかった： 一九二 七 年、 國 

民黨の 覇業 成る に 及んで、 この 廣東 中央銀行の 外に、 上海に 中央銀行 を 設立した。 財 的 赏カは 中 國丄父 

i 兩ー 了よ リも 薄い が、 政府の 中央銀行 として は 上位 を 占めた C 他の 兩行は 舊來の 筋道に 歸 つて、 中國銀 

亍は外 國爲替 業務に 當リ、 交通 銀行 は その 名の 示す 如く 主として 交通 運轔 事業の 金融に 當る 建前と なつ 

た。 しかし 實 際の 紙 1^ 發行 額は兩 行の 方が 常に 中央銀行より-も 優位に あった。  - 

民營 金融 機關の 紙幣と は 山 西 票 號. 錢莊 又は 華商 銀行の 發行 する 紙幣で ある。 一九 一 一年の 革命から 

一 九 二 七 年の 國民 政府 建設に 至る までの 間にお いて、 是 等の 群小 金融 機關は 全く 無統制に 濫設 せられ、 

發券 制度 は 無政府 狀 態に 陷 つた。 しかし 濫發の 程度から 云 ふと、 私設 業者の 紙 带發行 は 寧ろ 愼 重な 方で 

あって、 政府 殊に 地方 政權の 紙幣 ほどに は 過 濫の弊 を 流さなかった。 

革命 直後の 十數 年間に 亙って、 各省の 地方 政府 は 槪ね獨 立 または 半獨 立の 狀 態に あつたつ 是等 地方 政 

第三 節 紙  幣  ァプ 


第二 章 民國 本命 前後の 幣制  ，T-P 

權は 擅に 銀行 • 官銀號 • 等の 發券 機關を 設け、 惲る 所な く 紙 を發 行して その 財政 を 賄うた： 發 鈔過濫 

は 力 #惜 崩落 を 呼び、 鈔惯 崩落 は 更に 發鈔 過濫を 誘うた： その 影響の 及ぶ 所 は卽ち 民衆の 疲弊と なった、， 

この間に あって、 支那に おける 外國 銀行 は、 治 外法 權の 特典に 據 つて、 海港 都市 を 中心に、 各 その 

紙 1^ を發 行し、 支那 人の 間に 少から ぬ 流通 額 を 得た C 是 等外 籍 銀行の 多く は その 木國 において ま 氏. ぉ發 

行權を 有せざる ものであった： これが 經營に 就て は、 本 國の法 に從ふ もの も あり、 また 殆ど 何れの 國 

の 法律に も拘 制されざる もの もあった" しかし 支那の 法律 は 之 を 如何と もす る ことができなかった 

これら 各種の 金融 機 關が發 行す る 紙 le を その 表 章す る貨 I- により-て 大別す ると、 次の 六 種に 耍約 する 

ことができる。 

一 、 銀兩を 表す もの 卽ち 銀兩票 

二、 銀元を^^^もの卽ち銀元票 

ニー、 銀 元 系の 小額 銀貨 を. 1^、 す もの 卽ち銀 角 票 

四、 銀 元 .系 から 離脫 した 銅 m を. 、す もの 卽ち銅 元 票 

五、 制錢の 枚數叉 は吊數 を^す もの 卽ち 制錢票 


六、 外國貨 IE を 表す もの 

この 外に、 一九 三 〇 年ニヌ 一日 以降、 海關徵 收に充 つる 抽象的 計算 單位 として 純金 六 〇 二八 六 センチ 

グラムに 當る海 關佥單 位が 定められ、 次で これ を 表 章す る 流通 手段と して、 關佥 兌換券が 中央銀行 によ 

うて 發 行され る ことにな つた。 これら 雜 多の 紙 带 が、 その 表 章す る 基本 貨幣の 惯 値の 騰落に 應じ、 また 

各種の 紙 带 そのものに 對 する 信用の 消長に 伴うて、 相場の 高低 を 演じた ので あるから、 流通 取引の 複雜 

なること は 言語 に 絕 する 狀 態を呈 し た 。 

支那に おいて は、 一切の 取引 を 通じて、 商品の 價格を 商量 するとと もに、 之れ に I 力して 支拂 はるる 貨 

带 の 相場 を 商量し なければ ならなかった。 さう して この 二元的 商量に おいて、 招^！^-を決する耍素として 

最も 重耍 なる もの は貨 |E の 相場であった。  . 
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支那の 紙幣 發行 機關に は新舊 二つの 系統が ある" 新式の 發券機 關とは 西洋から 移植され た 銀行の 様式 

に 則る ものである" これに は 民營と 一公 營 とが ある (、 民 營には 華商 銀行と 外籍 銀行と が ある" 公 營には 地 

方 銀行と 國家 銀行と が ある。 舊式發 券 機 關とは 支那 土着の 金融 機關 として 發 達した ものである： 山 西 票 

號と錢 莊とは その 代表的な ものである。 

中國 銀行の 編輯す る 「全國 銀行 年鑑. 1 は 支那の 新式 銀行 を 次の やうに 類別して ゐる (- 發券 業務 は 儲蓄 

銀行 を 除く 殆どす ベての 種類に 互って 行 はれて ゐる： その 發券額 を 示せば 左の 如し： (單位 一千 元) 


中天 及 特許 銀行 

省 市立 銀 行 

商業銀行 

儲 蓄 銀 行 

農工 銀行 


一 九 三 三年 末 

三 四 七、 七 九 四 

七 一 、三 八 四 

五 五、 六 八 三 

五一 一、 七 六 七 


一 九 三 四 年末 

四 〇 三、 一一 七 四 

七 〇 、八 六 〇 

七 五、 六 九 五 

六 四、 一 五六 


一 九 三 五 年末 

六 四 六、 九九 四 

一 三 四、 二 〇〇 

二 七、 六 九 四 

五 Q 、四 一 八 


專業 銀行  七、 五 四 四  八 、五一 一 0  八、 六 七 六 

華僑 銀行  一六  一四  ー 

合 計  五三 五、 一九 〇  六 ニニ、 五 ニニ  八 六 七、 九 八 四 

第 一節 票號 と 錢 莊 

U 西票號 はまた 票莊 ともい ひ、 地方に よ リそは 匯票莊 • 免 匯莊 などと もい ふ." もと 山 西 商人の 資本 を 

中 亥と し、 爲替 送金の 取扱 を 主 業と して、 淸 代に 發 達した 支那 固有の 金融 機關 である。 淸 末に は 是 等の 

票 號は山 西 票 封？ と稱 する 組合 を 組織して 支那 全土の 金融 支配 權を 掌握し、 その 支店 • 取引先 • 等の 觸手 

は、 東 は 満洲の 東 三省から 西 は新彊 省の 廸 化に 及び、 南 は 雲 南 省 ，廣 東 省から 北 は 蒙古の 庫 倫 • 恰克圖 

に 伸びた。 

票號の 原に ついては 諸說 あ. 5。 最も 古く 之れ を 求む る もの は 遠く 唐 代に 遡リ、 また 明 代に 發 すると 

もい ふ。 それ はさて おき、 淸 代の 初葉に 旣 に票莊 があった こと は、 その 傳統を 今日に 嗣け 襲いで ゐる店 

舖か あるから、 動かすべからざる 史實 として 信憑すべき であらう。 清の 乾隆 年間に 山 西 省 平遙の 人に 雷 

履泰 なる 者が あって、 天津に 日昇昌 とい ふ 染料 店 を經營 して ゐた。 雷履泰 は、 或は 原料 を 買 出す ために 
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或は 製品 を賣 柳く ために、 四川* 山^5-. 山西.河南の各地に往來したが、 常に 多額の 現 銀 を携帶 する こ 

との 不便 を 感じた： 玆に 於て、 木 支店 間竝 びに 取引先との 間に、 隱票卽 ち爲替 手形の 方法に 依りて 拫替 

を 行 ひ、 現金の 輸送 を 省略す る こと を 始めた： この 方法に よって 廣く 商人の ために 送金 を 扱-つ こ、 か、 ^ 

業の 染料よ もこの 仕事の 方が 有利に なった ので、 票 號に轉 業して しまうた- ところが 日 昇昌の 繁榮を 

見て、 多くの 山 西 商人が これ を眞 似て 票號 を經營 する に 至った： これが 山 西 票號の 起原で あると もい は 

れてゐ る： いづれ にしても.、 山 西 票號は 富裕なる 商人が、 各地に 取引 ある 綠に よって、 暖票を 取^ ふ 金 

融 業に 轉 出した ものである- だから 票號は 後に 至る まで 何等かの 商品に 關養 があって、 金融の 傍ら、 或 

は 茶 を、 或は 棉を、 或は 親 を 扱 ふ 者が 多かった (- 日 昇昌は 最近まで 染料 を 扱うて ゐヒっ 

票 號は國 庫の ために 收支を 扱 ひ、 預金 を 受託し、 また 紙幣の 發 行に も當 つた： 之 を 要するに 支那 最初 

の 中央銀行 たる 部 銀行に 先 だち て 夙に 中央銀行の 業務 を 管掌した： また 經營 の堅實 宜しき を 得た ので、 

一般の 信用 を 博し、 低利に 預金 を 受けて 高利に これ を 代 貝 付く る こと を 得た： 加 ふるに その 匯票は ー覽 C- 

の 信用 證券と して 現金 同様に 流通した： 

山 西票號 の 盛衰 は 凡そ 清朝の 盛衰 と： H 行して ゐ る 。 

その 成長期 は 乾 隆に初 まって 咸豊に 終る 百 有餘年 (一 七三 六— 一 八 六 一 年) である： 


その 隆盛 期 は 同 治より 光 緒に 亙る 四十 餘年 (一八 六 二— 一九 〇 八 年) である。 この 期間に おいて、 山 

西票號 は、 支那に おける 唯一 の 有力なる 金融 機關 として、 國內の 爲替業 を壟斷 し、 また 中央： g びに 地方 

の 政府の ために 國 まの 收支を 管掌した." 

淸 末から 民國 時代に 及んで、 票號は 遂に 衰頸 期に 入った： 先 づ長髮 賊の亂 が 之に 手 瓶い 损傷 を與 へた" 

次で 上海 を根據 とする 異 系の 錢莊が 擡頭し、 また 新式の 銀行が 設立され、 殊に 政府が 國家 銀行 を劍始 し 

て 國庳の 收支を これに 委 ぬる やうに なった ので、 著しく 業務の 疆域を 侵害され た C 政府 は 票 號に對 して 

是 等の 國家 銀行に 出資す る こと を勸 誘した が、 票號は 政情の 不安 を 懼れて 之れ に應 じなかった C 清朝の 

倒壤に 際して 票號は 官邊 に 對す る 多 額 の » 付 金 を 失 う た C 之れ が 票號 に對 する 最後 の 且つ 最大の 打擊で 

あった」 多く は 倒産して 跡を絕 つた」 僅に 殘っ たもの は錢 ^处- に 改組して 餘喘を 保つ に過ぎない 有様と な 

つた。 

錢莊 はまた 錢號 ともい ひ、 各種 貨带 に對 する 兩替屋 から 發 達した 支那 固有の 金融業 者で ある。 

錢莊の S1 原に ついても 種種の 說 があって、 二百 年の 昔に 遡う 得る とい はれて ゐ るが、 その 隆盛 を 見る 

に 至った の は、 阿片 戰爭の 結果、 一八 四 二 年の 南京 條約 によ，^ て、 上海 • 廣柬 • 厦門 *霄 波丄。 J 州の 五 
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港 を 開いて からの ことで ある： 外國 貿易に よって 開港 都市に おける 取引が 殷盛 を 加 ふるに つ わて、 これ 

に對 する 金融 機關が 必要に なって 来た。 在来の 山 西票號 は國內 における 匯業を 主 業と する もので あるか 

ら、 必 すし もこの 目的に 副はなかった つ 貿易 金融 を 目的と する 在 支外國 銀行と して は、 一八 五 七 年に 英 

國 系の 麥加利 銀行が 上海に 支店 を 設けて ゐ るが、 支那 商 民に 對 する 直接の 金融 は 困難であった。 最初の 

新式 華商 銀行と して 中國 通商 銀行が 登場した の は遙に 降って 一 八 九 六 年の ことであった： この 半 百年の 

間に、 この 空隙に 根 を 張って、 謂 はば 金融市場 における 賈辦の やうな 地步を 開拓しつつ 發 達して 來 たの 

が錢莊 であった. 一 かくて 錢莊は 山 西 票號の 末期から 新式 華商 銀行の 隆盛 期に 至る 間 を堪充 して、 支那 商 

民の 金融 を壟斷 した： 外籍 銀行の ために は Si 力 者 ともなり-、 また 從僕 ともなって、 いは ゆる 賈辦資 木 Q 

蓄積 を資 けた。  . 

錢 莊の大 なる もの は、 預金 • 貸付 • 割引 • 爲替 • 等 ！ 切の 銀行業務 を 行 ふ 外に、 倉庫業 を も兼營 して 

ゐる" 殊に 莊 票の 發行は その 最も 有利なる 業務で ある： 莊 票は錢 莊の發 行す る 約束手形で、 銀行の 兌換 

券に 該當 する ものである" 槪ね 十日 以內の 期限が ついて ゐ るが、 期限 後 は 現金 同様に 流通して ゐる。 

錢莊と 新式 銀行と の 差異 は必 す しも その 業態 の 上に あるので はない つ その 組織が ちが ふので あ る _ 二 錢 

莊は 個人 經營 又は 組合 組織で、 出資者 は 無限責任で あるが、 銀行 は 株式 組織で あるから、 有限責任 であ 


る。 また 資本金 も 銀行よ.^ 小さい c 上海に 於け る 最大の 錢《 でも 資 木金 百 萬 元に 達する もの はな.^。 業 

態 こついて 云へば、 錢莊は 顧客の 身上に 通じて ゐる 强昧が あるから、 隨分放 磨な 信 川 貸付 もす るが、 0 

一 了 は 物的 擔保 による 貸付に 傾き 易い つ 銀行が 錢莊 のこの 特徴 を 利 川して、 錢^ を 通じて 貸付 又は 發券菓 

務の 伸張 を 計る 場合 も少 くない。 その 銀行が 外籍 銀行で ある 場合に は、 錢莊は 金融 賈辦の やうな 立場に 

就く ことになる。 

錢 ま旣に 久しく 匯劃總 會卽ち 手形交換所 を 組織して 相互の 間に 手形の 清算 を 行うて ゐる 新式^... 

も 一九 三 三年に 手形交換所 を 設けた が、 是 等の 銀行 は 錢莊の 匯劃總 會には 加入で きないから、 錢莊關 係 

の 手形 ま 錢莊を 介して 清算す る ことにな つて ゐる。 錢莊 はまた 相 集って 一 九 二 〇 年に 錢業 公會を 設け、 

相互の 利益 を 擁護 增進 する 機構 を備 へ た。  • 

上海の 錢莊は 普通 その 業務の 範圍 • 資本の 大小 • 等に よりそ、 睡劃莊 及び 元 • 一 。マ 。 利 • き ハの四 級に 分 

たれて ゐる。 

匯劃莊 と は そのき 力 最も 大 なる ものにして、 業務の 範 圍も廣 く、 その 資本 も 數十萬 元に 上る もので あ 

る。 多く は 錢業公 會に屬 し、 匯業 總會に 加入す る 權利を もって ゐる。 

元 字 錢莊は その 資本 .營 業 • 勢力と もに 匯劃莊 に 次ぐ ものにして、 一 定の 手續を 經て匯 業總會 にも 加 

第 一 節 票 號 と錢莊  ""- 
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入し 得 る も の で あ る C  • 利 • 桌は それぞれ 格の 低い 錢 i$ である： 貞 字錢莊 に 至って は 街 賈っ 小さ、 p: 

替 店と 見るべき もので、 いは ゆる 「門 市錢 ii: 一  叉 は 稱 -烟紙 錢莊」 の 一類で ある： 

痛  一 Jit 

ひ Ki-i\-i  一一  SI  一二，，  i  S 二  r  l-:riKi 一一つ Z l\-v:l ニニ-ニー  亍 s  ha  ニニ  一  K-S  一-一一  ニニ 一一 (-, (Ig, ソ  一二. 一-三に-一. 一- 鈴木總  一^ 

山 西 票 ti- 經濟 論叢 第五 十卷 第二 號 (昭和 十五 年 二月) 

施 伯 所 錢莊學 (上海 民國ニ 十二 年) 第一 編 第二 章 第三 編 第一章 

第二 節 外籍 銀行と 華商 銀行 

いは ゆる 新式 銀行の 登場 を 促した 原因 は 外 國貿： li." の發 達であった- 一 八四ニ年の英支4>^^-.^^にょって支 

那 は英國 のために 五 港 を？？ いた」 英支 貿易 は 急激なる 發展を 遂げ、 これが ために 金融 機關 の：：^ 耍を改 じ 

た。 開港 後 十一 年、 一八 五三 年に 至って、 今日に 至る まで 支那の 財界に 重き をな す 羊 式の 近 ，戈 銀 一丁が 1 

れた： それ は 上海に 設けられた ClKii さ 日 一 Hank  of  India,  Aiistnilia ョ 1(一 Chimi の 支店で あっこ、 木 

店をコ ン ドンに 持つ 英國 系の 銀行で、 支那で は 麥加利 銀行 (又は 喳 一打 銀行) として 知ら わて ゐる： これ 

に續 いて、 一 八 六 七 年に 同じく 英國 系の 匿豐 銀行 (叉 は 香 上 銀行) If.  an(l I  / 

Corponilion が 木 店 を 杏 港に 設けて 創立され、 支店 を 上海に 開いた -」 我が 橫濱 正金銀行が 上海に 進出し 


たの は 一 八 九 〇 年の ことで、 當 時は旣 に、 英* 米 *獨， 佛丄闌 • 白の 諸 國が相 競うて 支 胡に 貿 金 副の 

機關を 開設しつつ あった。 

現在 上海に は、 八箇國 ニー 十 行の 外籍 銀行が ある C そのうち 勢力の あるの は 日英 米の 銀行であって、 

日本 は、 正金 ニニ 井 • 三菱 • 住友 • 朝鮮 • 臺灣の 六 行が ある" 米 國は三 行 を 有し、 花 旗 銀行 ^.^aticllal 

City  Bank  of  New  York  /か 最も 知られて ゐる。 

北支 天津に おいても、 一八 六 〇 年 開港 後 間もなく、 諸 外國の 銀行が 競うて 店舗 を 開き、 貿^の 金^ 機 

關 として、 また 對支 借款、 事業 放資を 目的と する 帝國 主義 的 進出の 足場と して、 華商 銀行 妓 びに 銀號の 

上に 君臨す る やうな 態勢 を 構 ふるに 至った。 ， 

是 等の 外國 銀行 は、 治 外法 權を 享有し、 支那の 法律の 拘束 を 受けない。 また 慣習に よって 紙！^ 發行權 

を もって ゐ.， S 一。 また 之を發 行して ゐる 銀行 も少 くない。 就中、 最も 弘く行 はれて ゐ るの は匯豐 銀行 を 首 

妊と する 英國 系の 免換 券で ある C 外籍銀行券にはその木國の通貨を代表するものと友那の通貨を代^-す 

る ものと が ある。 英國系 銀行 は 曾て は 銀兩紙 弊を發 行した が、 現在 は 英貨 紙带 だけにな つて ゐ る。 H 木 

系で は、 朝鮮 • 臺灣兩 行が 日 木金 圓 紙幣 を發 行し、 正金銀行が 日 木 舊銀圓 紙 m  or 票) を發 行して ゐる 

が、 現在 は 以前 ほどに は 流通して ゐ ない。 滿洲 • 北支 方. 面に 行 はれて ゐ たもの も、 漸次 整理され て、 新 
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與政權 系の 紙幣に 絲 一され る 方針に なって ゐる：  . 

外籍 銀行券 は 支那に おいて 法貨た る 資格 はない <.) 如何なる 意味に おいても 強制 通用 力 を 有しない： し 

かし 實際 上に は、 その 木國の 政治的 • 經濟的 勢力 を 背景と し、 その 銀行の 資本 的 信用 を保證 として、 久 

しく 法貨 同檨 若しくは それ以上の 流通 力 を もって ゐた： 英國 系の 香港 紙幣 (俗稱 港 紙) の 如き は、 南支 

において 銀 元 以上の 惯 値で 取引され た 例 さへ ある： しかし 近年 は、 支那 國 民の 間にお ける 國家 主義 的 思 

想の 發 達と 支那 銀行券の 伸張に 追 はれて、 漸次 その 勢力 を 失 ひ、 實 際に は 大勢 を 動かす に 足らぬ ほどの 

數 字に 落ちて ゐ る。 

支那 最初の 新式 華商 銀行が 生れた の は、 外籍 銀行よう 四十 餘 年後れ て、 一 八 九 六 年 (光 緒 二十 二 年) 

のこと であった つ それ は 上海に 木 店 を もつ 中國 通商 銀行で ある，〕 設立 當 初の 資本金 百 萬兩、 現在 は增資 

して 公 稱資木 七 百 萬 元 (半額 拂 込濟) となって ゐ るが、 外籍 銀行に 比すれば 微微たる 存在で、 ただ 歷史 

的囘 顧と して、 上海の 外灘 街に、 匯豊 銀行の 豪莊 なる 建物と 列んで、 鷹の 前の 雀の やうな 姿 を 晒して ゐ 

るに 過ぎない。 さう して、 それが、 やがて 最近に 至る までの 華商 銀行の 如實の 姿であった。 

新式 民營 銀行 もまた 票莊 • 錢莊 • 等と 同 檨に紙 带を發 行した つ 一 九 三 五 年 法 带創定 直前に、 上海に 木 


據 I する 銀行が 財 IQ 認可 $て發 行した る ss 約 一 霊で、 .vsss 中 雲 業 . 中國 

通商 • 中 國墾業 • 浙江 興業 • 中國 農工 • 四 明 商業 儲蓄の 六 行 及び 四 行 準備 庫であった。 

最後に 擧 げた 四 行 準備 摩に ついては 說明を 要する つ これ は 一九二 二 年 以来、 鹽業 • 金城 • 中 南 及びプ 

陸の 四 一 了が 四 行 準備 庫なる もの を 組織し、 聯合して 兌換券 を發 行して ゐ るので ある。 その 規約の 要綱 は 

左の 如し。 

一 、 四 行 聯合して 四 行 準備 寧 を 設立し、 中 南 銀行券 を發 行して、 その 準備 及び 兌換に 關 する 一 切の 事務 

を辨理 せし む。 

二、 四亍 準備 庫 は 上海 *漢 口  • 天津に 特立の 機關を 設け、 銀行業務と は 別箇に 發券 業務 を 處理す マ广。 

三、 準備 庫の 勘定 は 銀行の 勘定よ， -獨 立し、 萬 一 加盟 銀行に 意外の 變を 見る こと ありと も、 累を 準備 庫 

- 一 及- ズ さ -. さ る や う にす る 0 

四、 現金 準備と 保證 準備 を饼 せて 全額 準備と し、 之 を 他に 流用す る を 許さす。 

之ょ.c^曩き、 一九 一九 年、 民國 政府 は 「銀行 公庫 兌換券 條 例-一 なる もの を 制定し、 新式 銀行の 團結機 

關 たる 銀行 I と 襲の 晷機關 たる 簾 公 會き動 t て 銀 行<ム審| せしめ、 雷 is 一  を 

圖ら， つと した Q であるが、 遂に 裏の 運びに 至ら t て 了った。 四 行 準備 庫 は、 北方 系の 有力なる 四 銀 
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行が 團 結して、 政府の 企てて 及ば ざり し 所 を 任意の 協力に ようて 施行した つで める。 

準備， 皞 のこと を說 いた 序に、 頜用 制度の こと を 一 言して お. > 

頜 W 制度と は 一般 銀行 叉は錢 S が大 銀行に 保 證金を 預託して その 兌換券 を 借 受け、 大 銀行に 代って 之 

を發行 利^る 制 寿 ある： 四 sf の 如き、 こ QS. 制 S 一形 式で、 ^-^§§i 

した もの と 見 る " J と 、か で き る 

領 用規： S の 耍綱を 例示 すれば 概ね 次の 如し n 

一 、 親 銀行 は 子 銀行に 對 して 一 定 金額の 兌換券 頜用を 承諾す るつ 

二、 領用 銀行 は. 羅 行に 對 して 左の 擔保 を 預託し、 き 秦に警 する is 兌換券 を 震って S 

發行 をす る 

^ 發券 額の 六 割に 當る 現金  • 

.^ 三 割に 當る 公債 證書 • 商業手形 叉 は確實 なる 證券  . 

ピ 一 割に 當る頜 有 者の 一 覽拂 手形 

この 割合 は發券 準備の 法定 額が 現金 準備 六 割 • 保證 準備 四 割と なって ゐ るのに 該當 して ゐ るつ 六 割の 

現金 預託 は 無利子と する， ■ 錢 莊が領 用す る 場合に は、 發券 額の 一 割に 當る 手形 を 納めさす 場ん" が 多い。 


これ は領川 者に おいて それだけの 現金 を 準備 させて おく 川^で ある。 銀行が 領川 する 場合に は、 保證 

準備 を 四 割にして、 この 手形 を 取らぬ のが 例に なって ゐる。 

三、 領用 によって 發 行した 兌換券に は 秘密の 記 號を附 け、 協定 銀行の 間で は 見分けが つく やうに して 置 

四、 領用 銀行 は 何時 にても 親 銀行 兌換券に 對 する 兌換の 耍 求に 應 する 態度 を 取り、 之 を 一般 公衆に 知ら 

しめる やうに 努力す る。 

五、 兌換券 は 秘密 記 號に拘 らす兩 行に おいて 之 を 無差別に 兌換し、 兩 行の 間で 記 號に據 つて 之 を 交換 叉 

は 求 賞して 淸算 する。 

領 用 契約 は 發行權 を 有す る 銀行と 有せざる 銀行との 間に 行 はれる のが 普通で あるが、 發行權 を 有す る 

銀行 相互の 間に 行 はれる こと も あるつ 後の 場合に は領川 銀行 は自行 券と 領用 券と を饼發 する ことになる、 

また 銀行 同志の 間に 行 はれる 場合と 銀行と 錢 との 間に 行 はれる 場合と が ある： 錢莊の 手形 —— 或は 三 

日 乃至 五日 拂の もの、 或は 十日 拂， 十五 日拂 乃至 それ以上の もの —— を 現金と 看做し、 之 を保證 金と し 

て 領用を 許す こと も ある。 この場合に は領 用の 形式に よって 貸 出が 行 はれて ゐ るので ある。 

領 S 制度 は 一 九 一 五 年中 國 銀行が 浙江 興業銀行に 對 して 之 を 認めた のが^ 矢で あるが、 其 後便 利な 制 
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度と して、 主として 上海に おける 銀行の 間に、 かな，.^ 廣く行 はるる に 至った： 蓋し 財政 部の 認可 を 得て 

その 監督の 下に 兗換 券を發 行す る こと は 種種の 面倒 を 伴 ふの みならす、 大 銀行の 信^ を 利. 出して その 名 

義の 下に 發券 業務 を 行 ふこと は、 領用 銀行に とっても、 發券 銀行に とっても、 ともに 市場 を推擴 する 所 

以 となる や， ら である： 一九二 二 年 秋の 金融 梗塞に 經驗 して、 一九二 四 年 春から は、 錢 莊に對 しても 中國 

銀行が 領. 川 發行を 開始した： 其 後、 浙江 興業. 中 國實業 • 四 明 商業 儲蓄 • 等の 諸行 も、 之に 傲うて、 盛 

に錢莊 による 頜 ^發 行を擴 張した" 蓋し、 大 銀行が 錢莊の 經驗と 知識と を 利用し、 錢莊が 銀行の 資力と 

信用と を 利用した 例で ある C 

補  I 

m. 之よ， り曩 き、 一 一八 四 一八 年に、 英國 の 東方 銀行 <)-.i21tal 二 aiik 一 I  0> 一. ll.atiml が 上海に 支店 を 設けて るる。 これ は 有 

力なる 銀行で はない が、 支那に おける 外國 銀行の 嚆矢 である G 

6 人 江 啓四郎 中國に 於け る外國 人の 地位 六 七 九 頁 以下 

3. 一ん i-fd.ii  K.ss.li  .sill-  rori.tcillr  cl: l-eYohlti:〕1  (ll-s  一 ku 一二 iirs  ニー  (二 11.11 つ, ，1<) つ 6, 1>ー>. ^0  f. 

吳承禧 中國的 銀行 第五 章  一二 六 頁 以下 
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淸 末から 國民 政府 建設までの 二三 十 年間 は 革命 動搖の 時代で あるから、 およそ 天下に 志 を懷く ほどの 

軍閥 は、 みな 中原の 霸を 狙うて 策動した。 さう して 一 先づ 地盤 を 獲得して 一 省 を領し 一 市 を 治め 得た る 

者 は、 各 その 據る處 に 政府 を 建てて 銀行 を 開いた。 いは ゆる 省丄巾 銀行 及び 官銀號 の 類 は 槪ね浙 くの 如 

くにして sa つた。 省に して 省 立 銀行 を 持たぬ もの は 稀であった。 是 等の 省丄巾 銀行 は 殆ど 例外な く 銀行 

券を發 行した。 その 銀行券 は 大抵 地方 政權の 財政 窮乏 を 反映して 濫發 滅惯の 軌道 を 走った。 さう して 槪 

ね 不換紙幣 とな リ 了つ.^。 また 多く は權 門の 懷を 肥す ために 濫發 一途の 政策が 採られた。 反古に 近い 相 

場まで 落ち込ん だもの も少 くない。 舊 満洲の 奉 天 票 及び 吉林省 官帖は その 著しき 例で ある。 

. 是 等の 省丄巾 銀行 は、 その 背景た る 地方 政 權が隆 興して 天下 を 擅に する ほどに 仲び 得た 場合に は、 そ 

れに隨 伴して 中央に 進出し、 中央銀行の 地位にまで 上り 得る 期待 を 孕んで ゐ たの かも 知れない。 しかし 

結果から 見る と、 是 等の 銀行 は その 經營を 誤った ために、 否、 それよう も、 國民 政府が 力 を 得て 中央 系 

の國家 銀行が 繁榮 したために、 紊亂 せる 省 • 市 銀行の 伍 列に 墜墮 してし まうた。 これ を 裏返して 云へば、 

今日 國家 銀行 • 特許 銀行と して 大を 成して ゐる もの は、 運よく 國民 政府に 屬 して ゐ たが 故に、 或は 巧に 

國民 政府に 接近して その 隆 興に 便乘 したが 故に、 多くの 地方 政權 銀行の 內 から 卓んで て、 政府 銀行た る 

の 地位 を 贏ち 得た のであって、 一 步過 まれば 省 • 市 銀行と 同列に 降る 危險の 機會を 出入して 来たので あ 
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る： 

玆に國 家 銀行と は、 支， 那 において 中央銀行 及び 特許 銀行と 稱 せらる る もの を 云 ふ： 之に 當る ものに 中 

央 • 中國 及び 交通の 三 行で ある： 實 際にお いて は、 この 三 行. か、 國民 政府の 支那に とって、 中央銀行の 

業務 を 行うて 来た：. いはば 複數 中央銀行 制度が 行 はれた： 一 九三五年の！^^制改革に際して、 法^ 弘通^ 

媒體 となった の も 亦 この 三 It であった。 

第 一 中國 銀行 

支那に おける 中央銀行の 歷史 は淸 末の 大淸 戸部 銀行 を 以て i 口 まる、 j  in 部 銀行 は大淸 銀行の 前身で あつ 

て、 大淸 銀行 はまた 中國 銀行の 前身で ある： p 部と は 清朝の 財政 部に 當る 官廳 である 「) 

一 九 〇〇 年 義和團 事件の 平定 を 見る や、 淸朝 政府 は 商業 • 金融 方面に おける 改革の 必耍を 痛感した。 

兹に 於て 戶 部よ，、 財務 參事會 と S 同して、 國家 銀行の 設立 を 奏請し、 光 緒 三十 年 三月 (一 九 〇 四 年) 裁 

可 を 得て 試辨 銀行 章 程の 制定 を 見た" 規定に よる 資本金 は 四百 萬 庫平 雨で 四 萬 株に 分ち、 淸國ほ 民を以 

て その 株主と する 害で あつたが、 民間から は 之に 參加 する 者な く、 政府 も 之 を 調達す る餘裕 がなかった 

ので、 1:1^ 部 は 漸く 二十 萬 兩を拂 込み、 光锗 三十， 一年 九月 二十 七日 を 以て 北京に 大淸戶 部 銀行 を 開業し、 


次で 天 律 . 上海 • 等に も 支店 を 設けた。 資本金 は 光 緒 三十 四 年までに 數囘に 分割して 政府と 民間と. ガ牛 

額 づっ拂 込 を 完了した。 營業 成績 も 良好で あつたので 三十 四 年 夏に は 一躍 一千 萬 兩に增 資し、 その 慕 ま 

でに 支店 十八 を數 ふるに 至った。 

III 部 銀行 は 初から 國家 銀行と しての 色調 を 帯び、 章 程 第 五條に は 市場の 必要に 應 じて 戸部から 資金 を 

借 入れ 得る こと を 認めて あった。 發券 業務の 獨占權 はなかった が、 第二 十條に 各種 兌換券の 發行を 規定 

し、 第二 十 一條に その 紙 带 は 「公私 出入 款 項に 論な く 均しく 一律に 通用し 現 銀と 同 檨に使 川」 し 得る こ 

と を 認めた。 また 二十 ニ條に は戶部 銀行が 國 庫の 收 支に 當 るべき こと を 明に し、 その 爲に 紙幣 を 受授す 

る 場合に は、 私營 銀行券 を 避けて、 戶部 銀行券 を 用 ふべき こと を 定めて ゐる。 蓋し 外國 銀行券 を 驅逐し 

て 之に 取って 代らん とする 意氣を 示した もので あらう" この 銀行 は實 際にお いて 左の 三種の 紙 带を發 行 

ン こ 0 

一、 銀 票 一雨よう 一千 雨に 至る 二十 八 種の 銀兩 紙幣 

二、 鈔票 一 元 • 五 元 及び 十 元の 銀 元 紙 带 

三、 錢票 二 吊 • 三 吊 • 四 吊 • 五 吊 及び 十 吊の もの 

戶部 銀行の 經營は 六 人の 理事 會が 管掌した。 そのうち 總裁 • 副 總裁は 政府が 任命し 其 他の 四 人 は 株主 
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によ リて 選任され た。 最後の 決定 權は總 裁に あつたから、 銀行の 經營は 結局 政府の 思 ふ 儘に なった 

一九 〇 八 年 (光緖 三十 四 年) 戶部は 改組され て 度 支部と なった ので、 戶部 銀行 もまた 改組され て、 名 

も大淸 銀行と 改まう、 大淸 銀行 則 例が 頒布され て、 試辨 銀行 章 程は廢 止された： 資本金 を 一 千 萬 兩に增 

資した の もこの 際であった， 增資額 六 百 萬圓は 前例に ょリて 政府と 民間 株主と が 半額 づっ 引受けた： 政 

府は六 分の 配當 を保證 した。 

理事 會の 組織 は戶部 銀行と 同檨 であった。 ただ 民間 株主 選出の 役員に ついても 政府の 同意 を耍 する こ 

とに した。 その外に 株主に よって 三人の 監事が 選任され る 規定が 加 はった： 

大淸 銀行の 業務 は 則 例 を 以て 規定し、 規定 以外の 業務 は 之 を 禁止した。 則 例 第 五條に おいて 「大淸 銀 

行は國 家に 代って 紙 带 を發 行す る權を 有す。 但し須く！^^^換紙幣則例を遵守し、 別に 詳細なる 章 程 を 起案 

し 度 支部に 呈 報して 施行すべし 3 換 紙幣 則 例が 公布 せらる る 以前に あうて は、 暫時 市 面 通用の 銀 票 を 

發行 する こと を 得」 と 規定して ゐる。 かくて 紙 帑發行 權を國 家 銀行に 集中 せんとす  る 圖： 1^  くその 片 

鱗 を 現す に 至った。 しかし その 實 行の 困難な こと は餘 うに も 明であった。 だから 實 際に はこの 意 圖に向 

泥せ すに 「市 面 通用の 銀 票」 卽ち 臨時 紙幣 を發 行す る 規定に なって ゐ る。 

一九 一一 年 (宣統 三年) 十月、 武昌 に勃發 した 辛亥 革命 は、 燎 野の 勢 を 以て 中原 を 風靡し、 清朝 を 到 


して 民國を 建てん とする に 至った 3 元來淸 朝の 機關 であった 大淸 銀行 は 極めて 困難なる 立場に 直面した。 

來 その 營業狀 態 は 良好 を傳 へられて ゐ たが、 實 際に 蓋 を 開けて 見る と、 高官 要人の 保證 による 固定 貸 

付な ど 多額に 上リ、 全く 窮地に 陷 つた。 漢ロ 支店 は先づ 閉店し、 長 沙 • 庫 倫の 兩 支店 は 名稱を 改めて 獨 

立を宣 し、 遂に 全面的の 停業狀 態を呈 した。 

その 中に あって、 ひとう 上海 支店 は、 いち 早く 新政 權に 接近した ので、 多額の 預金 引出に 逢うた が、 

漸く 難關を 突破す る こと を 得た。 革命 動 亂の內 に大淸 銀行の 灰燼のう ちから 起き 上って、 中國 銀行の 新 

看板 を かけた の は、 北京の 木 店ではなくて、 この 上海 支店であった。 大淸 銀行の 關係者 は、 南京 臨時 政 

府の 諒解 を 得て、 中國 銀行なる 稱號の 下に、 章 程 を制訂 し、 鬼 も 角 も 上海 支店に おいて 營業 を繼續 する 

ことと なった。 中國 銀行 編纂の 「全國 銀行 年鑑」 に は 「故に 中國 銀行の 現 名 は實に 中華 民 國の現 名と 同 

時に 取得す、 由って 中華 民 國の紀 年 は卽ち 知る 可し 中國 銀行の 年齢な り-」 と 銘記して ある。 一九 一二 年 

(民國 二 年) 二月 五日、 上海 支店の 構內に 總會を 開き、 舊 銀行 を 解散して 新 銀行 を 設立す る 決議 をした。 

大淸 銀行 は 清算 手續に 入リ、 中國 銀行 は 財政 部拂 込の 資本金に よ，.^ て經營 する 形式 を 整へ た" W くて 各 

省 都市 及び 重 耍商埠 に 分 支 行 を 開設す る 運びと なった が、 北京の 總行は 資金 缺乏 のた め 八月 一 日まで 開 

店す る ことができなかった。 
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中國 銀行の 發達は 之 を 三つの 段階に 分ち て考 へる ことが 出来る： 

第 一 期 は 辛亥 革命 直後の 開設 當 時から 一 九 一 七 年 十 一 月に 至る 六 年間で ある-. - この 期間お いて は、 si. 

ら 政府の 資本に 依って 政府の 思 ふが 儘に 運營 されて ゐる。 

中國 銀行が 新 政府の ために 發券 業務に 當る こと は 最初から 負 はされ た 任務であった： 財政 部 は 一 九 一 

一 年 十二月 二十 五日、 革命 草創の 際にお いて、 大總統 令 を 以て 中國 銀行 免 換券暫 行 章 程 を 公布し、 左の 

規定 を 設けて ゐる。 • 

一 、 中國 銀行^ 換券 は屮國 銀行 及び 同行 指定の 代理 處 によりて 一 律に 發行 せらるべき ものと す (リ 

二、 この 兌換券 は 凡そ 下記の 用途に 一 律 通用す る ものと す = 

け 各省の 地 丁 • 錢糧 ，愛 金 及び 關税の 完納 

,卬 中 國の鐵 道 • 汽船 • 等の 切符 及び 郵便切手の 購入 义は 電報料の 納付 

に 宫俸 • 軍餉 の支拂 

^ 官廳の 出納 及び 商 民の 交易 

三、 この 免 換券は 券面の 地名に 按 照して 中國 銀行に 於て 隨時 現金に 引換 ふるもの とす" 

四、 券面に 二つの 地名 を 記載す る 兌換券 は、 送金 手数料 を徴 する ことなく、 雨 處の內 いづれ に 於ても 兌換 さるべ 

きものと す。 


五、 この 兌換券 I みて 收受 せす 又は 割引 打 歩 を 以てする こと は I に 取締る ものと す。 

この 規 SI に 至る ま if 認められ、 中 if  If 蒙 規定と なって ゐた。 

中 I 行の 組 S びに 經 f 公式に 規定す る 最初の 則 S 一  九 一 三年 四月 十五 曰 I 總？ を 以て 發 

布され た。 この 則 例に も 「中 置 ss 政府の 爲に Is 行す る蠢 S ふ」 (第 十 5 と 規定して、 

壞 ながら 中央銀行た • 舊行 たるの 實 I にして ゐる ぶた 之に 據さ中 i 行の 豪 金 は 六 千 萬 

元と 唱 へられた。 その 半額 は 民間から 募集す る 建前であった が、 賺者 のない こと は 明で あ アミ 

實祭ほ 政府の 調達した 僅ば なわ 資金に i て 霧 £ めた。 民間の 8S いち、 株 主總會も な 

く、 筆 f なく、 株 I 社と は 名のみ にて、 妻 は 全く 政 ま 一 財務機關 たるに 過ぎなかった C この 

點に 着眼して、 思 ふが 儘に 之 を 利用し 濫用した のが 袁世 凱の 政府であった。 

せ、 5 おいて、 一 九 一 五 年 秋に は、 業績 も好轉 し、 發券 額も增 加した ので、 則 例 を 改訂して、 一 萬 株 • 

一千 蒸| 金 塞 募した こと もあった。 たま ま此 時、 ak 之に 對 する 第 豪 命が 8 

したため こ、 商 民 不安に 襲 はれ、 僅に 善 六十 四萬 元の 拂込 霧た に 過ぎなかった。 則 さよ t 民 

S 式の 5 塞 了す る 4、 株 表 銀行の 經雷 賢し 得 f 規定が あつたので、 總 f 開かれす 

理事 會も 行 はれなかった C それでも 一九 一六 年の 慕に 至って、 政府 側 六 人、 株主 側 三人き 成る 九 人の 

r  ニー 
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代 寒 暴 を 組織して、 裏なる 問題 を惠 する やうに なった の は、 置し 難き 傾向であった。 

第二 期 は 一九 一七 年 十一 月から 一 九 二八 年 十月に 至る。 この 期間に おいて、 著しく 株審 社た るの 形 

態 を 整備し、 同時に 國 家の 中央銀行 としての 特 權と實 力と を擴充 する に 至った C 

一九 一六 年 (民國 五 年) 六月 袁世凱 歿し、 段 祺瑞國 務總理 に 就任した C 翌 一九 一 七 年 十 一 月、 王克政 

入って liQ 簾と な气 銀行の f か 政治的 勢き よ 善 煩 はさ るる ことなき を 期し、 羅の補 

助靈 たると 民間 財界 Qii ぐ こき 努めた。 時 Q 財 I 業 I は 王 S の？ 容れて 中 

國 銀行 章 程 を 制定した： その 要項 は 次の 如くであった。 

一 、 政府 は 株主 總會 にょうて 選任せられ たる 理事の 中よう 總裁を 任命す 。 

二、 直ちに 株主に 關 する 規定 を實 施し、 株主 總會の 招集 a 理事の 選 擧* 等 を 行 ふ 。 

三、 實 在の 業 is て IQ 業 は 切 拾て 气 政府が 拂込 むべ くして 未 £s 行 f る 部分 ま 切 

捨てた。 

玆に 於て、 中 國銀 行 は 漸く 株 春 社た る 中央銀行の 實 を備 ふるに 至った： 政府に 對 する 貸付 も 制限し 

た： 發 Is する 準備の 割合 1! も 見當が 立った。 商 民 QS も增 進して、 株式 Q 拂込も 進涉 し… . 

第三 期 は 一 九 二八 年 t 一  九 三 五 年 法 幣制 定まで である： この 期間に おいて、 中國銀 一 丁气 國家環 


一 中央銀行 たらん とする 進路から 聊か 方向 を轉 じて、 中央銀行 業務の 一 部 を分擔 する 建前と なった。 そ 

れは國 民 政府が 別に 國 家の 中央銀行 を 設立 せんとす る 方針に 出た からで ある。 

一 九 二八 年 十 y; 中央銀行 條 例が 制定せられ、 續 いて 翌十 一 月に は 中央銀行 兌換券 章 程が 施行 せられた。 

結局に おいて は發券 業務 を 純國民 政府 系の 中央銀行に 集中 せんとす る 意向が 見えた。 しかし 中國 銀行の 

勢力が 之に ようて 著しく 壓 へられた と は 云へ ない。 中國 銀行 は內 外商 民の 信用 最も 厚く、 支店 も 多く、 

發券額 も 遙に第 一 位 を 占めて ゐた。 政府と 雖も之 を輕視 する こと はでき なかった。 そこで 一 九 二八 年 十 

月中國 銀行 條例を 改訂 公布し、 從來 北京に あった 本店 を 上海に 遷し、 主として 外國關 係の 金融 業務に 當 

らしむ る ことにな つた。 爾来 中國 銀行 は 一般 銀行業務 を營み 且つ 免換 券を發 行す るの みならす、 政府 及 

び 中央銀行の 委託 を 受けて 左の 事務 を辨理 する ことと なった。 

一 、 政府に 代って 外國 公債 を發 行し、 償還， 拉 びに 利息. 支拂の 事務 を經理 す。 

二、 在外 政府 資金の 收 支に 關 する 事務 を經理 す。 

ニー、 外國 貿易の 發展 • 扶助に 關 する 事項。  ..  . 

四、 國庫 事務の 一 部 を 代理す。 

之を耍 する に、 中央銀行の 登場に ようて 中央銀行 事務 は分擔 せられ、 さ しづめ 複數 中央銀行 制度の 傾向 
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が 擦 頭して 来た- 

第二 交通 銀行  .  . 

交通 銀行 は 一 九 (：) 七 年 (光 緒 三十 三年) 十二  H: 郵傳 部の 素 請に よって 設立 せられた 「) その 目的 は、 當 

時 支那の 開發に 最も 必耍 なる 航路 • 鐵道 •  ^便 • 電信 • 等の 事業 を統 一 し 之に 關聯 して、 寡 «  . 爲替 • 

其 他の 金融 を 掌理す るに あった： 紙 發行權 も陚與 された が、 當 初の 規定に 於て は、 その 紙 $^ は 中國銀 

行の 紙 IE と 異.^ 、 一般 私設 銀行と 同一 の 地位に 置かれ、 將來 私設 銀行 紙幣が 整理 さるる 場合に は、 交通 

銀行 も 之 を囘收 すべ きものと 定められて ゐた 

設立 當 初の 資本金 は 一 千萬兩 で、 半額 拂込 であった： 官民 合辦の 株式 會 社で、 官ニ民 三の 割合で 拂込 

を 了した： 民間の 株式に 對 して は 申込が 遙に 割當を 超過す る 盛 一?^ であった： 

一 九 一 四 年 (民國 三年) に 及び、 大總統 令 を 以て 交通 銀行 則 例 を 公布し、 一 般 銀行業務の 外に、 特別 會 

計國庫 金の 管掌 *國 庫 公債の 經理 及び 兌換券 發 行の 特權を 准許 せられた： 則 例 第 十三 條に は、 この 銀行 

の發券 業務に 關 する 準 據 法に 就て、 財政 部の 制定す る 紙 1^ 條 例に 遵照 すべ きこと を 規定し、 紙！^ 條 例の 

制定 あるまで は、 中國 銀行 免 換券章 程に 依って 處理 すべ き 旨が 規定して ある。 卽ち この 時から 交通 銀行 


は、 發券 業務に 關 する 限 リ 一般 銀行に 對 する 制約 を 離れて、 中國銀行と同^^に置カれた。 

一 九 ニニ 年に は 二 千 萬 元に 增 資する と共に 銀行業務と 發券 業務と を 分 劃し、 發行總 分 庫 を 設けて 發券 

事務 を專 管せ しめた。 また 分 區發行 制度 を 創始し、 發行 地域 を 分 もて 券面に 發行地 を 銘記せ る 兌換券 を 

發 行し 準備 を 公開した。 

交通 銀行と 中國 銀行と は 兄^の 如く、 多くの 類似 點を もって ゐた。 共に 半官半民の 企業であった。 同 

じ 組 載で、 同じ 特權 を享 け、 同じ 業務 を 營んだ C 一  は 交通 部 を 背景と し、 他 は 財政 部 を 後援と し、 事 毎 

に對 時訌爭 して、 まことに 仲の 惡ぃ 兄弟で はあった が、 最後に 中央銀行の 擡頭に よって 發展の 軌道 を W 

向せ ねばならぬ 運命に 遭遇した ことまで、 全くよ く 似た 兄弟であった。 

一九二 八 年 十一月、 中國 銀行 改組の 翌月、 政府 は 交通 銀行 條例を 公布して この 銀行に 新なる 性格 を賦 

與 した。 卽 ちその 第 一條に おいて 「交通 銀行 は國民 政府の 特許 を經 たる 全 國實業 を發展 せし むる 銀行と 

し、 株式 會社 組織 を 以て 之 を 設立す」 と 規定し、 その 業務 は、 齊通 銀行業務 拉 びに 發券 業務の 外に、 政 

府 及び 中央銀行の 委託 を 受けて 左の 各項の 事務 を辨理 する ことと なった。 

一 、 政府の 公債 • 庫 券を發 行し、 償還： a びに 利息 支拂の 事務 を經理 す。 

二、 公共 實業機 ■ に 代って 債 票を發 行し、 償還^aびに利息支拂の事務を經理す。 
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ニー、 交通 事業の 公金 取扱 

四、 其他實 業の 獎勵發 展に關 する 事項 

五、 國車 事項の 一 部の 經理 

單に 規定の 表面 だけ を 見れば、 交通 銀行 は尙ほ 紙幣 を發 行し 國庫 事務 を擔 任して ゐ るので あるから、 

言 ふ ほどの 變ぅ もない ので あるが、 將來 における 唯一 の國家 銀行と して 國民 政府が 支持す る 中央銀行が 

現れた こと は、 經營 動向の 上に おける 深刻なる 轉 機で あつたに 違 ひない- 

第三 中央銀行 . 

孫 中 山の 國民黨 政府 は、 一九二 四 年 (民國 十三 年) 八月 十五 日、 兵馬 倥偬の 間にあって、 革命の 首都 

廣柬に 中央銀行 を 創設して ゐる： 資本金 一 百 萬 元を稱 し、 専ら 軍費 調達の 任に 當 つた。 其 後蔣介 1J.1 の 北 

伐 軍が 武漢 を戡定 したと きも 漢 口に 據 つて 中央銀行 を 開設して ゐる 0 これ も 軍票に 等しき 紙幣の 發 行が 

目的であった。 

現在の 中央銀行 は、 同じく 國民黨 政府の 機關 として 設立され た點 において、 精神的に は是 等の 軍政 中 

央 銀行 を 前身に 持つ ものであるが、 法制の 上で は、 彼と 是とは 全く 別個の 存在で ある。 


中央銀行 は、 一九二 八 年 十 1 一月 一日、 資本金 二 千 萬 元 全額 國車 引受の 純然たる 國家 銀行と して 上海に 

設立され た。 この 年、 蔣介石 は 北 閥 征討の こと を 完了して、 首府 を 南京に 定めた C 中央銀行 は その 政府 

の 機 a として、 將來 において は單ー 中央銀行 たるべき 使命 を 負うて 生れた ので ある。 中央銀行 條例 によ 

うて 兌換券 發 行の 特 權が與 へられ、 中央銀行 兌換券 章 程に ようて 發券 業務が 規定され た。 一九 三 五 年 五 

月に は是 等の 法規に 代るべき 中央銀行 法が 制定され て、 資本金 も 一億 元と なう、 木 店 を 首都 南京に 遷し 

た。 新法に よると、 中央銀行 は國民 政府よう 左記の 特權 を授與 されて ゐる。 

一、 木位幣 及び 輔幣 の免換 券を發 行す る こと。 

1 一、 政府 鑄す る 所の 木位幣 • 輔幣 及び 人民 代 鑄 を 請求す る 木 位 带の發 行 を經理 す。 

三、 國庫 を經理 す。 

四、 內 外債 を 募集し 元 木 償還 • 利息 支拂の 事務 を經理 す。 

文面に 現 はれて ゐる だけで は、 中國丄 父通兩 行の 政府 關係 業務と さした る 差異 もない が、 その 意圖す 

る 所の 目標に おいて は、 かなう の徑 庭が あった。 中 國丄父 通 兩行は 紙幣 を發 行し、 國車 經理の 事に も與 

つて ゐ たが、 眞に國 家の 中央銀行 として 金融市場 を 收欖し 統制す る 機能 を缺 いて ゐた。 この 缺陷を 補う 

て 近代 中央銀行の 境域にまで 達成し、 國民 政府の 經濟 建設 運動の ために 礎石 を据 ゑる のが 中央銀行の 使 
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支那に おける 紙 带發行 制度 は、 發行權 の歸屬 から 見て、 その 發生當 初から 一九 三 五 年 法 IE 制定までの 

間に、 およそ 三つの 段階 を 履んで ゐる。 

その 第 一 期は宋 代から 淸 末に 至る 國家獨 占 時代で ある。 唐宋に 亙って 發 達した 交子 は 商人に ようて 始 

めら れ たもので あるが、 宋の 仁宗の 代に その 發行 權を國 家に 收 奪して から は、 金 丄兀 • 明 を 通じて、 紙 

幣の發 行は國 家の 獨 占に 歸屬 する のが 木 筋と なった。 發行額 • 準備 率 • 等 も國 家が 之れ を 制定した： 尤 

も 概ね その 埒を 越えて 濫 發に陷 つたこと は 旣述の 如くで ある。 


第三 章 レ^ 以前の 發券 制度  一 一 八 

命で あつたつ 
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その 第二 期は淸 末にお ける 自由 發 行の 時代で ある。 成豊ニ 年長 髮賊 の亂. に 際して 紙 を發 行した 力 

これ も 富裕なる 商 民 を 糾合して 官銀 錢號を 設立せ しめ、 發行 • 兌換の こと を 之に 委ねた のであった。 國 

家から 銀兩 • 制錢を 交付して 準備金に 充てた が、 紙 m 所有者に 對 する 直接の 責任者 は 錢號を 組織す る 商 

人であった。 だから 地方 政府が この 紙带 による 租税の 收受を 拒否す る やうな こと さへ 起った。 その後に 

至って siiss ど f  S に f  S 行した。 i 商人の 富 ff また 之に 加 はって 種種 雑 

多の き票を出 すに 至った。 發 S も 準備 率 も 共に 發 行者の 1 に 一任して、 政府 は 全く 干涉を 加へ なか 

つた」 一言に して 云へば、 この 期間に は、 發券 制度 は 存在し なかった ので ある。 

その 第三 期は淸 末から 支那 事變 直前に かけて 中央銀行に 發行權 を 集中し ようと 試みた 時代で ある。 こ 

つ 寺 代に おいても、 支那 は 遂に 單 一の 中央銀行に 發行權 を 集中す る ことができ なや， つたが、 一九 三 五 年 

の S 改革に おいて、 複數 中央銀行 制 f いふべき ところまで 漕ぎつ けて ゐ气 この S における 發券 

制" 又の 變遷 は、 近代 國家 建設 運動と 關聯 して、 與昧 ふかき 過程 を迎 つてる る. 

近代の 支那に おいて、 初めて 發券 制度が 公布せられ たの は淸末 一九 〇 九 年 (宣統 元年) 六月の ことで 

あって、 度 支部の 素 請に よる 通用 銀 錢票暫 行 章 口 i が卽 ちそれ である。 この 規定 は 官商銀 錢行號 の 紙票濫 

一 1 L 
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發に對 して 制限 を 加 ふること を冃 的と した もので、 從來の 自由 發行 制度に よる 弊害 を 匿 正せん とする 最 

初の 試みであった： 通じて 二十 條 よう 成る" その 耍綱は 左の 如し G 

一、 凡そ 印刷 义は緩 冩の紙 西^に して、 金額に 端數 なく、 支拂の 人名 及び 時期 • 地 址を 記載せ ざる もの、 俗に 鈔禀 

と 名 づけ、 銀行 則 例に 通用 銀錢 票と 稱 する もの は、 均しく 一律に この 章 程 を 遵守すべし： (第 一條) 

一 一、 通用 銀錢 票の 發行 は必す 同業 五家の 共同 保證 によりて 票款 賠償の 责を擔 住すべ し： 伍し 宫， 一 了號の もの まよ 

限に あらす" (第三 條) 

三、 この 章 程に よりて 紙 票 を發 行す る 者 は、 宫商 行號に 論な く、 必す發 行 額に 對 して 四 割の 現金 準備 を 保有し、 

其 餘の全 數に對 して は、 公债及び確實なる株券*^;^券を以て準備を置くべし： (第 十條) 

右の 外に、 この 章 程に は 從來發 行され て ゐた紙 带 の 整理に ついて 詳細なる 規定が あった C また 「凡そ 

紙 票を發 行す る 各行 號は、 宣統ニ 年よう 每年發 行 高の 二割 を囘收 し、 五 年 以內に 全 數を收 S すべし」 (第 

十 一條) 「この 期限 內に 一時に 全數 を囘收 せんとす る 場合に は、 大淸 銀行と 協議の 上、 確實 なる 擔 を以 

て、 低利 年賦 償還の 借入金 を なすこと を 得」 (第 十二 條) と 規定して、 五 年 以內に 一 切の 紙带 を大淸 銀行に 

集中す る 意圖を 示して ゐ る。 之を耍 する に、 この 章 程に よって、 私 營發券 業務の 連 带保證 制度と 四 割の 

比例 準備 制度と が 過渡期の 規定と して 提示され、 また 窮極の 目標と して は、 發券 業務の 集中が 宣 明され 

た。 清朝が 夙に 發券 業務 を單ー の 中央銀行に 集中 獨占 せしめん とする 意圖を K いて ゐ たこと は、 この 章 


程に 添附され た 度 支部 上^文に よる も 明で ある G 

その 翌 一 九 一 〇 年、 免換紙 1^ 則 例なる ものが 公布され てゐ る。 これ は專 ら大淸 銀行が 發行 する 兌換券 

に關 する 規定で ある。 一 九 〇 八 年の 大淸 銀行 則 例 第 五條に よって 同行に 紙 m 發 行の 獨占權 が 約束され て 

ゐ るから、 之 を處理 する ために この 兌換 紙幣 則 例が 定められ たので ある。 通じて 十九 條、 その 要綱 は 左 

の 如し。 

一、 大淸 銀行 は發行 紙幣の 數 目に 應 照して 常に 五 割の 現金 を 保有し、 以て 免 換に備 ふべ し。 其餘 は確實 なる 有惯 

證券 を 以て 準備と なすべし。 現金 準備 は、 國幣の 外、 地金 銀拉 びに 現 時 通 W の 金銀 錢を 以て 之に 充 つる こと を 

得。 國幣 以外の 地金 銀 及び 金銀 錢は 現金 準備の 半額 を 超 ゆる こと を 得す。 (第三 條) 

二、 市場 緊迫に 際し、 大淸 銀行 は 右の 準備 規定に よる I 行 額 以外に 紙幣 を添發 する こと を 得。 仍 しこの 場合に は 

度 支部の 認可 を受 くる こと を 要す。 また 一 年に 對し發 行 額の 六 分 又は 度 支部の 臨時 酌定 する 稅率 によりて 發行 

稅を納 むる こと を 要す。 (第 六條) 

三、 凡そ 官廳 の收支 及び 商 民の 取引に おいて、 紙幣 は 國幣と 一律に 行使 さるべき ものと す。 打 歩 *釗 引 ある こと 

を 得す。 之に 遠 反する 者 は 國幣則 例 第二 十三 條に 照して 嚴 罰に 處 せらるべし。 (第 五條) 

之に ようて、 大淸 銀行の 紙幣 は、 日 木 及び 當 時の ドイツと 同様に、 伸縮 制限 制度に 據 るべき こと、 

びに 國 幣 たる 銀圓と 同檨に 法貨た るべ きこと が 定められた。 
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通用 銀 錢票暫 行 章 程に よる 紙 整理が 行 はれ、 兌換 紙 带 則 例に よる 大淸 銀行の 發券 業務が 滞リ なく 運. 

營 された 嘵に は、 支那の 紙幣 制度 は 完全に 統一 される 建前であった： 然るに 當時淸 朝の 威勢 は旣に 裴頹 

して 內政 葛藤 また 救 ふべ からざる 狀 態に 陷っ てゐ たために、 折角の 制度 も 遂に 空文 徒 法に 歸 した。 

幾許 もな くして 辛亥 革命 勃發 し、 淸朝 P 諸 制度 は 一律に 解消 再建の 機運に 逢着し、 發券 制度 もまた 新 

輿 政權の 方針に 從 つて 出直さねば ならぬ ことにな つた。 兵馬 倥惚 政情 動搖の 間にあって、 發券狀 態 も ま 

た 惑亂を 免れなかった こと： ぶ 云 ふまで もない： しかし 新 政府の 紙幣 對策 もュ、 Q 目標に おいてば 淸 朝の 方 

針と 異る 所はなかった" 

革命 後に おける 準備 制度 は 銀行 一 般に關 する 規定と 政府 系 銀行の みに 關 する 規定と に 分ち て 考察す る 

とわ か， リ 11^ い： 一 般 規定に は雜 多の 紙 带 を 整理して 政府 系 銀行に 統 一 しょうと する 意圖が 現れて ゐ る： 

政府 系 銀行に 關 する 規定に おいてよ，、 發券 業務 を單  一 Q 國家 中央銀行に 集中 せんとして 未だ 及び難き Q 

傾向が 窺 はれる = 

銀行 一 般に關 する 規定と して は、 一九 一 五 年 (民國 四 年) 十 一 月に 取締 紙幣 條 例が 制定 せられた。 こ 

の條 例は淸 末の 通用 銀 錢票暫 行 章 程と 同 檨に國 家 銀行 以外の 發券 業務の 整理 妓 びに 制限 を 目的と した も 

ので ある- r ての 大耍は 次の 通リ である C 


一 、 凡そ 官商銀 錢行號 にして 紙幣 を發 行す る 者 は、 中國 銀行 を 除き、 均しく 本條 例に 依 して 辨现 すべ し。 (第 一 條) 

一 一 、 今後 新設 の 銀錢 行號义 は旣設 の もの にして 未だ 紙幣 を發 行せ ざ る も の は 之を發 行す る - 〕 と を 得す。 本 條例施 

行 前 に 設立 せられた る 銀 錢行號 にして、 特別 條例 の规定 によりて 紙幣 を發： S す る もの は、 その ^業ハ 牛^ 內 に お 

いて 紙幣 を發 行す る 二と を 得。 年限 滿期 すれば 直ちに 全數 を囘收 すべし。 特別 條 例の 規定に 據ら ざる もの は、 

本條例 施行の ni までの 最近 三 箇月 間の 平均 發行高 を 限度と して 增發 する こと を 得す。 また 財政 部に おいて 期^ 

を酌定 して 漸次 囘收 せし む。 (第二、 三條) 

三、 本條 例に 據り て發 行した る 紙幣に 對 して は、 少く とも 五 割の 現金 を 以て.^ 換に 準^し、 其餘の 五釗は 公-位 及 

び確實 なる 商業 證券 を 以て 保證 準備と なすべ し。 (第 四條) 

これによ ると、 準備に 關 する 規定 は、 通用 銀 錢票暫 行 章 程と 同檨 に、 比例 準備 制度 を 採リ、 その 率 は 之 

を 五 割と 定めて ゐる。 然るに この 條例は 一 九 二 〇 年 六月に 至って 修正 公布され てゐ る" この 修正 取締 紙 

IE 條例 において は、 旣發 紙幣の 整理に 關 する 規定 は 之 を 緩和して ゐ るが、 準備に 就て は 「少 くと も 六 割 

の 現金 準備 を 置き 其餘は 政府 發 行の 正式 公債 票 を 以て 保證 準備と なすこと を 得」 (第 七條) と 改訂して 之 

を虽 化して ゐ るつ 尙 ほ原條 例で は條 例の 適 川 範圍は 「中國 銀行 を 除く」 とい ふこと になって ゐ るが 修 

正條 例で は 「國家 銀行 を 除く」 と 改訂され てゐ る。 國家 銀行の 意義 は 明で ない。 當時は 現在の 中央銀行 

は 勿論、 廣 東の 中央銀行 も 未だ 成立して ゐ なかった から、 中國 銀行 を 普通 銀行の 伍 例 に^して この 條例 
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を 適用し、 國 家の 中央銀行 をして 之に 代らし めんと したと 解す るの は 筋が 立たぬ つ 思 ふに 玆 にい ふ國家 

銀行と は、 政府 系 銀行た る 中 國* 交通の 兩行 ぴに國 民 政府が 將來 において 設立す る こと あるべき 中央 

銀行 を 包括した ものと 解す るの が安當 であらう。 交通 銀行が 中國 銀行と 紅爭 して、 遂に 國家 銀行と して 

之と 一 屑 を 列べ ん とする に 至った こと を 語る もので あらう。 

然 らば 中國 銀行の 發券 業務 は 何に ょリて 規定され たか C 一九 一 一年の 末に 中國 銀行 免 換券暫 行 章 程が 

發 布せられ て、 中國 銀行券の 强制 通用が 認められ たこと は 前節 敍說の 如くで あるが、 この 章 程 は 準備に 

關 する 規定 を 設けて ゐ ない。 中國 銀行に 關 する 法令 は 其 後 も 一再なら す 改訂され たが、 發券 準備の 問題 

に は觸れ なかった。 然 らば 大淸 銀行の 舊規を その 儘に 踏襲した ので あらう か" 大淸 銀行 は 解散して 中國 

銀行が 設立され たので あるから、 大淸 銀行の 發券 業務 を 規定す る 兌換 紙幣 則 例が、 當然 に、 其 儘に、 中 

國 銀行に 適用され たと 見る の は、 法理 的に は當ら ない。 實 際の 目標 は 或は その 邊 にあった のか も 知れな 

い。 しかし 事 實に卽 して 云へば、 當 時の 中國 銀行 はこの 目標 を 遵守す る こと すら 思 ひも よらなかった。 

袁世 凱に 喰 ひ 荒らされた 後の 整理 再建 時代に 入って ゐ たからで ある。 

中國 銀行が 法带 制度 創定當 時に 至る まで 發券 準備の 準則と して 揭げ 来った ものに 中國 銀行 發行 準備 撿 

査 委員 會 規則と いふの が ある。 この 规則は 一九二 八 年 三月 財政 部備 案と して 公布され てゐ る。 一九二 <- 


年 は蔣介 石が 北 閥 征討に 功 を f$ して 都 を 南京に 定めた 年で ある。 國際 聯盟が 正式に 國民 政府 を^ 認 した 

年で ある。 中央銀行が 設立され た 年で ある" この頃に 至って 中國 銀行の 發券 業務 も 軌道に 乘 つて 来たの 

であらう。 その 軌道と して 守リ來 つた ものが 卽ち この 檢査 委員 會 規則で ある。 これ は發券 準備の 保管 拉 

びに 撿査 に關 する 規則で あるが、 その 第二 條に 於て 準備の 割合 を 現金 準備 六 割 • 保證 準備 四 割と 規定し、 

また 第三 條 及び 第四條 において、 それぞれ 現金 準備 及び 保證 準備の 內容を 規定して ゐ る。 

其 後 同年 十月に 至って 中國 銀行 條 例が 制定され た。 この 條例は 一 九 三 五 年 二月に 修正され てゐ るが、 

その 第 十 條には 「中國 銀行 は 財政 部の 特准 を經て 兌換券 を發 行す る こと を 得 但し 兌換券 條 例に 遵 照して 

辨理 すべし」 と 規定して ある。 しかし 免 換券條 例なる もの は發 布され てゐ ない。 ところが 一 九 三 一 年 八 

月 こ. 兌換券 發行 税法なる ものが 施行され てゐ る。 これ は 「國民 政府が 兌換券の 發行を 特許した る i 行」 

(第 一條) に關 する 規定で ある。 この 税法に も 前述 檢査 規則と 同率の 發券 準備に 關 する 規定が 挿入して あ 

る。 その 要綱 は 次の やうに なって ゐる。 

一 、 國民 政府の 特許に より 免換 券を發 行す る 銀行 は 兌換券 發行税 を 完納すべし。 (第 一條) 

二、 銀行 發行 兌換券 は 全額 準備と し、 六 割 は 現金 準備、 四 割 は保證 準備 を 置くべし。 (第二 條). 

三、 發行 税率 は保證 準備 額 を 標準と し、 その 百 分の 二 • 五 とす。 その 現金 準備の 部分に 對 して は 之 を 
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徵收せ す： (第 四條)  . 

翌 一九 三 二 年 十一月に は、 この 法律 を 修正して、 税率 を 半額の 丁 二 五 ひ^に 引下げ、 文句 を 匿し 章條 

を 整へ たが、 兌換 準備の こと は 原の 儘であった： (修正 第三 條) 

この 法律 は、 名稱は 發行稅 法で あるが、 兌換 準備に 關 する 規定 を 含む が 故に、 極めて 重要なる ものと 

なう、 中央銀行 を 除く 總 ての 銀行の 發券 業務 はこの 法律に よ，^ て 規定され る ことにな つた 0 中國 銀行 も 

同檨 である" 

交通 銀行に 關 する 經緯 も中國 銀行と 同様で ある： 交通 銀行^ 例 ( 一 九 一 一一 八 年 十 一 月 公布 • 三 五 年 四月 

修正) の 第 十 條には 「交通 銀行 は 財政 部の 特淮 を經 て免換 券を發 行す る こと を 得 但し 兌換券 條 例に 遵照 

して 辨理 すべし， 一 と 規定して あるが、 兌換券 條 例なる もの は 存在し ないから、 兌換券 發行稅 法に ょリて 

制される ことになる。 

中央銀行に 就ても、 一九二 八 年 十月 制定の 中央銀行 條例第 五條 は 「兌換券 條 例に 遵 照して； tj- 換 券を發 

行す」 と 規定して ゐる C 

以上の 諸 規定 を綜觀 すると、 國民 政府の 意圖 は、 先づ 取締 紙幣 條例 により， て 一般 銀行 紙！^ の 整理 二着 

手し、 政府 系 三 行の 紙幣 は 後日 制定 せらるべき 免 換券條 例に ようて 統制しょう とい ふ邊 にあった やうに 


甲 ひ はれる。 しかるに 整理が 涉ら ぬた めに、 遂に 兌換券 條 例を發 布す る 機會を 逸し、 發行 税法の やうな 傍 

系 の 法規に よ リて發 行 準備 を 制約す る 始末と なった ので あらう。 

尤も 中央銀行の 發券 業務に 關 する 規定 は 他の 政府 系兩 行と 聊か 趣 を 異にする。 中國 。 交通 兩 行の 兌換 

券 こつ 、 て は、 兩行 基木條 例の いづれ にも、 その 第十條 に、 それぞれ 「財政 部の 特淮 を經て 兌換券 を發 

一 了す る こと を 得」 と 規定され てゐる こと 上述の 如くで あるが、 中央銀行 條例第 五條に は、 國民 政府から 

授與 せられた 「特 權」 として ft 換券發 行の 事が 擧げて ある r、 また 中央銀行 設立 後 は 中國丄 父通兩 行を特 

^銀行と 稱し 中央銀行 を 特に 國家 銀行 叉 は國立 銀行と 呼ぶ のが 慣例に なった C 尙ほ 一 九 二八 年 十月 五日 

のゃ^^、銀ー了^^:には兌換券条例に遵照すべ き 旨の 規定-が あるが、 同月 一 ー十五日國民政ー烟核^^の中央銀行 

章 程に は、 兌換券 條例發 布 以前にお いて は 中央銀行 兌換券 章 程に よって 辨理 すべ きこと を 規定して ゐる ( 

さう して 翌 十一月 五日から 施行され た 中央銀行 兌換券 章 程に は、 現金 準備 六 割 • 保證 準備 四 割の 原則が 

確認され てゐ る。 さらに 一九 三 五 年の 中央銀行 法に おいて は、 中央銀行に 發行税 を 免除す る こと を明規 

して ゐる。 思 ふに 中央銀行の 發券 業務 は 之 を 取締 紙幣 條例ゃ 兌換券 發行 税法の 埒外に 置く のが 最初から 

政府の 意圖 であって、 發行税 徵收の 目的 は 素よ，^ 財政の 涵養に もあった ので あるが、 その 一 半 は 之に 侬 

うて 中國 • 交通 以下 一 般 銀行の 發券利 鲞を抑 へ 、 發券 業務 を 漸次 中央銀行に 壟斷 せしめよう とする 底意 
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を藏 した もので あらう： 

. 政府 は 中央銀行 による 金融 統一の 必要 を 認め、 一九 三 五 年 五月 中央銀行 法 を 制定し、 木 店 を 南京に 移 

し、 增資を 行 ひ、 業務の 範 圍を擴 大した。 その 兌換券に 關 する 要項 を摘錄 すれば 左の 如し。 

一 、 中央銀行 發行 兌換券の 最高 額 は國民 政府の 核 淮を經 べし。 (第 十七 條) 

二、 中央銀行 兌換券 は 區域を 分た す全國 一律に 通用す。 (第 十九 條) 

ニー、 中央銀行 兌換券 は 發行税 を 免除す C  (第二 十 一 條) 

四、 兌換 準備 は 現金 準備 六 割 ， 保證 準備 四 割と す" (第二 十一 一條) 

五、 現金 準備 は 左の 二種に 分つ。 

M 自 行に 庫 存 する 銀本位 幣 及び 中央 造幣 廠廠條 

^ 自 行に 寧 存し叉 は 他の 確實 なる 銀行に 寄託せ る 地金 銀 

地金 銀 は 市 惯 にょうて 計算す る。 (第二 十三 條) 

六、 保證 準備 は國 民政 府發行 又は 保證 の有愦 證券 。 中央銀行が 再割引 をな し 得る 國內 銀行の 引受 手形 

及び 國內 商業手形 竝 びに 内外 國 の確實 なる 銀行の 爲替 手形 及び 小切手と す。 (第二 十二 條、 二十， 八條) 

尙ほ 中央銀行 法 公布 直前の 同年 三月に ー.設立省銀行或地方銀行及領用或發行1^^^換券暫行辨法」 とい ふ 


長い 名前の 法律が 出て ゐる。 これ は當 時の 銀 恐慌に 備 へて 地方 政權の 兌換券 濫發を 防止し、 且つ 省丄 n 

銀行の 發券 業務 を 中央銀行の 統制に 服せ しむる こと を 目的と した ものであって、 その 要項 は 次の 如し。 

一、 省 • 市 銀行 は 一元 又は 一元 以上の ，兌換券 を 中央銀行から 領 用して 發行 する こと を 得。 この 發行 額に 對 して は、 

中央銀行に 於て、 六 割の 現金 準備と 四 割の 保證 準備と を收存 する こと を 要す。 現金 準備 六 割の 內 二割 だけ は領 

用 銀行に 轉存 する こと を 得。 (第二 條、 三條、 四條) 

二、 省 • 市 銀行 は 農村の 金融 を 調節す る爲め 暫く 一元 以下の 輔幣 券を發 行す る こと を 得つ 之に 對 しても 六 割の 現 

金 準備と 四 割の 保證 準備 を 置く こと を 要す。 現金 準備の 內ニ釗 は確實 なる 倉庫 證券 を 以て 之に 充 つる こと を 得。 

(第 十條) 

三、 從來發 行の 省 • 市 銀行の 一 元 又は 一 元 以上の 兌換券 は-、 財政 部に おいて その 數目を 調査し、 期限 を 定めて 囘 

收 整理せ しむ。 (第 八條) 

この種の 規定 は 中央 政 權の罄 力の 及び 得る 疆 域に 於ての み 行 はれる ことで あるから、 全國に 互って 省 

市 銀行 發券 業務の 統 一 を 見る の 容易で ない こと は 云 ふまで もない 

以上 を總 括す ると、 發券 準備に 關 する 各種 銀行の 主たる 準 據法は 

て、 次の やうに なって ゐた G 
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一 、 中央銀行 は 中央銀行 法に 據る。 

1 一、 中國 銀行 は中國 銀行 發行 準備 檢査 委員 會 規則 及び 免換券 發行稅 法に 據る 「、 

三、 交通 銀行 は 兌換券 發行 税法に 據 る。 

四、 省 • 市 銀行 は 取綠紙 條例 •  ft 換券發 行 税法 及び 設立 省 銀行 或 地方銀行 及領用 或發行 兌換券 暫行 

辨 法に 據る。  ，， 

五、 其 他の 發券 銀行 は 取締 紙幣 條例 及び 兌換券 發行稅 法に 據る 「 

準備 率 は 一 律に 現金 準備 六 割 • 保證 準備 四 割と なって ゐ る- 斯 くの 如くに して、 一 九 三 五 年 十 一 月 三 R 

の带制 改革に 及んだ。 

事 變後ニ 年 餘を經 過した 一 九 三 九 年 九 H: 七日に 至う 「鞏固 金融 辨法」 及び 「戰時 健全 中央 金融 機構 辨 

法」 を 制定して 政府 系， 銀行の 管理 を强 化し、 これと 同時に、 法 1^ 準備金 は從 前の 金銀 及び 外 國爲替 の 外 

に、 (一) 短期 商業手形、 (二) 倉庫 證券、 (三) 生產 事業 投資の 國 民政 府發行 公債 を 以て 之に 充當し 得る こ 

とに したが、 是等 各項 を 以て 準備に 充當 する 場合 は 準備 總 額の 四 割 を 超 ゆる こと を 得すと 規定して ゐる 

から、 この 辨法 は保證 準備の 內 {み を 改訂した だけで、 準備の 比率 は、 少く とも 法制の 上に おいて は、 變 

更 されて ゐ ない と 解す ベ き で あら ，つ-  . 


铺  ！ほ 

^ 陳度 中國 近代 幣制 問題 彙編 第三 卷六七 頁：^ 下 

g 前揭 七 四 頁 以下 


第 四 節 發券 準備 制度  一一 一一 


第 四 章 法幣 以前の 幣制 改革  一三 二 

第 四 章 法幣 以前 の 幣制 改革 

第一 節 幣制 改革 諸 案 

支那に おける 带 制紊亂 は國土 開闢 以来の ことで ある。 幣制 素 亂と いふよう も貨带 あうて 制度な きの 狀 

態であった。 今日 带制を 定めても 明日 はもう 行 はれなかった。 この 狀 態が 上下 三千 年 を 通じて、 改革と 

いふ ほどの 試み もな く、 淸 末に 至る まで 繰返して 繼續 した。 

带制 改革が 行 はれなかった の は、 支那が 未だ 曾て 經濟 的統 一 國家 としての 存在 を 持たなかった からで 

ある。 秦始皇 は 天下 を 統一 して 文字 を 定め 貨幣 を 造った。 しかし その 幣制 は國 土に 根 を 下さな かっこ。 

蓋し 始 皇帝の 統一 は 軍事的 • 政治的 統一 であって、 經濟は 未だ 之に 副はなかった からで ある。 歷 代の 王 

朝 は 姓 を 易へ 覇を稱 ふる 每に 新貨を 造， ^新制 を宣 したが、 概ね 前代 紊亂の 根幹に 更に 紊亂の 枝葉 を 加 ふ 

るに 過ぎなかった。 經濟 統一 の 素地な き國 土に 幣制の 統一 は 無用で も あう 無理で もあった からで ある。 

さらに 近世の 支那に おいて 带 制の 素亂を 放任し 且つ 助長した 最大の 理由 は、 それが 支配階級に とうて 


拾て 難き 利得の 機會を 供した からで ある。 銀貨 層の 人人が 貨幣 相場の 騰落に 乘 じて 百姓 庶民 を 搾取す る 

機構 は 旣に之 を 述べた。 王侯 權 門が 紙幣 を濫發 して 大衆の 資財 を 掠めた 事例 も 枚 擧に遑 がない。 紙幣の 

相場に ついても、 銀 貸の 相場 におけると 同様に、 拷取 作用が 行 はれた。 之 を 以て 梟 產物を 買 出す 期 節に 

は、 豫め之 を囘收 して、 その 相場 を 吊上げて 置く。 紙幣が 農民の 手に 渡 リ盡す 頃になる と、 その 價値は 

g ま a して 底 を 突いた。 百姓 は 粒粒辛苦の 結晶に 代へ て 反古に 等しき もの を 握る 生活 を續 けた。 

然るに 清朝 末期から 民國 初年に かけて、 带制改革の論が澎湃として^^った。 しかし それ は國內 におけ 

る 百姓 庶民の 福祉 を 念うて 唱 へられた 改革で はない。 海外から 押し寄せて 来た 新興 經濟の 機運に よ，^ て 

呼び 覺 された 改革 論であった。 阿片 戰爭の 結果、 五 港 を 開き、 海外 諸 國に對 する 經濟的 接 觸が頓 に 頻繁 

になった。 さうな ると、 貿易 決濟 のために も、 借款 收支 のために も、 幣制の 条亂は 重大なる 障害と なつ 

た。 支那と 取引す る 諸外國 にと リて 障害た るの みならす、 諸 外國を 相手に して 時勢に 乘 らんと する 支那 

の 新興 階級に と.^ て も 亦堪へ 難き 障害であった。 幣制 改革 論 は 多く この 方面から 53 つた。 されば 一九 〇 

ニー 年 九月 英國 との 間に 成立した 通商 航海 條約 SEaly  Treaty に は、 その 第二 款に 幣制 改革 を t 束し 

て 「支那 は 法律 を 設けて 國家 一律の 國幣を 定め、 將來英 支 兩國の 人民が 中 國境內 を 通じて、 租税 公課 其 

t  一  R の 債務の 支拂に 充て 得る 合 例の 國 |9 と爲す こと 允 願す」 と 規定して ゐる。 翌 一 九 〇 三年 十月に 纩 
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結した 米 支 通商 航海 條約 及び 日 支 通商 航海 條約 にも 之と 同檨の 規定で ある： 

支那が 海外の 壓 迫に 對 して 國內の 脆弱な こと を 痛感した 最大の 機會は 一 八 九 四！ —九 五 fe- の日淸 えで 

あった： 次で 一 九 〇〇 年の W 匪 事件に ようて 一 層內 政の 無力 を 暴露し、 殊に 財政の 空 虛を自 骨した こ 

の 頃から、 政治の 頸廢 にも 拘ら す、 國內の 經濟は 外國の 資力に ようて 開發 されん とする 機運 を 生じた 

港 都市 を 中心とする 鐵 道つ 航路 • 電信 • 等の 連絡に ようて、 新興 經濟の 圏 或が 日 暂に擴 大して 來ヒ： 

この 大勢に 應 じて 對外 經濟關 係に 對處 する 見地から、 遽に 幣制 改革が 論議され たので ある。 

およそ 带制 改革に は 二つの 目標が 立てられる、 - 一 つ は國內 經濟の 便宜の ために 貨 木 位 を 統一し 貨 m 

値の 安定 を 計る ことで ある、 もう 一つ は對外 取引 を圓 滑に する ために 貨带の 統一 二 女定を 期す る こと 

である： その 國の木 位 制度が 旣に諸 外 國の木 位 制度と 類 を 同じう する 場合に は、 この 二つの 目 擦 は、 こ 

れを 達成す る 政策に おいて 槪ね 一 に歸 する： 然るに 支那の やうに、 諸 外國が 多く 金本位制 を 採って ゐる 

のに、 自國は 之と 異る 銀本位制 乃至 雜種貨 |e 制 を 行うて ゐる 場合に は、 幣制 改革の 向 ふ 所 は 二つに 岐れ 

る： 國內の 1^ 制 を先づ 以て 諸 外國の 幣制と 同 一 本位の 軌道に 轉 置して からでなければ、 對 外貨 ml2 値 を 

安定す る こと を 得ない" 然るに この 轉置 は對內 的に は慣値 革命 を 意味す る： 好き 機 會を捉 へ て 巧に 之 を 

行 ふ に 非 ざ れば、 經濟 生活に 痛烈 な る 衝擊 を與. ふ る こと を 避け 難い つ 支那 ま 卽 もこの^ 路こ 立った、 


當. 手提曰 ni せられた 资制 改革案 は 十指 を 屈する も 尙ほ衋 し 難い しかし 支那の 带制 改革 論 は 元 來對タ 

關 係の 刺戟に ょリ て促發 された ものであるから、 對外 貨幣 憤 値の 安定 を 目標と する ものが 多かった。 從 

つ て 木 位 制度 の 變革を 前提と した" 對內惯 値 の 安定 を 目 ざ して 銀本位の 改善 維持 を 建策す る 議論 も へ 

られ たが、 それ は 概して 對外 調整 論に 對 する 反動と して 誘發 された 駁論であって、 時勢 を 動かす 改革 論 

としての 積極性 を缺 いて ゐた」 木 流 は 卽ち對 外 案であって、 對內案 は その 副 流に 過ぎなかった。 されば 

當 寺の 转制 改革 運動に は、 夙に その 底流と して、 後年の 買辦 資本主義 的 勢力が 基調 をな して ゐ たと 云う 

て も 過言で なから う。 

しかし 副 流の 對內 論に も、 消極的ながら、 また 反動と しての 勢力が あった" 支那の 幣制が 金本位 論 乃 

至 金 爲替木 位 論の 旋風 裡に 座して 容易に 動かす、 淸末宣 統ニ年 (一九 一 〇 年) の 带制則 例に おいて.. - 

民國 三年 (一九 一四 年) の 國带條 例に おいても、 法貨 を 元 系の 圓に 定めた だけで、 銀本位制が 固守され 

たの は、 反動 論のお K であった。 斯 くの 如くに して 一 九 三 三年の 廢兩 改元に 及んで ゐる C 

清朝 末期から 國民 政府に 亙る 带制 改革案の 重なる もの を 擧げて 凡そ 次の 三つ を數 へる。 

一、 ジェン クス案 

二、 ゲイ ッ セリ ング案 
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三、 ケン ムラ ァ案 

三者 いづれ も 政府の 依囑 によ て 外人 學 者の 建議した 試案で ある- この^：-昧にぉぃて、 當 時の 制 改革 

運動の 主流に 属し、 對外 調節 論の 代表的な ものである： ジ广 ノクス 案は淸 末に 屬し、 ゲ イツ ッセ リング 案 

は淸 朝から 民 國に跨 トソ、 ケ ン ムラ ァ案 は民國 南京 政府 建設の 後に 成った- 

第一 ジ-ン タス 案 

. 一 九 〇 二 年 は 銀塊 相場の 暴落 を 見た： 世界の ニ大 銀貨 國 たる 支那と メキシ コは、 その 對外 經濟關 係に 

おいて、 甚 しき 混 亂に陷 つた。 玆に 於て 兩國 政. S は 亞米利 加 合 衆國に 懇請して 金銀の 比 15 を 安定す る 案 

策 を 求めた。 米國 政府 は 兩國の 耍望を 容れ、 この 問題 を 研究す るた めに、 一九 〇 三年 三月 議會の 德贊を 

經て、 國 際爲替 委員 會 Coinniission  cn Inteniational  】fchal.-.l-e を 組織し、 ，ての 委員に Jclvnliah  W. 

Jcnks,  Ihi. さ 11.  Ilaml?  p..ic^  A.  Gmant の 三 氏 を 任命した： 委員 は 先づ銀 問題 を 調査す るた めに、 

ロンドン • パジ • ベルリン. へ ィグ • ぺテ ルス ブ ル グ • 等 を歷訪 し、 審議の 結果、 金爲 gr 木 位 制度に 則 

る 1^ 制 改革案 を 作成した。 是れ卽 ち American  I)lan 叉 はジェ ンクス 案と して 知られる ものである。 

ジヱ ンクス は木國 政府の 命に より-て 一九 〇 四 年 支那 各地 を 旅行し、 (S 地 視察の 上、 英華 兩國の 語を以 


て その 成案 を發 表した： 「中 國新圜 法條議 J 及び 「中 國新圜 法案 詮解」 がそれ である。 ジェ ンクス は 同年 

八月 支那 を 去った が、 これに 先 だち、 曩に發 表した 圜法條 議の說 明 を 補足して 誤解 を釋 くた めに、 さら 

に 一 つの 小冊子 を發 表した。 「中 國新圜 法 續議釋 疑」 として 知らる る Outline  cf  the  Amcrir.a 一 i 1)1§ が之 

である c い づ れも陳 度 の 中國 近代 幣制 問題 彙 編に 收錄 して あ る C 

ジ-. 一 ンクス 案 は新圜 法條議 十七 條に耍 約して ある C 

一 、 中國 政府 は應に 速に 有效 なる 政策 を 定め、 以て 幣制の 設立 を 期す。 この 幣制 は 能く 一 定の金 價値を 有する 銀 

貨を 以て 主と し、 その 實施は 以て 能く 賠償 條約國 多 數の滿 足 を 得る ものと す。 

二、 中國 政府 はこの 幣制 を 設立し 且つ 之 を 管理す るた めに、 應 に適當 の外國 人を聘 用して 以て 援助 を受 く。 

三、 中國 はこの 計畫 を辨理 する ために 一 人の 西洋人 を 任命して 司泉官 〔通貨 監督官〕 とし、 幣制 事務 を總 輝： せし 

む。 司 泉官は 補助 者 數人を 任用して 造幣 廠の 管理 其 他 司 泉官の 指定す る 事務に 當 らしむ る 權限を 有す。 

四、 司 泉 官は每 月 詳細なる 報告書 を 作成して 錢幣の 情 態 を 申 明すべし。 凡そ 流通 高 • 貸借 額 及び 外國 信用 爲替等 

の 各項 は 皆 之 を 記載すべし。 凡そ 各國 賠償の 事 を 以て 中國と 交渉 ある ものに は、 適當の 時に 於て、 その 代表者 

に 之 を 査閲す る こと を 許し、 且つ 陳情 獻 策の 權を認 む。 これ は 新 幣制に 對 する 各國の 信用 を 保った めで ある。 

五、 中國 政府 は價 値の 標準た る單位 貨幣 を定 む。 この 單位 貨幣 は 一定量の 純金 を 含み、 その 金 價は大 約 銀 一雨に 

當り 或は メキシ コ銀 一 圓 より 稍 高き ものと す。 また 規定 を 設けて、 民間より この 單位 貨幣の 五.；^  • 十 叉 は 二 
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十倍の 金 を携へ て 鑄 造 を 託する 者 あらば、 一 定の鑄 造 費を徴 して 隨時 これ を 許す ことと し、 或は 將來 政府 も 亦 

金 を 得て 此 種の 貨幣 を 鑄 造す る こと. あるべ し" 

六、 中國 政府 は 速に 銀貨 若干 萬 元 を 鑄 造して 國內に 流通せ しむべし。 この 銀貨 は 適宜の 形 制に より メキシ コ 弗と 

略 同様の 大 さとす" 之と 單位 貨幣との 比價は 三十 ニ對ー と 定めて 之 を 維持す" 以後 隨時辨 法の 定 むる 所に 據り、 

全國の 需要 を 調 _ ^して 引續き 之を禱 造す" 補助 貨幣 卽ち小 銀貨 及び 紅白 銅貨に 就ても、 その 分量 • ^机 を 規定 

して 之を禱 造す。  . 

七、 新 禱の金 銀貨 は、 何れの 省に 於ても、 賦課 租稅 等の 支拂 に皆國 家が 定 むる 所の 比惯に して 平等に 收 用 す。 

是 等の^ 務が銀 を 以て 定められ たる 場合に は、 新定の 貨幣 惯 値に 推算して 支拂 ふべ し。 

八、 中國 政」 射 は 各 督撫と 協力して、 一定の 時期 以後 は、 新 鑄の 貨幣 を 以て 民 問に おける 種種の 依務 の支拂 に」 允當 

すべき こと を 論告すべし 「- この 期^ 以前の^ 務は 契約に 照して 支拂 ふ。 

九、 中國 政府 は 銀貨の 平價を 維持す るた め、 倫 敦其他 通商の 中心地に 信用 勘定 を 設定し、 之に 對 して 平日の 銀行 

相場より 稍 高き 相場 を 以て 金爲替 手形 を 振出し 得る ことと す" 例へば 新制に よる 平日の 倫敦宛 銀行 爲替 相場が 

新 銀貨 一 元に 對 して 英貨 二 志と すれば、 一 •〇 二 元が 二 志に なった 場合に は、 政府 は 金爲替 を寶向 ふこと とす 

る"。 この 金 爲替は 司 泉官の 管理に 專屬 し、 何人の 要求た る を 問 はす、 例へば 新 銀貨 ー萬兩 以上 を 提供した る 者 

に |e 、渡す もの とす。 

十、 新 幣制 を 設立し 且つ 適當 なる 爲替 資金 を 置く 爲に 資金 不： Ji- にして、 政府 之を備 ふる 能 はざる とき は、 外债を 


以て 之に 充っ べし。 この場合に は 一定の 財源 を 指定して 抵當 とし、 之 を 利息 支拂拉 びに 元本 償還の 用に 充 つべ 

し。 この 財源の 管理 は關 係各國 の滿 足す る 方法に 依る ベ し。 

十一、 鑄 造 益金 は 別個に 存し、 五十 萬兩に 達する 毎に、 振當 てた る 爲替の 多寡に 按分して 外國 各地の 爲替 資金 

に 繰 入るべし。 この 資金 は少 くと も 若干 萬 兩に逹 する まで 積 立つ る ものと す"  • 

十二、 爲替賣 出 多くして 金 資金 缺乏 を吿 ぐると き は、 政府の 駐外 代理人の 振出した る 銀爲替 を買收 して 金 を囘收 

し、 以て その 缺を補 ふ。 この場合の 相場 は 司 泉官が 時に 臨んで 之を定 む。 

十三、 銀行 法 を 制定し、 國立 銀行 又は 其 他の 適當 なる 銀行 をして 司泉官 監督の 下に 紙幣 を發 行せ しめ、 新 貨幣と 

等價に 流通せ しむべし。 

十四、 新 貨幣 を 成る 可く 急速に 各省に 弘 通せし むる ため、 司 泉宫は 各省 地方の 宫吏 • 票號 • 錢莊 及び 信用 ある 商 

家に 託して 此 事に 當 らしむ。  - 

十五、 五 年 以內を 限りて 開港 都市に は 一律に 新制 度を實 施し、 關稅 の收納 はすべ て 新 貨幣 を 行 用す。 其 他 僻遠の 

地方 は 漸を遂 うて 推 行し、 新制の 普及 を俟 つて、 一切の 賦稅は 何れも 新 貨幣 を 以て 徴收 す。 また 凡そ 租稅は ゆ 2 

新 貨幣 を 以て 計算す る た めに 別に 章 程を定 む。 

十六、 新制 度 は 新 貨幣 若干 萬 元の 鑄 造 を 了 へ たる 時を俟 つて 之を實 施す。 

十七、 司泉宫 及び 各國 代表 は中國 政府の 爲に 財政 整理 を 提議す る權を 有す。 

以上 を 要約す ると、 ジニ ン タスの 提案 は 次の 三 點に歸 する。 その 內容 は當 時す でに 英領 印度に おいて 
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.實 施され、 フィ リツ ビンに おいて 緒に 就いて ゐた金 爲替木 位 制に 屬 する。 

一、 純金 一 定量 (米貨 約 半 弗) の. 金貨 を 制定して 惯 値の 標準 單位 とし、 その 自由 鑄 造 を 認める が、 さ 

しづめ 金貨の 鑄 造 は 急がない。 

二、 別に 國內 流通の ために 法貨た る 銀貨 を 鑄 造し、 之 を 全 國に弘 通せし めて 通貨の 統一 を 計る。 

三、 金 銀貨の 比價 をー對 三十 二に 定めて、 爲替 操作と 銀貨 流通 高の 調節に ようて 之 を 維持し、 對外收 

支 は 金爲替 によ リて 決濟 する。 

この 改革案 は 初から 支那 政治家の 强 硬なる 反對に 逢うた-," 蓋し ジュ ン タスの 所論に は當 時の 支那に 取 

つて 遽に實 行に 移し 難き 點が 多かった ためで も あらう つ また 梁 啓 超の 曰へ る 如く 「その 根據 たる 學理頗 

る深邃 にして、 斯學を 研究した る 者に 非 ざれば、 驟讀 貢に 索 解し 難く、 漢譯木 あ，.^ と雖 も、 詰 鞠 病を爲 

し、 譌 譲 至って 多く、 之 を 讀んで 更に 五里霧中に 墮す」 の感 があった からで も あら， つ 「一 しかし それよ. 

も 最も 支那 政治家の 反感 を 唆った こと は、 幣制 を外國 人の 監督 運營に 任ね て、 支那の 財政 金融 を 擧げて 

國際 管理 の やう な狀態 に 措か ん とした 點 であった、 - 之 に 對す る 憤懣 が この 案に 對 する 支那 人の 消化 力 を 

m 害した。 

反對の 鬪將は 時の 湖 廣總督 張 之 洞であった： 張 之 洞の 說は、 當 時の 直 隸總 督袁世 凱の 支持 をう けて、 


廟議を 動かし、 一九 〇 五 年 (光 緒 三十 一年) の 「鑄 造 銀 带分兩 成 色 1^ 行 用 章 程」 によって、 兎も角も 庫平 

一 兩の 銀貨 を 以て 木 位 貨幣と する ことに 方針が 定まった。 

第二  、ヴ イツ セ リング 案 

淸末 一九 一 一 年 英米 獨佛 四國 借款 團 によ..^ て 一 千 萬磅の 幣制 改革 借款が 成立した" その 約束に 從 つて- 

ジ ャゲァ 銀行 總裁 ゲイ ッセ リング Dr.  G.  Vissering- が 支那 政府の 顧問と して 招聘され た。 ゲイ ッセ リング 

の 着任した の は、 恰も 一九 一 一 年 十月 辛亥 革命 勃發の 秋であった。 氏 は その 助手 口 ェ ス ト Dr.  W.  A. 

I さ C3St と 協力して 約 一 年の 研究 を 積み、 一 九  一 二 年 その 故國和 蘭陀の アム ス テル ダムに 於て 英語の 著述 

〇n  Chinese  Ciirrtmcy,  prelilninary  Remarks  about  tlie  IMOnetary  R-eform  m  rhma を 干ん I；： した 所 

謂 ゲイ ッセ リング 案 はこの 書に 論述して ある。 其 後 ゲイ ッセ リング は辭 任した ので コ ュ ストが 革命 政府の 聘 

をう けて 顧問に なって ゐ たが、 一 九 一 三年 一 月 奉 天で 客死した。 そこで 、グイ ッセ リング は 再び 顧問の 任に 

t い て 調査 を續 け、 一 九 一 四 年 この 書の 第一 ー卷 として On  Chinese  currency.  The  Bpnldllg-  ProWem 

(Arnstcrdallo を 公に した。 

ゲイ ッセ リング 案 もジニ ンクス 案と 同じく 金 爲替木 位 制 を 提唱して ゐる。 對外 收支關 係を圓 滑に する た 
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めに は、 從來 支那に 行 はれた やうな 銀本位 中心の！ £ 制 では 到底 目的 を 達し 得ない ので あるから、 誰が 立 

案しても、 之 を 金本位制と 結び付ける 方向に 考 へざる を 得ない： この 意味に 於て ジェ ンクス 案 は 凡そ 後 

に來 るべ き 諸 案の ために 烽火 を 揚げた ものと 云 へ る。 ただ ゲイ ッセリ ング 案が ジ- ンク ス 案と 異 ると ころ 

は、 後者が 急速に 事 を 運ばん としたのに 對 して、 前者 は 至って 緩徐に 步を 移さん とした 點 にある： また 

後者が 貨带 行政 を外國 人の 零に 委ねる こと を 露骨に 主張して 支那 人の 反感 を K ひたる に 鑑みて、 前者 は 

此點に 深き 注意 を拂 うた： ゲイ ッセリ ング案 は 之 を 三 期に 分って 實施 する ことにな つて ゐる (、 

第二 期 先づ 金の 一 定量、 例へば 日 木の 半圓 よ，.^ 稍 小さい 〇• 三 六 四 四 八 八 三グラ ムを 以て 惯 値の 單 

位と 定める。 これ は 理論的. 擬制 的金單 位で ある こ 金貨の 鑄 造 を 急ぐ 必要 はない が、 この 金 單位を 以て 

計算 貨 15 とし、 弘く之 を 通用せ しむる ために 外國 銀行 • 華商 銀行 • 錢莊 等の 協力 を 求め、 帳簿 上の 貸 

振替 勘定 等の 計算 處理 に用ゐ る： 大淸 銀行 を 改組して 獨占 的の 發券 銀行と し、 この 金 單位を 表す 銀行券 

を發 行せ しめ、 之 を 法貨と する この 銀行券の 免換を 保障す るた めに 海外 耍 地に 金 準備 を 置き、 爲 免 

換 によ..^ て その 惯値を 維持す る： 政府 は 準備の 充實を 期す るた めに 國際收 支の 均衡に 注意す る： 出来る 

だけ 國內 にも 準備 を 置く やうに 努める C 從來の 銀 通貨 は その 實質 1^ 値に ようて 其 儘に 流通せ しめ、 金單 

位との 間に 法律上の 比價を 定めない： 


第二 期 名目 貨带 たる 新 銀貨 及び 銅 •  ニノ ケレノ の 補助 貨を 制定して 之 を 鑄 造し 弘く 國內に 流通せ しめ 

る 0 銀貨 はー單 位に つき 純銀 七 丄ハ五 グラムと する C これで 金單 位と 銀貨の 純分 比惯 はー對 二十 一に 當 

る ことになる "ン この 名冃貨 带に對 して 金 準備 を 積む 必要に 應 じて 金貨 も 鑄 造す る r 新 銀貨 及び 新 金貨 

ま 無 T?^ 浪に. m 貨 とする。 政府に 對 する 支 拂には 新 貨带を 用 ふる 方が 舊貨带 を 用 ふるよりも 幾分 か禾 益な 

やうに 仕向けて、 その 行 用 を 誘導す る。 

第三 M 現在 流通の 舊 銀貨 を 徐徐に 引上げ 又は 廢 止し、 銀麵拉 びに 銅 82 も^ 場 を 混 i せしめぬ 稃 度に 

於て 廢貨 とする： ここまで は 金 爲替木 位 制で あるが、 二三 十 年の 後に は 漸次に 金本位制に 進む こと も 期 

待され てゐ る。  ， 

、ヴ イツ セ リング 案 はジュ ンクス 案よ b- も 遙に氣 受けが よかった ので あるが、 もともと 淸國 政府の 借款^ 

*m こ關櫧 して！ a 案され たもので ある 上に、 時 恰も 革命の 眞 最中に 當 つた 爲に、 遂に 實 現の 運びに 至らな 

かった C しかし 此 案の 周到なる 漸進的 態度が、 後年の ケ ン ムラ ァ 案に 提醒 すると ころ 多かった こと は、 

看過す ベ からざる 功績で あらう C 

第三 ケンム ラァ案 
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國民 政府 は 北 閥 征討の 大業 成って 中央政府 たる 形 を 整 ふるや、 ちに 諸般の 改革 を 志し、 一九二 八 年 

七月 南京に 全國 財政 會議を 開催して、 實 業界 • 金融界 • 財政 • 經濟の 専門家 を選聘 し、 衆智 を 集めて 「財 

政 整理 大綱」 なる もの を 決定して ゐる： その 經濟 政策の 項に は、 幣制 改革の 根 木 方針 を 樹立して 次の や 

うに 宣 明して ゐる。 

带政は 財政の 樞紐 にして、 國民 經濟と 最も 關 係が ある" 我國 幣制の 壞 るる や 由 來旣に 久しい 3 根 木 

の 計と して は 宜しく 總理 の錢幣 革命 計 畫に遵 ひ、 且つ 階段 的 進行 方法 を 確定すべき である。 此の 外尙 

目前に 於て 劃策す ベ きものが】 一 つ ある。 

一 、 紙 IE 集中 主義の 推 行 舊 带 を 銷却して 新 幣を發 行し、 新 紙 带發行 權を國 家 銀行に 集中す る。 各 

地方に は國家 銀行から 支店 或は 兌換 所 を 設け、 以て 集中 主義 を實 行す る。 

二、 金爲替 本位の 推 行 幣制の 本位と して 銀 を 用 ひるの は、 旣に 世界 潮流の 許す 所でない 「- 然れど 

も 金 は 又我國 富力の 擇び能 ふ 所で もない" 其の 今日の 情況に 最も 適する もの は、 第一 步 として、 兩を 

廢し、 元に 改め、 銀本位 を 確定し、 第二 步 として、 金爲替 本位 制度 を 推 行す る ことで ある。 而 して 着 

手の 初に 於て、 信用の 卓越せ る國 際爲替 銀行 を 設立して、 本位 施行の 助と なすべき である。 

この 决定は 其 後に おける 带 制 改革の 指針と なる ベ きものであって、 支那 Qs^ 制、 か 銀 を 離れて 金に 傾く 


べき こと は、 この 時に おいて 旣に唱 へられて ゐ たので ある。 

この 改革案に 對 して 實行案 を 作る ために 招かれて 來 たのが、 アメリカの ^cney  Doctor として 知ら 

れリ」 ケ ン ム ラァ であった。 すな はち 國民 政府 は米國 プリ ン スト ン大學 敎授ケ ン ム ラ ァ 3^  (ぎ in ン valter 

Kel§.er を聘 して 带制 改革の 立案 を囑 した。 ケン ムラ ァは 一九二 九 年の 初に 支那に 渡リ、 十三 人の 

專門 家より-なる 財政 部 甘末爾 設計 委員 會を 組織し、 調査 研究 約 十 箇月の 結果、 其 年 十一 ガトー H に 至，^ 

「中 國逐漸 来 行金 本位 带制法 草案 附 理由 書」 なる もの を 作成して 財政 部に 提出した。 ケ ン ムラ ァ案は 五 

章 四十 條ょリ 成る 法律案の 形式に 則リ、 之に 對 する 起案 理由の 說 明が 添附して ある。 その 耍點を 摘記す 

れば 左の 如し。  - 

(一) 金本位の 制定 

純金 六 〇• 一  八 六六セ ンチ グラム を單 位と する 金本位 を 採用し、 之 を 「孫」 と 名 づける 「 一 孫の- £ 値 

は當 時の 米 貸 四十 仙、 英貨 一志 七 片七ニ 六 五、 【ぼ 貨〇. 八 〇 二 五 圓に當 る。 また 支那に 弘く 流通した 銀 

貨ー 元の 憤 値に 最も 近い。 だから 銀本位から 金本位へ の 移 轉が物 賃銀 • 貸借 關係 • 等に 最も 少き影 

響 を 以て 行 はれる。 一 孫 を 百 分と なし、 一分 を 十 厘に 分つ。 金貨 は 鑄 造し ない。 金貨の 流通せ ざる 金 本 

位 制で ある。 
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a 一) 貨 $e の禱造 

國民 政府の 造帑廠 をして 貨 le- を 鑄 造せ しめる 「-貨 は 四 種に 限る： ハ孫 銀貨、 ^;五角とニ角0小銀貨、 

叫 一 角と 五分の 二 ゾ ケ ル貨、 ，-} 一  分と 五 厘の 銅貨で ある- - これ を總稱 して 一. 金本位 鑄貨」 と 呼ぶ： 孫 銀 

貨 は從來 流通の 大洋 銀 圓の跡 を 襲ぐべき ものであるが、 銀圓 より-も 小型の 信 S 硬貨 ョ (hlr-iary  (- こ in であ 

る： 是 等の 貨幣 はすべ て 金本位の 孫に 當る名 H 貨 である： 從っ て 孫の 金 量に 當る だけの 素材 惯値 はな 

いこ この 外に 中央銀行の 發行 する 孫 系の 紙 IB があって、 金本位 鑄 貸に 兌換され る： この 鑄 貸と 紙お と を 

併せて -I 金本位 通貨 一 と 呼ぶ： 

50 貨 s^^s 値の 維持 

孫 銀貨 を 初め 上掲の 貸带は 何れも 金 木位國 宛の 爲替叉 は 金 地金に 兌換され る： その 孰れに ft 換す るか 

は 政府の 隨意 であるが、 政府 は 多くの場合に 於て 金 爲替を 以て 兌換に 充てる C この場合に 支拂 地までの 

正貨 輸送費に 當るプ レ ミア ムを 見込んで 爲替 相場 を决 める： 支那に 金貨が 流通して ゐる としても、 爲替 

相場が 正貨 輸送 點 まで！ e 騰 した 場合に 金 を 輸出しょう とすれば、 この プレ ミア ムと 同額の 輸送費 を拂 は 

ねばなら ぬので あ る ：斯 くして ^換 し た 貨幣 はこれ を 流通 市場 か ら 引上げて、 金貨が 流通す る 金 木位國 

において 金が 國 外へ 流出した と 同様の 情 形に する： これと は反對 に、 支那に 金が 輸入せられ たと 同様の 


レ- 円形 を责 すため に、 海外に おける 支那の 代理 銀行 は、 支那 宛の 金本位 通貨 爲替 を、 支那までの 正貨 輸送 

費と 同額の プレ、 、、アム を 以て 賣 出す。 この 爲替 を決濟 する ことによ りて、 支那に おける 通貨 は 正貨の 轔 

入が あつたと 同様に 增加 する。 さう して 爲替 相場 は 正貨 轔送點 の 限界に 維持され る。 一言に して 盡 せば 

支， 外 の i 貨 は國內 に 金貨が 流通す る 場合と 同 樣にそ の 對外惯 値 を 安定す る 。 

(四) 金 木 位 信託 基金 

貨幣- を 維持す るた めに 少く とも 金本位 鑄貨 流通 高の 三 割 五分に 達する 墓 金 を 設ける-」 この 基金 は 

左の 財源に よって 積 立てる。 

^ 新貨 IB の 鑄 造 利益  • 

爲替賣 出の プ レミ アム 

T 外國に 預託され た 基金の 利息 

i 中央銀行より 徵收 する 特許 税拉 びに 限外 發行税 

^ 政府 所有 中央銀行 侏 式の 賣却 代金 

^ 其 他 金本位制 度の 運用に よりて 收納 したる 資金 

" 通貨 安定の ための 借款 
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この 墓 金 を 一 一部に 分つ： 第 一 部 は 金貨 • 金 地金 及び 金 を 以て 支拂 はるる 外國の 預金 又は 證券 を 以て 之に 

充てる" 第二 部 は 支那に おける 金本位 鑄貨 及び 貨幣 鑄 造の ために 買 入れた る金屬 とす こ 第一 部 基金 は 之 

を 倫敦， 紐 育 • 其 他の 外國 都市に 置き、 爲替 兌換に ょリて 支那に おける 貨带 を囘收 する に 用 ひる。 第二 

部 基金 は 之 を 支那に 置き、 必要に 應 じて 新 貨幣 を 供給し 又は 外國 から 振當 てられた 爲替 の支拂 に用ゐ る： 

この 基金 は國內 通貨 調節の 働 をす る。 外貨 爲替の 代金と して 收納 した 國內 貸带は 第一 一部 基金に 編入され 

てし まう から、 第 一 部 墓 金の 枯渴 は國內 における 貨幣の 收縮 によって 自働 的に 阻止され る。 

(五) 金本位制 實 施の 段階 

金本位制 は 漸進的に 各省 別に 實 施される へ- 第一 步は 先づ 若干の 省 を 指定して 「金 木 位 通用 日， 一 なる も 

の を 布告す る- この 日から、 新 通貨 は、 一 孫對 一 元の 比率に ようて、 公私 一 切の 支拂に 合法の 通貨と し 

て 流通す る。 尤も 舊 通貨の 流通 は 未だ 之 を 禁止し ない： 便宜の 場處に 引換 所 を 設けて 公衆の ために 舊通 

貨を新 通貨と 交換す る： その 比率 は 財政 部長 これ を 定め、 時と 處と にょうて 差異 を 設ける こと も ある。 

次に この 第一 期日 卽ち 金本位 通用 日から 一箇年 以內に 政府 は 「金本位 法幣 日」 を 布告す る。 この 第二 

期日 は 前の 第 一 期日から 少く とも 一 年後に 定めなければ ならぬ。 さう して 少く とも 六 箇月 前に 豫吿 しな 

ければ ならぬ" この 日から、 政府 並びに 省 市の 使用人に 對 する 支 拂は新 通貨に ようて 定められ 之に ょリ 


支拂 はれる、 J この 日 以後に 締結した 契約 は、 別段の 定めな き 限. -、 新 通貨に よ. - て決濟 される 

第三 期日 は 「債務 換算 日」 である。 これ は 第二 期日と 同日 若しくは それ 以後に 六 箇月の 豫吿を 以て 定 

めら れる。 この 日 以後 は、 銀 兩其他 金本位 以外の 通貨に よ. -て 定められた 一切の 契約 は、 すべて 新 通貨 

に 換算して 支拂 はれる ことになる C 換算率 は、 备省 における 各種 通貨に 就き、 第三 期日 布告 前 九十 日間 

の 平均 相場 を參 酌して 財政 部長が 決定す る C 

(六) 舊貨带 の 整理と 紙幣の 統一 

ケ ン ム ラァ案 は 金本位制 實 施の 跡始末と して 舊 貨幣の 囘收 方法に 及び、 銅 輔带は 暫く 新制 度に 攝 取し 

て、 一 孫に 對し當 十 銅 元 二百 枚卽ち 一枚 五 厘の 割合で 之 を 流通せ しむる 案 を 立てて ゐる： また 單ー 中央 

銀行 を 設けて 發券 業務 を獨 占せ しむる に 非 ざれば、 幣制 運用の 完璧 を 期し 難き 所以 を 論じて、 漸次 舊紙 

带 を 囘收す る 方策 を 建 て て ゐ る 。 

ケン ムラ ァ案は 金本位制と 稱 して ゐる けれども、 金貨の 流通せ ざる 金本位制であって、 ジ" ンクス 案 

や ゲイ ッセ リング 案と 相 去る こと 遠く はない。 三 案 を 通じて 近似 點の 極めて 多 いのは、 當時 支那の 带制 

が 求む る 所 を 一 にして ゐ たこと を 語る ものである。 

ケン ムラ ァ案 は全體 として は 遂に 之を實 行に 移す 運びに 至らなかった が、 この 委員 會の 研究 は 支那の 

一 ョ九 
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制 問題に 抗し 難き 示唆 を 奥へ 方針 を 供した： 漠然とで は あるが、 支那 もまた 早晩^ 制 を 統一 して 金 木 

位 制 に 進む ベ き であると いふ 通念 をつ くるに 至った- 1 それが 其 後に おける 通貨政策の 上に 反映した 事例 

も 決して 少 くない. 一 九 三 〇 年に おける 海 關金單 位の 制定の 如き は その 手近な 一 例で ある 

支那 带制 改革案 は 以上 三 案 を 以て S きる ので はない： 日本の 立場から 見れば、 一九 一八 fe- の 曹汝霖 案 

の 如き 最も 興昧 ふかき ものが ある (^ 當時曹 汝霖は 財政 部長であった () 世界 大戰中 銀惯の 暴騰 を兒る や、 

曹は此 機 を 逸せす 金本位制に 轉 進す るの 利益なる こと を 主張した 0 蓋し 支那の 外債 は 概ね 外貨 建で ある 

から、 銀價が 反落 すれば その 負擔が 著しく 加重すべき こと を 恐れた からで ある。 曹は 日本と 結び 日 木の 

借款 を 得て 之 を 行 はんとした" 然るに 內外 政局の 紛糾 は 遂に 此 案の 推 行 を 許さす、 加 ふるに 一九 一九 年 

に は 二十 一箇 條 問題の 事に 擱 坐して 全く 水泡に 歸 した。 

補  註 

^ 當時 支那が、 米國に 提出して、 金貨 國と 銀貨 國 との 間にお ける 通貨 問題の 研究 を 要請した 覺書 は、 支那 幣制 史に 志す 者に 

とりて、 極めて 興味 ふかき 文 獻と思 ふ e その 全文 は 載せて Kami,  The  currencies  of  chhl?  2nd つ (r  pp. 

宮下 忠雄譯 「カン 支那 通貨 論」 六 五 五 頁 以下に ある。 

梁 啓 超 中國 貨幣 問題 光 緒 三十 年 (陳度 中國 近代 幣制 問題 彙編 第一 卷ー 〇 九 頁：^ 下) 


め 張之词 奏馼虚 定金慣 鑄 用金 幣招 光 緒 三十 年 (陳度 前揭ー 〇 五 頁ね ■ 下) 

め vii. ぎ C.  rf  cg.l は、 和蘭陀 における 出版と 殆ど 時 I じうして、 民 Is 秋に、 そ SI 譯カ 

油 印本に して 頒布され ち これ は 第一 卷の 本文に 當る 部分 だけで ある。 上海の 浙江 興業銀行に 收藏 して あつたの を、 陳 度が 

幣制 問題 彙編 第一 卷三七 〇 頁 以下に 載錄 してる る。 

^ 日華 實業 協會編 支那 近代の 政治 經濟 一 一 三 頁 以下 

り 「謹の i 革命 計 畫」 と は 孫 中 山が 一 九 一 三年に 提唱した 「錢菜 命」 のこと である。 陳 度の 中 國近代 幣制 問 疆編第 一 卷 

五 九 二 頁 半に さ 全文が 載錄 し 一」 ある。 その 一節に 曰く 「錢菜 命と は 何 か。 現在の 金融恐慌 を、 國 の今ョ 力 

昔日 二 比較して 匿して るるから だと 思うて ゐ るが、 その 實は 然ら す。 我が 財力 は 故の 如く、 生 產も增 加して t こ f 

困の 議が 起る 所以の もの は 錢幣の 不足 である。 羅と は何ぞ や。 交換の 中 準に 過 I。 財貨の 代表の み。 この 代表す る 物 

が、 商工業 發 達せる 國に 在って は、 財貨が 金銀の 千 百 萬 倍に も 溢れ、 多く は 紙幣 を 以て 之に 代へ る。 然 らば 則ち 紙幣が 將厂 

金銀の 用を盡 奪して 未来の 錢幣 となるべき こと、 金銀が 往昔の 布帛刀 貝の 用 を 奪うて 錢幣 となりた るが 如し。 これ 天然の 進 

化に して、 勢の 必す 至る所で ある。 理は 罔より 然り。 いま 人事 を 以て その 進行 を速 めんと 欲す。 故に 之 I 命と V" これ 

錢菜 命の 理 なり」 孫 中 山 は 曰 本に 做う 5 建の 紙幣 I 行し、 貨物 又 if 引 當に之 I 通せし むべき と I 張して 

き」 また この 紙幣と 引換に 銀 を 引上げて 之 I 出し、 外債 靈に充 つべ しと もい うてる る。 述べて 詳 ならす と雖 も、 i 

の 管理 通貨 案と も 見るべき ものであって、 一 九 三 五 年の 法 幣案 に 一 脈 謹 する 所が ある やうに も 思 はれる。 尤も fts 熙 の幣 

制 改革 は アメリカの 銀 li ひ 詰められ 策で あ 2」、 孫 中 山の 遺志 を嗣 けた もので ない 二と If でもない。 

S  Project  of  rw  for  the  Gradual  Introduction  :f  a  I  Standard  cuniy  Syste 一 n  in  China  t  with  . 
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一八 ニ><> 二  一  一一  S  ニー》 1- 二- 1  ニー  二. r:l-  Si  ニー mi  ニー-二  r  ニー 一- ヒ imsh  二- こ 一- .l/iiiam づ l-y  二-一-  ( -:m  一二  issi:  二： 二つ 一  一 Kln(-i;ll Kxp 一-二  s  -  二- 

N こ vrml ズニ.  二，  |( に <)•  (一 >ーニ 二 t 二 一 a ニニ 一 一二三 ish 一-二  i- 一  Slia. 二" liai ) 

第二 節 海 關金單 位 Q 制定 

國 民政. 肝 は、 一 九 三 C 年 二月 一 日、 關稅， 目 主 權囘復 後の 最初の 國定税 則を實 施す るに 當リ、 從 來列國 

との 條 約に 從 つて 銀 建に なって ゐた 入 税徵收 法 を 改めて 金 建と し、 その 計算 單位 として 海 關金單 位 ま 

/は關 金 customs  (；： 1(一 Unit,  C.  (；.  U. なる もの を 制定した- 蓋し 當時 銀慣 暴落して 銀建收 入の 金- i は 

値 は 著しく 低減し、 國民 政府の 重耍 財源た る 海關收 入を危 くした から、 之 を 安定す るた めに 取ち， 敢 へす 

輸入 稅の 收納 について 金本位制 を 採用し、 海關兩 による 規定 を關 金に 換算して 徵收 する ことにな つたの 

である： 

海 關金單 位 は 純金 六 一  八 六六セ ン チグラ ム に當 う、 ケン ムラ ァ案 Q 一  孫に 等しい： 卽ちケ ン ム -フ 

ァ 委員 會 Q 提案 を 海關： ！ 限う 部分： e に 採 W した Q である C 

しかし 海 關金單 位の 提案 はケ ン ムラ ァ 委員 會が 最初で はない： 玆に 至る までに 淸 末の 總 税務 司 D  、パ ァ 

ト •  、ノ アトに 三度 淸國 政府に 建策して 金 を 以て 海關 を徵收 すべき こと を勸獎 して ゐ -5。 


その 第 一 囘は 一 八 九 六 年李鴻 章が 歐洲各 國を訪 うた 時で ある" 當時 李鴻章 は關税 定率の 改 r 引 を 行 ひた 

き 旨 を 表明し、 且つ 金 建 徵税の 理由 を 述べて 英*佛*獨* 露の 當 局に 覺書を 提示して ゐ る" この 文書 は 

ロバ アト， ハ アトの 起案に かかる ものである。 これよ， 5i 襞き、 一八 四 三年に 南京 條 約に 墓く 最初の 關稅 

率が 定められ、 それが 一 八 五八 年に 修正され たので あるが、 當時 において は 一海 關兩は 英貨 六 志 八片に 

當，. > -、 一 磅は三 兩に當 つた。 然るに 一 八 九 六 年に は 二十 年来の 銀價 下落に よ.^ て 一 磅を 得る に六兩 乃至 

七 兩を耍 する やうに なった" 支那 はこの 二十 年 を 通じて、 外國に 公館 を 設け、 機械 を 買 ひ、 船舶 を 注文 

し、 外 國に支 拂を耍 する 事業 を sa し、 外貨で 金融 を 求めて ゐ たが、 支那が 關税 として 徵收 する 銀 兩の惯 

値 は 一 磅に對 して 三から 六 乃至 七まで 下落して しまうた。 これで は 支那 は 外國に 支拂が 出来なくなる か 

ら、 海關 雨の 慣値を 最初に 引戾 して 一 磅對 三兩に 定める のが 公正 且つ 必耍 である。 —— これが この 覺書 

における 金建耍 求の 骨子で ある。 

第二 囘は 一 九 〇 一 年 義和團 事件の 平和 議定書に おける 賠償金 支拂 方法に 關聯 して 之 を 提案して ゐる。 

この 時 も ロバ アト. ハ アト は 一 海 關兩を 六 志 八片に 固定す ベ きこと を 主張して ゐる。 

第三 囘は 一 九 〇 二 年の 通商 條約 改訂 協議のと きで ある。 支那に とって は、 關 税率の 改訂 も 重要な 問題 

であった が、 輸入税 を 金 建に 直す ことが 一層 重要なる 問題と して 取上げられた。 この 問題 を 協議す るた 
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めに、 此年 三月 支那 代表 は 日 ，英. 米 *獨* 佛の 代表に 覺書を 提出した： この 覺書 もまた ハ アト Qia 案 

にか かる ものであって、 その 耍旨は 次の 如くであった。 —— 一 八 九 五 年 日 淸戰爭 による 賠償金が 定めら 

れた 際に は、 一 海 關兩は 三 九 • 八 九 四 六 片に當 つた： 一 九 C 一  年 義和團 事件の 平和 議定書が できた 時には 

一 兩は三 六 片に當 つ た： 然るに 其 後 英貨に よる 銀價は 更に 下落して 現在 は 一 兩 にっき 三 〇•〇 七 八片に 

なって ゐる： この 相場に よると、 支那が 義和團 事件の 賠償と して 一九 一 C 年まで 每 年支拂 はねば ならぬ 

二百 八十 萬磅の 償金 は、 議定書に 記載す る 如く 一千 八 百 萬 雨に 非す して、 二 千 二百 萬兩 にと る： さう し 

て 支那が この 償金と 其 他の 外債の 爲に 年年 支拂 ふべ き 金額の 合計 は、 議定書 記載の 如く 四千 一 一十 萬 雨に 

非す して、 五 千 一 百 萬 雨に 上る： 淸國 政府の 歲入總 計 は 八 千 五 百萬兩 に過ぎないから、 豫想 外の 銀 I？ 騰 

貴が Ml らざる 限り-、 外債 を 支拂、 つた 殘餘は 三千 四百 萬兩 しかない ことになる： これ を 以て この 廣大 なる 

帝國の 行政と 國 防と を 賄 ふこと は 不可能に 屬 する： 列強が 課する 債務の 重荷に よって 破- 產 する こと を 免 

るるた めに、 支那に 殘 された 唯一 の 途は關 税を金 建に する ことで ある。 

列 國は條 約の 字句に 拘泥して、 三囘 とも P パ アト • ハ アトの 提案 を 顧みなかった。 其 後 も 劉大钩 • 鄭 

鐘 珪 • 顏惠慶 の 如き 學者叉 は 政 客に して この 主張 を 繰返した 人 も 多かった が、 支那が 關稅 自主 權を 握う 

得 るに 至る まで は 遂に 如何と もす る ことが 出来なかった。 關稅 自主 權 の 囘復が 恰も 世界 大戰後 における 


未 有の 銀價 暴落と 遭遇した るが 故に、 ケンム ラ ァ 案の 部分的 實施 として 遙に P パ アト • ハ アト の 遣 志 

に應 ふること を 得た ので ある。  - 

以 上述ぶ る 所に ょリて 明なる 如く、 海 關金單 位 は、 中央政府の 爲に海 關收入 を 確保す る 目的 を 以て 設 

けられた ものである。 抑 、、地租 は 古き 時代よう 支那に おける 財政 收 入の 根幹と なって ゐた。 然るに 地租 

IT びに 之に 附隨 する 財源の 處理は 地方に 蹯據 する 舊政權 の 掌握す る 所であって、 舊政權 の 力に 依らな け 

れ ば事實 において 之 を 徵收し 難い。 舊政 權を壓 倒して 新たに 中原に 伸びん とする 者 は、 他に 財源 を 求め 

なければ、 羽翼 を 張る の途 がなかった。 茲に 於て 先 づ關税 が 對外關 係から 新たに 生れた 財源と して 新興 

中央 政權の 最も 賴む 所と なった。 之に 次で は鹽税 と統税 とが 中央の 財政 を 支へ た。 いづれ も 間接税で あ 

つて、 從來 土着の 舊政權 が 依って 立つ ところの 直接税と は 別途の 層に 根柢 を 張って ゐる。 鹽税は 事變直 

前の 歲計 において 歲 入の 二割 三分 を 占めて ゐる。 統税は 工業 生產 品に 對 する 消費税であって、 歲 入の 一 

割 八 分に 當る。 この 税目 は、 地方 的國 內關税 たる 釐 金の 撤廢に 際して、 之に 代る ものと して 設けられた 

ものである。 國民 政府 は 釐金撤 廢を條 件と して 外に 對 して 關税 自主 權の 確立 を 策し、 關 税率の 引. M を 行 

ふとと もに、 內に對 して は 全國に 統一的 消費税 を 起して、 その 收入を 中央に 收め たので ある。 その 代.^ 

に 地租に 對 する 一 切の 言 分を棄 てて 之 を 地方に 委譲した。 統税の 課税 對象 は、 卷 煙草 • 小 麥粉 • 綿 絲* 

第二 節 海關金 単位の 制定  一 五 T 


第 四 章 法帑 以前の 幣制 改革  一 五六 

憐寸 • セメント • 洋酒 . 等であって、 何れも 資本主義 的 近代 工業の 生産物で ある- - 國民 政府に とって 徵 

税の 容易な ものば かリ である： 地祖を 放棄して 統稅を 掌握した こと は、 國民 政府に とって 稅收を 確保す 

る 所以であった： 加 之、 是 等の 近代 工業に は、 支那の 新興 財閥と 結んで 外國資 木が 多分に 參 加して ゐる： 

さう して その 生 產品は 高き 關税の 障壁に ょリて 手厚き 保護 をう けて ゐ る，) 關税の 障壁 は、 外國 商品の 侵 

入 を ffl む 代，.^ に、 外國資 木の 潜入 を迎 へる 施設に もな つて ゐる： ここに も 支那の 半 植民地 的な 特徴が 現 

れてゐ る： 國民 經濟の 上に おける 新興 政權の 立場が 明に 描き出されて ゐる" 

關 税は歲 入の 第一位であって、 その 三 割 七 分 を 占めて ゐる： さう して その 少 からぬ 部分が 外債の 擔保 

に當 てられて ゐる： 從 つて これが 確保 は 支那に 養 木 主義 的 進出 を 試みん とする 列國 にと つても 亦 重大な 

る關 心事であった： 列強の 眷カを 背景と する 新興 中央 政權の 幣制 改革が 先づ この 方面から 緒に 着いた の 

は 決して 偶然で はない： 地方 政權と 中央 政權、 舊政權 と 新政 權、 直接税と 間接税、 地租と 關稅、 かう い 

ふ 風に 對 照して 考へ ると、 玆に 支那の 半 封建 層と 半 植民地 層との 接觸 面が ある やうに 思 はれる。 さう し 

て 海 關金單 位の 制定 は、 幣制 問題の 前晴戰 において、 新しき ものが 舊 きものの 陣營に 送った 第一 矢で あ 

らう 0  , 

海 關金單 位と 海關兩 との 換算率 は、 制定 後 最初の 六 週間 (自 一九 三 〇 年 二月 一 日 至 三月 十五 日) は、 


一九 一 1 九 年の 最後の 三 箇月に おける 上海 兩の 平均 相場に 墓き、 一海 關兩 に付き 關金ー • 五と 建てた。 其 

, 麦 、一，.， 三 〇 年 三月 十六 日 以降) は、 一九二 九 年 一月 中の 上海 兩の 平均 相場よ.^ 算定して、 一海 關兩に 

付き 關金ー • 七 五と 建てた。 銀 兩. 銀 元 其 他の 地方 通貨に 就いては、 海關が 隨時發 表する 公定 比率に よ 

リ て收納 する ことにな つた。 次で 一 九 三 一 年 一 月に 公布 せられた 改正 税率 表に おいて は、 海關兩 による 

規定 を廢 して 關 金の みに よった。 一九 三 五 年 十一月の 幣制 改革に より-て、 租税 はすべ て法带 で徵收 さわ 

る ことにな つたが、 關税 だけ は關 税法の 規定す る 所に よりそ、 金單位 建で 賦課され た。 

最初の 內は 輸入税 を納 むる に は必す 銀を關 金に 換算して 支拂 はねば ならなかった ので あるが、 やがて 

關金を 代表す る 種種の 流通 手段が 發 生した。 - 

一 、 一 九 三 〇 年 二月 十二 日から 海關が 中央銀行 宛の 海 關金單 位戾税 小切手 を發 行す る ことにな つた。 

この 小切手 は金單 位に よる 納税に 用 ふること がで きる。 また 中央銀行に 齎 して 當 日の 相場で 銀貨に 

換 へ る こと もで きた。 

二、 一九 三 〇 年 四月 四日から 中央銀行 は 海 關金單 位に よる 當座 預金 勘定 を 開始し、 また 海 關金單 位 木 

票 〔約束手形〕 を賣 出した。 輸入 者 は 同行 承認の 關金 小切手 叉 は 海 關金單 位 木 票 を 以て 輸入税 を支拂 

ひ 得る やうに なった。 
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三、 一 九 三 一 年 五月 一 日から 中央銀行 は關金 兌換券 發 行の 獨占 權を與 へ られ、 海 關金單 位 十 元 • 五 元 • 

ニ兀 ニー  角 • 一  角の 金券 を 相場に ょリ て發賣 する ことにな つた C 

是等關 金 流通 手段の 發生 にょうて、 海 關金單 位は單 に關税 納付の 計算 貨幣た るに 止ら す、 制定 當 初の 

規範 を 越えて、 漸く 一  般 流通 界の 一 部に も賣 買受授 せらる るに 至う、 關金 相場の 高低 を 狙 ふ 投機 さ へ 行 

はれる やうに なった C 

補  註 

5  Stanley  t ノ  Wriglit,  china-s  Struggle  fcr  Tarilf  Autxmomy  : 1843—1938,  Shanghai,  1938,  pp.  3441371,  also  6511 

653. 

^ 宮下忠 雄 支那 貨幣制度 論 三 七 九 頁 以下 

第三 節 廢兩 改元 

國民 政府 は 一 九 三 三年 三月 八日 を 以て 財政 部廢兩 改元 提案 • 銀本位 幣鑄造 條例竝 びに 換算率 計算 法 を 

公布し、 同月 十日よう 上海に おいて 一切の 取引に 銀 元 建を實 行せ しめ、 銀兩は 法定の 比率に ようて 銀 元 

に 換算， する に 非 ざれば 取引す る を 得ざる ことと した。 さらに 變 四月 六日よう、 國民 政府 訓令 及び 財政 部 


お 吿の定 むる 所に よ リて之 を 全國に 及ぼし， 公私 一 切の 取引に 銀 兩を用 ふること を 禁じて 宿 年のお 聚た 

る廢兩 改元 を斷 行し 

廢兩 改元と は 單に称 量貨带 たる 銀 兩卽ち 元 寶叉は 銀兩带 の廢止 を意昧 する だけで はない。 それよ， 

要な の は goney  of  accmmt としての 备 種の 銀 兩卽ち 虛銀兩 の 使用 を廢 止した ことで ある。 

廢 ほよ 元は 带制 改革の 途上に おける 二つの 問題の 解決 を 意味す る。 その 一 は 木 位貨を 金に 求めす して 

艮を 筆んだ ことで ある： その 二 は兩を 採らす して 元に 決めた ことで ある： 金本位制 を 定めなかった こと 

ま、 形の 上で はケ ン ムラ ァ 案を排 した かの 如き 觀が あるが、 必 すし もさう ではない C ケ ン ムラ ァ 委員會 

は その 提案す る 金 木 位 制を實 施す る 方法に、 a) 直接法 卽ち 現在の 混亂狀 態から 直ちに 金本位制に 移る 

方法と、 (二) 間接 法卽ち 現狀を IB 十進法の 銀 元 木 位 制に 統一して、 其 上で 更に 金本位制に 進む 方法と 

のニ途 ある こと を說 いた。 さう して 兩者を 比較して、 いづれ にも 利害得失が ぁリ、 その 中間 を 行く 折衷 

案 も あるが、 結局 は 直接法が よいと いふ 論斷を 下して ゐる。 しかるに 直接法に 就いては、 支那の 實狀に 

適せぬ ものと して、 朝野 を 通じて 反對 論が 多かった。 そこで 政府 は、 間接 法 又は 折衷 法の 途を 採う、 取 

..N 敢 へす 銀 元 木 位の 確立 を 急いで、 金 木 位の 問題 を 後日に 讓 つたので ある。 「爲憲 治國」 の 大木 を 樹立し 

た 一九二 八 年 夏の 全國 財政 會議 において は 金爲替 本位 實 行の 方針が 定まって ゐ る.^ 海關 の收納 において 
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は 金 單位も 旣に採 川され てゐ る" 廢兩 改元 を 以て 將來に 向って 金本位制 を 抛棄した ものと 解す るの は 早 

計で あらう C 

銀本位 带鑄 造條 例に よると、 銀本位 带 一圓の 純分 量目 は 銀 八 八 • 銅 一二に して、 總重ニ 六 丄ハ九 七ーグ 

ラ ム、 純銀 一 一三 • 四 九 三 四 四 八グラ ム である。 之に 對 して 一 九 一 四 年の 國带條 例に は 一 圓を 純銀 庫平 六 

錢四分 八釐卽 ち 一 一三 • 九 七 七 九 五 〇 四 八グラ ムと 規定して ゐ る，" 實 際に 流通して ゐた銀 元は、 各地の 造 

带廠 において 濫 鑄した ために、 概ね 規定よ リ劣惡 であった が、 それでも 新帑 は舊带 よりも 銀 量が 少 くな 

つた： これ はグ レシ ャ ムの 法則に ようて 新幣の 通用 を 無碍なら しめ、 舊 幣 の 囘收改 鑄に 便なら しめんと 

する 用意に 出た ものである-) 鑄 造せられ た 木 位 銀带は 中央銀行が 政府に 代って 發行 する こ 

新定の 銀圓に 二種 ある" いづれ も直徑 三十 九 ミリで、 表面に 孫 文の 橫 顔が あ， o,、 その上に 一. 中華 民國 

二十 一年」 と 鑄 造 年號の 記して ある こと は同檨 であるが、 裏面の 圖 案が 異 ふ- 最初に 造られた もの は、 

中央に 雙 帆の 互 船が 走って ゐて、 右手の 方から 旭日が 登う、 空に は 鳥が 三 羽 飛んで ゐ た- さう して 帆船 

の兩 側に 漢字で 壹圓と 書いて あった これ は 國家を 表す 戎克と 國民黨 の靑天 白日と 孫 文の 三民主義と を 

象徵 する 圖案 であった。 これ を 三 鳥 式 銀 幣と稱 した 「- ところが 時 恰も 満洲 事變の 直後に 當ぅ、 三 鳥 は、 

日 木 を 表す 旭日の 前に、 支那から 飛び去った 東 三省に 當 ると いふ 說が 立った： 兎も角も この 銀貨 は排 ：！： 


の 傍 仗 を 喰うて 出た かと 思 ふと 姿を隱 してし まうた： 之に 代って 出た 銀 圓には 旭日 も 消え 鳥もゐ な， つつ 

た。 年號は 中華 民國 二十 二 年と 改まって ゐた。 

銀本位 幣鑄 造條例 は、 自由 鑄 造の 原則 を 認め、 何人で も 銀 類 叉 は舊銀 を 中央 造 带廠に 託して 木位貨 

带の鑄 造 を I 一円 求し 5 守る こと を 規定して ゐる。 鑄 造 費と して 銀 量の 百 分の 二 丄 一 五 を徵收 する G 

また 中央 造幣. 廠 はこの 條 例の 定 むる 所に 從 ひて 廠條を 鑄 造す る。 廠條と は 一 定の 品位 量目 を備 へて- 惯 

額 を 標記した 銀條 である： 思 ふに 大型の 貨幣と 見るべき もので あらう。 廠條に 甲乙 二種 ある」 甲種 は 重 

量 二三 四 九 三 • 四 八 八 グラム、 品位 千分の 九九 九、 乙種 は 重量 二 六 六 九 七 ニグ ラム、 品位 銀 八 八 〇 銅 一 

二 〇 で、 ともに 銀本位 幣 一千 元に 當る。 いづれ も貯藏 又は 運搬の 便 を 慮って 造った もので、 甲乙の 別 は 

鑄鍊 技術の 都合で 設けられた。 廠條の 鑄 造 を 依頼す る 者 は、 本位 銀幣の 場合と 同じく、  了 二 五 ％ の 鑄 

造 費 を加納 する 定めで ある。 廢兩 改元の 準備と して、 政府 は 上海に 世界 第一と 稱 する 中央 造 带廠を 設立 

し、 南京 • 天津 • 武昌 • 杭 州 • 等 各地の 造幣 廠は之 を 中央政府に 接收 して 作業 を 停止せ しめ、 造幣 一切 

のこと を 中央 造幣 廠に 統一 して 幣制の 劃一 に 遺漏な きを 期した。 新 通貨の 信用 を 確保す るた めに、 夕 支 

人 三十 五名よ リ 成る 造 带 審査 委員 會が 設けられた。 また 舊式 造幣 機關 たる 銀爐 • 爐房 及び 公 估 局の 閉激 

を 命じ、 その 從業員 は 試 驗の上 中央 造幣 廠に採 川す る ことと した。 
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廢兩 改元の 斷行 にょうて、 國民 政府 は、 少く とも 法制 上に おいて は、 m 制拉 びに 造お に關 する 國家高 

權を 確保す る こと を 得た： 從來は 地方 政權も 貨^ を 鑄造發 行した また 銀兩 のこと は 多く 政權の 外に 在 

る ギルドの 掌理す る 所であった： 然るに 鑄 造が 中央 造 廠に 集中 せら、；：、 發 行が 中央銀行に 統一 せられ 

た 結果と して、 政府 は 完全に 貨幣 供給の 鍵 を 握る ことにな つた C これ は國民 政府が 地方 政權の 上に も、 

また 財閥の 上に も、 一段と 統制の 力 を 加へ たこと を 意味す る- 新興 勢力の 金融 資本主義 的 伸張 を 意昧す 

る。  • 

铺  ：_ぽ 

ひ (こ ect  oi  raw  for  the  latroductiojl  of  a  Gold  Standard  Currency  in  China,  pp.  67  f. 

ゆ 日華 實業 協會 支那 近代の 政治 經濟 一 〇〇 頁以下 

S 宮下忠 雄 支那 貨幣制度 論  一二 四 頁 /\.  r>.  ccclc,  coins  in  chinas  Histcrv,  P.  71. 


第五 章 銀本位制の 崩壤 

第一 節 米 國の銀 政策 

米國 最近の 銀 政策 は、 主として その 政治的 情勢に よ.^ て 誘導 さわた ものであって、 これ を經濟 上よ リ 

見れば、 大統領 "オズ、 ヴェ ルトの 11 ュ， I  • 、デ ィ ー ル體 系に 附隨 する 一 惑星た るに 止ま，.^、 國 内的 影響と 

して は、 功罪と もに、 さして 重大なる 意義 を 有する もので はない。 しかし 之 を國際 的に 見る と、 この 銀 

政策 を 原因 若しくは 少 くと も機緣 として、 支那に 上海 を 震源と する 銀 恐慌 を促發 し、 遂に 世界に おける 

銀本位の 最後の 堡 Ei 么を 覆滅して ゐる。 

そ もく 米國銀 派の 政治家が 銀 政策の 目的と して 標榜した ところ は 之 を 左の 三 點に耍 約す る ことが で 

さる ◦ 

一、 世界の 市場に おける 銀の 惯格を 引上げて 銀貨 諸國 殊に 支那の 購買力 を增 進し、 米 國の轔 出 貿易 を容 

易なら しむる こと。 
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二、 銀 を 墓 礎と する 通貨の 膨脹 を 促して 一般 物-憤の 騰貴 を 圖リ、 依って 以て 財界の 景 i ポを 塌揚 する こと 

三、 銀の 市惯を 吊上げて 米國 における 銀 業者の 利益 を 擁護し、 銀產 業の 振興 を圖る こと- 

以上 三點 のうち、 第一 の 主張に 對 して は、 米國 においても、 政治に 與ら ざる 學 者の 間に は、 初から 强 

硬なる 否定 論が 行 はれて ゐ た。 第二の 目的に ついて 見る に、 銀 政策が 通貨 膨 腹の 上に 幾分の 效杲が あつ 

たこと は 否定し 難いが、 通貨 流通 高 全 體に對 してに 一 割に も 達しない 少額であって、 景氣の 上に も、 銀 

派の 政 客が 喇叭 を 吹いて 叫ぶ ほどの 力に はなって ゐ ない： しかの みならす、 景 氣煽揚 のた めなら、 もと 

もと 銀 政策な どに 賴 よる 必要はなかった ので ある" 何と なれば、 大統領が 若し インフレ ー ショ ンを行 は 

うと 甲：；/ ば、 こんな 迥り 遠い 手段に よらな くと も、 豊業 救濟法 (E11 きお cncy  Far 三 I さ lief  Act  of  1933) 

の 第三 部卽 ちトォ マ ス 修正案の 陚與 する 權限 によって、 容易に 簡單に 通貨の 膨 K を圖る ことが 出来た か 

ら である： なほこの 權限 によらす とも、 聯邦 準備 紙 带を發 行し よ， つと 思へば、 莫大なる 金 準備の 餘裕が 

あつたから であるつ 斯 檨に考 へて 來 ると、 口 オズ ゲェ ル. トの銀 政策 は、 事實 において、 殆ど 全く 第三の 

目的 卽ち銀 業者の 利益 擁護の ために 行 はれた とい ふ 結論に 達する、 一 つま リ 支那の 經濟は 米國銀 業の 犧牲 

となって 未曾有の 大 恐慌に 遭 逢した とい ふこと にもなる。 

それで は 銀の 生產を 振興す る ことが 米 國の國 民 經濟に 如何 ほどの 意義が あつたか。 これに ついては ケ 


ン ム ラァ 教授が 次の やうに 極論して ゐる。 

米國に おける 銀貨 問 根 木に おいて 經濟 問題で は なくて 政治問題で あ る 0 今 H それ が 重要視 さ れ 

てゐ るの は 毫も この 國 における 貨！^ 的 必要から ではなく、 實 はこの 國に 大量の 銀を產 出す る 七つの 州 

があって、 それが 各 二人 づ つの 上院議員 を 選出して ゐ るからで ある 0- これらの 議員が 選擧 人の 利 《„M を 

見 長って ゐ るので ある。 彼等 はさう しなければ 議會の 席 を 保つ ことができない。 是等七 州 は 一 九 三 一 

年に おいて 米 國銀產 額の 約 九 五 ％ を產 出した けれども、 その 人口 は米國 人口の 三 几 にも 足らない。 是 

等 七 州に おける 銀 產額は 一 九 三 一 年に おいて —— この 年 は 一 九 三 二 年よう も遙に 多額の 銀を產 出した 

ので あるが. 1 1 九 百 萬 ドルに も 達しなかった。 これ は その 年の 米國 における 小 麥の產 額の 百 分の 一 に 

當リ、 落花生の 半額に 當る。 

米國 における 銀の 主 耍產地 は ユタ • アイダホ • アリゾナ • モンタナ • コ ラド • ネ ゲァダ •  ニュ， I  メ 

キシコ の 諸 州であって、 これら 西部 七 州で 全國產 額の 九 割 以上 を 占めて ゐる。 

米 國憲ま 二 よれば、 下院議員 は 各 州の 人口に 應 じて 選出す る ことにな つて ゐ るが、 上院議員 は 各 州 平 

等に 二 名 づっを 選出す る 規定で ある。 從 つて 是等七 州の 人口 は 甚だ 稀少なる にも 拘ら す、 十四 名の 議員 

を 上院に 送って ゐる。 しかも 是等 上院議員の 中には、 民主 黨の KeyPittnian や 共和 黨の W.  E.  tecrah 
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を 初と して 政界の 領袖た る 有力者が 多く、 殊に 大統領に 對 して 勢力 を 揮 ひ 得る 民主 黨の 闘士が 多かった。 

また 通貨 膨 K による 景 氣煽揚 を歡迎 する インフレ— ショ 二 スト 拉 びに * 村 負債の 輕滅を 主張す る 農民 派 

は、 その 目標が 銀 派と 接近して ゐ るから、 銀ブ 口 ッ クに 合流した つ その 重鎭と 見るべき 者に オクラ 、ノ マ 

の Elnicr  Thoiiias あう、 ルイジアナの 】 一 .1>.  Ibl があった。 下院に おいても 議長 IIJ.  :Raincy を 

初と して 有力なる 議員が 銀 派に 屬 した。 

是 等の 議員 は選擧 地盤 を 擁護す るた めに 銀 價煽揚 政策 を髙唱 しなければ ならなかった つ ： sonlethillrr 

for  silver: を强耍 しなければ ならなかった c また 大統領 は是等 有力 議員の 御機嫌 を 損じて は 何事 もで 

きなくなる。 折角の ニュ ー • ディ ー 'ルも 中途で 行 詰る。 さう 思 はれた ので、 米 國全體 から 見て 經濟 的に 

は 意義の 乏しい 銀 政策が 極めて 賑かに 鳴 物 入で 行 はれた のであった、 - 大抵の ことで は 支那に 對 して 佛顔 

を吝 まない 米國 が、 支那の 哀訴 嘆願に も拘ら す、 銀 買 上の 手 を 緩めなかった 所以 も亦玆 にある。 この 政 

情 を 看過して は P オズ ゲヱ ルトが 銀 政策に 出動した 原因 を 理解し 難い。 

銀 論者が 銀 政策の 方法と して 提案す ると ころ は 頗る 多岐に 亙 リ、 十人十色の 觀が あるが、 之れ を 一括 

すれば、 詮 す ると ころ は Renioi さ tl.zation  of  silver であって、 之れ を 大別 すれば 耍す るに 

(一) 銀 を 本位貨幣 として 復位せ しむる こと 


(一 一) 補助 銀貨の 使用 を增 加す る こと 

(三) 政府が 銀 を 買 上げて 發行 準備に 充 つる こと 

の 三つに 歸 する。 

このうち 第 一 によれば 金銀 複本位制 か 叉 は 合成 本位 制 を 採る ことになるの であるが、 單 純なる 複本位 

制の 困淮 なること は 貨幣制度 史 の明徵 すると ころで あるし、 合成 木 位 制に しても 國際 的の 協調 を 前^と 

する ことであって、 それが また 現在の 世界に おいて は 望み 難い ことで ある。 だから、 銀 派の 間にお いて 

も、 この 方法に 關 する 主張 は 影が うすい。 

第二の 方法 は實行 不可能で はない が、 補助 貨幣と して 銀 を 用 ひ 得る 範圍 は狹少 であって、 數量 におい 

て 限う が あるから、 これ を實 行しても 銀 政策と しての 效杲は 極めて 微弱で あらう。 從っ てこの 方法 は、 

殆ど 問題の 木 流に は 加らなかった。 少く とも 銀 運動の 重要なる 部分と して は 現れなかった。 斯 るが 故に 

n オズ ゲ， H  \ ト 政府の 銀 政策 は 主として この 第三の 方途すな はち 銀 買 上の 一 途 において 行 はれた。 

口 オズ ゲ H ルトの 政府が 銀 政策 を 行 ふに ついて 準據 した 法制 的 階梯 は 之れ を その 經 過に 從 つて 次の 四 

に 分つ ことができる。  / 

(一) 農業 救濟法 第三 部に おける 外國 政府の 債務に 關 する 規定 
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(一 一) 口 ンド ン における 八 讓國銀 協定 

0  二) 一九 三 四 年金 準備 法の ビット マン 銀條項  •  . 

(四) 一 九 三 四 年 銀 買 上 法 

(五) 銀國有 令 

以下 順次 その 耍項 を摘錄 する。 

第 一 農業 救濟 法の 銀に 關 する 規定 

一九 三 三年 五月 十二 日 を 以て 成立した 嫠業 救濟法 (FRA) に は 銀に 關 する 規定が 二つ ある.^ その 一 

は 金銀 比價の 决定拉 びに 銀貨の 無制限 鑄 造に 關 する 規定で ある。 その 二 は 米 國に對 する 外國 政府 債務の 

支 拂を銀 を 以て 受取る 規定で ある、、 

蔓業 救濟法 は、 その 第三 部卽ち トォマ ス 修正案の 第 四十 三條 B 項 2 號 において、 大統領に 金貨と 銀貨 

の 量 HE 比率 を 確定す る權 限！ a びに その 比率に よ b そ 無制限に 金 銀貨！^ を 鑄 造す る權限 を陚與 して ゐる。 

一 言に して 云へば 大統領に 金銀 複本位制 を 採 W する 權限を 認めて ゐる. - しかし この 規定 は、 今 H まで 何 

等の 效カを 現して ゐ ない。 卽ち 一 般 的なる 金銀 祓木位 制 を 採 W して 金銀 兩貨 を 無 制 很に鑄 造す る こと 


は 今日まで 實 際の 問題に はなって ゐ ない。 

* 業 救 濟法は その 第三 部 第 四十 五條に おいて、 合衆國 政府に 對 する 外 國 政府の 債務 卽ち 一 九 三 二 年 夏 

の D ォザ ン ヌ會議 以来 列國の 間で 懸案に なって ゐた戰 債の 支拂 について 大要 左の 如き 規定 を 設けて ゐる。 

大統領 は、 本 法 通過の 日より 向 ふ 六 箇月 を 限り、 外國 政府の 合 衆 國に對 する 债務の 支 拂を銀 を 以て 受取る こと 

を 得-) この 銀の 價格は 一 オンスに つき 五十 仙 を 超 ゆる こと を 得. F) また 本條 によって 受取る 銀の 總額は 二 億 弗 を 

超 ゆる こと を 得すつ 

この 銀 を 引 當に銀 證券 を發 行す る。 また この 銀 證券に 對 する 兌換の 要求に 應 する ために、 この 銀 を 以て 本位 銀 

貨 及び 補助 銀貨 を 鑄 造す る。 

この 規定が 設けられて 間もなく、 米國 は、 一九 三 三年 六月 十五 1± 期限の 戰債約 一億 四千 三百 萬 弗の 內 

一 千 一 百 萬 弗 を、 歐洲の 聯合 諸國 から 銀 を 以て 領收 した。 

一 オンスに 付き 五十 仙と 云へば、 當 時の 市 價 よう も遙に 高値に 當る。 アメリカの 銀 派はノ この 規定に 

ょリ て、 歐洲 債務 國の 前に 安 債な 銀 を 以て 戰債を 支拂ひ 得る 好餌 を 投じ、 依って 以て、 (一) 各 國に銀 を 

買 上げ させて その 市慣を 煽う、 (一 一) 國內 では こ の 銀 を 見返 リに銀 證券 を發 行して 通貨 膨脹 を 促し、 (三) 

同時に 戰 債の 取 立 を進涉 せしめようと いふ、 一 擧三得 を 狙うた ので あるが、 各國が これに 追從 する こと. 
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を肯 じなかった ために、 この 計畫 は事實 において 畫 餅に 歸 した： すな はち アメリカ は 滿期債 權の約 八 分 

に當る 金額 を 受取，.^、 僅に 二 千 萬 オンス 餘の銀 を收納 して 債權 確保の 意思 を 表明し 得た るに 止リ、 銀 政 

策と して は、 その 第一 步を踏 出した とい ふだけ で、 殆ど 何等の 影響 をも殘 さなかった。 

第二 倫敦 における 八 箇國銀 協定 

英京 P ン ドンに 六十 六國の 代表者 を 集めて、 世界 不、 况 克服の ために、 一九 三 三年 六月 十二 日から 七月 

二十 七日に 至る 四十 六箇 日に 亙って 有史以来の 大 評定 を 開いた 世界 經濟 會議 は、 その 木 来の 目的に 關し 

て は、 殆ど 何の 得る ところ もな く、 曠古の 國際 小田原評定に 了った： ただ その 閉會 間際に 特別委 員會を 

通過して 木 會議に 報告 せられた 銀に 關 する 小さな 決議 だけが この 大會議 における 唯 一 の收穫 となって、 

後日の 口 オズ ゲヱ ルト銀 政策に 消焰 すべから ざる 口火 を 供した" 卽ち 次の 如し。 

會議參 加 國に對 して 左の 勸吿 をな すべ きこと を 決議す。 - 

(一) 銀の 價 格の 變動を 緩和す る 目的 を 以て 、主要 銀 國 及び 多量の 銀 を 保有 又は 使用す る 諸國の W に、 一の 協 

定を 得る に努 むべ きこと- - また この 協 { 疋に參 加せ ざる 諸 國は銀 市場に 著しき 影響を及ぼ すべ き 措 處を差 接 ふべ 

さ こと。 


(二) 今後 銀貨の 品位 を 千分の 八 百 以下に 低下せ しむる やうな 立法 手段 を差控 ふべき こと" 

(三) 事情の 許す 限り 銀貨 を 以て 小額 紙幣に 代へ 用 ふべき こと。 

この 決議 は 拘束力の ない 勸吿 案であった。 そこで 主として 米國 代表 ビ ッ ト マ ンの 斡旋に よって、 この 

決議の 二日 後卽ち 七月 二十 二日に 至って 經濟會 議とは 別個に、 八 箇國銀 協定なる ものが 成立した。 八箇 

國とは 銀の 大量 保有 國叉は 使用 國 として、 インド • 支那 • ス ペイ ンの 三箇國 及び、 主耍 銀產國 として、 

ォォス トラ リャ， 力 ナダ ，アメリカ ，メ シキコ • ペル ゥの 五箇 國 である。 

この 協定の 目的 は 备國が 銀の 賣却を 制限し 買 上を增 加して 銀價の 騰貴 を 助成す るに あった" その 主耍 

條項は 次の 如し。  . 

一 、 S 印度 政府 は 一 九 三 四 年 一 月 一 日より 向 ふ四箇 年間 銀 純分 一 億 四千 萬 オン ス 以上の 銀を賣 却に 依り 處 分せ ざ 

るべ し。 右四箇 年間の 各曆 年中の 處 分量 は 年額 平均 純分 三千 五 百 萬 オンス を 基準と する も、 印度 政府が 或る 年 

度に 於て 純分 三千 五 百 萬 オン スを處 分し 得ざる 場合に 於て は、 實際處 分量と 三千 五 百 萬 オン ス との 差 は 後年 度 

に 於て 追加 處分を なすこと を 得。 但し 一年間の 最高 處 分量 は 純分 五 千 萬 オン スに 制限 せらる。 

前項の 規定に 拘ら す、 印度 政府が 本 協定 日付 後 戰債支 拂の爲 め アメリカ 政府に 引渡すべき 銀 を 何れ かの 政 

府に賣 却した る 場合に 於て は、 右 賣却銀 は 本 協定の 範圍 より 除外す。 

S 但し 印度 政府に 依る S 項の 銀處 分量と S 項の 銀賣却 量との 合計が 一 億 七 千 五 百 萬 オン スに逹 する 場合に 於 
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て は 協定 各國の 義務 は 停 止 す ベ し " 

二、 才ォス トラ リア • カナダ • アメリカ •  メキシ コ及 びぺ ルゥ の諸國 政」.^ は 本 協定 存繽中 銀の 賣却を 行 はす、 且 

つ 一九 三 四 年より 向 ふ 四 筒 年間、 各曆 年中 右 諸國の 銀生產 額より 純分 三千 五 百 萬 オンス を 買 上げ、 又は 其 他の 

方法 を 以て 市場より 引揚 ぐる ものと す-) 右 諸 國は該 銀 純分 三千 五 百 萬 オン ス中各 國が買 上げ 又は 引揚 ぐべき 分 

擔額を 協定す。 

三、 前條に 依り 買 上げ 义は引 揚げた る 銀 は 貨幣 用 (銀貨 鑄 造义は 通貨 準備) として 使用す るか 又は 其 他の 方法に 

依り 右四箇 年間 賣却 せす： ■ 

四、 支那 政府 は 一 九 三 四 年 一 月 一 日より 向 ふ四箇 年間 鑄溃 貨幣より 生す る 銀の 賣却を 行 はす。 

五、 スペイン 政府 は 一 九 三 四 年 一 月 一 日より 向 ふ四箇 年間 銀 純分 二 千 萬 オン ス 以上 を賣 却に 依り 處分 する こと を 

得す。 右 四 筒 年各曆 年中の 處 分量 は 年 平均 純分 五 百 萬 オンス を 基礎と する も、 ある 年度に 於て 純分， 五 百 萬 オン 

スを處 分し 得ざる 場合に 於て は、 實際處 分量と 純分 五 百 萬 オン ス との 差 は 後年 度に 於て 追加 處分を なすこと を 

得。 但し 一 年間の 最高 處 分量 は 純分 七 百 萬 オン スに 制限 せらる-  . 

支那 はこの 協定の 批准に 際して、 次の 如き 保留 條件 を附 けね。 

この 協定 を 批准す るに 當リ、 中華 民國 政府 は 銀が 支那の 基礎的 貨幣 木 位た る ことに 鑑み、 金銀 比惯 

の變 動が、 この 協定の 具現す る銀價 安定の 精神に 反して、 支那 國 民の 經濟狀 態に 惡 影響を及ぼ すと 認 

むる 場合に は、 國 民政 1^ は その 適當と 思惟す ると ころに 從ひ、 如何なる 行動 を 採る も 自由なる こと を 


聲 明す。  ■ 

この 保留 は 銀 問題に 關 する アメリカと 支那との 不 一 致 を 明瞭に 現して ゐる。 アメリカ 代表 は 最初から 

銀 惯塌揚 を 目 ざして 工作して ゐ るが、 支那 は 安定 以外の 何物 を も 求めて ゐ なかった ので ある。 支那の 代 

表 宋子文 は 支那の 通貨 を 外國の 通貨に 對 して 安定せ しむる ことが 「銀價 の 昂騰よ リも遙 に 重要」 なるこ 

と をカ說 したので あつ |-。 しかし 協定の 結果 は 銀の 生產國 たる アメリカの 意向に 引 摺られ て、 單 に銀惯 

に 挺 を 入れる 方針に 終った。 銀の 消費 國 たる 支那の 利益と 相容れな いのは 蓋し 自然の 數 であった。 

P オズ ゲ H ルト 大統領 は、 ti ン ドン 銀 協定の 批准に 當リ、 一九 三 三年 十二月 二十 一日 付 布告 を 以て 左 

の 如く 國內に 於る 新 產銀を 買 上ぐ る こと を 定めた。 - 

一 、 造幣局 は 一 九 三 三年 十二月 二十 一 日 以後 國內 において 採掘せられ たる 銀 を 木 位 銀貨に 鑄 造す るた 

めに 受納すべし。 

一一、 受納した る 銀の 五 〇％ は 鑄 造 料 及び 鑄 造： a びに 交付に 關 する 手 數料 として 徵收 し、 殘餘の 五 〇％ 

を 木 位 銀貨に 鑄 造して 納入 者に 交付す ベ し。 

三、 造 局 ニ徵收 したる 銀 は 也 金と して 國 庫に 保存し、 合 衆 國貨带 に 鑄 造 せらる る 場合を除き、 四 年 

後卽ち 一 九 三 七 年 十二月 三十 一 日まで 處分 する こと を 得す。 
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米國の 貨幣 法規に よれば 純銀 一 オンスが 一 弗 二十 九 仙 二 九に 當る ことにな つて ゐる" 右の 大統領 布告 

によれば、 造带局 はこの 法定 IS 格 を 以て 新產 銀を買 上げる 建前で あるが、 五 〇 ぎ ^を 鑄 造 料 其 他と して 徵 

收す るから、 銀 納入 者の 受取る 惯格は 結局 法-憤の 半額 卽ち約 六十 四 仙 半になる。 約言 すれば 政府 は新產 

銀 を 一 オンスに つき 六十 四 仙 半で 買 上げる 計算になる： 布告 發表當 時の 銀 相場 は 四十 三 仙で あるから、 

買 上 憤 格 は 市債 を 上 廻る こと 一 一十 一 仙 半の 高値で ある： この 買 上値 段 は 銀惯の 騰貴に 伴 ひ、 一 九 三 五 年 

四月 十日に 造幣 平 惯に對 する 五 五ぎ 4 の 七十 一仙 一 一に、 また 同月 二十四日に 六 〇 ぎ j の 七 七 仙 五 七に 引 上 

げられ た" 

口 ンド ン銀 s 定 第二 條に墓 きて 米國が 引受くべき 新 產銀買 上 分 擔額は 二 千 四百 萬 オンスと 定められた。 

然るに 大統領 布告に よると 「造幣局が 本 布告 日付 以後に 於て 合衆國 若しくは 其屬 領地に 於け る 天然の 鑛 

山より 採掘せられ たる ものと 認めた る 一 切の 銀， 一 を 買 上げる ことにな つて ゐ るから、 米 國の新 產銀は 銀 

協定に 拘らす 無制限に 買 上げられる ことになる (、 この 布 吿を發 布した 一 九 三 三年に おける 米國の 產銀總 

額 は 約 二 千 三百 萬 オンスであって、 ほぼ 協定に よる 分擔 額と 一致す るが、 年に よって は 六 千 萬 オンス を 

超 ゆる 產出を 見た こと も あるから、 米國 政府 は、 この 公布に よって、 銀生產 者の ために、 コン ドン 銀 協 

定 以上の 義務 を負擔 する 結果に なった。  . 


第三 一 九 三 四 年金 準備 法の ピ ット マン 銀條項 

大統領、 か n ン ドン 銀 S 定 批准に 托して 新 産 銀 を 高値に 買 上ぐ る こと を 布告した の は、 銀 派 を懷柔 して 

いきり 立つ インフレ ー ショ ン 要望 を 緩和 せんとの 底意が あつたから だと 云 はれて ゐる 「 だから、 その 直 

後に 議會 に與 へた 一 九 三 四 年 一 月 十五 日の 大統領 教書に 於て は、 銀が 世界 各國 において 通貨の 基礎と し 

て廣く 使用 せらる る こと を 待望す ると 言 ひながら も、 一方に おいて は 「余 は" ン ドン 協定 拉 びに 我が 其 

他の 通貨 方策の 結果 を 知悉す る を 要すと 信す るが 故に、 銀の 貨带的 使用 を 更に 擴張 する 方針 を此 際議會 

に勸獎 する こと は差控 へたり に と聲 明して、 銀 政策 は 此邊で ー應打 切.^ たいとい ふ釋 明の やうな 意向 を 

愧 して ゐる。 

然るに 銀 論者 はこの 意向に 對 して 反撥の 態度 を 示し、 一九 三 四 年金 準備 法 制定の 機 會に乘 じ、 金 政策 

の實ー 了と 誼 行して 銀に 對 しても 更に 一 段と 高度の 3^c 自) gtizaticn を實 現す る こと を 強要して .R- す 

その 結果、 ピット マ ンの 提唱に より、 一九 三 四 年金 準備 法 第 十二 條を 以て、 梟 業 救濟法 第三 部 第 四十 

三 欠 J を 改定し、 銀貨の 無制限 鑄 造に 關 する 大統領の 權 限を擴 張して、 次の 如き 規定 を揷 入した。 ピッ ト 

マ ン 条項と 呼ばれる ものが 卽 ち是れ である。 

第一 節 米 國の銀 政策  一 H 


第五 章 銀本位制の 崩壤  一 ヒ し、 

1 、 大統領 は 其定 むる ところに 據り 確定 比率 を 以て 銀貨 を 無制限に 鑄 造す る權 限に 加へ て、 更に 禱造 のために 銀 

を 提供す る 者に 對 して、 本位 銀 弗の 代りに 銀 證券 を發行 交付せ しむる 權限 を賦與 せらる： 

二、 大統領 は 未 囘收銀 證券の 償還に 振當 てられて るない 國庫 保有の 銀 を 見返りに 銀 證券 を發 行す る こと を 得べ く、 

また 是等銀 證券 償還 の た めに 本位 銀 弗 又は 補助 貨幣 を 鑄 造す る ， ^ と を 得。 

三、 大統領 は外國 において 生產 せられた る 銀の 貨幣 鑄 造に 對 して、 合衆國 若しくは その 屬 領地に おい 一」 生產 せら 

れ たる 銀の 鑄 造よりも、 異る條 件 を 定め、 異る手 數料を 課し、 異る鑄 造 料を徴 する こと を 得 G 

四、 大統領 は 金 弗の 量目 を 切 下、 ぐると 同様の 割合 を 以て 本位 銀 弗の 量目 を 切 下ぐ る こと を 得 = 

五、 大統領 は 本位 銀 弗 又は 金 弗に 對 して 補助 貨幣の 釣合 を 保た しむる ために、 その 量目 を 減少し 又は 決定す る こ 

と を 得。  . 

右の 第三 項に おいて、 銀の 產地 により 七內國 銀と 外國 銀との 間に 差別 を設 くる こと を 規定して ゐる。 

これにつ いて 提案者の ピッ トマ ンは 一大 統領 は 合衆國 における 銀の 市價を 世界の 市 lg より. も 幾分 高く す 

る 權限を もって ゐ なければ、 我 國の銀 は 流出す るか も 知れぬ： さう なれば 大統領 は 口 ン ドン 銀 協定 を 履 

、ノ 

行で きなくなる つ これが この 修正 條 項の. 必要な 理由で ある」 と釋 明して、 この 修正案と 一 九 三 三年 十一 一 

月 二十 一日の 新 產銀買 上 布告との 協調 を 準備した やうに 述べて ゐる、 か、 この 一項 は、 銀 派が 不 意の 間 

に その 粉飾 を晚 して、 露骨に 銀 業者 擁護 0 肚っ裡 を 示した も Q とも 見られる であらう-" 


第 四 一 九 三 四 年 銀 賈上法 

ピット マ ン銀條 項 を 含む 一 九 三 四 年金 準備 法 は 一 月 三十日 附を 以て 公布され た。 この 條項は (一) 銀 

貸の 無制限 鑄 造、 (二) 銀 證券の 發行、 (三) 銀貨の 量目 切 下等に ついて、 大統領に かな，^ 廣汎 なる 權限を 

m 、、て ゐ るが、 いづれ も 任意 規定であって 强制 規定で はない。 sscretionary であって Mandatory で 

まない。 是 等の 事項 を 大統領の 權 限に 委任 するとい ふに 止，.^、 これ を實 施す ると 否と は 大統領の 任意で 

ある。 ぼ 人 も 大統領に 之を强 制する こと はでき ない。 これ は 銀 派に とって 塞に 心許ない ことであった。 

大統領 は 政略 的 商量から、 銀 派の 主張に 逆 はぬ 態度 を 示して はゐ たが、 前後の 事情から 見る と、 これ 

に 傾倒す る 意思はなかった やうに 思 はれる。 大統領 は、 大體 において いは ゆる 健全 通貨 主義 を 守って、 

„!^^,'ンフレーショ 二 ストに 搔き 廻され る こと を 欲しなかった。 この 情勢 を 看取した 銀 派 はます ます 焦 

慮せ ざる を 得なかった。 そこで 銀 派の 議員 は 一 九 三 四 年の 第 七十 三議 會に應 接に 遑 なき ほどの 銀 法案 を 

提出して、 盛に 氣勢を 揚げ、 强引 によって 政府 を 動かさ うとして ゐる。 その 中で も、 最も 有力 視 された 

つま、 テキサス 州 選出の 下院議員 マ ル チン • ダイス の 提案に かかる 農業 銀 法案 5 广ぶ Rlrnvsilver  Bill 

であった。  . 

第一 節米 國の銀 政策  一七，" 


第五 章 銀本位制の 崩壤  一 七 八 

鲁 

ダイス 案の 骨子 は 銀と 交換に 米國の 過剰 農 產物を 輸出す るに あった" 卽ち銀 を 世界の 市 12 よ，. M 一割 五 

分 を 越えざる 限度に おいて 高く 評惯 し、 之に 代 へ て 米國の * 產物を 歐洲の 市場に 賣 出し、 收納 したる 銀 

を 準備と して 紙 を發 行す る、 - その 結果と して、 米國 農民 Q 經 濟が娠 ふの みならす、 通貨 Q 膨 K, 二より 

て 景氣が 暖まる： これが その 目標であった 

ダイス 案 は 下院 を 通過した が、 上院に おいて は 重要なる 修正 を 受けた こ Q 案を繞 つて 議會の 情勢が 

緊迫した 際に、 銀 派 政治家と 大統領の (女 協 工作に よって 登場した のが 一 九 三 四 年 銀 買 上 法案であった。 

ダイス 案 は 銀 買 上 法案の ために 前 噙戰を 終へ て 返却した： 

一九 三 四 年 銀 買 上 法案 はピッ トマ ンの 立案と して 世間に 傳 へられて ゐ るが、 實は 政府と 銀 派との 合作 

案で ある， その 耍綱は 左の 如し- 

一 、 合 衆國の 貨帑ス トツ クに 於て、 その 貨 带 としての 價 値の 四 分の 一 を 銀 を 以て 保有し 且つ 維 寺す る 

こと を 窮極の 目的と して、 金に 對 する 銀の 割合 を增 加す る 方針 を宣 明す： (第一 一條) 

二、 大藏卿 は 合 衆國の 貨幣の ス トツ クに 於け る 銀の 割 人口が、 該ス トツ クの 貨幣と しての 1^ 値の 二割 五 

分に 達せざる 場合に は、 何時 にても、 內國 又は 外國 において、 現物 叉 は 先物 を 以て 銀 を 買 上ぐ る權 

限 を陚與 せられ 且つ 指令 せらる： 買 上 資金 は & 衆國 Q 直接 廣務 • 硬貨 • 紙 $E  . 若しくは 也に 支出の 


決定せられ ざる 國庫 資金 を 以て 之に 充っ。 買 上値 段 は大藏 卿が 公共の 利 《锨 に對 して 安當 且つ 最も 有 

利な りと 認 むる 相場に よる。 但し 銀の 貨幣と しての 價値 (卽ち 一 オンスに 付き 一 弗 二 九 仙 ニブ、 を 

超 ゆる こと を 得す。 また 一九 三 四 年 五月 一日に 於て 合衆國 本土に 現お する 銀の 買 上値 段 は 一 オンス 

に付き 五十 仙 を 超 ゆる こと を 得す。 (第一 一 一條) 

三、 銀の 市惯 がその 貨带 としての 價値 (一 オンスに 付き 一 弗 二 九 仙 二 九) を 超 ゆる 場合、 又は 銀の ス 

トツ クが、 その 貨幣と しての 惯値 において、 金銀 兩 者の スト ッ クの愤 値の 二割 五分 を 超 ゆる 場合に 

ま、 ヒ藏卽 ま、 大統領の 同意 を 得て、 本 法の 規定に よ，.^ て 買 上げた る 銀を賣 却す る こと を 得。 賣ま 

の 方法 は、 內國叉 は 外國の 市場に 於て、 現物た-ると 先物た ると を 問 はす、 大蔵 卿が 最も 公共の ネ S 

に 適すと 認 むる 相場 • 時期 及び 條件を 以て 之 を 行 ふ。 (第 四條) 

四、 大藏 W ま、 買 上げた る 銀の 買 上 原惯を 下らざる 金額まで 銀 證券 を發 行し、 之 を 現實に 流通せ しむる 

こと を 要す。 銀 證券の 擔保 として、 その 發行 額に 等しき 貨幣 慣 値の 銀地 金 又は 木 位 銀貨 を國 庫に 保 

有すべし。 銀 證券 は 公私 一 切の 債務 • 租税 及び 公課に 對 して 法貨と す。 また 要求 次第 本位 銀貨 を以 

て 賞 還 せらる。 (第 五條) 

^、 大藏卿 は 木 法の 政策 を有效 ならしむ るた め、 大統領の 同意 を 得て、 特許 その他の 方法に よう i 
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の 取得 • 轍 入 • 輸出 • 運送； a びに 之れ に關 してな された る 契約 その他の 手續を 調査し、 統制し、 叉 

は 禁止し、 必要と 認 むる 場合に は 報告の 提出 を 求む る權能 を賦與 せらる。 (第 六條) 

六、 大統領の 判斷 にょうて 本 法の 政策 を有效 ならしむ るた めに 必要なる 場合に は、 大統領 は 行政命令 

を 以て、 何人の 所有 叉 は 占有た る を 問 はす、 一切の 銀 を 合衆國 造幣局に 引渡す こと を耍 求す る こと 

を 得。 (第 七條) 

七、 銀塊の 權 利の 移 轉に對 して、 その 原惯と 移轉偎 格との 差額の 五 割に 當る 印紙税 を 課す。 (第 A 條) 

この 法案 は 一 九 三 四 年 六月 十三 日 兩院の 協賛 を 了し、 大統領 は 六月 十九 日 これ を 署名 公布した。 

下院の 委員 會 において 政府 委員 オリ ファ ン 卜が 說 明した 所に よると、 一九 三 四 年 四月 三十日 木 法 施行 

直前に おける 政府 所有の 金 銀貨 |B ス トツ クは、 金 は 一 オン ス三 十五 弗の 新 平 慎に 計算し、 銀 は 一 オンス 

一 弗 二十 九 仙 二 九に 計算して 

金 七、 七 五 五、 八 四 七、 五六 八 弗 

銀  八 九 二、 〇 九 一、 八 八 五 弗 

であった： 卽ち 金銀 貨带 ストック 總 計に 對 する 銀の 割合 は 一 (> 五 ％ であった： 從 つて 木 法の 規定に よ 

つて 銀の 割合 を 二 五 ％ に 上ぐ るた めに は、 十六 億 九 千 二百 萬 弗の 新規 51^ 有 を 加へ ねばならぬ。 卽ち 十三 


億 一 千 一 一 百萬ォ ン ス の 買 付 を 要する 計算であった。 これ だけで も 九十 億ォ ン スと稱 せらる る 世界の 銀ス 

. トツ クに對 して 一 割 四分六 厘に 當 sr、 また 米國 における 過去 二十 年間の 銀 產總額 を 超え、 米國が 偷敦協 

定 にょうて 每年買 入る る こと を 約束した る數 量の 五十 倍 を 超える。 その上に、 實 際にお いて は、 其 後 政 

府 所有の 金ス トツ ク が漸增 したために、 銀 買 付 額の 目標 も 之れ に從 つて 上昇した。 

第五 銀 國有令 

一九 三 四 年 銀 買 上 法が 公布せられ てから 間もなく、 六月 二十 八日に 至リ、 大統領 は 銀轔出 禁止 令を發 

布した。 之れ によると、 銀 は 特許 ある 場合の 外 は 合^ 國木 土から 轔出叉 は 移送す る こと を 禁止せられ 

特許 は 次の 場合に 限って 與 へられる。 

一 、 特許 申請者が 本 令 公布に 先立ち 合衆國 本土 以外に 於いて 負檐 したる 義務 を 履行す るた めに 合衆國 以外に 於い 

て 銀の 引渡 を 必要と する 場合 

二、 承認せられ たる 外國 銀行 义は國 際決濟 銀行が 本 令 公布の 當日叉 は それ 以後 引 繽き銀 を 保有した 場合 

三、 直ちに 再輸出す る 目的 を 以て 銀が 輸入され た 場合 又は 精製して 銀 を 再輸出す る 諒解の 下に 銀 含有 品 を 輸入し 

た 場合 
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四、 銀の 純分が 八 〇％ 义は それ 以下なる 場合 

五、 一九 三 四 年 銀 買 入 法の 趣旨に 抵觸 せざる ため、 大統領が 輸出 を 許可す る 場合 

この 外に 銀貨 ゃェ藝 品な ど は 特許な くして 轍 出しても よい。 

この 禁止 令 は 銀 賈上法 第六條 によって 大統領に 陚與 された 權能 による ものである 0 この 權能は 銀の 投 

機に よる 市場の 攪亂と 通貨 制度の 動瑤を 防止す るた めに 賦與 された ものであるが、 この 輸出 禁止 令 は 主 

として 次に 来る ベ き 銀國有 令の 前驅と 解す ベ きもので ある。 

銀 輸出 禁止 令を發 布して から 六. 週間 目の 八月 九日に 至，， ^、大統領 は 布吿拉 びに 行政命令 を 以て 銀の 國 

有を斷 行した" その 主たる 法 源 は 云 ふまで もな く 一  九 三 四 年 銀 賈上法 第七條 である： 銀國有 令の 要項 は 

次の 如し。 

r 合 衆國木 土に 現存す る 一切の 銀 は、 この 命令 發 布の 日よ リ 九十 日以內 に、 その 所在.^ に鞔も 近き 

造幣局に 引渡すべき ものと すつ 但し 次の 各項の 何れ かに 該當 する 銀 は 除外 せらる。 

A 銀貨 外國 貨幣た ると 米國 貨幣た ると を 問 はすつ 

B 品位 〇• 八 以下に して、 工業用 • 商業 用 • 職業 用 *ェ 藝用 又は 貨幣 用に 供せられ ざる 銀。 

C 一  九 三 三年 十一 一月 二十 一 日 以後の 國 內新產 銀。 

D 一  人に 付き 五 百 オンス を 超えざる 工業用 • 職業 用 . ェ藝 用の 銀 及び 屑銀竝 びに 掃 集め 銀。 


E 外國 政府 • 外國 中央銀行 义 は 國 際決濟 銀行が 本 令發布 の 日に 所有す る 銀- 

F 細工 品に 含有 せらる る 銀に して 銀塊と 見る ベ からざる もの、」 

G 一定の 條 件に 據り 許可 證を 得て 保有 せらる る 銀。 

二、 この 規定に よ，.^ て 造幣局に 引渡された 銀に 對 して は、 その 銀の 貸 带惯値 (卽ち 一 ォ ン ス に付き 一 

弗 二十 九 仙 二 九) よ リ鑄造 料 其 他の 手數 料と して 六  一 ％ 二十 五分の 八 を 控除せ る 額卽ち 一 オンスに 

付き 五 〇•〇 一仙 を 返還す る C 換言すれば 一 オンスに 付き 五 〇•〇 一仙の 買 上代 金 を 支拂ふ (この 値 

段 は當時 の 市惯ょ ぅ少 し 高い)。 

三、 國 有に 歸 した 銀 は 木 位 銀貨に 鑄 造す るか 又は 貨幣 用 銀に 加 へられる。 

木.^ P 發 布と 同時に、 米國 政府 は 國內に 現存す る 銀の 數量を 概算 一 億 五 千萬ォ ン ス 乃至 一 一億 五 千萬ォ ン 

ス なるべし と發 表した。 

銀 國有令 を 以て ti オズ ゲ， H ルトの 銀 政策に 關 する 法制 的 階梯 は その 頂點に 達した.^ いま 玆に 到る まで 

に發 布せられ た重耍 法令 を日附 順に 列擧 すれば 次の 如し。 

一九 三 三年 五月 十二 日 農業 救濟法 第三 部ト才 マス 修正案 
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八 四 


七月 二十 二日 

十二月 廿 一 日 

九 三 四 年 一月 三十日 

六月 十九 日 

六月 二十 八日 

八月 九 日 


口 ン ドン 八 箇國銀 協定 

大統領の 新 產銀買 上布 吿 

一九 三 四 年金 準備 法ピッ トマ ン銀條 項 

一 九 三 四 年 銀 買 上 法 

銀 輸出 禁止 令 

銀 國有令 


その後 一 九 三 五 年 五月 二十日に 及んで、 銀 輸出 禁止 令の 末條 として 外國 銀貨 輸入制限 條 項を附 加した 

が、 之れ は 銀 政策の 進行に 伴 ふ 銀惯の 騰貴に よって、 支那 • メキシコ • ぺルゥ その他 南米 諸 國の带 制が 

危殆に 瀕した ので、 是等諸 國に對 する 申譯 までに 發 令した もので、 事實上 問題に する ほどの 影響 はな か 

つた。 

米 國大藏 省の 發表 によれば、 以上の 法令に 基き て 買 入れた る 銀の 數量は 支那 幣制 改革 直後までに 七 億 

六 千 萬 オン スに 達した。 

米國銀 政策に よる 銀 買 入 數量 

二) 一  九 三 三年 十二月 二十 一 日の 國内新 產銀買 上布 吿 による 買 入 高 

自 一九 三 四 年 一月 一日 至 一九 三 五 年 十二月 六日  五六、 九 四 ニー、 〇〇〇 オンス 


(一 一) 一 九 三 四 年 六月 十九 日の 銀 買 上 法に よる 買 入 高 

自 一九 三 四 年 七月 二十 七日 至 一九 三 五 年 十二月 六日 

(三) 一 九 三 四 年 八月 九日の 銀國有 令に よる 徵收高 

自 一九 三 四 年 八月 九日 至 一九 三 五 年 十二月 六日 

合  計 

%  -115 

^ 米 國の銀 政策が 支那の 經濟 殊に 通貨 • 金融に 及ぼした る 影響に ついては、 その 實績と 理論と に 亙って、 拙著 「支那 幣带の 

研究」 (昭， & 十二 年」 に 記述して おいた。 高 垣 寅次郞 博士の 勞作 「銀 問題」 (財圑 法人 金融 研究 會 調書 第 十二 編 • 昭和 十一 年) 

と 併せて 參 照せられ むこと を 望む。  - 

R  K.  W.  K:emmel.er  on  Money.  1934,  pp.  114,.115. 

め U.  S.  Executive  Agreement  Series,  No  63,  Memorundum  of  Agreement  between  The  United  States  of  Ame- 

l.ica,  Australia,  Canada,  China,  India,  Mexico,  Peru  and  Spain,  (suppliment).  . 

旬、 T>ang  Lcang-Li  ii^.  Cliina>s  New  Currency  System,  sllgg-lmi,  1936,  p.  64. 

^  Hearings  before  the  Committee  on  Ways  and  Means,  House  of  Representatives  Seventy-Third  Congress,  se- 

cond Session  on  H.  R.  9745,  May  25  and  26, 1934,  pp.  3-4 

w  U.  S.  Congressional  IKecord,  Vol. 78,  No.  20,  Jan.  27, 1934,  p.  1484. 

の Hearings  before  the  Committee  on  Ways  and  Means,  5ni  (m  Representatives,  May  25  and  26, 1934,  i さ. 
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五 九 一、 八 〇〇、〇〇〇 

一 一 三、 〇 三 一 、〇〇〇 

七 六 一 、七 七 四、 〇〇〇 
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32133. 

^  The  Silver  ,sitllntion  .5  (二 liim:  A  MemonlrHlunl  Plvs-Mlted  to  tilt-  A ョっ rican ズ つ：： n:mic  Missi:11 iii (-lliml ご y 

t:he  Chines じ Experts-  comnliu. つつ, Jllye  lOt.h,  1935. 

w  Kay づ. Westerfiekl, om.  Sil つ cr  Debacle,  p.  84. 

第二 節 支那の 銀 恐慌 

世界の 經濟 は、 一九二 九 年の 晩秋 を界 として、 大戰 後の 中間 景氣 から 深刻なる， 不況 時代に 轉 落して ゐ 

る。 然るに 支那 だけ はこの 大勢から 隔離して、 一 九 三 一 年の 冬、 すな はち 英國ゃ 日本が 相繼で 金本位 を 

離脫 した 頃まで 世界 恐慌の 圏外に あった" 歐米 財界の 風浪 は 支那に 達する までに 少く とも 一 一年 を 費して 

ゐる： 支那の 經濟 が眞に 疲弊して 行き 詰.^ の狀 態に 陷 つたの は、 それよ.^ 更に 二 年遲れ て、 一九 三 四 年 

夏、 米 國の銀 政策が 世界の 銀 を吸收 しはじめた 頃からで ある： 何故に 世界 恐慌の 襲来が 支那に おいて 兩 

三年の 遲れを 見た かと 云 ふと、 それ は 支那の 通貨が 列國の 通貨と 同 一 軌道に 就いて ゐ なかった からで あ 

る。 他に も 理由 は あるが、 最も 重要なる 原因 は 支那が 銀貨 國 であった ことで ある。 

列國 における 世界 不况 Q 最も 深刻なる 顯現 は、 外國 貿易の 減 返に も 見られる が、 むしろ 國內物 價の下 


落に あった。 この 下落 は 金の 價 値の 騰貴に 隨 伴し、 また 或る 程度まで 之 を 原因と して sa つた。 國內經 

の 奥底まで 浸渗 して 之 を 麻痺せ しめた もの は實 にこの 金 デフレ— ショ ン であった。 生產 費が 下らす また 

は 殆ど 動かない のに、 商品の 價 格が 下落した ために、 企業の 活動 は、 對外 貿易に 關係 のない やうな もの 

まで、 廣き 範圍に 亙って 楚攣狀 態に 陷 つてし まうた-, - この間に あって、 ひと リ 銀貨 國 たる 支那の 經濟は 

通貨 收縮 による 壓 迫から 免れた。 金で 評價 された 銀の 價格は 他の 商品の 價格 同様に 若しくは それ 以下に 

下落した から、 支那の 國內 物價は その 通貨に 對 して 安定し 若しくは 騰貴の 傾向 を さ へ 示した のであった。 

加 之、 金貨 國に對 して は 貿易 上 有利な 地位に 立った。 外國 における 購買力の 萎縮 は 支那の 輸出 を a 喪し 

たが、 それ も 他の 國國と 比較す ると 輕微 であった。 國內 取引 は 少しも 疲弊す る ことなく、 却って 棉暢し 

た。 これ は 金本位 を 離れた 諸國 が、 爲替の 下落に よって、 物價の 世界的 落潮から 避難し 得た のと 同一 の 

理由に 基く 現象であった C 銀 は 金 世界の 風浪から 支那 を 護る 萬 里の 長 城であった。 だから 一 九 三 一 年の 

末に 英國ゃ 日 木が 金本位 を棄 つると ともに、 支那の 景氣も 傾き はじめた。 この 勢 は、 一九 三 四 年 夏米國 

銀 買 上 法が その 實績を 現し、 支那に おける 銀の 流出が 激化す るに 至って、 いよいよ 急迫 を 告げ、 支那の 

財界 は 救 ふべ からざる 混 亂に陷 つた。 

尤も 支那に おける 現 銀の 海外 流出 は必 すし も 米 國の銀 政策 を俟 つて 始まった ことで はない。 これに 先 
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だっこと 二 年、 卽ち 一九 三 二 年から 銀の 流れ は、 次表 海關 統計に 示す 如く、 旣に 少しづつ 海外に 傾いて 


ゐ 


J  0 


J れは 世界 不況の 影響が 支那の 經濟 に浸渗 しはじめた からで ある _ 


銀 輸出入 海關 統計 (單 位 一千 元) 

竿 次  輸入  輸出 

九 二 六 年  一二 二、 七 四 一  三 九、 八 四 九 

九 二 七 年  ニー 七、 五八 三  二 六、 一八 二 

九 二八 年  一七 三、 九 六 九  八、 二 〇 六 

九 二 九 年  一 八 九、 一 八 八  二 四、 三 一 一 

九 三 〇 年  一 五 九、 七 八 八  五 五、 三 九 三 

九 三 一年  一一 八、 二三 三  四 七、 四 三 〇 

九 三 二 年  九 六、 五三九  一 0 六、 九 三 四 

九 三 三年  八 〇、 四 三 二  九 四、 八 五 五 

九 三 四 年  一 〇、 八 三 〇 二 六 七、 五 五八 

九 三 五 年  一 〇、 九九 七  七 〇、 三 九 四 


入 超 

八 二、 八 九 二 

〇 一 、四 〇 一 

六 五、 七 六 三 

六 四、 八 七 七 

〇 四、 三 九 五 

七 〇、 八 〇 三 


出 


一 〇、 三 九 五 

一 四、 四 二三 

一 五六、 七 二八 

五 九、 三 九 七 


しかし 銀の 出超が 一九 三 四 年に おいて 激增 して ゐ るの は、 言 ふまで もな く、 米國銀 政： 

それ は 銀の 流出が、 左表 海關 統計の 示す 如く、 同年 六月 銀 買 上 法の 制定 前後から 激増し- 


；の 影響で ある 

さら 二， 同 まに 


よる 銀 國有實 施の^ 月に おい て 奔騰して ゐる事 實に徵 して 首肯す る ことができる 


米 國銀國 有 前後に おける 支那の 备月銀 流出 高 (單位 一 千 元) 


九 三 四 

し 

十 

十 一 

十 二 


年 

月 


一 入 

,、 一 三 四 

一 九 八 

へ 〇 三 二 

三 八 九 

四 四 四 

一 六 六 

一 六 五 

三 五 四 

八 二 〇 

六 〇 七 

一 〇 四 


輸 出 

三 五 一 

一 、七 六 五 

一、 一六 五 

一 五、 一 五 二 

二、 五 九 一 

一三、 一 〇 二 

二 四、 四 七三 

七 九、 四 四 九 

四 八、 九 五 九 

五六、 九 三 九 

一 一 、四 三 一 

一 一 、九 七 五 


入 超 

一 、七 八 三 


八 六 七 


出 超 


、五六 七 


一 四、 七 六 三 

二、 一  四 七 

一 二、 九 三 六 

二 四、 三 〇 八 

七 九、 〇 九 五 

四 八、 一 三 九 

五六、 一 


、九 七 四 


米國 が銀國 有を斷 行した の は 一 九 三 四 年 八月 九日で あるが、 この頃から 支那に おける 銀の 流出 は 俄然 
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激增 して 同月 中に 七 千 九 百 萬 元 (約 六 千 萬 オンス) の 巨額に 上う、 同年の 合計 は 二 億 六 千 萬 元に 進んだ- 

中國 銀行の 發表 によると、 この 外に 約 二 千 萬 元の 密輸出が あるから、 同年 中の 流出 總額は 二 億 八 千 萬 元 

(約 一 一億 一 千萬ォ ンス) に 達した。 . 

銀 流出が 初 まった 當時 において、 支那に 幾何の 銀が 存在し たかは 明で ない が、 中國 銀行 は その 一九 三 

四 年の 營 業報 吿 において 之 を 三十 三 億 元 (約 二十 五 億 オンス) と 推定 發 表して ゐる。 このうち 貨带 とし 

て 流通して ゐ たもの は 約 半額の 十六 億 元と 見 積ら れてゐ る。 之に 對 して 一 九 三 四— 三 五雨 年に 亙る 流出 

純 計 を 次の やうに 推算して ゐる" (單位 百 萬 元) 


15^^ お 屯. 

<! ^翁： tt. 刹. 


十 


私 運輸 出 


九 三 四 年 

二 七 九 • 九 

二 五 九 • 九 

二 〇•〇. 


九 三 五 年 

二八 九 • 四 

五 九 • 四 

二三 〇•〇 


之に 據 ると、 一九 三 四 年に おける 銀 流出 は 全 ストックの 八艿餘 にして 流通 額の 一八 艿に當 る。 一九 三 四 

—三 五 年 を 通算す ると、 密輸出 を 加算して 五 億 七 千 萬 元に 近いから、 流通 額の 三分の 一 が 失 はれ 

になる。 


た 計算 


以上 絮說 した 通貨の 收縮 は、 物惯の 下落 を促發 して 產業 を萎微 せしめ、 銀 爲替の 昂騰に よ リて貿 を 

a 喪せ しめ、 上海 を 中心とする 金融 梗塞 を 激化して 遂に 支那 全 體を銀 恐慌の 混亂 に陷れ た。 

第一 物價の 下落 

長期 に 互る 統計的 研究の 結果 は、 金 本 位國 におけ る 物慣 の 騰落が 多く の 場合に おいて 金の 需要供給に 

倚 依して ゐる こと を顯證 して ゐる。 世界の 主耍 商業 國の 大部分が 何等かの 形に おける 金 系 通貨 を 用 ひて 

ゐた 十九 世紀の 後半 及び 二十世紀の 初頭に 於て は、 卸 賣物惯 の 曲線と 金 殊に 貨幣 用金の 相對的 供給 を 示 

す 曲線と が、 驚くべき ほど 接近して 上下して ゐ^。 金が 貨幣 及び 信用の 基礎 を 形成して ゐる 限，.^、 斯く 

の 如き 相關關 係が 期待され 得る。 短期間に 區 切って 考へ ると、 ノガ 敎授の 綿密なる 論考が 顯證 して ゐ 

る やうに、 兩 者の 伴！ a 關係 はかなう 攪亂 されて ゐ るが、 それでも 兩 者の 間に 竝 行の 傾向 ある こと は 否定 

2 

し 難い。 

これと 同様に、 支那に おいて 銀が 主たる 木 位貨带 として 通用す る 限う、 支那の 物價 水準 は 銀の 需給に 

反 i して 騰落す る 傾向 を 持つ。 長期 間につ いて 云へば、 レク イスと 張 履鸞の 合作 研究が、 一八 六 七 年よ 

P 一  九 三 一 年に 至る 期間に ついて この 傾向 を立證 して ゐ^。 短期間に ついて 云へば、 それが 輸入 商品で 
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あるか 輸出 商品で あるか 若しくは 國內 商品で あるかに よって 感應 性に 强弱遲 速の 差が あって、 長期に 亙 

る 傾向 を 考察す る 場合の やうに 明瞭で はない が、 いづれ にしても、 支那の 物惯が 銀惯の 影響 を 免れな か 

つたこと は 多くの 學者 にょうて 立證 されて ゐ る。 

口 オズ ゲ H ルトの 銀 政策 も、 短期間に おける 運動と して、 銀と 支那の 物價 との 相關 傾向 を顯證 する 機 

會を與 へた。 南開大 學經濟 研究所 指數 年刊に 據 うて 銀 價と物 價とを 比較 對照 すれば 左の 如し。 

銀塊 相場と 支 郏の卸 賣物價 (一九二 六 年 =  一 00) 


年 次 

九 三 〇 年 

九 三 一年 

九 三 二 年 

九 三 三 年 

九 三 四 年 

一 月 

二 月 

三 月 
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支 

米 

米 
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國 

國 

銀 

銀 

銀 

輸 

國 

出 

有 

上 

稅 

令 
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布 

定 

. 四 一 

五 一 

七 

八 ； 

九 一 

十 一 

十 一一 

ナー 一一 

一 九 三 五一 


三 

七 


月 
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U 上 ハー 一 

一九 丄 一四 

ーゃ九 四 

一一 OS 

一二  S 

一二. 八 七 

一一 一 M 六 

1 一四 丄ー0 

1 一四 *四 一 

1K* 九 六 

一一 四 • 六 一一 一 

一一 四义ー 

一一 七 丄 一七 

一一 10  • 七 一一 

一 f 九 一 

1  一一 一 7 四 四 

一一 一 四 八 
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八 月  一一 九 • ぎ '00 

九 月  一一 や 一一 四 丄ハさーー 八 

十 月  一一 九 ，ー 一一 七 丄ハ1- 一一 一八 

十 一 月  一一 や 一一 九 丄ハ5 八 

十二月  零 九 一 九 ifK 


一 九 四 

九 丁 九 九 ーェ七 八丁 六 九 

九 一 丄 なェ父 八  一 • 九 八 

九 四 丄 九 四 丄0 八 一 ，九 一一 一 

一 uf  一  KKT  〈八 九 一一， き 支那 法幣 制定 

一 OllH 一一  一  0  一一  九 四 一一 

精確に 云 ふと、 ここに 掲げた 各地の 物 價指數 に は、 銀 慎の 影響が 充分に 現れて ゐ ない： 一九 三 四 年の 

夏から 三 五 年の 春に かけて、 . 銀惯は 極めて 急激に 昂騰して ゐ るのに、 物價の 下落 はこれ に比べ てむ しろ 

緩漫 である： これ は 何れの 國 にも 普通に 見られる 感應 における 時の 遲れ のた めで も あらう が、 尙その 外 

に、 これに は 支那に 特有な 二つの 理由が あった： その 一 は、 後段に 詳說 する 如く、 支那が 銀價の 暴騰に 

拘ら す、 銀に 對 する 輸出税 その他の 政策に ょリ て、 爲替 相場の 激變を 防ぎ 得た からで ある" その 二 は、 

支那が この 期間に おいて 廣大 なる 地域に 亙って 旱魃の 害 を 被う、 さらに 一 九 三 五 年の 夏に は 洪水に 煩 は 

されて、 農產凶 作の 恐怖に 脅 え た か ら である。 

斯様な 事情に よって 上海に おけ る 穀類 二十 ニ點の 憤 格指數 は、 却って 一 九 三 四 年 六月の 六 〇• 九から 

十二月に は 八ニ丄 一まで 騰貴して ゐ る、) それから は大體 において 漸落 步 調の 起伏 を 示して ゐ るが、 翌三 

五 年 六月に は 七 六 *八 で 支 へられ、 三 四 年 六月に 比べ ると 十六 ポィ ン トの 騰貴に なって ゐるご 之に 反し 


て、 囊產物 以外の 指數を 比較す ると、 一 九 三 四 年 六月から 三 五 年 六月に 至る 一 年間に おいて 


其 他の 食糧 (三 〇 點) は 

繊維と 織物 (三 八點) は 

金 屬 (ニー 點) は 

薪炭と 燈灯 ( 一 三點) は 

建築 材料 (一 一 點) は 

化 學 製品 ( 一 〇 點) は 

雜 項 ( 一 八點) は 


一 三 • 七より 

八 二  • 七より 

ニニ 丄 二より 

二子 六より 

〇四， 六より 

三 九 •〇 より 

九 二 丁 〇 より 


〇七* 七へ 

七 四 • 九 へ 

〇ニ*  二へ 

一 七 • 五へ 

九 三 • 七へ 

三  一 • 七へ 


八七丄 二へ  • 

いづれ も 著しい 下落 を 示して ゐる。 この 外に、 是 等の 指 數とは 反對に 騰貴の 傾向 を もって ゐる 穀類 二十 

ニ點の 指數を 綜合して、 なほ 總指數 が この 期間に おいて 九 五 • 七から 九 二 • 一に 下って ゐ るので ある。 故 

に 旱害 水害の 影響 を 除却して 考へ ると、 總指數 は、 銀 高 を 反映して、 もう 少し 下落して ゐ なければ なら 

ぬ箬 である。 

ふの 數字を 見ても 解る やうに、 槪 して 言 へ ば 外 國爲替 の 影響 を 被る こと 多き 貿！^ 商品 殊に 外國 通貨で 

代金が 計算され る 轍 入 商品が 銀惯の 影響 を 鋭敏に 感じて ゐる。 國內 商品 は 多く 他の 事情に 支配され てゐ 

る 0 
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新く の 如き 物價の 下落が、 さらぬ だに 世界 不、 况の 影響が 浸 渗 しつつ あった 支那の 產 菜に、 深刻なる 打 

擊を與 へた こと は 云 ふまで もない. - 

米國銀 派の 政 客 は 銀 價を吊 上ぐ る ことによ うて 支那 手 持 銀の 購買力 を增 大し從 つて 支那 人の 福祉 厚生 

を資け 得る と 主張した ので あるが、 この 立論に 銀價の 動態 的 觀察を 飛び越えて 静態 的 歸趨を 想定して ゐ 

る a において 誤謬に 陷 つて ゐる： 高き 銀價 (叉 は 低き 銀價) と 騰る銀 債 (又は 降る 銀惯) と は 明確に 區 

別すべき 觀念 である" 高き 銀惯 が、 他の 事情が 等しければ、 大 なる 購買力 を意昧 する こと は 云 ふまで も 

ない ことで ある. - しかし それ は 過渡期に おける 調整 運動 を 完了して 均衡 狀 態に 歸 着した 上での ことで あ 

る： 銀價 の騰リ つつ ある 過渡期に おいて は、 卸 賣物慣 が 生產原 費に 先走って 下落す るから、 銀貨 國の產 

業 はおし なべて 萎微 する： そのう へ 高き 銀 ig における 均衡 狀 態に 歸 着す るまでに は、 夥しき 銀の 流出 叉 

は 返藏を 見る から、 貨带單 位の 購買力 增加 において 支那の 得る 所 は 通貨 總 量つ デフ レ ー ショ ン による 經 

濟 不振の 損失 を 償 ひ 難き 傾向が ある。 

第二 貿易の 衰頹 

國際 聯盟の 調査に よると、 一 九 二 九 年， ァら三 三年に 亙る 五 年間に おいて、 世界の 貿易 額 は金價 値に 計 

算して六割五分p减返を示してゐ^bっ 然るに 支那の 貿易 額に 一 九 一 一九 年から 三 一 年に 至る 世界 恐慌の 最 


初の 二 年間に おいて 反って 增 進して ゐる。 その 結果と して、 この 期間に おいて、 世界 貿易 額に 對 する 支 

那 貿易 額の 比率 は 殆ど 倍加した。 米 國のシ V ヴァ —メン が 支那の 繁 榮を羡 み、 支那の 購買力に 食指 を 動 

かして、 之 を 米 國に糜 かせようと 試みた のは必 すし も 故な きこと ではなかった。 一九 三 一年 以降 は各國 

が 金本位 を 抛棄し、 また 満洲 事變ゃ 上海 事 變が繼 IS したので、 支那の 貿易 額 も、 三 一年から 三 三年に 亙 

つて 三十 六 億 五 千 萬 元から 十九 億 六 千 萬 元に 激減して ゐる。 しかし、 これ も 動亂の 満洲 を 除外して 計算 

すると、 二十 九 億 二 千 萬 元から 十九 億 六 千 萬 元に 減少した だけで、 世界 全體の 減少 率に 比べる と、 よ ほ 

ど輕微 であった。 しかの みならす、 一九 三 三年から は 北支の 動亂と 關税の 加重と が機緣 となって 密貿易 

が激增 して ゐる。 また 一 九 三 一 年に 比較す ると 三 三年の 銀塊 相場 は 英米と もに 二割 見當の 騰貴 を 示して 

ゐ るから、 金價 値に 換算す ると、 この 期間に おける 支那の 貿易 額の 減 返 は 更に 値幅が 縮まる。 是 等の 事 

情 を 綜合して 考へ ると、 少く とも 世界 恐慌の 最初の 二 年間 を 通じて、 支那の 國際 貿易 は 全く その 圏外に 

あって 順調なる 經過 を迪リ 得た と 云 はねば ならぬ。 これに 續く 次の 二 年間に おいても、 內 外の 事 變が繼 

sa したに 拘ら す、 支那の 經濟 はま だ 銀本位 を堡 ぷ として 世界 恐慌の 襲 來に備 ふる 若干の 餘裕を 示して ゐ 

た。 それが 米國銀 政策の 强 化に 伴れ て、 遂に 救 ふべ からざる 窮状に 陷 つて 了うた。 南 開大學 研究所の 調 

査 によ リて、 貿易 價額： H びに その 增滅 指數を 示せば 左の 如し。  • 
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この 數字を 見る と、 一九 三 五 年の 貿" 
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一 九 三 五 年  九 一九 二 六 一 ュ七六 二 1> 一一  一、 四 九 m  ニー 一 一久  雪 一 S 

この 數字を 見ても、 支那の 貿易 額 は 一 九 三 一 年 を 峠と して 急激なる 低下に 轉 向し、 殊に 輸入が 著しき 

滅返を 示して ゐる： ただし 満洲 を 除いた 數 字の 系列に おいて は、 一九 三 五 年の 總額 十四 億 九 千 五 百 萬 元 

は大戰 直後 一 九 一 九 年の 銀價 昂騰 時代に おける 數 字に 接近して ゐる： 

是 等の 統計 は海關 報告に 基く ものであるから、 密貿易 を 含んで ゐ ない." 從 つて 玆に 現れた 輸入 減退の 

一 部 は、 密輸入 殊に 當 時の 問題と なった 北支 特殊 貿易に よって 道 (補され てゐ たと 考 へられぬ こと もない 

しかし それ は 少額であって 大勢 を 左右す る ほどの 數 字に は 上らなかった。 

中國 銀行の 營業 報告に 見 積ら れて ゐる數 字に よると、 一 九 三 五 年 及び 三 六 年の 密輸入 は いづれ も 二 億 

元 を 超えて ゐ るが、 支那の 偷運は 舊來の 慣行であって、 昨今の ことで はない から、 この 數 字の 全部 又は 

大部分 を 北支に おける 偷 運の 反映と 見る の は 早計で ある (，) この 特殊 貿易の 未だ 問題に ならなかった 一 九 

三 四 年 以前に 比較して、 一 九 三 五. 丄 ニ六兩 年に お； b る 密輸入 增加 差額 は 各 五 千 萬元內 外に 過ぎない-」 密 

輸 のこと であるから、 もとよ.^ 精確なる 數字を 望み 難いが、 この 支那 側の 推定 を このままに 認めても、 

輸 入滅 返の 傾向 は 否定し 難い： _  んゃ是 等 私 運 貨物の 大部分 は、 密輸に よらなければ 關税が 高いた めに 

輸入され なかった ものである こと を 想 ひべ n すと、 貿易の 衰頹は 杭し 難き 勢であった ことが 首肯され る。 


貿易 衰頹の 原因と して は、 (一) 満洲 事變： H びに 上海 事變 による 財界の 攪亂、 (二) 旱魃 洪水に よる 奥地 

の 疲弊と 內地產 業の 萎微 による 購買力の 減 返、 (三) 一九 三 二 年 五月の 輸入 關税引 上、 (四) 及び 世界 不況 

の 影響な どが 擧 げられ てゐ る。 是 等の 諸 原因が おのおの 幾許の 重壓を 貿易の 上に 加へ たかは、 こわ を 測 

定 する こと を 得ない が、 最も 重大なる 原因が 世界 不況の 影響であった こと は 想像す るに 難くない。 しか 

し， て 旣に說 明した る 如く、 支那に おける 世界 不況の 影響 は 銀慣， の 昂騰 を 待って 初めて 木 格 的に 現れた の 

であるから、 列國の 金本位 離脫 殊に P オズ ゲ H ルトの 銀 政策が 支那の 貿易 衰頹に 決定的な 機緣 をつ くつ 

たと 云 へ る。 

第三 金融の 梗塞  ， 

都市 殊に 浙江 財閥の 牙城た る 上海に おいて は、 銀の 流出が 通貨 を收 縮せ しめ、 金融 を 梗塞せ しめ、 事 

業 を沈衰 せしめ、 取引 を萎微 せしめて、 遂に 倒產算 無き の 恐慌 を促發 する に 至った。 

旣述の 如く 一  九 三 四— 三 五雨 年に おける 銀の 流出 は、 密輸 を 加算して 約 五 億 七 千 萬 元と 見 積ら れてゐ 

る。 この 見 積 は 過少と 思 はれる 理由 も あるが、 暫く 之れ に從 ふとしても 支那に おける 銀貨 流通 高の 約 三 

分の 一が 流出した 計算になる。 この 外に 値上う を 見越して 返藏 せられた 銀貨 も少 くない。 この 大部分 は 

都會に 集中 せられた 銀の 消散であって、 結局 都會 殊に 上海に おける 通貨の 收縮を 意味す る。 
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勿論 これ を 補充す るた めに 紙 带の增 發が行 はれた C しかし、 それに は 準備 法規の 制限が ある。 また 支 

那 における 常例に よって 法規が 空文 徒 法に なって ゐる 場合に おいても、 市場の 機構に よる 限度に 制約 さ 

れ るから、 十分に 補充す る こと はでき なかった。 

この 通貨 收縮を 反映して 金融 は頓に 梗塞し、 金利 は 昂騰した。 英文 中 國年ー 

に據 りて 上海に おける 銀行 錢莊 間の 交換 尻決濟 金利 を 示せば 左の 如し。 

上海に おける 金利の 昂騰 (元本 千 元に 對 する 曰 歩). 
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其 後 一 九 三 四 年の 大 節季 を 越えてから は 一 時 低落した が、 翌三五 年の 四月から 更に 上う はじめて、 その 


七月に は 平均 月 息 〇 丄ハ 一 八 ％ に 達した。 

この 金融 不安 を 反映して 株 惯は日 を 追うて 低落した。 新豊 洋行の 上海 株式相場 指數を 示せば 左の 如し ( 
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十 月  六 子 七 一  十 月  五六 • 六 二 

十 一 月  六 子 〇 二  十 一 月  五 七-四 一 

十二月  六 〇•  二 五  十二月  五 七 丄 一六 

中國 銀行 は 上海 を 中心として 支那 全 國の產 業界に 緊密なる 關係を もって ゐる。 從 つて その 業績 はかな 

う 精確に 支那 經濟界 の 情き を 反映して ゐる。 一 九 三 四 年度の 營業 報告に よって 同行の 預金と 貸 出と を檢 

討して 見る。 

一 九 三 四 年末に おける 預金 は 五 億 四千 六 百 六十 九 萬 元で、 一 九 三 三年 末に 比して 七 百 四十 一 萬 元の 增 

加で あるつ その 內譯は 

( 一 ) 當座 預金 は 一 八 二、 八 五六、 〇 三 七 元で 前年 末に 比し 七、 四 〇 九、 三 七 五 元の 減少。 

(二) 定期預金 は 二 五 一 、八 八 四、 三 三 四 元で 前年 末に 比し 四 〇、 六 八 三、 四 八 四 元の 增加。 

(三) 他店 銀行 預金 は 一 一 一、 九 五三、 五三 二 元で 前年 末に 比し 二 六、 三 六 一、 〇 五 五 元の 減少。 

當座 預金と 定期預金と を 百分率に し て 比較す ると、 

一九 三 三年  一九 三 四 年 

當 座 預金  四 七 • 三 三  四 二  •〇 五 

定期預金  五一 丁 六 七  五 七 • 九 五 


この 報告から 推論す ると、 支那の 財界 は 事業 か 不安な ために、 また 銀惯か 上りつつ あるた めに、 資金 を 

產業 又は 有惯 證券から 引上げて 中國 銀行の やうな 確實な 銀行に 集中した と 解す ベ きで あらう し 他店 銀行 

の 1^ 金が 激減して ゐ るの は、 一 九 三 四 年末に おける 逼迫 狀態を 語って ゐる" この 推定 は 預金者の 百分率 


によって 一 層 裏書され る 


九 三 三年 

五 〇•  二 〇 

四 五 丄ハ六 


個人 及び 協 會圑體 等 

商工業 機關 

政府  四 •  一  g 

次に 貸 出 を 見る と、 一 九 三 四 年末 現在 は 四 一 


一 九 三 四 年 

六 二  • 八 八 

三 一 丄ニ四 

五 • 七 八 

千 一 百 九十 五 萬 元で、 


. 末に 比して 六 千 五十六 萬 


元の 增加 である。 その 內, は 

( 一 ) 短期貸付 及び 當座貸 越 は 一 八 四、 一 八 七、 四 三 五 元で 前年 末に 比し 五八、 三 四 二、 八 五 九 元の 增加。 

(二) 長期 貸付 は 一九 七、 七 六 一、 一 一七 元で 八、 六 ニニ、 四 二 六 元の 增加 C 

(三) 手形割引 は 三 〇、〇〇 三、 六 二三 元で 六、 四 〇 一 、七 一 九 元の 減少。 

年末 資金の 需要が 繁迫 したので、 貸出總 額に おいて は 一 五 ％ の 增加を 示して ゐる。 就中、 短期貸付 及び 

當座貸 越 は 四 六 の激增 である。 

第二 節 支那の 銀 恐慌  二 〇 七 


末 一 指 

II 九 

Q 六 
〇 年數 
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以上に 支那 銀行の 測から 見た 情勢で ある： 上海に おける 外國 銀行 を 中心として 觀 察する と、 また 異っ 

た 方面から 金融 梗塞の 徑路 が解釋 される C 

銀慣の 昂騰に § して 手 持 銀を賣 放った の は、 支那 銀行よ リも、 寧ろ 主として 外籍 銀行であった： 0 

の 流出の 最も 激しかった 一 九 三 四 年 五月 末から 年末までの 間にお いて、 上海に おける 外籍 銀行の 保有 銀 

は、 左表に 示す 如く、  二 億 元に 近い 減少 を 示して ゐ るが、 支那 銀行の 保有 銀 は 五 千 七 百 萬 元の 減少に 過 

ぎない つ 各月 總 額に 對 する 百分率から 見る と、 支那 銀行の 保有 高 は， 五 七 ％ から 八 四 ％ に增 加して ゐ るの 

に、 外籍 銀行 は 四 三 から 一 六 0パ に 激減して ゐる： 從 つて 米 國銀 政策の 進行 を 機會に 最も 貸 出 を 引締め 

たの は是 等の 外籍 銀行であった： 上海の 銀 恐慌が 特に 深 酷で あつたの は、 是 等の 外國 銀行が 平常から 上 

海に おける 金融に 主力 を 傾けて、 その 根幹 を 握って ゐ たからで ある： 

內外 銀行 銀 保有 高の 變動 (單位 百 萬 元)  . 

支那 銀行 保有 高  外國 銀行 保有 高 
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八 月  一一 八 八、 I 一一 九九  <七* 七 七  g  、一八 0 一一 三 一  一一  一一 一一 K  、天 一一 一  一一 一一 一一 • 九九 

九 月  ーー九ーーー 、量 I 人七丄 一一 ()  S 一一、 六 六 一一 ニー  • 七 0  垂ハ、 三 一一 一  一一 一一 八 •£ 

十 月  一一 九 一 ー5 一一 九 八 七 • 七 七  四 (.)、 八 八 四  一 1M 一一 一一  璧四、 四 一一 一一  一一 1 一六 Am 

十 一 月  一一 四气六 一七 金 丄ハ四  四 一、 一九 人 一四 上ー 一六  IKr- 〈一二  一九 四丄ハ 四 

十二月  一二 一一 九、 四 四 一一 一 - 〈六 • 八 八  一  一一 ri 一一 一三 一一  1 一七 玉、 六 01 一  一八 七 さー 一一 


如上の 緊迫 吠 態 は 一 九 三 四 年の 晩秋から 三 五 年の 春に かけて、 上海 だけで も 三百に 餘る 商店 . 錢莊 . 0 

行 を 倒した 「) 上海が 支那 全體の 金融 中揠 であって、 支那に おける 新式 銀行 約 百 五十のう ち 半分まで が 上 

海に 木 店 を 置いて ゐる こと を 思 ひ 合すと、 事態の 極めて 重大なる こと を 解す るに 足る であらう： 支那の 

專門 委員 會がァ メリ 力の * 支經濟 使節に 與 へた 陳情書の 一 節に この 慘愴 たる 狀 態が 極めて ドラ マ ティ ッ 

クに 描かれて ゐ^。 

倒 產は日 每に增 加した. - 上海の 最も 繁華な 南京 路 において は數 百の 店 舖が閉 された つ 久しき に 亙つ 

て 家賃 を SI 納 する 商店 も 多かった が、 市 政府 は あまり-伴 數が 多い ので 之れ を 審理す る 訴願 を 受付け な 

かった。 錢莊の 約 三分の 一 は 閉店し、 平素 信^ 證券の 重要 部分 を 占む る その 莊票 は大 銀行に ようて 拒 

絕 された。 不動 產 • 株券 その他の 信 證券 は Is^ の 半ば 以上 を 失った" 從 つて 銀行 は擔保 切れに 對す 

る 內入を 督促した。 かくして 多くの 商 賈は百 萬 長者 も 破産した …… 。 全家 族が 妻子 を 擧げて 自殺した。 


曾て は 富み 榮 えた 名門の 末裔 六 人が 五 階から 飛び 降うて 死に 果てた、 金に 詰った 男が 石 を 頸に 結んで 

黃浦 江に 身 を 投げた、 とい ふやうな 陰惨な 話が 每 日の やうに 傳 へられた。 上海 だけで はない、 近郊 や 

地方の 村 村 も 同じ 艱苦に さいなまれた。 餓えた 農村の 男 • 女 • 子供が 三 萬 人に 餘る隊 を 組んで 救濟を 

求めて 南京に 進入した。 これが、 これから まだまだ SI つて 來る 事態が、 すべて アメリカの 銀 買 上 案の 

結果で あう 賜物で ある。 

全國を 通じての 不況 は 中央！ a びに 地方の 財政 を壓 迫した。 外國 貿易の 疲弊 は 中央政府の 主要 財源た る 

關税收 入 を 浸蝕す る 恐があった。 殊に 國民 政府の 背景 をな す浙江 財閥の 沈衰 は當路 者の 座視す るに 忍び 

ざると ころであった。 玆 において 國民 政府 は、 一再なら す米國 政府に 要請 または 抗議 を 提出して、 銀 買 

上策の 緩和 を 求む ると ともに、 銀 流出 防止の 方策 を 講究した。 

對策 として 議に 上った もの は、 (一) 銀の 輸出 禁止、 (二) 銀の 轔出税 引 上、 (ニー) 銀 元の 平價切 下等で あ 

つた。 第一と 第二と は實施 前に 互 額の 銀 を 逸出せ しむる 惧 ある 上に、 實施後 も 密輸出 を 刺戟す る 嫌が あ 

るので 躊躇され た。 第三 は 幣制の 統一な き當 時の 支那に おいて は實行 困難と 見られた。 そこで 差し詰め 

外 國爲替 と檩金 取引に 統制の 手 を 下した。 

第二 節 支那の 銀 恐慌  ニー 一 


第五 章 銀本位制の 崩壤  ニー  二 

第 一 外 國爲替 管理 令 

支那 政府 は 一 九 三 四 年 九月 八日 附を 以て 外 國爲替 管理 令 を 公布し、 翌 九日 上海 市 銀行 公會を 通じて 華 

商 銀行 側に、 また 中央銀行 を 經て在 支外國 銀行に それぞれ 通達した： その 耍項は 左の 如し。 

外 國爲替 の賣買 は、 左の 場合を除き、 一律に 暫行 停止す。 

一 、 合法 及び 通常の 營業 上の 必要に 基く 場合 

二、 木 年 九月 八日 以前の 契約に 據る 場合 

三、 正當 なる 理由に よる 旅行 費用 其 他 個人の 必要に 基く 場合 

言 ふまで もな く 木 令の 目的 は實需 以外の 投機 又は 思惑に よる 銀の 流出 を 抑制す る にあった。 

第二 標金 取引 外貨 决濟 禁止 令 

支那 政府 は爲替 管理 令を發 すると 同時に、 標金 取引の 外貨 决濟を 禁止し、 木 令 到達の 日 以後に おける 

上海 金 業 交易 所の 新規 取引 はすべ て 現物 を 以て 决濟 すべく 外 國爲替 を 以て 决濟 する こと を 得すと 訓令し 

こ 0 

この 禁令 は 外 國爲替 管理 令の 徹底 を 目的と する ものであった。 蓋し 金 業 交易 所の 取引 は、 從來標 金 一 

木 を 米貨 三百 四十 六 ドルと 看做して、 その 决濟は 米貨 を 以て 行 ひ、 限月當 日に おける 匯豐 銀行の 對米電 


信爲替 相場に ようて 清算せられ たから、 賁質 において は 外 國爲替 の 取引と 異る ところ. ガな 力った。 從っ 

て 之れ を 抑制し なければ 爲替 管理の 實を 擧げる ことができなかった ので ある。 

上海に おける 爲替 取引の 七 〇％ まで は 思惑 取引 だと 見られて ゐる。 さらに 標金 取引の 九 五 ％ まで は 外 

貨决濟 による 投機 取引 だと 言 はれて ゐる。 從っ てこの 兩 禁令の 發表 によ リて、 市場 は 激甚なる 銜擊 をう 

け、 ために 九月 十日の 市場 は 混 亂に陷 う、 標金 取引 は立會 停止 を 見る に 至った。 

しかし この 禁令 は事實 において 行 はれなかった。 その 理由 は、 外籍 銀行 は 治 外法 權を 有する が 故に、 

是等 禁令の 拘束に 服す る 必要がない。 然るに 上海の 爲替 市場 を 支配す る もの は是 等外 國 銀行で あるから、 

その 協力 を 得なければ 爲替 管理の 實效 を收め 難い。 國民 政府 は 彼等の 好意的 協力 を 求めた が 態よ く拒絕 

された。 

また 支那 政府 も 市場 混亂の 事實に 鑑みて、 管理 令 通達の 二日 後 九月 十一 日 を 以て 緩和 令 を發し 「支那 

銀行 は外籍 銀行： a びに 金 業 交易 所 仲買人に 對 して は從前 通.？ a 由に 爲替賣 買 を なすこと を 得」 と 通告し 

たので、 上海 爲 替 市場 における 主たる 投機 筋と 見 られる 金 業 交易 所 仲買 人 の 爲替賣 買 は爲替 管理 令に 牴 

觸 しない ことにな つた。 

さらに 標金 取引の 外貨 决濟 禁止に 關 しても、 政府 は 金 業 交易 所の 要請 を容れ て、 その 赏施を 一箇月 間 

第二 節 支那の 銀 恐慌  ニニ 一一 


第五 荤 銀本位制の 崩 壌  ニー  四 

延期し、 且つ 十一 一月 限 以後の 取引に ついては、 從來の 對米爲 替に代 ふるに 海 關金單 位 を 以て 决濟に 充て 

得る ことにした。 從 つて 必 すし も 現物 决濟の 必要 はない ことにな つた C 

然 らば この 兩令は 一 時 市場の 混亂を 招いた だけで 全く 空文 徒 法に 終った かとい ふに、 必 すし もさう で 

はない。 標金 取引の 米貨 決濟を 禁じて 海 關金單 位 を 充用した だけで も、 支那 政府 は爲替 統制の 上に 次の 

如き 方途 を拓く 機會を 得た。 

(一) 海 關金單 位 は、 旣說の 如く、 純金 六 〇 二八 六 六 センチ グラム を 代表す る 名目 貨幣であって、 

支那 政府が 輸入税 徵收 に充當 する ものである" 中央銀行 は倫敦 金塊 相場 を 標準と して 之れ に對 する 銀 元 

相場 を 算出 公表し、 また 之れ を 代表す る 紙 带を賣 出して ゐる。 そもそも 從來 上海に おける 標金 取引 は 先 

物 取引の 決濟が 外貨 爲替 にょうて 行 はれる ところに 投機的 興昧 があった。 從 つて 標金 相場 は決濟 手段た 

る對 米爲替 相場 を 基準と して 變 動し、 標金 市場と 爲替 市場と は、 相場 關係 においても、 仕手 關係 におい 

て も、 密接なる 聯黎を 保ち、 離るべからざる 關係 にあった。 上海に おける 爲替 投機の 盛 行 は、 この 兩市 

場 を舞臺 として 標 金と 外貨との 間に 黎賣買 を 行 ひ、 その 値鞘 を 稼ぎ 得る ところに 特殊の 興味が あった。 

然るに 支那 政府 は 米貨 決濟を 金單位 决濟に 置き 換 ふること によって、 標金 相場と 爲替 相場と に 絡まる 直 

接の 關係を 絶った。 これ は 上海の 投機 市場 を繁榮 せし むる 道で はない が、 爲替の 思惑 を R 締る 目的に は 


適うて ゐる。 

(一 一) 支那 は標金 取引の 決 濟を海 關金單 位に 改 むる ことによ うて 上海 爲替 市場に おける 中央銀行の 支 

配 權を擴 張す る途を 開いた。 蓋し 海 關金單 位の 銀 元 相場 は倫敦 金塊 相場 を 標準と して 中央銀行が 算定す 

る ことにな つて はゐ るが、 支那 政府 は 一九 三 〇 年 五月 十六 日 以来 金の 輸出 を 禁止して、 その 轔出權 を 中 

央 銀行に 獨占 せしめて ゐ るから、 支那に おける 金の 相場 は 海外の 金 相場と は 隔絶して ゐる。 從 つて 中央 

銀行が 算定す る 海 關金單 位の 銀 元 相場 は 支那 獨自の 金銀 比惯 であ リ 得る。 換言すれば 支那 は その 中央 銀 

行 をして 自國に 有利なる 金銀 比價を 算定せ しめ、 貨带 • 爲替 政策の 上に 援用し 得る 理 である。 國民 政府 

の意圖 もまた 茲 にあった。 實 際に は 金の 密輸が 行 はれて ゐ るから、 この 推論の 通リに はならない が、 そ 

れ でも 中央銀行の 爲替 政策に 少 からぬ 勢力 を 加 へ た。 

第三 銀 輸出税の 引 上と 平衡 税の 新設 

爲替 管理 令 は 所期の 目的 を 達する こと 能 はす、 米 國の銀 買 上 政策 も 緩和の 見込が 立たない ので、 支 井 

の S は 鼻血の 流れる やうに 逸出した。 玆に 於て 政府 も 遂に 意 を 決し、 一九 三 四 年 十月 十四日 財政 部聲明 

を 以て 銀 輸出税の 引上拉 びに 平衡 税の 設定 を斷 行し、 翌 十月 十五 日 附海關 告示 を 以て 之 を 公布した" そ 

の內容 を解說 すると、 次の やうであった。 

第二 節 支那の 銀 恐慌  一一 一 五 


第五 章 銀本位制の 崩複  二 一 六 

一 、 木 位 銀 元 及び 中央 造带 廠廠條 (卽ち 中央 造幣 廠鑄 造の バァ • シ ルゲァ ー) に對 して は 一 〇" かの 輸 

出 税を陚 課する。 但し 鑄 造 費 ニ丄ー 五/" 4 を 差 引く から、 實 際の 徵收率 は 七 • 七 五％ になる。 

二、 銀塊. 銀 蔬 (通稱 馬蹄 銀) その他の 銀 類に 對 して は、 從來の 税率 二 •  二 五 。^に 七 • 七 五 を 加へ て 一 

〇％ の 輸出 稅を 課す： 

ニー、 倫敦 銀塊 相場から 算出した 理論的 平愤が 中央銀行の 對英 電信 爲替 相場 を 上 廻って、 輸出 稅 を徵收 

しても、 なほ 差額が 殘る とき は、 その 差額 を 平衡 税 として 前記 輸出税に 追加 賦課す： 

關税の 引 上と 平衡 税の 賦課に よって、 支那の 銀 は 採算 的に は 輸出 禁止と 同樣の 結果に なった () 支那の 

銀價は 世界の 銀價 と隔絕 した。 從 つて 支那 は 一 九 三 四 年 十月 十五 日 を 以て 國際 的に は 銀本位 を離脫 して 

管理 通貨 國 となって しまった。 國內 的に は、 なほ 銀本位制が 行 はれて ゐ るから、 銀 ニ兀の 1^ 臉は 純銀 二 

三 • 四 九 三 四 四 一八 グラ ム の價 値に 鑄 造 費 を 加へ たものに 等しい が、 支那に おける 純銀 一 一三. 四 九 三 四 四 八 

ダラ ム の 價値は その 世界 市場に おける 價 値と は 聯繁が なくなった。 

さて この 銀 禁輸 實 施の 作用と して 次の 結果が 現れた (」 

( 一 ) 支那 はこれ によって 物價の 下落 を 阻止す る ことができた」 從 つて 或る 程度に おいて 不 の 深刻 

化 を 防止す る こと を 得た。 前段に 一 言した る 如く、 支那の 物慣が 海外市場 における 銀價 騰貴の 割合に 下 


落して ゐな いのは、 原因の 大半が 玆 にある。 

(二) 內 外にお ける 銀の 購買力が 隔絶し、 且つ 當 時の 情勢と して は、 米國銀 政策の 進 一丁に つれて 世界 

の銀價 はます ます 品騰 する 傾向 を 示した ので、 利 を 追うて 流れる 自然の 勢と して、 銀の 密輸出 を 助長し 

， J 〇 

(三) 國民 政府 は、 震に 標金 取引、 决濟の 基準 を暖豊 銀行 建爲替 相場よ，^ 海 關金單 位に 換置 する ことに 

ようて、 支那に おける 金銀 比惯の 決定 權を 把握した が、 今 また 中央銀行 建値 を 基準と して 平衡 税を 算定 

する ことによ， 0, て、 篇替 市場に おける 中央銀行の 地位 を顯揚 し、 外國 銀行の 覊！ ^を K する 方向に 更に 一 

步を 進めた C 

(四) 內 外の 銀惯に 懸隔 を 生じた 結果と して、 支那 は 舊來の 銀本位制に 復歸 する こと 能 はざる 態に 

入った。 之れ を敢て すれば 財界の 混亂を 招く C 卽ち 何等かの 方向に おける 带制 改革の 第 一 步は旣 にこの 

時に おいて 踏 出されて ゐた。 

(五) 銀の 禁輸に ようて 國際 的に は 銀本位制 を廢棄 し、 管理 通貨 國 となった ために、 さらぬ だに 動搖 

の 激しい 支那の 國際 爲替は 一 層 安定 を 失ふ危 險に當 面した。 玆 において 國民 政府 は 中央 • 中國 及び 交通 

の 三 銀行に 資金 一 億 元 を 委託して 外 匯平市 委員 會を 組織せ しめ、 中央銀行 を 通じて 外貨 及び 金銀 を 市場 

第二 節 小 乂那の 銀 恐慌  ニー  七 


第五 章 銀本位制の 崩壞  ニー  八 

に賣 買し、 叉： ぶ 金銀の 輸出入 を 操作し、 外 國爲替 の 平衡 統制 を 期す る ことと した： 將來 この 三 行 を 糾<1 口 

し、 中央銀行 を樞 軸と して、 新 带制を 行 ふの 素地 は旣 にこの 邊 から 築かれて ゐ たと 察すべき であらう，」 

新税の 實施 とともに 銀の 密輸出 は 俄然と して 激增 した： これ 以前にお いても、 銀 元 • 廠條 以外の 銀 類 

に對 して は 二 • 一 一 五艿の 輸出税が 課せられて ゐ たので あるから 銀の 密輸出 は 行 はれた ので あ る が、 それ 

が 支那の 幣制 を 脅かす ほどの 問題に なった のに、 輸出税 を 引上げ 平衡 稅を 新設して からの ことで ある： 

當時銀 元の 金屬惯 値は遙 に爲替 相場 を 上 廻って ゐ たので、 市場に おいて は、 近く 平 15 切 下の 餘儀 なき 

卜 一 至る ベ しとの 流 言 が 行 は れ、 また 带 制の 很木的 改革 を 見る に 至る やの 疑 虞 を 生じ、 政府 は 再三 その 意 

圖な きこと を聲 明した るに 拘ら す、 人心の 動搖 やます、 爲替 相場と 海外 銀惯 との 値鞘： a びに 現物 爲替と 

先物 爲替 との 値 開 はます ます 增 大した： およそ 惯 格の、 ディ ス パ リ ティ ー は 物の 流動す ベ き 態勢で ある： 

この 運動 を 銀 輸出税と 平衡 税 とに ょリて き 止めようと したので ある： 南方 北方と もに 殆ど 税關 警備つ 

行 はれて ゐ ない 當 時の 支那に おいて、 それが 徒勞に 終った の は 蓋し 理の 當然 であらう- - 銀の 輸出税 は篇 

替 相場 の 昂騰 を 抑へ る 手段と して は相當 の效果 があった やうで あるが、 銀の 流出 を 防ぐ 手段と して は槪 

して 無力に 終った。 平衡 稅を 引上げる ほど 白銀 偷 運の 情勢 を 助長した： その 結果 は 遂に 一 九 三 五 年 十 一 

nr 三日の 法幣 制定と なリ、 銀本位制の 決定的 覆滅 を 見る に 至った ので ある 「1) 支那の 銀本位制 は廢 止され 


i と い ふよう も 寧ろ 銀 流出の 勢に 押され て崩壤 した のであった- 


U  Ikeag-lle  or  Nations,  Report  of  the  Gold  ctleg-ation  cf  the  Financial  Committee;  als(>,  Gustav  cassGl,  the 

、rlleory  of  Social  】.：。o:nomy,  1931, Ch.  XI,  Iwarrey  and  Pearson,  Gold  and  Prices,  1935,  pp.  f^^^. 

^  wertrand  Nogaro,  M^p  Monnaie  et les で IJ^nom れ nes  mon6taires  contemporains,  2  6d.,  1935,  Ch.  III. 

A.  B.  Lewis  and  cllang-  M^G.M^dps-  wsilvel-  and  tlie  Cliiness  f》l.ic ひ Level,  p.  4.114. 

S 拙著 支那 幣制の 研究 第一 部 第 四 章 第三 節參照 

^  Ltjag-U ひ of  Nations,  wcrlcl  Kccnonlic  stu.vtiv,  19331193 ナ 】). 187. 

Nankai  Social  and  Kconornic  Quarterly,  Vol.  VIII,  No. 1, April.  1935, で I). 15 ひ f. 

^  "ヒば e  Silver  situation  m  Cliina  :  A  Memcrandllm  IWI.eseyted  to  tlie  American  Economic  Mission  in  China 

び y  tlie  Chmess  Experts-  Committee  on  JMOnetary  Excllang.e,  Investment  and  Finance,  June  10th,  1935. 


第二 節 支那の 銀 恐慌  ニー  九 


第 六 章 法幣の 制定 

第一 節 革新的 情勢の 進展 

一九 三 五 年の 支那が、 銀 恐慌の 促 迫に ようて、 金融 組織と 貨幣制度の 上に 根本的 改革 を 施す か、 然ら 

ざれば 經濟 機構の 覆滅 的 崩壤を 見る の 外な き 岐路に 立って ゐ たこと は、 前章に 縷述 したと ころに ょリて 

明に なった と 思 ふ。 國民 政府 はこの 情勢に 對 して 屢、、 米國に 抗議 を 試み、 銀 政策の 緩和 を 要請した。 し 

かし 之に 對 する 米國 政府の 態度 は 支那に とって 頗る 不首尾であった。 米 國の銀 買 上策 は 議會の 定めた 法 

律に よる ものであるから、 政府の 力 を 以てして は 之 を 左右し 難い 旨 を 婉曲に 主張した。 

なほ 前章に 說 明した 銀惯 騰貴に 起因す る 經濟的 情勢の 外に、 國民 政府 をして 幣制 改革の 决意を 固めし 

めた 若干 の 側面 的 機 因が あ る 。 

第 一 實業部 銀價物 價硏究 委員 會の 報告 

國民 政府の 實業 部長 陳 公博 は 一 九 三 四 年 二月 二十 六日 許 仕廉を 委員長と する 委員 會を 創設し、 ジョン. 

第一 節 革新的 情勢の 進展  ニニ 一 


第 六 章 法^の 制定  ニニ 二 

口 /ン ング • 、パック、 張 履鸞、 陳 鐘聲、 陳 柄權、 顧 壞羣、 アルド ン • ベ ィャ アド • レゥ. 'ス、 湯 澄 波 等 

の 學者を 網羅して 、 銀 IH と物慣 に關す る 研究 を委囑 して ゐ る ： 委員 會は 支那に お い て 得ら ,飞 つ ぷ 

計 資料 を 蒐集して 一 九 三 四 年の 末に ：.silvcr  and  prices  in  China: と 題す る 英文の 報告書 を 提出して 

ゐる" 之れ によると 世界に おける 銀の 購買力 は 近き 將來 において 落 調に 轉す べき 見込 少 きこと を論證 し、 

銀 高に よる 物惯 低落が 支那の 經濟に 及ぼす 陰惨なる 影響 を解說 して 幣制 改革の 必耍を 提言し、 外 國爲替 

木 位 制 の 利便 を 結論し てゐ る：  . 

第一 一 地方 政府の 個別 的 通貨政策と 幣制 棄亂 の危險 

銀價 騰貴に よる 銀貨の 流出 返藏を 防ぐ ために、 各省 政府 は 自衞上 已むを 得す 各自 その 逼. 旦狀 お， 5  ニ應じ 

て 地方 的に 通貨政策 を 行 はねば ならぬ ことにな つた， >  例へば 湖南 省に おいて は、 一 九 三 四 年 三 nr 十日 以 

來、 五 百 元 以上の 銀 を 省 外に 移出 せんとす る 場合に は 理由 を 具して 申告せ しめ、 移出 證明 書の 手數 と 

して  一 ％ を徵收 する ことと した： また 移出 銀の 撿査！ H びに 密輸 防止の ために 檢査所 を 設け、 極めて 煩瑣 

な 規定 を 施行した" これと 類似の 制度 は、 北京 • 靑海省 • 甘肅省 • 廣西省 • 廣東省 等に お い て も 各 その 

必 耍に應 じて 行 はれた つ これ を この 儘に 放置 すれば、 支那 全 體の帑 制 統一 はます ます 望まれなくなる 0 

第三 北支に 於け る 不 換紙帑 流通 の 實驗 


北支に おける 銀密蟓 出の 盛 行に 伴うて、 北 平， 天津の 支那 銀行 は その 紙 W について 急激なる ft 換の請 

求に 曹ー ひ、 また 民間に おいて は 一 〇％ 乃至 一 五 艿の打 歩 をつ けて 銀貨 を搔き 集める 者が できて 來た。 其 

. 後 地方の 銀行業 者拉 びに 民衆の 協力 支援に よ.^ て 紙幣の 兌換 を嚴 重に 制限した ので、 爾来 北支に おける 

紙 w は事實 において 不 換紙带 となり-終った. _ 從 つて 北支と 國內 各地との 取引 は 銀貨 を 以て 決濟し 得ない 

ことにな つたが、 各種の 取引 は 上海 宛 爲替の 利用に ょリて 支障 もな く 行 はれた C この 事實 は從來 支那 W 

制 改革の 最大 障礙と 見ら わて ゐた 支那 民衆の 硬貨 重視 說が、 最も 保守的なる 北支に おいてさへ も、 必す 

しも 拘泥す るに 足らぬ こと を 明に した。 政府が その 信用 を 維持し、 紙带發 行の 調節 宜しき を 得て、 民衆 

卜 一 懼虞 の きを 懷ケ， しめざる 限り-は、 管理 通貨 の弘 布が 必す しも 不可能に 非 ざ る こと を 實證す る を 得た。 

少く とも 北支に おける 實驗 は當局 をして 带制 改革に 自信 を 固めし むる 一 助と なった。 また 南支の 或る 地 

方に おいても、 ほぼ 之と 同檨の 事態 を 見た。 

第 四 發券 銀行の 整理 統制  . 

支那に は 紙 幣 を發 行す る 銀行が 多い ので、 金融 政策の 上に 統一 を缺 き、 殊に 带 制 改革 を斷 行す る やう 

な 場合に は、 全く 收 拾に 苦む 狀 態であった。 玆に 於て 國民 政府 は 夙に 發券 銀行の 統制に 着手し、 先づ中 

央 銀行の 資本 を增大 し、 次で 中國 銀行 • 交通 銀行 • 其 他 主 耍發券 銀行の 增資を 行 はしめ、 その いづれ に 

第一 節 本 新 的 情勢の 進展  ニニ 三 


第 六 章 法幣の 制定  . ， 

ニニ 四 

お い て も 政府の 持 株を增 加して 發言權 を 伸張した。 また 兎角の 世評 あ リし中 國實業 銀行 • 四 明 銀行 • 中 

國 通商 銀行に も 信用の 確立 を 理由と して 政府 任命の 總經理 を 入れた。 斯 くして 政府 は 上海に おける 發券 

銀行 十 行 Q うち 六 行ま J その 管理に 歸 せしめ、 上海に おけ II の 一八 割 乃至 九き 統制し f やう 

になった。 

一、 中央銀行 は 一九 一二 四 年の 末に 資本金 を 二 千 萬 元より 一躍 一億 元に 增 加した。 同行 I 本 金 は 全 f  §资 で 

あるつ この 增資は 一 部 は 同行 利益 金 及び 積立金 を 以て 振當 て、 淺餘は 公债を 以て 拂込 を完 一幹し こ 0  - 

二、 中國 銀行 Q 資本金 は 從來ニ 千 五 百 萬 元で、 其內 政府 出資 は 五 百 萬 元であった が、 一九 三 五 年 一 f 三十  一 R つ 

. 株盡會 において、 四千 萬 元に 增資 し、 新株 一千 五 百 萬 元 は全部敌府 拂込 として、 政府 持 株 を S 金總 額つ 二 

分の 一 卽ちニ 千 萬 一 兀に增 加した C 同時に 同行 I を 十五 名より 二十 一名に、 聽を 五名より 七 名に 增 員し、 t 

內 政府 任命の I を 看より 九 名に、 監事 を 一名より 看に 增 加した。 また 同行の 執行 證 たる 疆鏖 公權 

を 中央銀行 I 裁に 移し、 羅 sil 長 宋子文 を、 後 II ま 履行 常 i 棄漢 ま， 擧 げた. 

三、 應 銀行の 資本金に 從來 一千 萬 元で f 出資 は 二百 萬 元であった が、 一九 三 五 年 四月 二十 曰の 株 i 會に， つ 

いて、 更に 一千 萬 元の 增資を 決議し、 新株 は 全部 政府に おいて 引受け、 公债を 以て 拂込を 了した 。 同時に^ 事 

を 三 名より 九 名に、 監事 を 丁 4 より 三 名に 增 員し、 宋子 文の 弟た る 宋子良 を 常務 理事に 新任した 。 

以上 を 以て 所謂 政府 銀行の 資本金 關係は 三 行 を a じて 政府が 過半 數を 握る ことにな つたつ これで、 $ 


來带制 改革 を 行 ふ 場合に、 政府 銀行と して 工作に 參與 すべき 機關 銀行が 準備され た。 

第五 リ— ス t: スの 来援 

金融恐慌 を切拔 ける ために も、 带制 改革 を斷 行す るた めに も、 支那の 最も 渴望 する もの は 外國の jn: ゾ就 

であった。 英國 政府 最高 經濟 顧問 フレデリック •： リ— ス ロス Frederick  Leith-Ross の 支那 訪問 は.^ 際 

官民の 間に 新しき 希望 を與 へた。 一 千萬ボ ンドの 借款が 幣制 改革の 直前に おいて 英 支の 間に 成立した と 

の 說も傳 はった が、 それ は 公式に は 否定され た。 しかし 幣制 發 布の 數日 前に 上海に おいて ジ —ス 口 ス及 

び 駐支 英國 大使 力 ドガ ンが蔣 介 石 • 孔祥熙 • 宋子文 等と 會合 協議せ る 事實に 鑑み、 また 新 带制實 施の 卽 

日 即ち 十 一 月 四日に 英國 大使が いち 早く 在留 英人に 新法 令 遵守 命令 を 下した る經 緯に徵 し、 英國が 新. 打 

制の 登場に 協力した と 推定しても 根據 なき 憶測と は 云 へ ぬと 思 ふ。 

第二 節 繁 急 幣 制 令 

一 九 三 五 年 十 一 月 一 日朝、 六 中全會 の開會 式に 際し、 兇漢 耍人 を亂 射し、 行政 院長 汪兆銘 は 重傷 を 負 

ひ 南京 全都に 戒嚴 令が 布 かれた。 これ は經濟 問題に は關 係の ない 動機から 勃發 した 事件で あるが、 財界 

の 不安 はます ます 加重し、 翌 二日 早朝よ リ 民衆 は 中央 • 中國 • 交通の 三大 銀行 を 初め 其 他の 華商 銀行に 
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殺到して 預金 引出と 紙带 兌換 を 請求し、 全 國的取 付 狀態を 見る に 至った： その 日 は 土曜 R であった から 

破 徒 を 見る に 至らす して 終った が、 市場の 不安 は 極限に 達し、 政府 は 必すゃ 月 曜日 を 期して 何等 力の 打 

開 策を講 する であらう と の 風 說が傳 へられた： 

果して 四日の 月 曜日に 至う、 十一月 三日 附を 以て、 列國金木位制放棄以來の事態を說明して^^制改革 

の 綱領 を 解明した 財政 部長 孔祥熙 の 宣言が 發 せられ、 同時に、 財政 部 布吿を 以て、 この 宣言と 同じ 主き 

の！^ 制 緊急 令が 公布 せられた。 是れ卽 ち 「法 带」 の創定 である： その 要項 は 左の 如し (- 

一 、 木 年 十 一 月 四日よう 中央 • 中國 • 交通 • 三 銀行 發 行の 銀行券 を 法 幣と定 む： 納稅 及び 公私 一 切の 

債務の 支拂 はこの 法幣を 以てし、 現 銀 を 行使す る こと を 得す" 之に 違反す る 者 は 全數を 沒收 し、 白 

銀の 偷漏を 防止す： 隱匿叉 は偷漏 を意圖 する 者 は 反逆罪に 淮 照し、 緊急 治 罪 法に 據て處 斷す。 

二、 中央 • 中 國 • 交通 • 三 銀行 以外の 銀行券に して 財政 部の 認可 を 經て發 行せられ たる もの は 現在の 

まま 流通 行使す。 但し その 發行數 額 は 十一 月 三日の 流通 總額を 限度と して 增發 する こと を 得す： 是 

等の 銀行券 は 追て 財政 部が 決定す る 期間 內に 漸次 中央銀行 券と 引換 へらる る ものと す。 流通 總 額に 

對 する 法定準備金、 来發 行の 新 券 及び 囘收 したる 舊券は 悉く 發行 準備 管理 委員 會に 納附 すべし- 印 

製 中の 新 券 も 印刷の 終る を俟 つて 直ちに この 委員 會 ^ ！ 納 附す ベ し 。 


三、 法 幣に對 する 準備金の 保管 及び 法 1^ の 發行收 換を處 斑す るた めに 發行 準備 管理 委員 會を設 く。 委 

員 會章程 は 別に 定む。 

四、 十一月 四日 以降、 銀行 *會 社 • 商店 • 公私の 機關 又は 個人に して 本位 銀貨 及び 其 他の 銀貨 叉 は 銀 

塊な ど 銀 類 を 所有す る 者 は、 之れ を發行 準備 管理 委員 會 或は その 指定 銀行に 提出して、 新 定の法 

と 引換 を受 くべ し」 木 位 銀貨 は 額面 を 以て 法带と 引換へ 其 他の 銀 類 は 含有 純銀 量に 依って 引換 ふ。 

五、 銀貨 を 以て 定めた る 契約 は、 期日に 到.^、 その 原 定額 fi に 依って 新定の 法带を 以て 決濟 すべし。 

六、 法 |9 を 外國爲 替に對 して 現在の 相場に 按 照して 安定せ しむる ため、 中央 • 中 國丄父 通 三 銀行 は 無 

制限 に 外 國爲替 の 賣買を 行 ふ 。  ， 

第三 項に よる 發行 準備 管理 委員 會は十 一 月 三日 附 財政 部 公布の 發行 準備 管理 委員 會章 程に ようて 上海 

に 創立せられ、 また 天津 *漢 口  ，廣 束 a 等に 分會が 設けられた。 委員 は 二十 二 名で、 (一) 財政 郃を 代表 

する 者 五 人、 0 一) 中央 • 中國 • 交通 三 銀行 を 代表す る 者 各 一 一人、 (三) 銀行業 同業 公會を 代表す る 者 一 一人、 

(四) 錢業 同業 公會を 代表す る 者 二人、 (五) 商業 會議所 を 代表す る 者 二人、 (六) 及び 財政 部長の 指名す る 

备發券 銀行の 代表者 五 人よう 成る。 宋子文 は、 章 程 第 四 條の定 むる 所に 依う、 中央銀行 總 裁の 資格 を以 

て 主席 委員に 就任した。 
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ニニ/ 

前述の 如く、 財政 部長 孔祥熙 は、 幣制 改革 布告と 同時に 宣言 を發 表して 新 带 制 を解說 し、 之れ が、 & ^.TI: 

の 方針 を 明に して ゐる" そのうちに 發行 權の獨 立に 關 して 次の 如く 將來の 抱負 を 述べ てゐ； 0。 

現在 國 有の 中央銀行 は將來 改組して 中央 準備銀行 となし、 その 資本 は 主として 各 銀行 及び 公衆の 共 

給に 由リ、 超然 機關 として 専ら 力 を全國 貨幣の 安定 維持に 注ぐ であらう つ 中央 準備銀行 はえ ロ銀亍 つ， J,^ 

備金を 保管し、 國庫 を經理 し、 一切の 公共 資金 を收存 し、 また 备 銀行に 再割引の 利便 を 供す るで あら 

うつ 中央 準備銀行 は 普通 商業銀行の 業務 を 行 はす、 二 年後に 於て は 專ら發 行 權の獨 占 を 享有す るで あ 

らう。 

これによ ると、 發行 準備 管理 委員 會は 過渡期に おける 一時の 便法であって、 やがて は 中央 準備 銀 1 了に 

ようて 置換 へらる ベ きもので あつたと 解し なければ ならぬ： 其 後 中央 準葡銀 I 了 設立の = ^備 として 之こ關 

する 法案 もで きて ゐ たが、 事變 のために 停頓して しまうた。 

法幣 制定の a 春、 一 九 三 六 年 一 月に 至リ、 國民 政府 は 財政 部 令 を 以て、 中國 農民 銀行の 紙 带 を 中央 • 

中 國丄父 通 • 三 行の 發行 にか かる 法 |E と 同檨に 行使す る こと を 准した。 その 發券額 は 一億 元 を 限度と し、 

發行 準備 は發行 準備 管理 委員 會 において 保管す る 規定で あつたが、 銀行が この 制限 を 無視した ために、 

折角の 带制 統一 に將來 恐るべき 禍根 をお ろす に 至った。 財政 部が この 銀行の 發券 業務に 就て 公布した る 


命令の 要綱 は 左の 如し。 

一、 中國 農民 銀行の 發行 する 紙幣 は法幣 たる 資格 を賦與 せられた る を 以て、 その 發行 準備 は發行 準備 管理 委 R (會 

によりて 保管 せらるべく、 同委員會は每月この銀行の發券額拉びに準備狀態を檢^^し、 その 結 架 を 公表して 公 

衆に 報告すべし。 

二、 中國 農民 銀行の 紙幣 發：， 仃は、 自己の 勘定に よると 他の 銀行の 領用 によると を 問 はす、 厳密に 發行 準備 管理 委 

員會の 規定に 準據 すべし。 

ニー、 中國 農民 銀行 は その 發行 準備の 一部に 外貨 を 充用す る ことに 關 して 中央銀行と 打合せ をな すべし C 

四、 紙幣 發 行に 當り、 中國 農民 銀行 は 特に 農村 拉 びに 邊疆 地方に 意 を 用ぶべし。 

五、 農民に 對 して 檐保 貸付 をな し义は 不動産 貸付 をな すに 當 つて、 屮國 農民 銀行 は 財政 部の 公布した る 規定 を遂 

守すべし。 

中國 ft 民 銀行 はもと 四 省 民 銀行と 稱し、 豫，鄂*皖* 三省 剿匪總 司令の 特許 を 得て、 一九 三 三年 四 

月、 拂込資 木金 三百 萬 元の 官商 合辦 農業 銀行と して 開業し、 木 店を漢 口に 置き、 湖南， 湖北 二 女 徵* 江 

西の 四 省 を 流通 區域 とする 紙 1^ 發行 權を享 、有した。 其 後 業績 伸暢して 支店網が 全國 各地に 擴 張され たの 

で、 一九 三 五 年 春、 名稱を 改めて 中國 農民 銀行と し、 木 店 を 上海に 移した。 その 六月 四日、 國民 政府の 

制定した る中國 農民 銀行 條例 によりて、 農業 資金の 供給 • 麇村 經濟の 復興 竝 びに 農業 生產の 改善 促進 を 
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目的と する ft 業 金融 機關 として 特許 銀行と なった： 公稱資 木金 は 一 千 萬 元で、 內 二百 五十 萬 元 を 肘 政 部 

ょリ 出資し、 殘餘は 备地省 市 政府 及び 商 民の 引受に なって ゐる： 現在 七 百 五十 萬 元 f 込濟 である。 そつ 

生 立から 軍閥の 金融 機關 で、 最近に おいて は、 蒋介石 を 委員長と する 軍事 委員 會を 背景と して、 宛然 中 

央 軍閥の 機關 銀行た る觀を n 壬し、 財政 部の 統制 外に 立って ゐる： この 銀行の 紙带 を法带 同様に t ふに ifJ 

つた 理由に、 (一) 中央銀行が 未だ 支店網 を 有せざる 裹村區 域に 新 幣制 を 普及せ しむる こと、 拉 びに (二) 

共產 軍から 取戾 した 地域 を復與 せし むる ために 土地 抵當 貸付 • 梟 村 付 を 行 ふに あった： しかし そ. 

表向きの理由で、 事實 において は 發行權 が 軍部 ニ熏 部に 利用され る危險 があって、 新^制に 對 して は 由 

斷 のなら ぬ 攪亂耍 素と なった： 

新 幣制の 重點 は名實 ともに 銀本位制 を廢 して 銀を國 有と し、 銀 を 主たる 發行 準備と する 管理 通貨 制 を 

採った ところに あるつ 

支那の I 巾 制は對 外的に は 一 九 三 四 年 十月 十五 日の 銀 輸出 禁制 以來 事實 において 銀 を 離れて ゐた. か、 新 

带 制の 實 施に ょリ て對內 的に も 銀の 惯 値と 絕緣 した： その 結果と して、 其 後に おける 貨幣の 對 內ほ谊 は 

銀と は關 係な く、 主として 政府の 統制 管理に 倚 依す る ことにな つた <〕 また その 對外债 値 も 準備 や 銀 相 

場に 拘ら す、 主として 爲替 市場に おける 政府 系 發券 銀行の 實カ 竝1 びに 國際 支拂 均衡の 靑善 にょうて 決定 


される ことにな つた。 

新带 制の 實施 にょうて 支那が 追求す る H: 的 は 要するに 次の 三 點に歸 着す る。 

(一) 貨 m 惯 値の 安定 

(一一) 貨幣 木 位の 統一 

(三) 發行 準備の 集中 

この 目標が 達成され るか 否かに ょリて 幣制 改革の 成耿 がき まる。. 

S 新 貨幣 政策 章 則彙編 民 國廿五 年 三月 一日 發行 準備 管理 委員 會編印 

^  Finance  arul  co3m ひ rce,  sl:-rsg.llai,  December lo, 1937. 1). ^o? 

第三 節 貨幣 價値 の 安定 

銀價 の激變 によって 貨幣 價 値の 安定 を 破られた 支那が、 銀 を 離れて 新 幣制 を 樹立す るに 當ぅ、 先づ そ 

の 目標 を 貨幣の 安定に 置いた の は 蓋し 當然 のこと であらう C 貨 带 の 安定 は、 貨幣- m 値の 安定の 外に、 貨 

幣數 量の 安定 卽ち 中立 貨带說 の 方向に おいても 考へ 得られる が、 中立 貨 带に關 する 研究 は、 現狀 におい 
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て は、 来 だ 之れ を實際 問題と して 取上げ 得る 程度に 至って ゐ ない 。 支那の 場合に おいても、 貨^^ 諠安 

定の 問題 だけが 商量され た"  . 

さて 支那 は 何に 對應 して 貨幣 惯 値の 安定 を 求めたい。 

そもそも 貨幣 惯 値の 安定に は 三つの 標準が g 定し B 守られる 0 

( 一 ) 金屬價 値に 對 する 安定 

0 一) 國內物 償に 對 する 安定 

(三) 國際爲 替に對 する 安定 

金屬惯 値に 貨幣の 安定 を 養ぐ とすれば、 銀 憤の 動瑤に 懲リて 銀本位 を 抛棄した 支那の 新帑 制に おいて 

は、 之れ を 金に 繁 ぐよ リ 外に 目標の 定め やうがない。 しかし 列 國が擧 つて 金本位 を 離 K または 制限して 

ゐる 現状に おいて、 貨 If 詹 if しむる こと は、 支那 Qiii 許 Q 利便 I すで や 

うか また 國內關 係から 見ても、 金の 購買力が 動瑤し 且つ 騰貴しつつ ある 數 年来の 情勢に おいて は、 貨 

帑を 金に 舊ぐ ことにより， て物價 下落と 產業沈 衰の煩 向 を 救 ふこと はでき ない。 故に 少く とも 當 時の 吠 態 

におし 一し は 銀 を 金に 乘ぅ替 へ る ことによって 支那の 國 民經濟 に寄與 すると ころ は 過渡期の 混亂 以外に 

W 物 も 期待し 得なかった。 


一 九 二 九 年の ケ ン ム ラァ 委員 會は 「中 園 遂漸采 行金 木 位 IE 制 法 草案」 を 財政 部に 提出し、 支那が 金爲 

替木位 制 を 採 川して 漸次に 金本位制に 移行す る途を 開くべき こと を勸說 した- E5 ふに 當時は 世界 を舉げ 

て 金本位制の 囘復に 努力して ゐた 際で あるから、 ケンム ラァ 教授の 立案が 之れ と 步調を 合せた の は當然 

のこと と 首肯され る。 しかし 其 後に 至って 大勢が 一 變 して ゐる。 從 つて 孔祥熙 の带制 改革 はケ ン ムラ ァ 

案と は無關 係に 運ばれて ゐる： 法 幣制 度に は 金本位へ の 移行 を計畫 的に 豫定 した 形跡 は 全くない： 

それで は 新 幣制 は國內 物 惯と外 國爲替 とその いづれ を 取って 安定の 標準 を 立てた かとい ふに、 制定 當 

時の 規定で は 後者が その 唯一 の 目標に なって ゐる。 

先づ 改革 幣制 布告の 第 六 項に 「法 带 を 外國爲 替に對 して 現在の 相場に 按 照して 安定せ しむる ため 中央 • 

中國 • 交通 • 三 銀行 は 無制限に 外 國爲替 の 賣買を 行 ふ」 と明規 して ある。 

また 中國 銀行 總裁宋 子 文が 幣制 改革 直後 十 一 月 五日 新聞記者に 與 ふる 談話の 形式で 發 表した 聲明 は、 

新 幣制 を解釋 する 上に 有力なる 文獻 であるが、 その 一節に おいて 氏 は 新 法貨の 安定 目標 を かな，.^ 詳細に 

解說 して ゐる。 

國幣を 外 國爲替 相場に 對 して 安定せ しむる ために 政府が 取った 擧措 について、 全國 民衆 は 深く 贊同 

を 表する ものと 確信す る。 蓋し 過去に おいて は爲替 相場の 騰落が 定まらなかった ために、 外 國賀易 乃 
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至 各種の 取引 は いづれ も 賭博 性 を 含んで ゐた。 凡そ 如何なる 改革で も、 利 《IM 關係 者に 多少の 困難 を來 

さない もの はない： しかし 此種 一 時の 損失 は爲替 安定に ようて 得る 所の E 大 なる 收穫に 比較 すれば 極 

めて 微薄 である： 爲替の 安定 は正當 なる 對外 貿易に 對 する 重大なる 障礙を 解除す るの みならす、 外資 

の 流入 を 招致して 中 國の經 濟發展 を 助成す る： 近年 高値の 支那 貨幣に 慣れた 人人 は、 此 度の 安定 水準 

を 以て、 或は 低き に 過ぎる やうに 思 ふか も 知れない が、 今次 決定の 爲替 相場 は 一九 三 C 年よ b ニニ 四 年 

に 至る 五 年間、 卽ち 支那の 貨幣が 外國の 影響に よ リて吊 上げられる ことの 少 かった 時期の 平均で ある _ 

政府が 不自然な 水準に おいて 爲替の 安定 を企圖 しても、 それ は 愚かな ことで ある。 今日 政府が 最も 企 

求す る 所 は、 一定 特殊の 外 國爲替 相場に 非す して、 貨幣の 安定で あるから、 實際的 眼光 を 以て その 責 

任を盡 したの は 實に欽 服の 至り， である" 

これに 依って 觀る も、 新 幣制の 通貨 安定 目標が 外 國爲替 相場に ある こと は 疑問の 餘 地がない。 

然 らば 法带は 何れの 國の 爲替 相場に 繫 がれた か。 これにつ いて は 幣制 布告 に も 、 孔祥熙 の 宣言に も 、 

また 宋子 文の 談話に も、 何等 明示され てゐ ない が、 それ は 英貨に 繫 がれて ゐる ものと 信すべき 理由が あ 

つた。 (一) 英國 政府の 經濟 顧問 リ 1- ス ス 氏が |E 制 改革に 參 與し少 くと も 好意の 援助 を與 へて ゐ たこと- 

(二) 新 幣 制實 施の t 一  月 四日 早朝、 英國 大使が China  Order  in  Ccnmdl に 基く lAing ビ Re お ulation; を 


公布して、 支那 在留 英國 人： a びに その 關係會 社に 新 |E 制の 遵守 を 命じ、 如何なる 債務に 對 しても 銀を以 

て支拂 ふこと を 禁じ、 之 を 犯す 者 は 三 箇月 以內の 懲役 又は 禁錮 若しくは 五十。 ホ ンド 以下の 罰金 叉 は 之 を 

併 課する こと を 表明した こと、 (三) 對支 投資に おいて は 英國が 何れの 國ょリ も 古き 歷史と 重大なる 利害 

關 係と を 有する こと、 —— 是 等の 事情に 鑑みて、 法帑は 英貨に 舊 がれた ものと 一般に 認められた。 實際 

の爲替 相場 を 見る と、 十 一 月 四日に 始まる 一 週間に おいて、 上海の 倫敦宛 電信 爲替は 一元に つき 一 志 二 

片 半であった。 その後 やや 下落して 一 志 二 片％ まで 降った こと もあった が、 大體 において 一 志 二 片半を 

保ち、 蔣介 石が 監禁 せられた 西 安 事件に 際し、 一九 三 六 年 十二月 十四日の 午前中に、 一志 二 片，； に 落ち 

た 外 は、 ：；^ 片 以上の 開き を 見る ことなく、 事變に 至る まで 概ね 安定して ゐた。 

さて 支那が 新法 幣の 安定 標準 を 外貨 爲替に 求めた ことが 適當 であった か、 果た また これ を國內 物惯の 

水準に 紫ぐべき であった かに ついては、 議論の 餘 地が あらう。 

國 民の 經濟 生活から 見て、 國內 取引 は國際 貿易よう も遙に 重要な ものである。 貿易業に たづ さはる 者 

に は 爲替の 安定が 望ましい が、 物價の 安定 は 民衆の 生活 安定の ために 更に 一層 肝要で ある。 故に 兩 者が 

矛盾す る 場合に は、 いつでも 物價の 安定 を 先にすべき である。 然るに 各 國の爲 政 者 は、 世界 大戰に 至る 

まで、 常に、 否、 最近に 至る まで、 動もすれば 國內物 價ょリ も國際 爲替の 方に 心 を 奪 はれ 勝ちであった。 
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貨带發 行 權は國 民經濟 生活の 大木 を 制約す る ものであるとの 理由に よって、 古来 いづれ の國 においても 

最高 主 權の發 動と して 嚴 かに 擁護され て 来た C この 歷史を 想 ひ 合すと、 十九 世紀末から つい 近頃まで、 

國內物 憤の 安定 を犧牲 にして まで、 爲替 平價の 維持に 腐心して、 外國 通貨の 道 伴れ をして 来た ことが、 

常識で は 諒解し 難い 不思議の やうに も 思 はれる 

顧 ふに 之れ は、 (一) 世界 大戰に 至る まで は、 列國 いづれ も 金本位 を 採用して ゐた 上に、 經濟狀 態の 變 

遷 推移が 緩漫 であった ために、 物 價の變 動も遲 鈍で、 貨幣 慣 値の 安定が 事實 上たい した 問題に ならな か 

つたから であらう。 (二) また 物價の 調整 は、 理論の 筋 は 通って ゐて も、 實 際に は 技術的に 困難 だと 思 は 

れてゐ たからで あらう つ アル ゲイン グ.フ イツ シャァ 教授の 補整 ドル Compensated  Dollar など 夙く から 唱 

へられて ゐ たが、 机上の空論と 見て 實 際の 問題に はならなかった C  (三) さらに 同一 の 木 位 制度 を 採る 國 

國の 間に あうて は、 爲替の 安定 は 自然の 歸趨 であって 最も 實 現し 易い ことで あるから、 これ を 守る のが 

當然 だと 考 へられた ので あらう C 

しかし 列國 おしなべ て 管理 通貨 時代に 入った 今日に おいて は、 對內： e 安定 を さしおいて 對 外的 安定に 

基準 を 求めねば ならぬ 理由 は 極めて 微薄 となった" 列國 は、 大戰後 異常なる 努力と 犧牲 とを拂 つて、 一 

度 は 金本位制に 歸 つたが、 再度 これ を 離れた、 もしくは 極めて 制限され たる 形に おいて 僅に 之に 繫 がつ 


てゐ る。 その 重ねて 舊來の 金本位制に 歸る日 は 遠く 豫 想の 外に ある。 

殊に 支那 は 初から 金本位の 伍 列に 入って ゐ ない-〕 その上に 支那 民衆の 大多數 に 取って は 對外貿 ：！： 勿よ，.^ 

も國內 取引の 方が 遙に 重耍 である。 支那 人口の 大部分 は 生活 程度の 低い 從 つて 購買力の 貧しい 農民で あ 

つて、 輸入品の 大部分 は是 等の 農民に 取って は贅澤 品で あう、 購買力の 及ばざる 圈域 である。 M くの 如 

き國 において、 通貨 安定の 基準 を 外貨 爲替に 求む る こと は 如何にも 理路が 徹らぬ やうに 思 はれる。 

しかの みならす、 各國が それぞれ 國內 物慣の 安定に 努めて これ を 達成 すれば、 それだけで 國際 間の 爲 

替 相場 も 落ち着くべき 所に 落ち着き、 おの づ から 安定 を 見る に 至る 理 である。 また 或る 程度の 物惯 安定 

が 保 たれて ゐ なければ、 备國の 間に 爲替の 安定 を持續 する こと もで きない。 詳しく 言へば、 或る 國 にお 

い て國 內物惯 の激變 が頻發 する 場合に は、 他の 國 におい て も 之と 同 方向 且つ 同程度の 物惯變 動が 伴 起す 

るに 非 ざれば、 結局に おいて 兩國 間の 收支 均衡が 傾き、 爲替の 安定が 破れる 理 である」 之 を 要するに 物 

價 安定 は爲替 安定の 必須 要件で ある。 故に 貨幣 價 値の 安定 は 先 づ國內 物 價に對 する 安定 を 以て 第 一 義と 

しなければ ならぬ。 • 

さらに 國內の 經濟狀 態 を 安定して おいて、 これに 順應 して 爲替 相場 を 調整す る こと は、 その 國に とつ 

て 自然の 作用であって、 さして 困難で はない が、 對外 通貨 關 係に 變動を 見る 每に、 これに 對應 して 物 Is* 
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賃銀 • 其 他國內 における 經濟 生活の 基 木 條件を 調整す る こと は、 困難と 云 はんよりも、 むしろ 不可能に 

近い ことで ある： 國內條 件の 調整 作用 はかなり 遲緩 であるから、 爲替關 係の 變 動が 大戰後 におけるが 如 

く 頻繁なる 場合に は、 この 調整 は、 事實 において、 迅速 且つ 精確に は 行 はれ 難く、 强ひ てこれ を 行 はん 

とすれば、 結局 經濟 生活の 攪亂に 終る 危險が 多い。 

以上 を綜 括す ると、 國內 物慣の 安定が 爲替 相場の 安定と 兩 立し 難い 場合に は、 後者 を棄 てるのが 合理 

的で あると いふ ことになる。 從 つて 管理 通貨に 據 つて 新に 带 制 を 建て直す 場合に は、 最初から その 對內 

惯値を 第一義と して 安定の 目標 を 立てる のが 當然 であると いふ 結 論 になる。 

しかし これ は當 面の 支那に とって は 現實を 離れた 理想で ある。 支那 は 先 づ爲替 の 安定に 努めねば なら 

ぬ 事情が あった。  . 

その 一 は、 支那 は 外資の 轍 入に 依らなければ 不況 を 切拔け 難き 狀 態に 陷 つて ゐ たこと である" 國際收 

支の 逆 調 は 國民經 濟の根 木 的缺陷 から SI る ことで あるから、 外資 を 以て 糊塗す るの は その 病 源 を 一 交 除す 

る 所以で ない とい ふ 論 も 立つ： しかし 支那 はま だ 資本主義 發展 段階の 初期に ある 國 である。 この 段階に 

おいて は、 いづれ の國 においても 外資の 援助な くして 開發を 望み 難き こと 歴史の 明徴す る 所で ある。 さ 

うして 外資 を 招来す るた めに は、 言 ふまで もな く 爲替の 安定が 望まれる。 


その 二 は、 带 制 改革が 英國の 資金 を賴 にして 行 はれた ことで ある" 當時 表立った 借款 は 國際關 係 を 憚 

つて 成立し なかった やうで あるが、 リ， ス スの 斡旋に より-て、 英國 系の 銀行から 少 からぬ 資金が 融通 

せられた と傳 へられて ゐる。 通貨 管理に 運用す るた めに 在 支外籍 銀行から 短期 資金の 融通 を受 くる 便宜 

から も、 爲替 相場の 安定が 望まれる。 

一言に して 之を盡 せば、 支那 經濟 の對外 依存性が 新 幣制の 自律 性 を 否定した ので ある。 支那の 新興 勢 

力が 買辦 資本主義と いふべき ものの 庇護に 據 つて ゐる ことが、 幣制 改革の 上に 反映して、 半 植民地 性 を 

暴露した と 云うても よから う。 

法 幣制 度が 爲替の 安定 を 目標と して ゐ ると いふ こど は、 必す しも 物價の 安定に 貢獻 する 所がない とい 

ふ 意味で はない、 從來 支那 は 銀本位制に 據 つて ゐ たために、 その物 慣 は國內 の經濟 狀况拉 びに 世界の 物 

償變 動に よ，.^ て 影響され る 外に、 海外市場 における 銀價 によ，.^ て 支配され た。 これ は 支那の 物 價决定 に 

特異な 素因であって、 支那 自體の 意圖を 以て 如何と もすべからざる 勢力であった。 法 幣制 度 は 將來に 向 

つて この 攪亂的 素因 を 排除した 點に おいて、 貨幣 對內價 値 安定 の 上から a る も 劃期的な 試みと い ふ ベ き 

であらう。 

然 らば 法 带 制定 後に おける 支那の 爲替 市場 は 如何なる 經過を 取った か。 法 带の對 外 價値は 如何なる 處 
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に 落ち着い たか。 

1^ 制 改革の 直前 一 九 三 五 年 十月 中には 上海の 倫敦 宛爲替 相場 は 最高 一 志五片 きから 最低 一 志三片 is に 

崩落して 極めて 不安定な 形勢 を 示して ゐた： 带制 公布の 前日 卽ち十 一 月 二日の 相場 は、 寄付 一 志 ニ片丄 8、 

ナ弓 一志 三片 11:- であった： 新 带 制 第 六 項に よる 安定 率に ついては、 政府の 公式 發 表はなかった が、 政？ 

三 銀行 は 十 一 月 四日の 對英 爲替を 一 齊に賣  一 士心ー 一片 さ.、 買 一 志 一 一片 #と發 表した： 之れ によって 新 法貨 

の 安定 點は 一 志 一 一片 半と 推定され た C 

制 改革 直前に おいて 爲替 相場が 急激なる 崩落 を 示した ので、 事情 を 知った 要人 筋の 思惑 賣と 4- さわ、 

また 英國 銀行 筋の 拔驅 とも 見られて、 當時、 國際 間に 物議 を 醸し、 殊に不意打を^^：^-った日木則の忌，こ 

觸ナた 力、 篇替を 急激に 引下げて 安定 點を 定めた ために、 その後に おける 支那の 物價は 騰貴の 傾向 を 示 

した _ これ は 貨幣の 對內 惯 値が 對外债 値の 下落に 追從 して 鞘 寄せ をした である r- 

國定稅 則 委員 會の 上海 物 偎指數 は 次の 如く 昂騰して ゐる： 

幣制 改革 後の 上海 物 指數 (一九二 六 年！ 一つ 0) 

,^  次  輪 入物 價  輸出 物情  ， 邳賣 物價. 
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また 南 開 大學の 北支 物 惯指數 も 次の 如く 

幣制 改革 後の 北支 物 價指數 ( 

年  次 
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四 四 三 三 三 三 ニー 一一 一一 一一 一一  〇 
一 四 八 五 四 〇 一八 五 五 四 二 四 七 七 二 九 


七 六 一八 五 〇 八 四 一七 〇 八 Q 七 四 八 八 

七 六 五八 〇 六 八 九 三 六 九 六 八 ニー    ニー  二 


六 月  一 三 〇，四〇  一 一 二  • 七 五  一 四 二  • 九 三 

この 物價 騰貴 は銀價 騰貴に よる 物價 下落の 場合と 正 反對の 影響 を 支那 經濟 界に齎 して 景氣の 囘復が 期 

待され た。 少 くと も不、 况の底 を脫し 得た と 信じられた C 宋子文 は 前掲の 新聞 談話に おいて、 政府が この 

水準に 貨幣 價 値の 安定 點を决 めた こと を 賞揚して 「實際 的 眼光 を 以て その 責任 を盡 した」 というて ゐる 

が、 幣制 改革 直前の 爲替 崩落が 政府の 政策 的 意 阖に發 する ものと するならば、 塞に 當を 得た 處置と 云 は 

ねばならぬ。 

景氣 の囘復 につれ て、 各般の 取引 は 目 * しき 飛躍 を 示した。 

海關 統計に よる 一 九 三 六 年の 貿易 額 は 前年に 比して 約 一 割の 增加を 示して ゐる。 これ は 一 九 三 一 年来 

の 鼠 勢 を轉囘 する 現象で ある C 輸入の 增加は 僅少で あるが、 輸出の 增加は 殊に 著しく、  二割 三分の 躍進 

を 示して ゐる。 

また 上海の 各種 商品 取引所に おける 取引高 は 左表の 如き 激增を 示した。 

一九 三 五 年  一九 三 六 年 

綿  絲  、 八、 九 三 四、 〇〇〇 梱  ニニ、 八 四 七、 〇〇〇 梱 

棉  花  二 七、 〇 二三、 〇〇〇 擔  五 〇、 一三 四、 〇〇〇 擔 

麥  粉  一六 八、 六 四 〇、〇〇〇 袋  一九二、 ニニ 七、 〇〇〇 袋 
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小  麥  一 〇 、八 一八、 〇〇o 擔  ニニ、 四 0 六、 〇0〇擔 

しかし 如上の 景氣 振興 をす ベ て 幣制 改革の 結果と 見る の は當ら ない。 第一 に は 世界 全般にお ける 景氣 

囘復の 影響が 働いて ゐ る" 第二に は 一 九 三 六 年に おける 農產 物の 豊稔が これ を 支援した： 數 年来の 水害 

と 旱魃と による 凶作に 對 比して、 幣制 改革 後の 一 年 は 稀に 見る 豊作であった。 その 結果と して 農民の 購 

買 カを增 進し、 景氣の US 進 を 助けた" この 二つの 原因が 伴 5@ しなかった ならば、 支那の 带制 改革 は 恐ら 

く は 順調なる 經過 を迪る こと を 得なかった であらう。 

以上 新 法貨の 安定 墓 準に ついて 考察した 所を綜 括して、 林 維英と 共に この 幣制 を 「管理 外 國爲替 本位 

制」 と稱 する ことに 異論 はない と 思 ふ： しかし この 制度ば、 その 木 来の 性質から 見て、 未だ 必す しも 確 

定 的な ものではなかった。 將來 支那が 政治的に 安定し、 經濟 的に 統一 して、 現狀 ほど 外資の 支援に 賴ら 

なくても よい 時 を迎へ 得る とすれば、 そのと きこ そ は、 外貨に 對 する 安定よ リも 寧ろ 國內 經濟の 安定 を 

目標と して、 眞に 自主的な 貨 带 制度 を 打ち 建て 得る と 云 ふの が、 當路 者の 意氣 込であった やうで ある。 

されば 林 維英 も 云うて ゐる： —— 「言 ふまで もない ことで あるが、 現在の 爲替 處理は 事情の 許す 限.^ に 

おいて 繼續 し、 その 間に 更に 適正な 水準 を 求めて よいので あって、 國內的 要求の 一 切 を犧牲 にして まで 

嚴 格に 施行し なければ ならぬ ことで はない。 これ は 確定 不易の 規則で はない C むしろ 大まかな 出来 八 3 の 


目標であって、 差し詰め この 水準で 實驗 をした 上で、 更に 恆久 的な 取 極 をつ くるべき である。」 

補  一 liii 

V  Nanl 厶 ai  ,soci£ll  and  Ecoiioniic  Qual-UJl.ly,  Jcly,  193^3,  ； PI).  .S3{5  r. I  also,  July,  1937, づ1メ  ；3^2  f. 

^  c-hincvs  Fol.eig.n  Tl.adrt,  Rep5rt  for  tli ひ Year 193 ひ Sul:>mitted  to  tlie  Minister  of  Industry,  (cllinese  Eccnc- 

mic  Journal,  vcl. XX,  N?  5,  May,  1937.)  pp.  497  f. 

め Chiness  Economic  Journal,  Vol. XX,  No.  5,  May,  1937, 1). 493. 

^  Y.  un,  、rtle  New  ^Monetary  {.system  of  Clihia,  A  Personal  Interpretation:  Slian ら lai,  1936,  p.  87. 

iK;  W.  Y.  ;Lin,  Op.  cir  PP.  95196. 

第 四 節 本位貨幣の 統一  、 

前に も 述べた る 如く、 銀貨 は 支那に おける 主たる 本位貨幣で あつたが、 唯一 の 本位貨幣ではなかった。 

少く とも 銀貨と 銅貨と が 相： a んで木 位 貨带の 役割 を 演じ、 地方にょ.=^、 階級に ょリ、 また 取引の 種類に 

ようて、 用 ひられる 本位貨幣 を 異にする の觀 があった。 新 带制は 管理 通貨 を 以て 多岐 多端なる 舊來の 木 

位 通貨 を 悉く 清算し、 法 幣を唯 一 の 木 位貨带 として 一 切の 通貨 を統 一 せんとす る 試みであった。 

新 幣制に よる 通貨の 統一 は國民 政府の 權 勢の 及ぶ 地域に おいて、 その 威令の 徹る 程度に 應 じて、 故障 
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なく 行 はれて ゐる。 卽 ち江 蘇 *浙 江 • 安 徵- 湖北 • 湖南 を 中心とする 中支 地方に おいて は、 少く とも j:;^: 

面 的に は 政府の 命令が 遵守され た。 しかし 西南 政權 の割據 した 廣東 • 廣 西の 諸 省 及び 別に 政權の 中植を 

構 ふる 北支 地方に おいて は、 これ を 素直に 受容れ ようと はしなかった。 

法 带と木 位 銀貨との 引換 は、 幣制 緊急 令 第 四 項に よ，.^ て、 額面に よう 等惯を 以てする 定めに なって ゐ 

る。 しかし 實 際は必 すし もこの 通 リには 行 はれなかった。 最も 容易に 集められ たの は、 上海 *漢 口 • 南 

京 • 等 における 華商 銀行の 所有 銀で あるが、 是 等の 銀に 對 しても、 政府の 買 上方 法 はかなり 策略が 用 ひ 

られ た。 . ^ち 銀行が 提供す る 銀 六十 元と 舊 紙幣 四十 元と を 混合した 百 元に 對 して、 法 带 百 元 を 交付す る 

などの 方法 を 採った" また 地方に 於て は 六 分の 打步を 政府が 支拂 うて 銀 を 買 上ぐ る途を 開いた。 日 木 を 

除く 外籍 銀行の 所有 銀，、、 六 分の 打步を 支拂ふ S 定が 成立した ので、 一九 三 六 年 一月に 至って 引渡 を 了 

つた。 故に 法 幣發行 高 は 銀 引 上 高よ，.^ も遙に 多額に 上った。 带制 改革から 事變 直前までに 中央が 民間 か 

ら囘收 した 銀 は 約 六 億 元と 推定され てゐ. 2。  - 

銀 を 引上げて 紙 带を與 へた 結果と して、 國民 政府の 民衆に 對 する 勢力 は 著しく 强 化された。 民衆 は、 

銀を棄 てて 法带を 握る ことによ， „ ^て、 法幣と 運命 を 一 にす るに 至った。 從 つて 國民 政府と 運命 を 共に す 

るの 意識に 誘導され た。 法幣の 崩壤は 自分た ちの 破滅で あると 信す る やうに なった。 先づ 民間の 銀行が 


利害の 打算から 法幣 擁護に 努めねば ならぬ 立場に 置かれた。 銀行が 法 幣 を 擁護す るから、 民衆 は 法 1^ を 

信用し、 從 つて その 支持者た る 政府 を 尊重す る やうに なった、、 これ は國民 政府が！^ 制 改革から 收め 得た 

成果の 最も 大 なる ものであった。 带制統 一 は卽ち 經濟統 一 を 意味した。 しかして 經濟統 一 は卽ち 內政統 

一 を 進めた。 

國民 政府 は、 新 带制發 布に 當リ、 新 法貨と 小額 貨幣との 關係 を、 とうあへ す 法幣ー 元に 對 して 二 角 小 

洋銀 貨は 六箇、 一分 銅带は 三百 箇と 定め、 これ を 地方 政府： H びに 金融業 者に 通達した。 しかし これ だけ 

では 通貨の 統 一 を 期し 難いので、 取リ 急いで 十進法の 新 補助 貨幣 を 立案し、 一 九 三 六 年 一 月 十 一 日附を 

以て 「輔 带條 例」 を 公布した。 その 重 耍條項 を摘錄 すれば 左の 如し。 

第 一條 補助 貨幣の 鑄 造 は 中央 造幣 廠に 專屬 し、 その 發行 は專ら 中央銀行 之れ を 司る。 

第二 條 補助 貨幣の 種類 は 左の 如し。 

一一 ッ ケル 貨幣 は 三種と し、 二十 分ニッ ケル 貨幣 は 總量六 グラム 品位 純ニッ ケル、 十分 ニッ ゲル 貨幣 は 總量四 • 

五 ダラム 品位 純ニッ ケル、 五分 ニッ ケル 貨幣 は 總量三 ダラム 品位 純ニッ ケル とす。 

銅貨 は 二種と し、 一 分 銅貨 は 總量六 • 五 グラム 品位 銅 九 五 錫亞紛 五、 半分 銅貨 は 總量三 • 五 グラム 品位 銅 九 五 錫 

亜鈴 五と す。  . 

第三 條 補助 貨幣 は 十進法 を 以て 計算し、 その 法幣 一元に 對 する 枚數は 左の 如し。 
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二十 分ニゾ ケル 貨幣 は 五 枚、 十分 ニッ ケル 貨幣に 十 枚、 五分 ニッ ケル 貨幣 は 二十 枚、 一 銅貨ば 一 百 枚、 半分 

銅貨 は 二百 枚： . 

第 五條 補助 貨幣 授受の 數目は ニッケル 貨幣 は每次 法貨 二十 元 を 以て 限と し、 銅貨 は 毎次 法幣 五一； 几 を 以て^と すご 

但し 賦稅の 收受及 び中國 銀行 の 兌換に はこの 制限 を 適 5- せす。 

第六條 從來 通用の 補助 貨幣 は 財政 部に よりて 囘收 し、 之 を 銷燬改 鑄す： 但し 規定の 期間 內は各 その 市價に 照し 

て 通用す る こと を 得。 

前項の 辨法及 び 期限 は 財政 部 命令 を 以 て 之を定 む" . 

新 鑄の-一 ッ ケル带 と 銅 带とは 二月の 半 頃から 街頭に 姿 を 現 はし、 少く とも 上海に おいて は 政府の 命令 

に遵 うて 通用した- 形の 小さい 新 銅带が 形の 大きい 舊銅带 三枚と 對 等に 取引され た： これ を 見ても 支那 

人が 必す しも 通貨の 金屬價 値の み を 重視して ゐな いこと がわ かる： 

新 輔幣の 最小 單位は 半分 銅带 となって ゐる： 舊銅帑 一 分 は 三百 枚で 法带 一 元に 當る ことにな つて ゐた 

から、 新 半分 銅 幣の惯 値 は舊ー 分銅 带ょリ も 五 割 方 高位に ある： これで は舊ー 分の 物の 値段 を 五 割方騰 

貴せ しめて、 豊 民： g びに 勞働 者の 負擔を 加へ ると いふ 理由で、 新輔带 制度に 對 する 非難が e つた" 商業 

會議 所から は 政府に 對 して 更に 小額の 輔带を 造って 貰 ひたいと いふ 建議 も 出て ゐた。 

しかし 實 際に は法幣 半分；^ の 小 取引 は 極めて 稀で あるから、 銅貨 » の 民衆に とりて は、 これにより 


て 失 ふところよりも， 從來銀 銅比惯 Q 動搖 により そ 蒙った 損失 を 免れる ことにより， て 得る ところの 方 か 

遙に 大きいで あらう" 輔带 制度 確立の 意義 は 銀 銅 竝行木 位 制 を 一 掃して 嫠民 搾取の 機會を 除く 所に ある 0 

輔 1^ 制度の 確立に よって 最も 當 惑した もの は兩替 によって 利益 を 得て ゐた 餞莊と * 村に 臭 喰うて ゐた 

金 貸と である 「- 新制 度に 對 する 非難 も 多く はこの 方面から 出た。 梟 民！ 1^ びに 勞働 者の 小 取引に 不便 だと 

いふ こと は、 假 にロ實 として 川 ひられた に過ぎない" 

これと は 別に、 そ P 後に 至って、 新輔带 制度 は 意外の 困難に 遭 逢した： それ は 一 九 三 七 年 春に 至って、 

銅惯が 昂騰した ために、 法带 一 元に 對し 舊銅带 三百 枚の 割合で は、 舊銅带 一 元の 素材の- m 格が 法带 一 元 

の 上に 出る ことにな，.^、 從っ てこれ を 買 ひ 集めて 國 外に 私 運され る やうに なった ことで ある。 その 結果 

として、 新法 带 による 物價の 外に 舊銅幣 による 物 惯が竝 び 行 はれ、 限 局 的に では あるが、. 事實 において 

木 位 制度の 統 一 を 阻害す る 形と なった。 

事變 直前までの 經 過から 見る と、 政情が 安定して 政府に 對 する 信頼が 續 きさへ すれば、 通貨 統一 の 達 

成 も 不可能で はない やうに 思 はれた。 ただ 肝腎の 政情 安定が 氣の 毒ながら 百年 河清 を 待つ の感 があった。 

S 廣東 政府 も 中央政府の 新 幣制に 追従して 銀の 省 有 を 決し、 廣東！ 行 及び 廣東市 銀行の 發行 する 紙幣と 引換に 銀貨の 引 上 
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げを 行うた が、 その 引換 比率 は 中央政府の 比率に 從は すして 別に 左の 如く 決定した。 

一 、 中央政府の 新法 幣 一 元に 對 して 地方銀行 券廣 東法幣 一 元 一 一角 

二、  二 角 銀貨 五 枚に 對 して 地方銀行 券 一元 二 角 

三、 中央政府の 銀貨 一 元に 對 して 地方銀行 券 一 元 四角 四 分 

從來廣 東で 通用した 銀貨 は 主として 二十 分小洋 であった。 この 小 洋の錤 分 を國幣 大洋 一 元の 銀 分と 比較す ると、 國幣 一元 は 

廣東 小洋の  一 •  二三 四 元に 當 つた。 故に、 廣東 政府の 決定した 交換 比率のう ち、 中央 新法 幣對廣 東 法幣の 比率 だけ は舊 來の慣 

EE に 近いが、 銀貨に 對 して は、 小洋 大洋と もに、 それぞれ 約 二割の プレミアム を附 けた ことになる。 中央政府が 幣制 布告 第 

四 項に 據 つて 銀貨と 法 幣とを 額面で 引換へ ると 云うて るるのに、 廣東 政府が 銀貨に 打步 をつ けたの は、 銀の 中央に 集中 せら 

れる こと を 喜ばなかった からで あらう" 

改革 幣制 布告 第一 一項 は 政府 銀行 以外の 銀行が 新に 紙幣 を增發 する こと を 禁じて るるに 拘ら す、 廣東 政府 は 廣東省 銀行 拉び 

に 廣東市 銀行 をして 多額の 廣東法 幣を發 行せ しめ、 これ を 以て 銀の 吸收竝 びに 軍費の 支辩に 充てた と傳 へられて るる- 廣東 

政權は 一 九 三 六 年 七月 陳濟棠 の 下野 亡命に よって 沒 落し、 南京 政府の 統制に 歸 した。 其 後國民 政府の 發 表に よれば、 廣東法 

幣の發 行 額 は 二 億 四千 九 百 萬 元に 達し、 之に 對 する 準備 は 正貨と 證券と を 併せて 一 億 四千 萬 元の 不足 を 示し、 銀 準備に おい 

て 四千 萬 元、 證券 準備に おいて 一億 元の 缺陷 となって るた。 政府 は 之 を 整理す るた めに、 過渡期の 辨法を 定め、 八月 二十 一 

日に 至り 孔 財政 部長から 談話の 形式 を 以て 左の 如く 公表した ~ 

一 、 廣東 紙幣 は從來 通り 流通す。 

二、 從來 中央 法幣 を.^ て納附 したる 租稅は 今後 も 同樣に 法幣を 以て 納附 すべし" その他の 支拂に 就て は 法幣ー 元に 對し廣 


東 紙幣 一 元 五角の 割合 を 2? て 地方 紙幣 を 用 ふること を 得。 

三、 發行 準備 充足し 物價 安定す る を 待って 廣東 紙幣の 间 收を行 ふ。 準備の 不足 は國民 政府の 公債 を發 行して 之に 充當 す。 

國民 政府の 廣 東に 對 する 幣制 統一 は 右の 第三 項に よる 地方 紙幣の 囘收 を俟 つて 完成され る 順序に なって ゐた。 さらに 翌ー 九 

三 七 年 六月に 至り、 中央より 宋子文 を 派遣して 次の 如き 幣制 整理 案を齎 し、 六月 二十 一 日より 之を實 施した。 

一 、 一 九 三 八 年 一 月 一 日より 廣東 省に おける 公私 貸借 • 賣賈取引及び各種契約の締結は總て法幣を2^て本位とし、 廣東紙 

幣 による 支拂 及び 契約の 締結 は 法律上 無效 とす。 

二、 一  九 三 七 年 六月 二十 一 日ょり法幣百元に對し廣東紙幣百四十四元を2^て法定比率とし、 年末まで この 比率に よる 流通 

を認 む。  . 

三、 廣東 紙幣 は、 中央 • 中 國 • 交通 及び 省 銀行に 於て、 卽日 この 比率に より 法幣 との 交換 囘收 を始 む。 

四、 發行 準備 管理 委員 會廣州 分會は 未囘收 の廣東 紙幣に 對 して 法定の 現金 準備 を 保持す ベ し。  ， 

この 規定に よって、 年內に は廣東 紙幣の 囘收を 完了す る 害で あつたが、 この 法令 を 公布して から 二週間 餘 にして 事變 が勃發 

したために、 遂に この 整理 計畫を 放棄す るの 餘儀 なきに 至った。 一 九 三 七 年 六月 二十 一 日に おける 廣東 紙幣 は 三 億 四千 萬 元 

と發 表されて ゐ たが、 これ も 其 後に 於て 少 からぬ 增加を 見た。 

S 吉田 政治 最近の 支那 通貨 事情 四六頁2^下 

第五 節 發券 準備の 集中 

馬 寅 初 は その 著 「中 國經濟 改造」 において、 上海 金融 組織の 缺點を 論じて、 (一) 中外 金融 機關の 間に 

第五 節 發券 準備の 集中  •  二 五一 


第 六 章 法 幣の制 C え  .  二 五 二 

鴻溝を 劃して 在 華 外 行 は 儼 然外國 に 在る が 如く、 中國 金融 機關も 銀行と 錢莊 との 間に 壁 sii! 森嚴、 時に 相 

嫉視して 統一 の樞 紐な きこと、 (二) 外商 銀行 は、 ー集團 をな すと 雖も、 國 別によ つて 紛岐 し、 同床異夢 

おのおの 木國の 法律 を 適用して 本國の 侵略 政策 を 遂行し、 意見の 統一 なき こと、 (三) 錢莊も その 大小に 

よって 派 を 立てて 相互 清算の 實 績擧ら ざる こと 等 を 指摘し、 殊に 銀行の 銀行た る眞 正の 中央銀行 なく、 

機 關分存 する ために 多額の 準備金 を 積みながら 市場 擁護の 用 をな さす、 動もすれば 發鈔過 濫に陷 りへ 一 

朝 恐慌の 襲来に 遭へば、 愛國觀 念な き 民衆 は 華商 銀行に 對 する 信仰 を 失って 預金 を 外商 銀行に 移し、 華 

商 銀行 は 外商 銀行の 前に 尾を搖 つて 憐を 1 乙 ひ、 その 一顧 を 求めて 辱く 靑陳を 承け、 無限の 光榮 とす、 民 

族 前途の ために 憂 ひて 禁 ますと 痛嘆して ゐ. 5( つ 思 ふに 之れ は單ぅ 上海 金融界に 限った ことで はなく、 上 

海に ようて 代表 せらる る 支那 金融界 全體の 如實の 姿で あらう。 

改革 幣制 布告 第 四 項 は 銀の 國有を 宣布し、 之れ を發行 準備 管理 委員 會の 支配に 集めて 發行 準備 を 集中 

し、 如上の 缺陷を « 正しよう として ゐる。 天津 ，漢 口 • 廣 東 • 等に 支 金庫 を 置いた が、 大部分 は 上海に 

集中 せられた。 準備金の 集中 は 営に 通貨 統制の 必耍條 件た るの みならす、 これ を 分散して おくと、 支那 

において は、 動もすれば 地方 的 叉 は 個人的 利 S のために 曲 使せられ る 虞が ある" 一九 三 六 年の 夏、 西南 

軍閥の 崩壊に 際して、 廣東 亡命の 陳濟棠 が 省 有 銀の 持 逃げ を 企てた と喧傳 せられた るが 如き、 眞僞の ほ 


ど は 鬼 も 角と して、 まさに ぁリ 得べき ことの 一 例で あらう。 

銀貨 • 銀塊 など を 所有す る 者 は、 緊急 带 制令 第 四 項の 規定に よって、 これ を 新 定の法 |E と 交換せ ねば 

ならぬ ので あるが、 政府 はこの 交換 を 容易に する ために、 一九 三 五 年 十一月 十五 日付 を 以て 「兌換 法带 

辨法」 なる もの を 公布し、 現 銀の 集中 を 促進した： その 全文 を 示せば 左の 如し。 

第 一條 各地 銀 錢行號 • 商店 及び 其 他の 公共 團體 或は 個人に して、 銀幣 *«條* 地 銀 • 銀録 • 銀塊 及び 其 他の 銀 

類 を 所有す る 者 は、 民國 二十 四 年 十 一 月 四日より 三 箇月 以內に 最寄りの 各地 兌換 機關に 於て 法幣と 引換 ふべ し。 

担し 左記 各項の もの は此 限に 非す。 

一 、工業 藝術义 は 其 他の 原料と して 使 せざる ベから ざる 銀 類に して、 銀製 品 用 銀管现 規則に 依 照し 政府の 許 

可を經 たる もの  • 

一一、 古 幣* 稀 有の 貨幣 义は 文化に 關係 ある 銀 質の 古物 

三、 本辨法 公布 前に 製 成 又は 存 有の 銀 質 器 及び 装飾品 

第二 條 法幣 兌換の 機關は 左の 如し。 

一、 屮 4- • 中 國* 交通の 三 銀行 及び その 分 支 行 或は 代理 處 

二、 三 銀行 委託の 銀行， 錢莊 • 質 店 • 郵便 • 鐵 道 • 汽船 • 電信の 各 局 及び 其 他の 公共 機關 或は 公共 阐體 

三、 國內 各地の 收稅 機關. 

四、 各 縣 政府 

第五 節 發券 準備の 集中  二 五三 


第 六 章 法幣の 制定  二 五 四 

第三 條 通用 銀幣 及び 敲條 以外 一 切の 銀 類の 法幣 兌換 は その 銀 純分 量に 應按 して 兌換す。 

第四條 凡そ 法幣の 流通な き 地方に 於て、 銀 幣， 敲條 • 地 銀 • 銀 錠 • 銀塊 又は 其 他の 銀 類 を 所有す る 者 は、 第二 

條 第二、 第三、 第 四 項に 列記せ る 备機關 に 送付して、 法幣 兌換 を 申請すべし，) 

第 五條 第二 條 第二、 第三、 第 四 項に 列記せ る 各 機關に 於て 免換 せる 銀 幣* 廠條 • 地 銀 • 銀 錠 • 銀塊 义は其 他 銀 

類よ、 附近の 屮央 • 中 國* 交通 三 銀行に 送附 して、 法幣に 兌換すべし。 若し 之を隱 匿し 或は 其 他の 用途に 轉付 

したる 者 あるとき は、 橫領§^^を以て論す。 

第六條 免換 期間に 於て、 銀 幣* 廠條 • 地 銀 一 • 銀 錠 • 銀塊 义は其 他の 銀 類 を 所有す る 者に 對し、 事に 藉 りて 詐欺 

をな す もの あるとき は、 詐欺罪 を 以て 論す。 

第七条 凡そ 通用 銀幣と 法幣の 兌換に 於て は絲 毫も 差價 ある を 得す。 逮反者 は その 事情 を 按じて 法 幣と銀 幣とを 

分別に？ な收 し、 或は 之 を^せ て沒收 する こと あるべし" その 密輸 を意圖 して、 銀 幣* 廠條 • 地 銀 • 銀 錠* 銀塊 

を高價 に換收 する 者 は、 妨害 國幣懲 治 暫行條 例 第一 一條 第 五條に 依 照して 之 を辨理 す。 

第八條 本 辨法は 公布の 日より 之 を 施行す。 

この 辨 去の 第一条 第一 項に 基づき、 これと 同日 付 を 以て、 銀製 品 用 銀 管理 規則が 制定され た" これに 

蒙れば 銀器 • 銀 飾 • 其 他 銀 を 原料と する ものの 含有す る 純銀 量 は 百 分の 三十 を 超 ゆる こと を 得ない。 ま 

た 銀製 品 製作者の 需要 銀 料 は、 原則として 政府 系 三 銀行 又は その 代理 處 から 購入せ ねばならぬ ことにな 

つて ゐ る。 尤も 後に は 百 分の 三十 以下と いふ 制限 規定 は 削除され て、 原 有の 習慣に 仍 照して 辨理 する こ 


とに なった。 

政府 は 緊急 带 制令 第三 項の 規定に 基き、 これと 同日 附で 「發行 準備 管理 委員 會章 程」 を 公布した。 換 

收 した 銀 はこの 委員 會 により そ 保管され る。 委員 會の 指定に よりて、 中央 • 中國 • 交通 三 銀行の 庳房が 

準備 庫に 充用され る。 章 程の 全文 は 左の 如し。 

第 一 條 財政 部は發 行を統 一 し 法幣の 信用 を擎 固に する ために、 特に 發行 準備 管理 委員 會を 設け、 また 商業都市 

に 適宜 その 分 會を設 く。 

第二 條 發行 準備 管理 委員 會は 政府の 法令に 違 照して、 法幣 準備金 を 保管し、 また 法 幣の發 行 囘收事 &、 を 辨现す _ 

第二 一條 發行 準備 管理 委員 會は 左記の 委員 を 以て 之 を 組織す。 

一 、 財政 部 代表 一 名 

二、 中央 • 中 國 • 交通 三 銀行 代表 各 一 一名 

三、 銀行業 同業 公會 代表 二 名 

四、 錢業 同業 公會 代表 二 名 

五、 商會 代表 二 名 

六、 財政 部長 指名に 依る 备發券 銀行 代表 五名 

第四條 發行 準備 管理 委員 會は、 中央銀行 總裁を 以て 主席と す。 また 委員 は 五名 乃至 七 名の 常務 委員 を M 選して 

日常の 事務 を 執行す。 

第五 節 發券 準備の 集中  -  二 五 五 


第 六 章 法幣の 制定  二 五六 

第 五條 發行 準備 管理 委員 會は、 中外の 金融界 有力者 を 招聘して 顧問と なすこと を 得。 

第六條 發行 準備 管理 委員 會は、 中央 • 中 國丄父 通 三 行の 庫 房 を 準備 庫に 指定す： 各地に 分存 する 準備金の 數目 

は發行 準備 管理 委員 會之を 決定し、 且つ 之 を 財政 部に 報 吿登錄 すべ し。 

第七條 發行 準備 管理 委員 會は月 ー囘、 準備 庫 を撿查 し、 法貨 發行 高拉 びに 準備金の 種目 及び 金額 を 公告し、 且 

つ 財政 部に 報 吿登錄 すべし。 

第八條 發行 準備 管理 委員 會は 人員 を 探 用し 課 を 分ち て 事務 を辨 する こと を 得. - 

第九條 發行 準備 管理 委員 會は 事務 處理 規則 を擬定 して 財政 部に 陳 報し、 許可 を 得て 登錄 すべし。 

第十條 本 法 は 公布の 日より 施行す- 

銀の 國有も 中支 地方に お い ては少 くと も 表面上 は圓 滑に 運んだ やうに 見受けられ るが、 南京 政府の 力 

の 及ばざる 地方に おいて は、 なかなか 行 はれて ゐな かった 例へば、 北 平 • 天津 • 兩市を 初め、 山 乎 

廣西 • 山 西の 諸 省 は 銀の 移出 を 禁制して 中央 へ の 集中 を a 止した： 地方に 發行 準備 管理 委員 會の支 金庫 

が 設けられ たの も、 政府の 本意に 非す して、 實は日 木に 對 する 協調 的ヂュ スチュ ァと 地方 的 利 S に對す 

る 考慮に 出た もの だと 見られて ゐる 「- さらに 上海に おける 外國 銀行の 多数が、 治 外法 權を理 .m としてお 

«| に 銀の 引渡 を肯 じなかった こと も 周知の 事實 である。 

幣制 緊急 令に ょリ て、 法幣 は、 そ Q 價 値に 闢す る限リ において は、 對內對 外と もに、 銀と 直接の 關微 


を絕 たれた が、 發券 準備に 關 する 規定 は舊來 のままで、 改廢 されて ゐ ないから、 法 の發行 額に 對 して 

も、 從來の 通， 現金 準備 六 割保證 準備 四 割の 發券 準備 を 保有すべき ものと 見る のが 一般の 通念と なつ 

てゐ る。 尤も これ は 舊來の 兌換券に 關 する 規定であって、 不換 券と なって しまうた 法 W に關 する 規定で 

はない から、 新 幣制に ついては、 おの づ から 別途の 解釋が 許される 餘 地が あると いふ 考へ方 も あらう。 

しかし、 緊急 幣制 令 發布後 五十 日 を經た 十二月 二十 三日に 至って、 政府が 公布した 發行 準備 管理 委員 

會檢査 規則なる ものに も、 その 第 四條に 

法 带の發 行 は 須く發 行 高の 全額に 對 して 準備 を 置くべし。 現金 準備 は 六 割と し、 金銀 或は 外 國爲替 

を 以て 之に 充て、 保證 準備 は 四 割と し、 國 民政 府發行 或は 保證 の有價 證券 及び 財政 部が 確實と 認めた 

る 其 他の 資產 或は 短期 確實の 商業手形 を 以て 之に 充っ。 

と明規 して あるから、 法 带 に對 しても 從來の 準備 規定が 適用され る ものと 解す るの が 普通の 常識で あら 

ラ 0 

この 現金 準備 は 兌換 準備で はない つ 銀は國 有と なって、 民間から 引上げる ことにな つたので あるから 

兌換 は 行 はれない。 然 らば 法 幣制 度の 下にお ける 發行 準備 は 何の 用 をな すか。 政府 銀行の 發 表に 信 を 措 

いて 推考 すれば、 帑制 改革 當時 において は、 規定 以上に 充分の 現金 準備が あった. から、 これによ リて發 

第五 節 發券 準備の 集中  二 五 七 
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券 額が 統制され てゐ たと は 思 はれぬ。 當 面の 用途と して は、 之 を 外貨に 代へ て爲替 統制 資金に だてら t 

た" 带制 改革の 直後に おいて、 國民 政府 は 銀 五 千 萬 オン スを當 時の 市惯 六十 五 仙 見 當で米 國大藏 省に 賣 

渡し、 米貨 三千 一 一 百 五十 萬 弗 を 得て 當 座の 爲替 安定 資金に 充てむ。 

補  註 

山 馬 寅 初 中 國經濟 改造 上海 民國 二十 四 年 第 十一 章 一六 〇 頁 以下 

9^  Fmaace  imd  rommerce,  Slianghai,  June 17, 1936, 】). 672. 

び New  York  Times, レ pl.il 8, 1936.  See  also.  Finance  and  Commerce,  J^lay 12,  p.  486. 

第 六 節 滿洲國 幣制との 類似 

法带は 重要なる 點 において 三年 前に 實 施せられ た 満洲 國の带 制と 似て ゐ るつ- その 摸倣で はない かと 思 

はれる ほどに 以て ゐ る。 

萬 政 時代に おける 滿洲の 通貨 は、 銅 系 • 銀 系 • 金 系に 分れ、 硬貨 あり、 紙幣 あう、 支那 側の 發行 にか 

かる もの あ， o-、  H 木 側の 發行 にか かる もの ぁリ、 それらが おのおの 流通 地域 を 異にし、 取引の 種類 二よ 


.=^て用途を限られ、 極めて 複雜 且つ 不便なる ものであった" 殊に 奉 天 票 を 初め 舊政權 を 背景と して 發行 

せられた 各種の 紙幣 は、 濫發の 結果 いづれ も慣値 激減し、 营に 取引 を攪亂 する のみなら す、 民衆の 生活 

に堪へ 難き 脅威 を 加へ てゐ た。 玆に 於て、 昭和 七 年 三月 一日 満洲 國の 建設 を 見る や、 百事 草創の 間に あ 

つて、 夙に 通貨 制度の 整理 統制に 着手し、 新に 貨幣 法 及び 舊 貨幣 整理 辨法 1^ びに 滿洲 中央銀行 法 を 制定 

し、 同年 七月 一 日ょ，.=^これを實施した。 

支 W の 法 带には 兌換と 關係 なき 發行 準備 を 置いて ゐる C これ は 満洲 國の 幣制に 範を 取った もので は あ 

るまい か。 卽ち 満洲 國の貨 带法第 十 條には 「満洲 中央銀行 は 紙幣 發行 高に 對し三 割 以上に 相當 する 銀塊 

金 鬼 . 確實 なる 外國 通貨 又は 外國 銀行に 對 する 金銀 預け金 を 保有す る こと を 要す」 と 規定して ある 力 

兌換に 關 する 規定 は 見當ら ぬ。 ゆ ゑに 支那の 法幣も 満洲 國幣 も、 ともに 發行 準備 ある 不換 紙带 である。 

. こだ， 州 國貨带 法 第二 條には 「純銀の 量目 二三 • 九 一 瓦 を 以て 慣 格の 單 位と し 之 を 圓と稱 す」 と規 《万 

して 貨幣 慣 値の 基準 を 銀に 求めて ゐ るが、 法幣は 布告 第 六 項に 據 つて 之 を 外 國爲替 に 求む る こと を 標榜 

して ゐ るから、 満洲 國幣 より-も 一層 銀と 隔絶して ゐる。 しかし これ は 貨幣 法制 定當 時の ことであって、 

葡 W 國匕 おいても、 昭， 5 十 年 十一月 四日、 恰も 支那の 法 Is 貝 施と 日 を 同じう して、 我 國內閣 の發表 1^,0 

に 満洲 國 財政 部長の 聲 明に 據リ、 國幣の 價値を 日 木の 圓に 聯繫 して 等慣を もって 安定せ しめ、 日 滿带制 
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の 統一 を はかる ことに 决定 したから、 現在で は 滿洲國 1^ も 支那 法带と 同様に 外 國爲替 木 位に なって しま 

つたと 見る ベ きで あらう。 

若し 夫れ ケン ムラ k 案 を 標準と して 支那の 法 幣制 度と 滿洲國 幣制と を 比較 するならば 寧ろ 後者の 方に 

ケ ン ムラ ァ案 近似の 點を 認め 得る： ケ ン ムラ ァ 案に は その 第 十六 條 以下に 金本位制への 移行 を豫恕 して 

金 準備に 關 する 規定が 設けて ある？ 満洲 國貨带 法 も、 惯 値の 單位は 銀 を 以て 定めて あるが、 正貨 準備 は 

銀に 限らす して 金銀 いづれ でもよ いこと に 規定して ゐる 0 金銀の 割合に 就ても 何等の 制限 を 設けて ゐな 

い。 また 満洲 中央銀行 法 第三 十六 條には 「満洲 中央銀行 は …… 純益の 百 分の 二十 以上 を 積 立て 金塊 • 外 

國金 通貨 又は 金 勘定の 預け金と して 保有すべし」 と 規定して ある。 これ は 漸次に 金 準 蒲の 暂加 を圖 つて 

將來 金本位 叉 は 金 爲替木 位に 轉 向し 得る 素地 を 用意した ものと も 解せられ. 支那の 法 幣制 度 こ は哳く 

の 如き 傾向 を 認め 得ない： モルゲン ソォが 米 國の新 带制を 表象した 言葉 を 借う 用 ふるならば、 法 1^ 制度 

こそ は、 まさに 流線型 を 聯想す る 自由なる ものである： その 自由なる ところに 利便が あう、 また^£.^|^も 

在す る , 

法带カ 氣國带 制に 倣 ふたもの である ことに ついては、 これ を確證 する に 足る 資料がない。 ただ 財政 

部長 孔祥熙 が、 中央 政治 會議の 席上に おいて、 満洲 國の 紙幣 政策 を 推賞し、 銀 を 菊 ふることの 不經濟 よ 


る 所以 を 述べて 銀本位 放棄の 意向 を ほのめかし たこと は、 馬 寅 初の 著書に 發 表されて ゐる。 曰く 「財政 

部長 孔 先生 出席 中央 政治 會議、 極 賛美 偽満紙 带 政策、 因 用銀不 經濟、 紙幣 且 已到處 流通、 微露有 放棄 銀 

木 位 之 傾向」 

當時 銀本位 放棄の 傾向に 對 して 馬 寅 初 は 次の 三つの 理由 を擧げ て反對 して ゐる。 

(一) 満洲 は元來 輸出超過 國 であって、 大豆の 輸出に よって 國際收 支 は 年年 順調 を續 けて ゐ るが、 關 

內 支那 は 年年 入超で あるから、 紙 带 制度 を 採った 曉に は、 入超 差額 を抵 補す る途 がない。 

(二) 満洲 は發き 過濫の 結果 紙幣の 價 値が 暴落して、 民衆が 慘憶 たる 苦痛 を 嘗めた から、 惯 値の 高い 

新 紙 带 を歡迎 する に 至った ので あるが、 中國 において は旣に 信用 ある 銀本位が 行 はれて ゐ るから、 之 を 

放棄 すれば、 民心の 動搖を 避け 難い。 

(三) 從來 満洲の 紙幣 は 奉 天 票 を 初と して いづれ も 不換紙幣で あるから、 上海 市場と 直接に 銀 爲替の 

取組な く、 奉 天 票 を 以て 正金銀行の 鈔票を 買ひ大 連を經 由して 上海 爲替を 取組む か、 或は 朝鮮 銀行の 金 

票 を 買 ひ 日 木を經 由して 上海 爲替を 取組む のが 普通の 經路 であった。 木 國兩地 間の 爲替 に外國 銀行が 介 

在し なければ ならぬ とい ふこと は、 國 家の 體 面に 關 する ことで あるが、 満洲の 民衆が 久. しく 不換 紙带に 

馴致され てゐ たから こんな こと も 行 はれた ので ある。 中 國の紙 带は元 來免換 券で ある。 いま 驟然 こわが 
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兗現を 停止 するとき は、 民衆の 習慣に 及ぼす 影響 また 恐る ベ きものが あらう： 

右のう ち 第二 及び 第三の 反對 理由 は、 支那が 管理 外 國爲替 本位 を 採って 不換紙 带を法 IJE と 定めた 上 は、 

もはや 問題と して 殘ら ない： ただ 第一 の 理由 は、 今後と いへ ども、 支那 幣制の 前途 を 制約す る重耍 なる 

. 耍素 として 注目 さるべき もので あらう G 

之を耍 する に、 支那の 法 幣制 度 は、 その 大綱に おいて 之 を滿洲 國に學 び、 銀の 國有制 は 之 を米國 よう 

移し、 その 創設に は 英國の 支援 を借リ たものと 云うても 過言で ない と 思 ふ： 園 民 政府の 新带 制が、 ジ ェ ン 

ク ス • 、グイ ッセ リング • ケンム 一 ファの 線に 依らす して、 管理 通貨 制に 飛躍した の は、 米國銀 政策の 促 迫に 

因る 異變と 見るべき であらう。 

ほ. Project  of  .Law,  etc.,  pp.  8  f. 

ゆ 高 垣 寅次郞 滿洲國 幣制と 金融 財團 法人 金融 研究 會 調書 第 六 編 八 三 頁 

% 馬 寅 初 中 國之新 金融 政策 上海 民國 二十 五 年 七 一 頁 

第 七 節 米 支 銀 協定 


ま资の 制定 は 世界の 銀 相場 を顚 落せし めた： さう して それ はまた 法带 制度の 上に 部分的 改 i 一；^ を 加 ふる 

機 會を齎 した.^ 米 支 銀 協定の 成立が 卽 ちそれ である" 

法 幣制 定當 時に おける 銀塊 相場 は倫敦 現物 ニ九片 A、 紐 育 六 五仙ュ で 保 合って ゐ た"" 月 を 越えて 十二 

月 五日に は 香港 も 支那に 追躡 して 銀本位制 を 停止した。 倫敦 市場に は 二 千 萬 オン スに 近い 賣 物が 出た が 

米 國大藏 省 は 何故か 買 向はなかった。 相場 は 七日の 土曜に は 二 九片丄 H に 傾き、 九日の 月曜に は 二八 片 f 

に 客し、 翌 十日に は 更に 臺を 破って ニ七片 半を唱 へたが、 米國 政府が 僅に 申譯 ばかう の 買物 を 建てた 

だけで、 買控 への 態度 を 取った ために、 市場 は混亂 し、 取引 は 停止され た。 「倫敦 の 銀塊 仲買人が、 東洋 

からの 投賣の 洪水に 顚 倒して、 銀の 相場 を 建て 得なかった の は、 一九 一四 年の 戰爭 以来 初めての ことで 

あ； s」 と 紐 育 タイ ム スは 報じて ゐる。  . 

倫敦 市場 は その 翌日から 開かれた が、 相場 は 下向 一 途を迪 つて 一 月 十七 日に は 一 九 片を唱 へた.^ これ 

を 紐 育 相場に 換算す ると 四 一 プ四三 仙に 當ぅ、 倫敦 相場と して は 一 九 三 四 年 五月 五日 以来の 安値で ある。 

倫 敦の銀 惯は米 國銀買 上 法發布 以前に 復歸 した。 この 日の 紐 育 相場 は 新 安値の 四 五 仙.. 一 ^ に 落ちた。 紐 育 

の 相場 はハ ン、 ディ—  • エンド • ハ アマ ン商會 が大藏 省の 意向 を 承け て發 表する 官製 相場で あるが、 それ 

でも これ は 一 九 三 四 年 七月， 三十日 以来の 新記錄 であって、 銀國 有の 影響た る 銀の 騰貴 を 抹消して ゐる。 
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これ を 一 九 三 五 年 四月 二十 六日の 最高 記錄八 一 仙に 比べ ると 三 五 仙 1>  卽ち四 三 ，五％ の 開きであった。 

また 米國 政府が 國內產 銀 を 買 上ぐ る 公定 値段 七 七 仙 五 七に 比べ ると 三 一 仙 f 卽ち四 一 鬼の 値鞘であった。 

その後 四月に 入って、 後に 述 ぶる 如く、 米 支の 間に 銀 買 取に 關 する 協商が 開かれた ので、 銀塊 相場 も 

幾分 見直す やに 見えた が、 一九 三 七 年 六月 末に 至る 一年 有半の 經過 は、 大體 において 保 合で、 倫 敦はニ 

〇 片に達 せす、 また 紐 育 は 四 五 仙の 下に ある 場合が 多かった。 

之 を 要するに、 法 幣制 度 は 實施後 二 箇月 有半に して、 銀. 慣吊 上に 關 する 限リ、 米 國銀買 上 法の 影響 を 

完全に 解消して しまうた。 

これ は 米國の 意外とす る 所であった。 しかし 支那が 事實上 世界に おける 唯一 の 銀貨 國 であって、 從っ 

て 最大の 銀 使用 國 である 以上 は、 その 銀本位 抛棄に ようて 銀價の 暴落 を 見る に 至る は 蓋し 當然 のこと で 

あらう つ 支那が 銀と 絕緣 した こと は アメリカに とって 意外であった。 否、 全世界の 齊 しく 意外とす る 所 

であった。 しかし 玆に 至って 考へ ると、 支那が 銀本位 を 離脫し 得ざる こと を 前提と して 銀 政策 を 強行し 

た米國 は、 あま，.^ にも 短淺 且つ 輕卒 であった かの 觀が ある") 列國 が、 否、 米國 自身が 金の 騰貴に よる デ 

フレ ー ショ ン 作用 を囘避 する ために 金本位 を離脫 したと 同檨 に、 銀の 騰貴に 惱む 支那が 銀本位 を 離脱し 

得ない 理由はなかった ので ある。 


支 a が 新法 15 を 英貨 ポ ンド に聯藥 した こと は 米國の 欲せざる 所であった。 銀惯の 暴落 は 米國の 好ま ざ 

る 所であった。 少 くと もシ ルゲ. ァ J ノン の 最も 好まざる 所であった。 而 してシ ルゲァ —メン の 不興 は 米 

國 政府 の惱 みとす る 所であった。 

支那 もまた 好んで 米國の 不興 を 買 ふべ き 理由はなかった。 殊に 銀價の 下落 は その 最も 苦痛と する 所で 

あった。 新 IB 制の 成否 はさ しづめ 海外に おいて 充分の 爲替 安定 資金 を 求め 得る か 否かに 欝る。 リ， I ス リ 

ス の 熱心なる 斡旋に 拘ら す、 英國 から 引出し 得た 資金 は 支那の 求む る 所に 應 じて 充分ではなかった と傳 

〈ら れてゐ る。 さうな ると、 國有 制を斷 行して 集め 得た 銀を賣 物にして、 支那が 資金 を 求め 得る 所 は、 

米國を 外にして は 見當ら ぬ。 果して 米 支 は 銀慣の 崩落 阻止 を 共同の 目標と して 接近した。 

一九 三 六 年 四月 初旬、 支那 は 大蔵 卿 モルゲン ソォの 招請に 應 じて、 上海 商業 儲蓄 銀行 總理陳 光甫 を 首 

班と する 經濟 使節 を 米國に 送った。 使節 一行 は ワシントンに 滯在 する こと 月餘、 五月 五日に 至って 米國 

財務 當 局との 間に 一 の 協約 を 締結した。 s 約の 內容 は發 表されて ゐな いが、 米 支兩國 における 新聞紙 は、 

( 一 ) 米 國が銀 買 上 法の 運用と して 支那 政府から 銀 を 特別の 價 格で 買 取る こと、 (二) 支那 は米國 よう 受く 

る 代金 を 在外 正貨と して 紐 育に 置き 爲替 安定 資金に 充 つる こと、 (三) 米國が 支那の 幣制に ついて 或 種の 

希望 叉 は 條件を 提出した こと 等 を 憶測して ゐる。 
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米國ま 金に 代へ て 銀 を 買 取る ことにより-て、 銀 保有 髙を增 加す ると 同時に 金 保有 高 を 減少し、 銀 買 上 

去 こ 蒙る 金 三 銀 一 の 達成 を 促進し 得る わけで ある。. しかし 實 際にお いて は、 米 國の金 保有 髙は その後 も 

引 續き增 加して ゐ るから、 銀の 增 加に つれて、 金 三 銀 一 の 目標 も 亦お ひお ひ 遠ざかり 行く 觀が あった： 

米 支 銀 協定 直後に おける 一 九 三 六 年 十二月 三十 一 日 現在の 米國 金銀 保有 高 は、 銀 を 一 オン ス にっき 一 弗 

二 九 仙 二 九の 公定 貨幣 惯 値で 見 積って 次の やうに なって ゐた。 

金  二、 二 五 七、 五八 一、 五六 二 弗 ■ 

. 銀  二、 四 五 七、 四 一 五、 〇三〇 弗 

金銀 合計に 對 する 銀の 割合  一七 ，九％ 

金に 對 する 銀の 割合  二  了 ァ0^ 

この 銀は數 量に 計算して 十九 億 七十 萬 オンスで あるから、 金 保有 高 を 据置きに して 考 へても、 銀が 買 上 

法 S 定の 割合に 達する までに は、 米國 政府 はな ほ 十億 オン スに 近き 買 付 をせ ねばならぬ" 米 支 銀 協定に 

よって 何時までに 幾許の 銀 を 買 取る ことにな つて ゐる のか は 公表され てゐ ない が、 一 九 三 七 年 七月 九日 

に は、 孔祥熙 • モルゲン ソォの 共同 聲明 によって、 この «定 を 更に 强 化した こと を發 表して ゐ るし、 翌 

一 1 三 八 年 七き 十四日に は モル ゲ ンソォ が この «定 を 何時まで でも 繼. 續し 得る やうに 取決めた こと を發 


表し、 更に 十二月 十九 日に は 之 を 無期限に 延長す る こと を宣 明して ゐ るから、 この 取引 はな ほ繼續 する 

餘 地が ある やうに 思 はれる。 米國 大蔵省の 發. 表に よれば、 一九 三 八 年 七月 十五 日までに この 協定に 從っ 

て 買 入れた 銀 は 二 億 五 千萬ォ ン ス 以上に 達する。 

この S 定の 成立した 機會 に、 支那 は 一 九 三 五 年の 新带 制に 部分的 改訂 を 加へ た 卽ち 財政 部長 孔祥熙 

は 一 九 三 六 年 五月 十七 日附を 以て 宣言書 を發 表し、 幣制 改革の 補足 的 方策と して 左の 三 項 を 布告した。 

昨年 十一月 三日 法幣 政策 を 公布し、 政府が 積極的に 施行して から、 半年 を經 たが、 爾來對 外爲替 相場 は 已に安 

定し、 國 家の 經濟 及び 人民の 生活 も 亦 順 適に 臻 つた。 玆に 過去の 經驗 を根據 とし、 拉 びに 內 外の 金融 現況 を-! S 討 

して、 金融の 安全 を 謀り 法幣の 保障 を增 加す るた め、 おの 事項 を 規定し 施行す る。 

一、 政府 は 法幣の 信用 を 充分に 維持す るた め、 その 現金 準備の 部分に 金銀 及び 外國爲 #1 を充當 し、 共 內銀 準備 

の 最低限 度 を 發行總 額の 百 分の 二十 五と す。 

二、 政府 は 商 民の 便利の ため、 半 元 及び 一元の 銀 幣を鑄 造し、 硬貨の 種類 を 完成す。 

三、 政府 は法幣 の. 地位 を  一 EiB 鞏固に する ため、 その 現金 準備と して 業に 已に鉱 額の 資金 を籌 得し、 金 及び 外國 

爲替を 充分に 增 加したり。 

上 項の 規定に 依據 し、 我國の 幣制 は 自ら 獨 立の 地位 を 保持して 如何なる 國 家の 幣制 變 動の 牽制 を も 受けす、 法 

幣の 地位 は旣に 安固に 臻れる を 以て、 國民 經濟も 當に繁 榮に趨 くべ きこと を 深く 信す る ものである。 
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中華 民 國廿五 年 五月 十七 日  肘 政 部長 孔 祥 熙 

その 翌日 五月 十一 八日、 米 京 ワシントン において、 モルゲン ソォは 支那 駐米 大使 施肇 基と 同席で 新聞 記 

者 團に會 見して、 米 支 銀 S 定の 成立 を 語って ゐる 「- この 席に おいて、 施 大使 は 前掲 財政 部 宣言の 英譯を 

發 表して ゐ るが、 その 內容 は必 すし も 原文と 精確に 符合して ゐ ない。 憶測して これ を 見れば、 原文と 英 

譯 との 間に は、 內政的 工作と 外交的 デュ スチュ ァとを 加味した 照準の 差異が 仕組まれて ゐる やうに も 忍 

はれる" 英譯は 上海に おいても 發 表された。 その 要項の 邦譯竝 びに 英文 は 左の 如し。 

一.、 政府 は 今後と も 紙幣 發 行に 對 して 充分なる 準備 を 維持し、 金 • 外 國爲替 及び 銀 を 保有すべし、 この 準備の 銀 

の 部分 は少 くと も 紙幣 流通 額の 一 一割 五分た るべ し" 

二、 鑄貨 制度の 改革 を 完成す る 目的 を 以て 政府 は 五十 分 及び 一 元の 名目の 銀貨 を發 行すべし" 

コー、 通貨の 地位 を 一 暦 鞏固に する 目的 を 以て、 紙幣 發行 準備の 內、 金 及び 外 國爲替 の 部分 を增 加す るた め、 一定 

の 處置を 講じたり。 

1)ニ1丄 ヨハ the  】xtst  six  and  a  half  nioiit 一 is  the  Govcrniiicnt  IKrs  c"lrncsuy  devoted  its  c-frorts  to  (ヨ vcl:p- 

inJ,J:  and  stl.enJ.vtlK3nill,l;-  the  scpsurcs  of  nlonculry  reforln  adol^ted  on  Novem-bcr  3, 1935,  which  liave 

resulted 】n  tlic  attainrncnt  of  Cxc.ha1.-.l;.c  staWlity  at  a level  ada-ljtcd  to  China 一 s  ccslolnlc  lite. 

、rhe  ^Minister  of  Finance  now  announces  tliat  in  the  liglit  of  exp>eriencc ョ id  of  additional  knowledge 


of  monetary  ccncutlons  obtamsg-  in  〇lllna  and  at>road,  tlie  olnnese  Governlnent  cleenls  it  desirable  to 

inak ひ laiown  tli ひ following,  measures  oi monetary  rerorin  in  accordance  ^^^p^  tlie  decree  or  Noveln.ber 

3, 1935:1 

1. i If;  will  condnue  to  .be  1:h.e  IJOlicy  of  so  Governlnelu  ai:  all  grilles け o  niaiiit ョ b  ilcieqlla-te  reserves 

against  note  ^^^s  consisting-  of  g.olcl,  foreign  excliange  and  silver,  tlie  portion  of  t】l ひ reserves 

liav ひ a  .valure  ecjuivaletU け 〇 a け least  2,s  percent:  OJF  .ttle  not ひ circulation; 

2. —— For  ttie  jDuipose  of  COInp-letillg.  thte  reform  of  th.e  clillnese  colna,l^e  system,  tlie  G ご vermllcnt  wul 

issue  silver  coins  of  ^〇 cents  and  one  dollar  denomination; 

3. -I For  the  xnlr^ose  of  furttier  str ひ n^ttteying-  tne  pssition  of  tlie  Ctiinese  currency,  dennltc  illTan- 

g.enlen1:s  liav ひ ，be21  made  increase  1:lie  gdld  and  foreign  excllang.c  ； portion  of  Uie  no け e issue  reserve. 

1  メ lie  Minisi: ひ 1- expresses  tlie  firm  .belief  1:tiai; けば ひ se  Sup-Jplenlentary  in ひ asurcss  ct- inon ひけ ary  reforni  and 

the  arrang.enlents  niade  will  assure  tlie  continued  nlaintenance  of  an  h.lde:pendent  currency  system  not; 

k)  ps<  foreign  nlcnetary  unit  and  Uie luermaneni:  stability  of  1:tie  rhnlese  currency  wmcli  will 

inevita.hlv 】 ひ ad け o  greater  economic  imp-rovemeni:  and  ； prcsp-erity  oi  Uie  Cnin ひ se  ； people. 

原文と 英譯 とを對 照して 最も 奇異に 感す るの は 末 段の 外國 通貨との 聯 繁に關 する 一 節で ある。 

原文 不 受任 何國家 幣制 變動之 牽制 
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せ央 S6 ーズズ ln.ll〈cd  to  any  t.ol.ci,li.n  】.n()lK-hlr\,  luiit 

これが 飜譯 であると 云 はれて 見れば、 さう かと 思 へ ぬ こと もない が、 卒然 讀 過して 直下に 解 # するな 義 

は か なり 距離 の ある ものである： 

孔部長 はこの 宣言 を 「幣制 改革の 補足 的 方策 1 と輕く 扱って ゐ るが、 必 す しも さう ではない。 運 の 

如何によ，， ^て はかな，^ 根 木 的な 更改と な，， ^得る 素因 を 含んで ゐ るつ 

第一に、 十一月 三日の 带制繁 急 令に おいて は、 新法 带の惯 値 は 「外 國篇 替に對 して 現在の 相場に 按照 

して 安定せ しむる」 ことが 明示され てゐ るが、 この 宣言 はこれ を 覆して ゐ るつ 卽ち 原文に は 「如何なる 

國 家の 制變 動の 牽制 を も 受けす， 一 と 明記し、 殊に 英譯 において は、 更に 具體 的に 一， 何れの 國の貨 $^ 單 

位に も聯窗 されざる 獨 立の 通貨 制度」 を 維持す ると 宣言して ゐる。 

英文の 發 表が 誤譯 でない として 推考す ると、 この 宣言に よって 法带と 英貨との 聯蔡は 法 S の 上で は絕 

も 切られた ことになる。 紐 育 タイ ムス は 之れ を 評して、 英國 だけが 壟斷 しょうと 企てて ゐた對 支 貿易に 

おける 特別の 利便 を、 其 儘 米 國が橫 取りして、 鼻を明か したの だとい うて ゐ る.. C 

しかし 讀み 返して 見る と、 この 聲明 書に は 法幣を 米貨に 聯蔡 すると は何處 にも 一言 も 誕 うてない。 支 

那 はこの 宣言 を 忠實に 遵守しながら、 今日 リ— ス C1 スを 出し 拔 いたと 同 檨に、 他 0ー？ ル ゲン ソォを 出し 


拔 くこと がで きる： 平明に 言 へば、 支那の 带制 はこの 宣言 に よ り-て 貨 m 惯値 安定 の 規準 を 韜晦した ので 

ある。 英文で は 「支那 民衆の 經濟的 向上と 繁榮と を 必然的に 誘致すべき 通貨の 恆久的 安定」 が 標榜され 

てゐ る、 か、 これ は 政治的 理想と 見るべき ことであって、 貨幣 惯値 安定の 基準と して は 空漠に 過ぎる。 新 

幣制 は 理論的には もはや 「管理 外 國爲替 本位 制」 ではなく なった。 少く とも 何れの 國の外 國爲替 にも 拘 

泥す る 必要が なくなった G 

第二に、 銀 準備の 割合 は 最低限 度 二割 五分と 明規 されて ゐる。 これ は 米國の 意を迎 へて 銀 保有 高 をな 

る y く 減少せ ぬ やうに し、 從 つて 銀の 投賣 をせ ぬと いふ ヂュ スチュ ァを 示した もので あらう。 舊 來の規 

定 殊に 一 九 三 五 年 十二月 二十 三日の 發行 準備 管理 委員 會檢査 規則で は、 現金 準備 は 金 又は 外國 通貨で も 

よい ことにな つて ゐ るから、 全體 として 發券 額の 六 割 以下に ならぬ 限う は、 その 銀 部分 をい くら 減少し 

て もよ いわけで ある。 斯 くして 銀を賣 出されて は、 米國 として は 困った ことになる。 そこで 米國が 支那 

から 銀 を 買 ふ 代り-に、 支那 も少 くと も發券 額の 二割 五分 だけ は 銀 を 保持して、 無暗に 賣.^ 叩かぬ やうに 

しょうと いふの が この 規定の 主旨で あらう。 

この 宣言で 銀 準備 は 二割 五分 以上と 定められて ゐ るが、 その他の 現金 準備に 關 する 割合 は 明示され て 

ゐな ハ。 そこで 一 時 は 政府が 現金 準備 率 を 引下げよ うとして ゐ るので はない かとい ふ 様な 風 說も行 はれ 
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た： しかし これ は從 來と變 うなく、 現金 準備 は 全體を 通計して 六 割 以上で なければ ならぬ と 解す るの が 

安當 であらう。 

思 ふに、 法 幣の價 値 を 外貨に 對 して 安定す るた めに は、 銀 準備 を 積む だけで は 用 をな さぬ。 國際 間に 

おける 普通の 决濟耍 具た る 金 叉 は 外 國爲替 を 用意す る 必耍が あらう 0 銀 は國際 間にお いて は 米 • 賴 • 茶 

などと 同じく 商品であって、 第一 次 的の 决濟耍 具で はない つ だから 銀 準備 を 二割 五分 見當に 定めて 其餘 

を 金と 外 國爲替 とに 讓 つたの は、 銀を賣 つて 安定 資金た る 外資 を 求む る 道 を 開いた こと を 意味し、 當を 

得た 改訂 だと 考 へられる： しかし これ は 最善 を 遵守して、 銀 を、 减 らした だけ 右から 左へ 金 叉 は 爲替を 加 

へられる ものと 假定 しての ことで ある： 銀 準備 以外の 正貨 保有 率が かなう 自由に 解釋 される ものと して、 

最惡の 場合 を假定 すれば、 すゐ ぶん 危險な 場合 も豫 想される。 

第三に、 この 宣言に ようて 舊來の 木 位 銀貨と は 別に、 また 輔带條 例に よる 鑄貨の 外に、 一元 反び 半 元 

の 新 銀貨が 發 行され る ことにな つた 0 支那 は 法 带 制定の 布吿 によって 銀本位制 を 抛棄した ので あるから、 

この 銀貨 は 勿論 名目 貨幣で あらねば ならぬ。 英文に よる 宣言の 文面に も 「五十 分 及び 一 元の 名目の 銀貨. 一 

と 明示して ある (つ ニ兀 銀貨 は輔带 ではない が、 法 IB の 一部に 代って、 これと： H び 行 はるべき 名目 貨 1^ で 

あるつ 紙の 代リに 銀に 刻印した 不換 券で あるつ 


新 銀貨の 品位 量目 はこの 聲明 書に は 明示して ない が、 名目 貨带 であるから、 その 金 sil へ 値 は 如何なる 

場合に おいても 法带 としての 貨幣 價値を 超過せ ぬ 程度の 下位に あらねば ならぬ 孔祥熙 は 別に 新聞記者 

に對 する 談話に おいて、 この 銀貨の 銀 八 刀は舊 一 元 銀貨の 三分の 一 にす ると 云うて ゐ .5。 

この 新 銀貨 を 以て ケ ン ム ラァ案 を 採用した ものと 觀る說 もあった。 ケンム 一 ファ案 は 純金 六 〇• 一  八 六 

六 センチ グラム を價 値の 單 位と 定めて 之れ を 「孫」 と稱 し、 國內 流通の ために は、 一 孫 を 代表す る 名目 

貨幣と して、 重量 一 一十 グラ ム 、 品位 一 千分の 八 百、 純銀 含量 十六 ダラ ム の 信用 硬貨 Fiduciary  coin を 鑄 

造す る こと を 提唱して ゐる。 法貨と して 金屬價 値の 低い 信用 硬貨 を 定めた 點に 於て は、 この 宣言 はケン 

ムラ ァ 案と 似通うて ゐ るが、 それ は單に 形式の 類似で ある。 ケン ムラ ァ案は 金 爲替木 位から 漸次に 金 木 

位に 進む こと を 目標と し、 法 幣制 度 は 金屬價 値から 離れる 態勢 を 取って ゐ るから、 木 位を定 むる 方向に 

おいて は、 兩者は 寧ろ 正 反 對の兩 極 を 指す ものと 見るべき であらう。 

そもそも この 新 銀貨 は 何の 爲に 制定され たので あらう か。 支那の 立場から 見る と、 せっかく 法 带で带 

制 を 統一しつつ ある 際に 新 銀貨 を 流通 さす こと は、 徒らに 市場の 惑亂を 招く だけで、 何等の 利便 もない 

ことで ある。 思 ふに これ は 米 支 銀 協定に 對 する 答 禮 として 支那が アメリカに 贈った 好意の ゼュ スチ ユア 

と 見るべき では あるまい か。 されば 谷 春 帆の 如き 消息通 は、 聲 明書發 表の 直後に おいて 「新 銀貨の 數量 
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は 制限して 紙幣 發行 準備 だけに 使へば よい- これ を 市場に 流通 さす 必要 はない- 旣に 市場に 流通 さす こ 

とを約 束して あるの なら、 さう して その 時期が 吸定 されて ゐな いのなら、 せいせい 赏施を 延期す るが よ 

い： 銀貨 を 流通 さす こと は 無用の 贊澤 である 1 と輕 く片附 けて ゐる： 事實 において、 今日に 至る まで、 

新 銀带は 市場に 流通して ゐ ない" この 協定から 一 一年 を 過ぎた 一 九 三 八 年 五月に 至って、 米國サ ン フ ラ ン 

シ ス コ の 造幣 廠 において、 支那の ために、 一 元 銀貨 三十 四 萬 五 千 三十 二 個. 半 元 銀貨 三百 二十 四 萬 個 を 

鑄 造した と米國 側で 發 表した が、 支^で は 何の 音沙汰 もなかった： さながら 忘れられ たる 如くで ある： 

こわ も 支那に はあり-がち のこと と 見る ベ きで あらう： 

以上 を綜觀 する に、 一 九 三 六 年 五月 十七 日の 孔祥 熙聲 明に、 これ を新带 制の 部分： e 改定と 見るならば 

貨幣 愤値 安定の 墓 準 を 韜晦した 點 において、 支那の 幣制 を 一 瞥 自由な 規格 Q 寬疏な ものにし たと 云 はね 

ばなら ぬ： それだけに 法 帑の债 値 は 政情 ゃ戰爭 にょうて 左右され る 危險が 加 はった： 米 支 銀 協定に ょリ 

て 安定 資金 を 米國に 求む る 道 を 開いた こと は、 當 面の 措置と して は、 愤に 成功であった： しかし 米國が 

そ，.^ 銀 政策 を轉 向し、 または 金 三 銀 一 の 比率 を 達成して、 銀 を 買 取ら なくなった 嘵を 想像す ると、 心細 

いこと でもあった。 


1. N ひ \v  York  Tillies,  December 11, 193 ド 

^ liancly  &  Harmaii,  21st  Ar-IUKll  .Review  of  the  Silver  J\Ial.l〈<Jt,  193{3,  PI).  1()， 2 ひ.， Isee  als 一》, IL  M\  P>rattcr, 

Will  the  American  Tl.etlsul.y  continue  tc  Buy  F こ l.eig.n  Silver.  (； pinauce  &  Commerce,  Aln.il 7, 1937.) 

め Dicl ん son  H.  Leaveys,  silvel*  MOBCJy,  ccwles  conlmissicn  fcl-  Research  in  Kcononiics  JMOnogTal:-ll Nc.  .4, 1939, 

p.  331. 

^ 發行 準備 管理 委員 會編印 新 貨幣 政策 章 則彙編 ニー  頁 以下 

^  New  York  、rimes.  May 19, 1936. —Finance  &  Commerce,  Sliangliai,  May  20, 1936,  p.  5s 

^  New  York  、rimes,  loc.  cit: i**It  was  tlloug.llt  at  one  tinie  to l〕e  the  desu. ひ SKI  Inll.l-Jose  oi the  British  Govt ノ nl- 

merit  to  hook  tlie  yuan  to  the  p-ouyd  sterling:,  a  move  that  would  have  5;.iven  tlie  Bl.itisll a  distinct  trade 

advatuag. ひ. 、rlle  Anlericay  1TIO.VC  rnav  have  circumvented  this づ Ian  and け l.anslerrecl  siicu  a-s  exis^red 

in  the  situation  to  the  r-nited  States" 

w 疑って 考へ ると、 政府 は、 この 宣言に よって、 政府 銀行の 發 券に 關 する 限り、 現金 準備 六 割 • 保證 準備 四 割と いふ 從來の 

規定 を骨拔 きにして しまう 底意が あつたの ではない かとさへ 思 はれる。 この 宣言が 發 表された 當 時の 奇怪なる 出来事 を 想 ひ 

合すと、 一層 この 感を 深く する。 この 宣言が 發 表された の は 日附の 翌日 卽ち 五月 十八 日で あるが、 當時 第一 項の 全文 は 次の 

やうに 作られて ゐた。 

政府 爲 充分 維持 法幣 信用 起 見 其 現金 準備 最低限 度 應佔發 行 總額百 分 之 二十 五 

これ を邦譯 すると 「政府 は 法幣の 信用 を 充分に 維持す るた め、 その 現金 準備の 最低. 限度 を 發行總 額の 百 分の 二十 五と す」 と 
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いふ 意味に なって、 現金 準備 は 突然 六 割から 二割 五分に 引下げられ たかの 觀を呈 した。 玆に 於て、 社 會驟觀 の もと 議論. tf 然、 

ただに 法幣の 信用 を動搖 する のみなら す、 公債の 下落 を さへ 誘發 する 氣配 を呈 した。 翌十 九日に 至り、 財政 部は當 初の 發表 

に 十六 字の 脫落 があった こと を 言明し、 ■ 且つ その 原因 は 中央 通 訊 社 記者が 宣言 を繕寫 したと きの 疎忽遣 漏に よる ものと して 

責任 を 負 はしめ、 次の 如く 宣言 を 更正して 發 表した。 括 孤 内 は 問題の 晩 落 十六 字で ある。 

政府 爲 充分 維持 法幣 信用 起 見 其 現金 準備 〔部 份仍以 金銀 及外匯 充之內 白銀 準備〕 最低限 度 應佔發 行 總額百 分 之 二十 五 

馬 寅 初 は 「何 遺漏 後 之 文字 猶能連 續成義 如是 其 巧耶」 と揶瑜 して ゐる。 (馬 初 「中 國之新 金融 政策」 三 六 〇 頁) 

法令が、 殊に その 發券 準備の 割合に 關 する 重要なる 部分が、 脫字 誤謬の まま 發 表されて 物議 を釀 すが 如き は、 支那 2? 外の 

國 では 珍しい ことで あらう。 さらに それ を脫 字で あつたと 解疏 して 洒然 たる 政府 は 世界に 類例が 乏しい-) しかし ここで は そ 

れを 問題に する 必要 はない。 ただ 果して 之れ が 善意 且つ 偶然の 疎忽 遺漏に よる 誤謬で あったら うか、 或は 財政 部が 初から 現 

金 準備の 割合な どに 拘泥して ゐ なかった 馬脚 を 露 はした ので はなから うか、 . —1 これ は 問題に もな り、 また 疑惑 もの こる。 

十六 字を揷 入して 更正され た 宣言に ついて 見る も、 銀 2? 外の 現金 準備 卽ち金 及び 外 國爲替 の 割合 は 文面の 上で は 確定して 

ゐ ない。 しかし、 前段に 詳說 したる 如く、 各種 銀行の 發券 準備 は 現金 準備 六 割保證 準備 四 割と いふ 規定に なって るる。 ゆ ゑ 

に 宣言 第一 項も是 等の 規定 を 前提と して、 銀 二割 五分 以上の 外に、 金 及び 外 國爲替 を 併せて、 現金 準備 總額 において 六 割 2? 

上 を 要求す る ものと 解す るの が 妥當の やうに 思 はれる。 一 九 三 五 年 十二月 公布の 發行 準備 管理 委員 會撿査 規則に も 之 を明规 

して ある。 

g  、rllc  China  Quarterly,  vcl. 1, No.  4,  Summer,  1936,  I).  137. 

w  wx-ll  TFUmg-fei,  、rh.e  New  J^ilver  coiyag.c  ami  tllu  Silver  Reserves.  (Finance  and  Commerce,  shang-hal.  May 


11 . 1936.) 

S  Dickson  ri.  ； Leavens,  Op.  cit.,  p.  320. 
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昭和 十二 年 七月 七日の 蘆溝橋 事件 を 契機と して 支那 事變は 北支に 勃發 した。 八月 九日の 大. H 大尉 事件 

によって 戰火は 中支に も 燃え移った。 事態の 收 拾し 難き を 見る や、 國民 政府の 公債 は 俄然と して 崩落の 

氣 配を呈 した。 金融 は 逼迫した： 資金 は 海外に 遁 逃の 途を 求めて、 外國 爲替 相場 は 近 物と 先物との 間に 

常なら ぬ 開き を 示す に 至った" 蔣政權 の國民 政府 は 時 を 移さす 金融 • 通貨 • 爲替の 上に 戰 時に 備 ふる 對 

策 を 講じた。 左に その 基本的なる 措置 を說 明す る： 

第一 法 带 膨脹の 抑壓 

八月 十三 日、 日 支 兩軍は 上海に おいて 遂に 砲火 を 交へ た： この 日 午前 十 時、 國民 政府 財政 部 は、 金融 

の 動 i に備 ふるため に、 取，.^ 敢 へす 全 國の 銀行に 二日 間の 臨時 休業 を 命じた： 三日 目の 十五 日 は 日曜日 
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國內 金融の 統制 


であった P7 ら、 休業 は 三日に 亙った い この 日曜日に 政府 は 「非常時 期 安定 金融 辨法」 なる もの を 公 7^ し 

て、 卞日 明けの 十六 日から 第一 次の モラトリアム を實 施した。 この 辨法は 預金の 引出 を 制限す るモ ラト 

リ アムであって、 その 要領 は 左の 通リ である。 

一、 當座 預金の 拂戾 は、 各 預金者に つき、 毎週 預金 殘 額の 百 分の 五以內 とし、 百 五十 元 を 超 ゆる こと 

を 得す。 

二、 今後 新規に 法 带を拂 込みて 預金 をな したる 者 は、 その 金額に 照し、 隨時 無制限に 拂 長を受 くる こ 

と を 得。 

三、 定期預金 は 期限 前に 引出す こと を 許さす" 期限に 至って 引續き 定期預金と なすこと を 欲せざる 場 

合に は、 其 儘 もとの 銀行 叉 は錢莊 に當座 預金と し、 第 一條 規定の 取扱 を受 く。 

四、 定期預金 を擔 保と する 貸付 は 預金者 一 人に つき 一 千 元 を 限度と し、 且つ その 預金の 半額 を 超 ゆる 

こと を 得す 3 

五、 俸給 • 賃金 または 軍事に 關 する 支拂に 必要なる 資金の 引出に つ いて は 別に 協定す る こと を 得。 

六、 送金 爲替は 一 律に 法幣を 以て 授受す。 

七、 木 辨法は 軍事 終結の 時に 停止す C 
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この 規定の 最も 重要なる 目的 は、 預金 を 封 激し、 資金の 供給 を 抑へ て、 その 國外遁 逃 を 制する にあつ 

たつ 兼ねて インフレ， I ショ ン による 物價 騰貴 を 抑へ るに あった。 同時に 銀行に 對 する 取 付 を 防ぐ 方途で 

もあった こと は 言 ふまで もない： ■ 

日支關 係の 緊迫 を吿ぐ る や 、 外貨 の 思惑買 2 ！ よ る 資金 逃避 か 顯著〕 一 なう、 政府 系 銀行 は 法带 Q .mm を 

維持す るた めに、 放 膽に賣 向うた ので、 事 變の發 端 5;, ら 上海 開戰の 直前 八月 十二 日に 至る 二週間に、 お 

よそ 七 百 五十 萬磅 即ち 一 億 三千 萬 元の 資金 流出 を 見た と 云 はれて ゐる () 玆に 於て、 政府 は法带 預金に モ 

ラトジア ム を 施行し、 法带の 供給 を 制限して 外貨 を 買 ふ途を 塞がう としたの である： たまたま 支那 人の 

中には 法带を 返藏 する 者 もあった ので、 その 相場 は 案外に 强く、 開戰 後と 雖も尙 ほ 久しく 平常の 水準 を 

保つ こと を 得た： 

しかし 預金 を 膠着せ しめた 結果と して、 市 面の 梗塞 を 見る に 至う、 延 いて 貸付の 凍結 を 招く 恐れが あ 

つたので、 政府 は备 方面の 陳情に 聽き、 八 nr 三十 一 日に 至， ^補充 安定 金融 辨法を 公布して、 幾分 か モラ 

トジ アム を 緩和した： 卽ち 三百 元 以下の 預金 は 百 分の 五の 制限な く 之 を 引出し 得る ことと し、 また 期限 

到来せ る 定期預金の 利息 支拂 についても. I 母 週 百 五十 元 を 限度と して 之 を 引-出し 得る 規定 を 設けた、、 しか 

しこれ は 單に氣 休めに 過ぎなかった。 上海 市場 は 依 あとして 法幣の デフ レ. I ショ ン による 陵 塞 を 或 じた。 


この、 デ フレ. f ショ ン によって 法 幣の價 値 を 維持す る ことが 卽ち國 民 政府の 狙 ふ 所であった。 

預金の 引出 を 制限す ると 同時に、 政府 は 上海 在 銀の 殆ど 全部 を 香港に 移した。 また 多額の 法 带 を 香港 

及び 杭 州 *漢 口 • 西 安 • 等の 奥地に 輸送した。 これ は 戰禍を 避く るの 用意に 出た ことで あるが、 同時に 

上海 市場に おける 法带の 供給 を 緊縮して その 慣値を 維持す る 措置で もあった。 この 外に、 一般 市場に お 

ける 外 國爲替 の 購入が 困難な ために、 紙幣 輸送の 形式に よる 資本 逃避 も 行 はれた。 また 風雲の 穩 ならぎ 

る を 聞く と共に、 いち 夙く 紙 带 を 携行して 難 を 香港に 避けた 資產 家も少 くなかった。 その 結果 は いづれ 

も 浮動 資金 を吸收 して 上海に おける 金融の 逼迫 を 加重した。 . 

越えて 一九 三 八 年 三月 二十 六日、 政府 は 九 龍 • 厦門 *溫 州 • 等の 海關に 命じて、 私人に よる 上海 及び 

香港へ の 法 幣 輸送 を 制限せ しめた。 これ また 法带を 外貨に 乘ぅ換 へて 資本の 遁逃を 企つ る 途を絕 たんと 

した ものである。 規定の 要項 は 凡そ 左の 如し。 

一 、 法幣の 輸送 は數量 • 用途 及び 仕向 地 を 報告して 許可 を受 くべ し。 

二、 五 百 元 以上の 法幣 を携帶 して 上海 又は 香港に 行かん とする 旅客 は、 前項に 準じて 護 照を受 くべ し。 

三、 上海 义は 香港 向けの 飛行機 • 汽船 • 汽車 及び 旅客に 對 して は、 海關に 於て 出發 前に 嚴 重なる 檢查を 行 ふ。 

紙带の 輸送 • 持 出に 關 する 制限 は 其 後 も 重ねて 擴充强 化された。 郵便局の 送金 爲替 にも 制限 を 定めた。 

第 一 節 國内 金融の 統制  二，， - 1 


第 七 章 國民 政府の 戰時 通貨政策  二八 二 

また 一 九 三 八 年 十月 三十 一 . 日に は 財政 部よ リ 「攜 運鈔票 限制辨 法」 なる ものが 一公 布せられ て、 を輸 

送す る 場合 拉 びに 旅客が 之 を 携行す る 場合に 就いて、 內國 紙！^ と 外國紙 |E とに 亙リ、 仕向 地 を 別ちて、 

詳細なる 一 般的 制限 規定が 設けられた" 

預金の 引出 や 紙幣の 輸送 を 取締っても、 政府が 法带 を濫發 して は 何の 役に も 立たない" 國民 政府 は 之 

についても 初のう ち は 相 當に嚴 重な 抑制 を 加へ て來 たやう である： 財政 部の 發表數 字に よりて、 一 九 三 

八 年 六月 一 一十 六日に おける 法 带 發行髙 を事變 直前 一 九 三 七 年 六月 末の 發行 高と 對 比すれば 左の 如し、」 


一九 三 八 年 六月 

中央銀行  四 八 九、 六 六 七 千 元 

中國 銀行  六 五三、 二 五 二 

交 通 銀行  三 二 一 、 八 五 九 

* '國 農民 銀 行  二 六 二、  ニニ 〇 

合  計  一、 七 二 六、 九九 八 

これによ ると、 交戰 一 年間に おける 法 带 增發」 


一 九 三 七 年 六月 

三 七 五、 几 四 〇 千 元 

五 〇 九、 八 六 三 

三 一 三、 五 四 八 

二 〇 七、 九 五 一 

一 、 四 〇 七、 二 〇 二 

m 二 千 萬 元で、 膨 K 率 は 二割 三分に 過ぎない： こ 


の發券 額の 內には 銀と 引換に 發 行され た 法带も 多分に あるから、 通貨 全體の 上から 云 ふと、 インフレ— 

ショ ン と、， ふま どで はない。 こんな 發表數 字 は 信す るに 足らぬ と 云うて しまへば それまで であるが、 現 


地に おける 流通 狀 態の 實 際に 徵 しても、 この頃まで は、 法 幣の發 行に かなり 節制が 保 たれて ゐ たやう に 

思 はれる。 奥地に おいて は 多少の 增發が 行 はれても、 上海に おいて は嚴 にこれ を引緊 める 政策 を 採って 


ゐこ 0 


その後 久しく 法 带の發 行 高は發 表されなかった が、 重慶 政府 は 一九 三 九 年 七月 二十 八日に 至う、 交戰 


年後 六月 末の 數字 として 左の 如く 發 表しね 


中央銀行 

中國 銀行 

交 通 銀行 


中 國 

合 


民 銀行 

き W 


、 〇 四 八、 八 八 三、 一 四 五 元 

七 〇 三、 五 七 〇、 七 四 〇 

五 四 八、 四 五六、 〇七〇 

三 二 六、 〇 一九、 三 四 五 

一、 六 二 六、 九 二 九、 三 〇〇 


これによ ると、 法幣膨 K 高は戰 前に 比して 十二 億 元 を 超え、 過去 一年間に 約 九 億 元すな はち 五 割に 餘 

る 膨脹 率 を 示して ゐる： 假 にこの 數字を 其 儘に 信じても、 濫發の 勢が 漸く 阻止し 難き に 至った こと を 示 

して ゐ る。 開戰 後一 年までの 現金 準備 額 は 常に 法定 率の 六 割 以上に 表示され てゐ たが、 二 年後に は 

金 • 銀 及び 外 國爲替  一 、 一 五六、 〇，八 八、 九 七 四 • 三 三 

政府の 發行 又は 保證 にか かる 公債 又は 手形 一 、 四 七 〇、 八 四 〇、 三 二 五 • 六 七 

第一 節 國內 金融の 統制  二八 三 


第 七 章 國 民政 麻の 戰時 通貨政策  二八 四 

合計  二、 六 二 六、 九 二 九、 三 〇〇•〇〇 

發行高 に對 する 現金 準備の 割合  四 四 "パ 

となって ゐ るつ これ は 勿論 假 作の 數 字で あらう。 善意に 解しても、 現金 を法带 の時價 により-て 極めて 高 

く評價 した 數字 であらう" いづれ にしても、 現金の 增加は 信じ 難いが、 如何に 粉飾しても 現金 準備が 法 

定率 を 離れねば ならぬ やうに なった 所に、 破 淀の 輕微 ならざる こと を 暴露して ゐる： 發券 高に ついても、 

この頃に なると、 支那 金融業 者の 間に 於て さへ、 五十 億 元と 見 積る 說な ども 行 はれて、 抑壓の 遂に 容易 

ならざる を 語って ゐる" 重慶 政府が 俄に 二十 六 億と いふ 數字 を發 表した の は、 この 不安に 對 する 氣 休め 

と 見るべき であらう： 現金 準備の こと は 暫く 措いて、 發券高 だけにつ いて 見る と、 粉飾 は あるに しても- 

これが 全く 空疎な 數 字と いふ ほどで もな く、 此 頃まで は、 なほ 抑壓の 努力が 續 けられて ゐ たこと を 語る 

ものと 思 はれる" それに も拘ら す、 法带 膨脹の 傾向 は 遂に 阻止すべからざる 態勢 を 示した。 

玆に 到る までに、 國民 政府 は 法幣對 外價値 擁護に 有 ゆる 手段 を 講じ、 一 九 三 九 年 三月に 設定され た英 

支 合作の 匯兌 平衡 基金の 如き も、 一時 は 有力なる 支柱 を 供した ので あるが、 大勢 は 遂に 如何と もす ベ か 

らす、 六月 中旬から は、 油 頭の 喪失 を 契機と して、 法幣 相場 は 俄然と して 新なる 崩落 傾向に 轉 じた。 汕 

頭 は當時 支那の ために 殘 された 最も 有力なる 貿！^ 據點 であった から、 その 陷 落が 經濟 上に 及ぼす 影響 も 


決して 少 くはなかった が、 それよ リも 多数の 華僑 を 輩出せ る この 港 市の 喪失が、 海外 華僑に 與 へた 心理 

的 銜擊は 看過し 難き ものが あった。 玆に 於て、 財政 部 は 更に 上海に おける 法带 緊縮の 强化を 策し、 六月 

二十 一 日附を 以て 銀錢兩 同業 公 會に對 して、 次の 如く 第二次の モラ トリ ァ ムを 電命した。 

最近 競うて 外 國爲替 を 購入し、 資金の 逃避 を企圖 する 者 多き によ，.^ へ 亟 かに 之 を 防止し、 金融 を 安 

定せ しむる ため、 六月 二十 二日より，、 上海 銀錢 業の 預金 引出 は、 賃金 給料の 支拂を 除き、 每週五 百 元 

以內は 法带を 以て 支拂 ひ、 五 百 元 を 超過す る もの は 匯劃を 以て 支拂 ひ、 專ら 同業 間の 振替の 用に 供せ 

. しむ。 上海 以外の 各埠は 仍ほ舊 に照らして 辨理 し、 その 預金 を內 地に 移さん とする 者 はこの 制限 を受 

けす。 

銀錢兩 同業 公會 はこの 電命に 接して、 二十 二日 午前 二 時、 緊急 會議を 開催して 先 づ之を 遵奉すべき こと 

を决議 した。 この 命令に 基いて 定められた モラ トリ ァ ム の 大綱 は 次の 如し。 

一 、 一 九 三 七 年 八月 十六 日 以降の 法幣 預金と 雖も、 今後 は 一 週 五 百 元 を 超えて 引出す こと を 得す。 

二、 賞 銀 給料 を支拂 ふための 預金 引出 は 前項の 制限 を 受けない。 

三、 この 制限 は 上海に おける 預金 引出に 限 局せられ、 上海より 內 地へ 預金 を 移す 場合 はこの 制限 を 受けす。 

四、 六月 二十 二日 以後に 預 入れた 法幣 預金に 就て は、 この 制限 を 適用せ す。 

第一 節 國內 金融の 統制  二八 五 


第 七 章 國 民政^の 戰 時.^ ぶ 風 政策  二八 六 

この 第一 一次 モラ トリ ァ ム と共に、 一 九 三 七 年 八月の 非常時 期 安定 金融 辨法 による 第 一次 モラトリアム 

も效カ を；： J: 續 して ゐ るつ 故に 八月 十六 日 以後の 法带 預金に 對 して は 引出 を 制限 しないと いふ 第 一次 モラ 

トリ アム の 約束に 反して、 五 百 元 以上の 引出 を 制限した ことが、 新しき 制限の 眼目で ある。 蓋し 第 一 次 

モラ ト リア ム によ，^ て 封鎖され た 預金の 大部分 は、 辨法 規定の 分割 拂昃 により-て、 此 頃までに 解放され 

てゐ たので あるから、 第一 一次 モ ラトリ アム は 市場に とって 容易なら ぬ銜擊 であった に逢ゐ ない。 

第二 同業 醒 劃の 運用 

如上の 政策 は 法带の 膨脹 を制壓 して 資金の 逃避 を 防ぐ 上に は少 からぬ 效杲 があった。 しかし 預金の 封 

鎖と ともに 金融 を 梗塞して 商工業 を 凍結せ しむる 危險が 迫った。 兹に 於て 上海の 銀行 錢莊 業者 は 左の 如 

き 補充 辨法 四箇條 を擬訂 し、 之 を 財政 部に 呈出して、 隠 劃と 稱 する 一種の 振替 决濟 證券 を 通用せ しむる 

こと を 請願した。 

一 、 銀錢 同業が 振 出す 本 票 〔約束手形〕 に は 一 律に 「同業 匯劃」 なる 印 を 押捺す" この 手形 は 上海 同 

業者 間に 匯劃 する こと を 得る も、 法带を 引出し 叉 は 外 國貨带 を轉購 する こと を 得す G 

二、 銀錢 同業が 八月 十二 日 以前に 振出した る 木 票 及び 支 票 〔預金 小切手〕 は いづれ も 同業 匯劃 票據と 


見做す。 

ニー、 銀行 • 錢莊の 各種 當座 預金に 對 して は 財政 部の 定めた る 安定 金融 辨 法に 遵 照して 法带を 支拂ふ も、 

商業 部の 口座に 於て は、 商業 上の 需要に ようて 辨 法の 制限 以上に 請求 ある 場合に は、 同業 睡劃 を以 

て總 ての 殘高 を支拂 ふこと を 得。 

四、 新規の 預金 は、 旣設の 預金口座に 受入 るる 場合た ると、 新に 口座 を 開く 場合た ると を 問 はす、 銀 

行 • 錢莊に 於て、 その 法 带 による か K 劃に よる か を 註 明し、 拂昃の 際に も 之を區 別して 取扱 ふべ し G 

この 辨法は 財政 部の 允許 を 得て、 一 九 三 七 年 八月 二十日から 實 施された。 是れ卽 ち 同業 匯劃 制度で ある。 

そもそも 匯劃 制度なる もの は此 度の 事變 によって 初めて 行 はれた もので はない。 上海 金融市場 におい 

て、 錢莊が 久しき 以前から 慣行して 来たと ころで ある。 ただ 事變 によって、 この 制度に 特殊の 運用が 陚 

與 せられた ので ある。 一九 三 二 年の 第一 次 上海 事變の 際に も、 市場の 危急に 應 じて 此 度と 類似の 運用が 

行 はれた。 一九 三 一年 以来 ドイツに 於て 行 はれて ゐる 封鎖 マルク spersmrk の 制度に 似た もので は あ 

るが、 之れ を 摸倣した もの かどう か は 不明で ある。 急場の 必要に 促されて 超 つた 制度で あるから、 恐ら 

く は 之と は 別箇の 著 想で あらう。 

「匯 劃」 は 上海 音に 從 つて Wei-Wah と 呼び、 錢業 における 「匯總 劃 帳」 の 意 を 包含し、 銀行業に おけ 

第一 節 國内 金融の 統制  二八 七 


第 七 章 國 民政 麻の 戰時 通貨政策  二八 八 

る 手形 交換 または 交換 决濟 に當パ 相殺と いふに 近い C 手形に 匯 劃の 二字が 記入され て ある 場合に は、 

期日に 至って 手形交換所 —— 卽ち匯 劃總會 または 票據 交換所—. ー に 送られて、 交換に ょリて 清算され る 

こと を 表す： 是れ卽 ち Transfer  dollars と稱 せらる る 所以で あるつ この種の 手形 は 平素から 上海で は 

普通の ことであって、 錢莊の 振 出す 莊票 及び 華商 銀行の 振 出す 木 票 の少 から ざ る 部分 はこの 匯 劃票據 〕 一， 

屬 した。 匯劃 票據を 銀行 又は 錢莊 に齎 して 現金に 引換 へんと する 場合に は、 交換所に 廻され るまで 一 日 

待たねば ならなかった" 之に 對 して 期日に 銀行から 現金 を 受取る ことができる 手形なら ば 「劃 頭」 の 二 

字が 記入して あるつ 此 度の 事 變に用 ひられた 同業 匯劃 は、 この 匯劃 票據に 更に 一層 流通 條件を 強化した 

もので、 如何なる 場合に 於ても、 直接に 法 帑叉は 外貨と 引換 ふること を 禁止した ものである： 銀錢 業者 

同年 耒 相互の 間にお いての み决濟 される For  inkn.k ヨ k  scttlcMlKmt  only の 證券で ある： 

前揭の 規定に ょリて 隠 劃が 市場に 發行 さるる 場合 は、 ( 一 ) 銀行 ，錢 莊の當 座 預金が、 商業 上の 需耍に 

ょリ て、 安定 金融 辨 法の 制限 以上に 匯劃を 以て 拂戾 さるる 場合と、 (二) 銀行 • 錢 莊が匯 劃に よる 新規の 

貸 出 をな す 場合と が ある" また 匯 劃が 市場から 引上げられる 場合 は、 (一) 匯劃 預金と して 銀行に 受 入れ 

られる 場合と、 (一 一) 銀行の 貸 出が 匯劃 によ，.^ て返濟 される 場合と が ある： 如何なる 場合に 於ても 現金に 

引換 ふること を 許されない 流通 手段で あるから， 市場 に轉輾 流通 して ゐる間 は、 その 授受 せら" ^ る 範圍 


において、 通貨た る 機能 を 果たし 得る が、 封銷 された る 通貨であって、 無條 件に は 貨带と 見るべき もの 

ではない。 また 銀行 及び 錢莊の 同業 公 會の申 八：： せに より-て 發 行され てゐる もので、 政府の 關 する 所では 

ない。 政府 はた だ 之 を 認容して ゐる だけで ある。 法 貸で ないから 强制 通用 力 もない。 從 つて 法 带と賺 劃 

との 間に 値 開き を 生じても 異 むに 足らぬ。 實 際にお いて は、 法 幣に對 して 常に 若干の 割引 を 以て 流通し 

てゐ る。 その 步合は 普通 五 厘から 七 分の 間 を 上下して ゐる。 斯 くの 如き は 折 統一 した 支那の 带 制を条 

る 所以で あるから、 匯 劃の 發 行は嚴 重に 取締らねば ならぬ とい ふ 議論 もあった が、 法 带が缺 乏して 取引 

に 難 IJ して ゐる 際で あるから、 事實 において 匯 劃の 利用 は廣き 範圍に 及んだ。 

之 を 要するに，、 非常時 期 安定 金融 辨 法が 一 銀行 叉 は 一 餞 莊每に 預金 を 封鎖 せんとし たのに 對 して、 こ 

の K 劃 辨法は 封鎖 範圍 を擴 大して、 支那 銀行 錢莊 をー團 とする 綜合 封鎖 預金 を 想定し、 この 封鎖 圈內に 

於け る 預金の 振替 移動 を 認めた ものである。 さう して この 圈內 における 振替の 手段と して 用 ひらる る證 

8 

券が 卽ち 同業 匯劃 である。 

越えて 交 戰後ニ 年の 一 九 三 九 年 六月に 至リ、 第二次 モラ トリ ァ ム の發 令に よりて、 再び 預金の 封鎖が 

行 はれ、 市場の 窮迫に 當 面した ので、 匪 劃 制度 も 之に 對處 して 新規の 運用 を 見る に 至った。 上海の 銀行 

1^ びに 錢莊 は、 連日 協議の 結果、 同業 資金 を 調整し 商工業 を 補助す るた めに、 第一 次 上海 事變の 際から 

第一 節 國內 金融の 統制  *  二八 九 


第 七 章 圃民 政府の 戰 時？^ 貨 政策  ♦  二 九 〇 

結成され てゐた 銀行業 同業 公會 聯合 準備 委員 會 及び 錢業 聯合 準備 車 を 動員して、 左の 二 項の 医 救 策を實 

施す る こと を决議 した C 

一 、 銀行 及び 錢莊 が、 それぞれ 銀行業 同業 公會 聯合 準備 委員 會 及び 錢業 聯合 準備 庫に 對し、 勘定尻と 

して 預 入れて ゐる匯 劃 勘定 は 約 一 一千一 一 百 萬 元にな つて ゐ るが、 これ を 七月 四日よ ち 九月 十九 日に 至 

る 十一 一週間に 均分して、 百 元に 對 する 九十 五 元の 割合 を 以て 法带と 引換 ふること。 

二、 銀行 及び 錢莊 より 聯合 準備 委員 會へ 準備 財産 を 提供せ しめ、 その 七掛 までの 同業 匯劃 を領 用せ し 

める" この 新匯 劃に 對 して は ffi 劃 證を發 行す る ことができる ：- その 總額を 五 千 萬 元と 暫定す る。 

この 匡救 策の 第一 段 は、 銀行 及び 錢莊 が、 聯合 準備 委員 會 及び 聯合 準備 庫に、 手形 交換 尻 又は 收支尻 

决濟 のために 預 入れて ゐる隱 劃 預金 約 二 千 二百 萬 元 を 解放して、 十二 週間に 法 带を拂 出し、 市場の 現金 

不足 を 緩和す るので ある。 聯合 準備 委員 會は 中央 • 中 國丄父 通 及び 中國 農民の 四 行と 交涉 し、 半期 决算 

休暇 開 市 後の 十二 週に 分 期して、 この 金額 を 五分の 割引で 法带に 解除す る こと を 立案し、 政府の 認可 を 

得た ので ある。 

匡救 策の 第一 一段 は、 上海 銀行業 同業 公會 聯合 準備 委員 會 同業 匯劃 領用辨 法に 據る新 同業 匯 劃の 運用で 

ある。 一 九 三 七 年 八月の 匯劃 は事變 前にお ける 銀行 • 錢莊の 信用 を 背景と した もの 又は 預金の 變 形した 


ものであるが、 この 新 醒劃は 商品 • 有 惯 證券 • 不動 產 • 等の 物的 擔保を 基礎と して 發 行せられ た證 票で 

ある。 この 同業 應劃 準備の 檢査 事務 を 掌理す るた めに、 上海 市 銀 餞 業 同業 匯劃 撿査 委員 會が 設けられた ( 

委員 會は 政府 系： Q びに 民間の 銀行 及び 錢莊を 代表す る 五名の 委員に よ，.^ て 組織され てゐ る。 現 狀に徵 す 

るに、 準備の 大半 は 不動 產 である" 故に 新 睡劃は 固定 財產を 流通 化して 通貨の 用に 供した ものと 云 ふこ 

とがで きる-」 また 民間 金融業 者が 組織す る 委員 會が 市場の 必要に 應 じて 造 出す る 通貨で あるから、 法带 

に對 して は 一 種の 民 t とも 見ら るべき もので あらう。 舊匯劃 は 法带の 流通 量 を 制約す る 目的 を 以て 政府 

が 認容した ものであるが、 新 匯劃は 法 幣に對 する 不安と 不信と に 促 迫され て 民間に 發 生した もの を 政府 

が 看過した 形で ある。 舊匯劃 は 預金 勘定 を木體 とする 小切手の 主旨に 據る ものであるから、 金額 も 一 定 

しないが、 新匯 劃に あ，.^ て は、 聯合 準備 委員 會の 制定した 聯合 準備 委員 會發 行匯 劃證簡 則と いふ 規則に 

據 つて、 票 面 金額が 五 百 元 • 千 元 • 五 千 元 及び 一 萬 元の 四 種に 限られて ゐ る。. 舊匯劃 は 預金 を 通じて 法 

带 と 結ばれて ゐ るが、 新 匯劃は 準備 委員 會を 通じて 供託 財產と 結ばれて ゐる。 法 幣とは 隔離して 思惟す 

る ことので きる 存在で ある。 政府の 中央銀行が 機能 を 失 はんとして ゐ るので、 民間の 金融 機關が 取って 

X つたお である。 兹 にも 法 帑崩壤 の 場合に おける 支那 通貨の 運命に 對 する 一 つの 示睃が 潜在す る やうに 

思 はれる。 

第一 節 國內 金融の 統制  二 九 一 


(三） （二） （一) 


第 七 章 國民 政府の 戰 時？^ 貨 政策  二 九 二 

聯合 準備 委員 會は 一 九 三 九 年 十二月 末にお ける 新 匯劃發 行 狀况を 次の 如く 發表 して ゐる， - 規定に よれ 

ば 、 寄託 財 產評價 額 の 七 割まで 新匯 劃を發 行し 得 る ことにな つて ゐ るつ 

寄託 擔保 財產 

二、 一  七 九、 一 五八 •〇〇 元 

一 〇、 七 九 四、 三 六 六 • 九 三 

四 四、 一 三 五、 六 0 七 • 四 六 

. 五 七、 一 〇 九、 一 三 二  • 三 九 


商 品 

有價 證券 

不動 產 

合  計 

匯 劃 發 行 力 

發 行 高 

0 發行餘 力 

合 計 


二 〇、 一 六 〇、 〇〇〇•〇〇 

一 五、 七 七 五、 〇〇〇•〇〇 

三 五、 九 三 五、 〇〇〇•  〇〇 


第三 地方 金融の 疏通 

上海に おける 法 带 の、 デフレ— ショ ンは睡 劃の 運用に ようて 緩和す る こと を 得た が、 これ だけで は 地方 

資金の 梗塞 を救濟 する 途が なかった。 玆に 於て 國民 政府 は 貼 放 委員 會 〔貸付 委員 會〕 なる もの を 組織し、 

改善 地方 金融 機構 辨法を 制定し、 墨 村 放 款辨法 を 公布し、 中央 • 中 國丄父 通 • 農民の 政府 系 四 銀行 を 動 


員して、 地方 金融の 疏 通に 努めた。 

一 九 三 七 年 八月 一 一十 八日、 財政 部 は 「中央 • 中國 • 交通 • 梟 民 四 行內地 聯合 貼 放 委員 會貼 放辨 法」 を 

公布し、 地方の 農工 鑛業を 助成す るた めに、 四 行に 要請して、 全國 十二の 重要 都市に 貼 放 委員 會を 組織 

せしめ、 割引 貸付の 運 營に當 らしめ た C 委員 會の 設けられた 都市 は、 漢ロ  • 重 慶， 南京 • 南 昌，廣州- 

濟南 • 鄭 州 • 長 沙 • 杭 州 •  It 波 • 無 錫 及び 蕪 湖で あつたが、 後に 鎭江 • 蚌埠 及び 福 州が 加 は つ て 十 五箇 

所に なった。 

貼 放 委員 會の 貸付 割引の 範圍 は辨法 第三 條 によって 次の 四 種に 定められて ゐる。 

一 、 各種 商業 機關が 請求す る 貸付に して、 辨法第 四 條に揭 ぐる 梟產品 *ェ 產品 • 鑛產品 又は 中央政府 

發 行の 債券 を擔 保と する もの。 

二、 各種 金融 機關が 請求す る 再 貸付に して、 その 原 有の 貸付が 前項の 物件 を擔 保と する もの。 

三、 辨法 第四條 所定の ft • ェ • 鑛產 品を擔 保と する 梟ェ 商業手形 叉 は 中央政府 發 行の 債券に して 期阱 

の到來 せる もの 及び その 利札の 割引。 

四、 特に 財政 部の 命令す る鐡道 • 交通 • 是 業 • ェ 業 • 等に 對 する 貸付。 

辨法 第四條 によ，.^ て擔保 適格 品と 認められ たもの は 左の 四 種で ある。 

第一 節 國內 金融の 統制  二 九-一 


第 七 章 國民 政府の 戰時^ 貨 政策  二 九 四 

一 、 農產品 米 • 麥 • 雜糧 • 麥 粉 • 棉花 • 植物油 • 落花生 油 • 麻 • 大豆 • 生絲 • 繭 • 茶 • 鹽 • 砂糖 • 葉 煙草 • 等。 

一 一、 ェ產品 金屬類 • 綿絲類 • 顏 料 • セメント • 綢锻 • 化學 原料 • 等。 

三、 鑛產品 石油 • ガソリン • 重油 • タングステン • マンガン • アンチ モ ニイ • 鐵砂 • 銅 • 鐵 • 錫 • 等 0 

四、 中央政府 發 行の 俊 券つ 

是 等の 品目 を 見る と、 この 金融が 軍需品 及び 糧食の 確保 を圖 ると 共に 輸出 產 業の 生 產擴充 を 目的と し、 

兼ねて 公債の 消化に 着眼して ゐる ことが わかる。 

貼 放 委員 會 による 割引 貸付 は法带 によ リて行 はれる： 故に 上海に おいて は 法幣の 膨脹が 制壓 されて ゐ 

るが、 奥地に おいて は 緩和され てゐ る。 從 つて 地方の 紙幣 を 上海へ 持 出す こと を嚴 重に 取締る 必要が 起 

つて 來る。 これに 關 する 規定に ついては 前段に 述べた。 

一 九 三 八 年 四月 一 一十 九日、 財政 部 は、 戰 時に 適應 して 內地 金融 を 調整し、 農 • ェ • 鑛 • 林 • 漁 • 各 業 

の 生 產擴充 を 計る ために 「改善 地方 金融 機構 辨法」 なる もの を 公布した。 これ は 各種の 地方 金融 機關を 

して、 地方 產 業に 對 する 貸付 を 促進せ しむる ために、 中央 • 中 國 • 交通 • 農民 四 行から 一 元 券 及び 輔带 

券を領 用す る こと を淮 許した ものである。 頜用額 は 各 金融 機關 について 財政 部が 核定 する。 領用 券に 對 

して は 全額 準備 を 置く つ 準備の 內容 は、 辨 法に は 十 種に 別ちて 列記して あるが、 これ を 左の 三 類に 大別 


する ことが 出來 る。 

一、 法幣 これ は少 くと も 領用發 行 高の 二割 を 要する。 

二、 中央政府 發 行の 公债 及び 中央政府の 核 准 を 經て發 行した 地方 公偾 これ は 領用發 行 高の 三 割 を 超えて はなら 

ない。 

三、 農 • ェ • 鑛 • 林 • 漁產 品、 動產 • 不動 產 及び 有 價 證券 • 等。 

頜用 額のう ち 六 割 を 一 元 券と し 四 割 を輔带 券と する 定めで ある。 期限 は 二 年と なって ゐ るが、 満期に 當 

つて 一 年間の 延長 を 認める。 

この 年 八月、 經濟部 も 農村 放款辨 法なる もの を 公布し、 ニ兀券 及び 輔带 券の 領用 による 貸付の 範圍を 

擴 張し、 合作 社 • 農民 組織 • 等 を 動員して 之が 促進 を 計った。 

之 を 要するに、 改善 地方 金融 機構 辨法も 農村 放 款辨法 も 貼 放 委員 會の 推進に 應 じて 地方の 諸 機 關を活 

動せ しむる ために 設けられた 補助 的 法規と 見る ベ きもので あらう。 

この 外に、 差し詰め 資金の 逼迫 を 救 ふために、 一九 三 五 年の 幣制 改革に よって 引上げて あった 古 紙幣 

を 取 出して 流布した とも 傳 へられて ゐる。 また 中國 農民 銀行 をして 新版の 五角 補助 紙 を發 行せ しめて 

ゐる。 なほ 革命 當時北 伐の 軍に 用 ひた 蔣介 石の 軍票 を 今次の 事 變に持 出して、 通用 さして ゐる とも 云 は 

第一 節 國內 金融の 統制  二 九 五 


第 七 章 國 民政^の 戰時 通貨政策  二 九 六 

れてゐ る。 しかし 是等は 主として 地方に おける ことであって、 上海で は 目に 立つ ほどの 金額に は 上って 

ゐ ない。 

補  ！ 1^ 

山 宮下忠 雄 支那の 貨幣 金融 現代 支那 講座 第三 講ニ四 九 頁 以下 
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North  Cliina  Daily  News,  June  23, 1939. 
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$ 宮下忠 雄 支那 貨幣制度 論 四 五 七 頁 以下 參照 

第一 次 上海 事變 の敦發 したの は 一 九 三 二 年 一 月 二十 六日で あるが、 この 日から 上海 金融市場 は 停業狀 態に 入った。 二月 四日 

に 至って、 上海 銀行業 同業 公會 及び 上海 錢業 同業 公會の 共同 決議に よりて、 左の 維持 辨 法が 實施 された。 

一 、 復業 以後 は、 凡そ 我が 同業の 振 出す ところの 長 • 短期 本 票に は、 一 律に 「此票 只 准 同業 匯劃」 なる 字 樣を接 印す。 

二、 支 票 もまた 前項の 本 票に 從 つて 辨理 す。 

三、 若し 各 往来の 達り 来れる 票據 にして、 交通 阻 礙の處 に 在りて、 取 立 不可能の 時には、 一律に 原 振 出 行に 返戻す。 


斯 くして 現金 兌換 を 停止し、 現金の 支拂を 節約した。 ただ今 度の 同業 匪 劃で は 外貨の 轉購を も 封 じて るるが、 前； i の 制度 は 

現金 節約 だけ を 目標と してる る。 この 點に 根本的なる 差異が ある」 

の 楊蔭溥 中國 金融 研究 一九二 頁 

g 入江 傅 應 劃に 就いて 一橋 論叢 第二 卷 第二 號 (昭和 十三 年 八月) 

^.  Jsnance  and  Commerce,  January  31, 1940,  p.  95. 

g 山 鹿義敎 支那の 軍票 財政 第四卷 第二 號 (昭和 十四 年 二月) 

. 第二 節 外 國爲替 の 統制 

前節に 說 明した 法带 膨脹 抑壓策 は、 資木遁 逃 防止 策で あ b、 物慣 騰貴 防止 策で あると 共に、 また 間接 

に は爲替 相場 維持 策で もあった。 しかし これ だけで は 爲替の 動搖を 沈静す るに 十分ではなかった。 

事變の 上海に 波及す る や、 支那 銀行 は 八月 十三、 十四 兩 日に 亙って 休業し、 十五 日の 日曜日 を 過ぎて 

十六 日から 開業して ゐる。 外國 銀行 はこの 兩日は 店 を 開いて ゐ たが 爲替 取引 は 殆ど 行 はれなかった。 十 

六日から は外國 銀行 も 休業した。 爲替 市場 は 痙攣 狀態 にあった。 二十 一 日に 至って 政府と 外籍 銀行との 

間に 次の 如き 了解が 成立した。 

一、 政府 銀行 は對英 一志 二 片：： T 〃賣、 一志 二 片％ 買、 對米 はこれ を 基準と して 英米 ク P ス • レ— ト によ 

第二 節 外 國爲替 の 統制  二 九 七 


第 七 章 國民 政府の 戰時 通貨政策  二 九/ 

リて 算定む たる 相場 を 以て 爲替の 賣買を 行 ふ。 

二、 賣賈 ともに 近 物に 限.^、 先物への 乘換を 認めす つ 

三、 外國 銀行と 支那 銀行との 决濟 は法带 による： 

爲替 相.？ 1^ は 市、 况 により-て 近 物と 先物との 開きが 增、 减 する ものである： 特に 通貨の 前途が 不安なる 場合 

に は、 先物が 軟化す る を 常と する： この 協定に 相場 を 近 物に 限って、 この 動搖を 防がう としたの である" 

この 協定 は、 非常時 期 安定 金融 辨 法の 運用に よる 法带 資金の 枯渴と 相俟って、 爲替 相場 維持の 上に 少 

からぬ 效 果を呈 した： 十月に 入って、 政府 銀行 は爲替 市場の 金融 梗塞 を 緩和す るた めに 第二 項 を 改訂し 

條件を 定めて 先物へ の 乘換を 許す 途を 開いた" 

經濟 都市 上海が 攻略され、 首都 南京. か陷 落した に拘ら す、 法 帑の對 外惯値 はかな b ん女定 して ゐた _ 國 

民 政府 は、 事 變の當 初にお いて は、 上海 市場に おける 法带の 供給 を 制限す る だけで、 爲 替の賣 買に 就て 

は、 少く とも 表面的に は、 目に 立つ ほどの 拘束 を 加へ なかった： 然るに、 一九 三 八 年 三月 北支に 中國聯 

合 準備銀行が 創立 せられた 頃から、 法 带爲替 は 俄然 暴落して 一 志の 關門 を銜 いたつ 玆に 於て 政府 は 遂に 

法 帑の對 外 憤 値 維持の ために、 或は 爲替 管理の 形に おいて、 或は 貿易 統制の 形に おいて、 各般の 方策 を 

實 施す るの 止むな きに 至った： しかし 支那の 如き 行政 機構の 不備なる 上に 警察 制度の 不良なる 國 におい 


て、 是 等の 方策 を 行うて 實 糗を擧 ぐる こと は、 決して 容易で はない。 その上に 治 外 去權を 有する 外人： H 

びに 租界が ある。 商港： H びに 重要 都市 は 次から 次へ と 皇軍の 占 據に歸 する。 是 等の 地域に 對 して は 全く 

策 を 施す 術がない。 以下 叙述す る 所の 諸政 策が、 ややもすれば 徒 勞に歸 した こと も、 {是 に 是非な き 次第 

であった。 

第 一 輸入 爲替 の割當 

北支 臨時政府の 下に 中國 聯合 準備銀行が 開設 せらる る や、 その 新に 發 行す る國带 に換 へて 法 带を收 集 

し、 これ を 上海に 移送して 爲替 兌換 を 迫 リ、 法 幣を賣 崩して 外貨 を 獲得す るの 策に 出づ るで あらう との 

風評が 行 はれ、 法幣の 相場 は 急激なる 崩落 氣配を 示した。 國民 政府 は 之に 對處 する 防戰 策に 口 實を假 う 

て、 實は資 木 遁逃を 封す るた めに、 外 國爲替 の 統制 賣を 開始した。 卽ち 三月 十二 日附を 以て 「中央銀行 

辨 理外 匯 請核辨 法」 及び 「購買 外 匯請核 規則」 を 公布し、 十四日よう 之を實 施した。 是 等の 規定に よる 

爲替 統制の 要綱 は 左の 如し。 

一、 外 國爲替 の 賣出は 中央銀行に 集中し、 その 木 店 をして 政府 所在地た る漢 口に 於て 辨理 せしめる。. 

但し 便宜に よう 香港に 通 訊處を 設けて 之 を 取次が しめる。 
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二、 華商 銀行 及び 外籍 銀行 は、 得意先より 轍 入 爲替の 買 付 申込 を 受けた ると き は、 先づ その 需要が 正 

當 なる 取引に 基く ものな うや 否や を 吟味し、 これと 自行 において 買取リ たる 輸出 爲替& 一び に 外貨 對 

內 送金との 差額 を 算出し、 これ を 外貨 需要 額と して 中央銀行に 申請書 を 提出す る。 

三、 中央銀行 はこの 申請書 を 審査して、 每週ー 囘 金曜日に 各 申請 銀行に 對 する 外貨 割 當額を 決定す る" 

四、 割 當られ たる 外貨 は」 志 ニ片， ％ の 公定相場 を 以て 賣 出す。 

四月 十二 日から は、 主として 外國 銀行の 要請に ようて、 上海に も 通 訊處が 設けられた。 

この 方法に よ，^ て 中央銀行が 賣 出した る 外貨 爲替は 英貨に 計算して 次の 如き 金額に なって るる。 (單位 

一千 磅) 

申込 額  害 (口  £ 額 

第 一 週 (三月 十七 日 締切)  一、 二 〇〇(？)  四 五 〇 

第 二 週 (三月 二十 四 曰 締切) 一、 一九 四  四 五 〇 

第 三 週 (三月 三十 一日 締切) 一、 五 四 四  四 二八 

第 四 週 (四月 七日 締切)  一、 四 〇〇  四 二 〇 

第三 週まで は 公表 數字 である。 第 四 週 は 一 般に傳 へられて ゐる 推定 數字 である。 

國民 政府 則の 發表 によると、 一 週 四十 萬 礫 見 當の爲 替割當 は 前 月までの 平均 賣 出額に 據っ たもので、 


特に 制限 を 加へ た 金額で はない さう である。 果して 然り とすれば、 申込 額が その 二倍 乃至 三倍に 達した 

の は、 北支の 情勢 を 反映した ものと 見られぬ こと もない。 また 國民 政府が 統制 賣を 始めた ことによって 

反って 思惑買 を 刺戟し、 資金 逃避 を 煽動した とも 解釋 できる。 中央銀行 はこの 割 當額を 一志 二 片^の 公 

定 相場で 賣 出して ゐる。 然るに 市中の 取引 は 一 時 は十片 半まで 崩落し、 槪ね 一 志臺 であった から、 割當 

を 受けた 銀行 は 之 を 市場に 轉賣 して、 少 からぬ 利 を 得る ことにな つた。 從 つて 中央銀行に 對 する 申込 

額 は 正常 取引の 必要 以上に 增 加し、 市場の 混亂. を 助長した 嫌が ある。 

第五 週に 入う、 四月 十四日から は、 申込 額に 當る法 带額を 供託せ しむる ことと した。 割 當額も 三百 五 

十 萬榜見 當に蔡 ちた と傳 へられて ゐる。 爲替 投機 を 目論む 者 又は 資本 遁逃を 企つ る 者が、 實需 以上の 金 

額 を 申請し、 或は 申請 を 多數の 銀行に 重複して、 すこしで も 外貨 を餘 計に 獲ようと する 手 を 抑へ る 策 を 

講じた ので ある。 割當 申請の 手續 1^ びに 條 件に 關 して は、 その後 も 度度 煩瑣な 規定が 設けられて、 統制 

强 化の 步を 進め ||!。 割當 額の 正確な 數 字は發 表されて ゐ ないから、 推定に 過ぎない が、 半歲 後の 十月 頃 

に は、 申込 額に 對 して 百 分の 一 にも 上らぬ やうに なリ、 あるかな きかの 姿に なった と傳 へられて ゐる。 

殊に 日 木 系 銀行に 對 する 割 當率は 最初から 甚だ 少く、 英國系 銀行な どに 較べて、 極めて 不利な 扱 ひ をう 

ナ こ〇  . 
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しかし 之 は 中央銀行が 公定相場 を 以て 賣 出す 爲 替割當 について いふ ことで あ る つ 市場に おけ る 實際 Q 

取引 はこれ 以下の 相場で 自由に 行 はれた： 布 中 相場 は 一 九 三 八 年 三月に おいて 最低 一 志まで 崩落した が、 

其 後 統制 賣に よりそ 北支 筋の 攻擊買 を 封 じ 得る 見込が 立った と 見えて、 相場 は 次第に 囘復 して、 四月に 

は 最高 一 志 一 片：/ に 達した- ン それが 皇軍の 戰 杲擴大 につれ て 更に 落 勢に 轉じ、 六月 頃に は 八片臺 まで 崩 

落した が、 爾來約 一 年間、 翌 一 九 三 九 年 六月 匯豊 銀行が 突如と して 外貨 賣出を 停止す るに 至る まで、 こ 

の 相場 を 支へ て 安定 を 保った。 支那 人 はこの 市中 相場 を 暗 盤と 呼んで ゐ るが、 これ は决 して 法規 違反の 

-暗 相場で はない。 賺豊 銀行が 公然と 賣 出して ゐる 相場で ある。 換言すれば 國民 政府の 中央銀行が 一 志 二 

片：： ^の 公定相場 を 標榜し、 英國 系の 匯豊 銀行が 八 片の實 際 相場 を 維持す る 形に なって ゐた。 さう して 八ム 

定 相場に よ る 割 當賣出 は 有名 無實 の 少額 になった ので あ るから、 法帑の 惯値は 事實に お い て ffi 豐銀 行が 

政府に 代って 統制して ゐ たというても 過言で はない。 勿論 この 統制 を 維持す る 資源と して は 輸出 貿： 1^ や 

華 億 送金に よって 集め 得た 資金 もあった であらう つ 英米 其 他の タレ ヂッ トも用 ひられた に 逢 ひない 二 し 

かし 瞧豐 銀行に 於て 國民 政府と 通す る 所がなければ、 漢ロ陷 落ゃ廣 来攻 略の 際に 行 はれた やうな 放 磨な 

責向 ひがで きる もので はない： 斯く 觀じ來 ると き は、 一九 三 八 年下 半期 以降に おける 法 幣爲替 統制の 實 

權は、 國民 政府 を 離れて、 匯豊 銀行の 手に 握られて ゐ たと 見る 方が 安當 であらう。 


第二 蟓入 s 易の 制限 

轍 入 爲替の 統制 賣を なすに 當 つて は、 豫め轔 入 商品の 名稱 • 數量 • 生產地 • 積 出 地 • 賣込先 • 等を審 

査 する ことにな つて ゐた から、 旣 に爲替 管理 を 通じて 或る 程度の 轍 入 統制が 行 はれて ゐた譯 であるが、 

品目 • 金額 • 等に よって 輸入 貿易に 直接の 制限. を 課する こと は 久しく 行 はれなかった。 蓋し 實績 を收む 

るの 困難なる ことが 豫 想され たからで あらう C 

然るに 一 九 三 九 年 七月 二日の 「非常時 期 禁止 進 口 物品 辨法」 によって、 極めて 廣汎 なる 輸入制限が 實 

施さる るに 至った。 これ は 軍需品 及び 生活必需品 を 除く 一 一 百 三十 四 種の 貨物の 輸入 竝 びに 移出 入 を 禁止 

し、 特に 政府の 許可 ある ものに 就て は、 特別 許可書 を發 給して 處理 せし むべき こと を 定めた ものである 

禁止され たる 品目 を 例示 すれば、 外國酒 • 煙草 • 海產物 • 絹織物 • 木材。 紙 類 • 竹 木 • 代用品 ある 液體 

燃料 • 等であって、 國內に 代用品 ある もの 及び 日本よ リ 輸入され る もの は 悉く 輸入 禁止と なった。 

しかし 斯 くの 如き 政策が 今日の 支那に おいて 幾許の 實效 もなかるべき こと は、 極めて 明瞭で ある。 思 

ふに 政府 はこの 禁制が 國 民の 上に 及ぼす 精神的 效果を 狙うた ので あらう。 實 際にお いて は、 支那の 轍 入 

貿易 は、 皇軍の 沿岸 封鎖： a びに 海港 占據 によ リて、 夙に 相當嚴 重なる 禁制と 同様の 結果 を擧 げてゐ る。 
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それが 支那の ために 好ましき か 好ましから ざる か は 姑く 息いて 之 を 問 はす、 今日に お いて は、 是 等區區 

たる 統制 法令 を 運用す る 餘地は 殆ど 無い というても 過言で は あるまい C 

第三 輸出 爲替の 集中 

國民 政府 は 輸入 爲替 の割當 統制 を 行 ふと 共に、 輸出 爲替を 政府 銀行に 棗 中して 輸出 貨物の 形 を 取って 

國 外に 遁 逃す る 資本 を 捕捉し、 兼ねて 外貨 を吸收 して 爲替 資金 を 補強す るの 策 を 講じた" この 方策 は 後 

に 北支の 臨時政府が 採用した 爲替 集中 策の 先驅 をな す ものである。 

この 目的の ために、 政府 は 財政 • 經濟兩 部に 亙る 貿易 調整 委員 會を その 任に 當 らしめ、 一 九 三 八 年 六 

月 「商人 運貨 出口 及售結 外匯辨 法， 1 拉 びに 一 出口 貨物 應結外 隠 之 種類 及其辨 法. 一 を 公布し、 二十 四 種の 

商品 を 指定して、 その 輸出 爲替 を中國 銀行 又は 交通 銀行に 賣 却すべき ものと し、 兩行 いづれ かの ー承購 

外 睡證明 書」 を 海關に 呈示し なければ、 通 關手續 を 許さない ことにした C 

指定され た 商品 は 重要 輸出品 または 國內 に生產 多から ざる 物資であって、 その 品目 は、 桐油 • 豚 毛* 

牛皮 • 茶 葉 • 卵 製品 • 鑛砂 • 培 子 • 羊 皮 • 藥材 • 羊毛 • 蠶絲 • 金 絲草幢 . '頭 髮 • 苧 簾， 腸 衣 • 棉花 • 落 

花 生 芝 麻 - 煙草 • 木材 • 竹 • 杏仁 .>  鴨 毛 獸 皮の 一 一十 四で ある <-、 


是 等の 商品が 國內で 消費され る ものと して 屆出 でられ、 內港 移送の 形 を 假リて 外 國爲替 の 逃避と なる 

こと を 防止す るた めに、 淪陷區 域に 移送 さるる 場合に も、 輸出と 同 檨の手 鑌を履 ましむ る ことと した。 

尤も 淪陷區 域の 工場 叉 は 商店が 之 を 購入して 原. 料に 用 ひ 又は 國內の 販賣に 供す る ことが 明確なる 場合に 

は、 發送 地の 同業 公會 又は 商業 會議 所が 證明書 を 作成し、 貿易 委員 會に 於て 運送 許可書 を發 給し、 之に 

據 り-て 通 關手鑌 をす る ことにな つて ゐる。 この 手 鑌は鐡 道 • 公路 • 水路 • 空路 または 郵便に よる 場合 を 

問 はす、 いづれ も 同様で あるが、 郵便に 就て は 別に 「郵政 包 裏結售 外匯辨 法」 を 公布して、 小包 郵便の 

轍 出 爲替賣 渡に 關 する 規則 を 定めた。 地方 機關 として は、 各省 市に 進出 口 貿易 管理 委員 會を 設けて 中央 

の賀易 調整 委員 會に 協力し、 之 を 補佐す る 組織に なって ゐる。 中 國， 交通 兩 行の 支店な き 港 市に おいて 

は、 最 寄の 支那 銀行に 兩 行が 輸出 爲替の 買 取 を 委託して 手續 をす る。 

前に 述べた やうに、 中央 殺 行の 輸出 爲替 公定相場 は 一志 ニ片 半で あるのに、 實際 市場で は それよ..^ -も 

遙に 低い 相場で 取引され てゐ る。 商人の 立場から 云へば、 輸入 爲替 を割當 てて 世 貝 ふの は 如何なる 場合に 

於ても 利益で あるが、 輸出 爲替を 買 上げられ るの は 利益の 放棄で ある。 從っ てこの 爲替 集中 政策が 法定 

相場に よ リて嚴 格に 强 行され る 場合に は、 轍 出 商 はみ すみす 市場の 利益 を犧牲 にす る ことになる。 勢 ひ 

密輸出の 盛 行と な，.^ - 統制の 根柢 を 覆す ことに もなら う： されば とて 政府 銀行が 市中 相場 を 以て 輸出 爲替 
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を 買 取る こと は、 事實に 於て 行 ひ 難い" 玆に 於て 財政 部 は、 各地 商 民の 陳情に 應じ、 轍 出資： に對 する 

促進 辨法を 設けて、 (一) 輸出 原 惯を 引下げて 土 貸の 外國 における 賣行を 促進す る こと、 拉 びに (二) 土貨 

の.^ 場 を 調節して 國內の 生產を 維持 保護す る ことに 努める ことにし たつ しかし 是等 のこと は、 支那の や 

うな 國 において は、 殊に 現下の 狀態 において は、 いづれ も 言 ふべ くして 行 ひ 難き ことで ある。 從 つて 爲 

替 集中 政策 そのもの にも 少 からぬ 無理が ある。 實 镜も賴 むに 足らぬ と 云 はねば ならぬ。 

一九 三 八 年の 末に 至う、 漢ロ 及び 廣 東の 陷 落に 對處 して、 國民 政府 は 外 國爲替 集中 貨物 二十 四 種のう 

ち 轍 出額の 割合に 少ぃ十 一 種 を 省き、 桐油 • 豚 毛 • 牛皮 • 茶 葉 .鑛 砂 .掊 子 • 藥材 • 羊毛 • 蠶絲 • 服 衣 • 

鴨 毛 *獸 皮 二 {H 麻の 十三 品 を 限って 統制 を 行 ふこと とした I- また 我が 海軍の 沿岸 封鎖に 對應 して、 香港 

を 統制 貨物 輸出の 集中 地と 指定し、 各省に おける 土產 品の 集散地 竝 びに その 香港への 徑路を 次の やうに 

指定した。 

一、 四川 • 雲 南 • 西康 の土產 品は昆 明に 集中の 上、 海防 を經 由して 香港へ 輸送す る。 

二、 責州 • 廣 西 • 湖北の 土 產品は 責 陽に 集中の 上、 南 寧から 廣州 灣を經 由して 香港へ 輸送す る。 

ニー、 浙江 • 福 建 • 湖南 • 江 西の 土 產品は 篝 波 又は a 州に 集中の 上、 香港へ 輸送す る。 

一九 三 九 年 七月 二日に 至り， 「出口 貨物 結 ffi 領取 隨偎 差額 辨 法」 〔輸出 爲替買 入 差額 取得 辨法， 1 なる も 


の を 公布して、 爲替 集中 を 一 層 強化し、 且つ 輸出 爲替の 中央銀行 公定相場 ( 一 志 一 一片 半) と中國 • 交通 

兩 銀行の 掲示 相場 (當 分の 內七片 ) との 差額 を 轍 出 商に 支給す る 便法 を 講じた。 卽もク レヂッ トの 償還 

及び 資材の 蓄積と 關係 ある 桐油 ニ余* 豚 毛 ，鑛 石 • 等の 特產 品の 輸出 爲替 は、 政府 貿易 機 閥に 於て、 生 

產販賣 の關係 及び 國際市 價を參 酌し、 隨 時優惠 相場 を 以て 購入す る。 其 他 一般 商品の 轍 出爲替 は、 中 國. 

交通 兩 銀行に 於て 公定相場 を 以て 買 上げ、 爲 替决濟 完了の 上、 兩 行の 掲示 相場に よる 換算 法带 額との 差 

額 を 精算して 支給し、 輸出 獎勵の 目的に 添 ふこと にした。 兩行は 爲替賣 却 人から 三ぎ A の手數 料を徵 して、 

法带 代金 を 奥地に 於て 支拂 ふこと になって ゐる。 

この 輸出 爲替 買入辨 法と 關聯 して、 七月 四日 附を 以て 外貨 購買 申請 辨 法なる ものが 公布 さ • れてゐ る。 

これによ ると、 輸入 者 は、 輸入 禁制品 以外の 國內 必需品 を 輸入 せんと するとき は、 輸入品の 名 稱*數量. 

價格 。 輸入港 • 販賣地 點* 等 を 記載した る 申請書 を 外 國爲替 審査 委員 會に 提出して 審査 をう ける-) 中國 

銀行 又は 交通 銀行 は、 審査 委員 會の 指令に 從ひ、 公定相場 を 以て 輸入 者に 外貨 爲替 を賣 渡す。 その上で、 

輸入 者から 公定相場と 中國 • 交通 兩行 建値との 差額 を 別に 平衡 費と して 納付せ しめる。 この 納付金が 前 

述の 輸出 爲替買 入 差額 支拂辨 法に よる 差額 支拂の 財源に 供せられ る 仕組で ある。 この 辨法 によりて、 一 

九 三 八 年 三月 以來 中央銀行 を 中心に 行 はれて ゐた 外貨 賣 出に 關 する 辨 法は廢 止され、 外 國爲替 審査 委員 
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會を 中心とする 新制 度が 行 はれる ことにな つたので ある- また この 制度に よって、 支那の 爲替 相場と し 

て は、 中央銀行の 公定相場と、 中國丄 父通兩 行の 揭示 相場と、 上海 市場の 暗 盤 相場との 三者が 竝び行 は 

れる やうに なった こと も 注意 を 要する。 

また 重慶 政府 は、 一 九 三 九 年 十 一 月 一 日付 を 以て、 政府 銀行が 「華僑 びに 支那に おける 商人の 利便 

のために」 外國 貨幣に よる 定期預金 を受 入るべき こと を 布告した。 これ は 輸出 爲替の 集中と は 別箇の 政 

策で あるが、 外貨の 集中 を 目的と する 點 において は 探 を 一にす る" これによ ると、 政府 四 行は英 *米* 

佛. 等の 外貨に よる 定期預金に 對し、 期限 二 年の もの は 年 四 分、 三年の もの は 年 五分、 四 年の もの は 年 

六 分、 五 年の もの は 年 七 分の 利息 を支拂 ふ。 拂戾 はもとの 外國 通貨 を 以てする つ また 預金者 は 法 带の预 

金 を、 最高 二 萬 元 を 限り-、 外國 貨幣に よる 定期預金に 轉換 する こと を 許される。 轉換 された 外貨 定期 預 

金に 對 する 利息 は、 期限 三年の もの 年 二分、 四 年の もの 二分 半、 五 年の もの 三分と 定められて ゐる。 華 

商 銀行 は從來 から 外貨 定期預金 を受 入れて ゐ るが、 外貨 資金 を 支那で 運用す る途 がない から、 こんな 高 

い 利息 を拂 うて は 採算に 合 はない。 政府が こんな 預金 を 取る の は、 これ を 一 種の 公債と 心得て ゐる のか 

さもなければ、 やがて 支那 人から 外責を 募る 時の 準備に かかって ゐ るので あらう と 揶揄され てゐ る。 


第 四 英支 合作の 爲替 安定 資金 

一 ヒ三九 年 三月 八日 午後の 英 國議會 下院に 於て、 大蔵 卿ジョ ン • サイ モン は エヂ ン、 パラ 選出の 勞働黨 

議員べ シック。 n ォレ ンスの 質問に 答へ て、 英 支兩國 政府の 間に 法幣 安定 資金の 設定に ついて 意見の 一 

致 を 見た こと を發 表し、 この 協定の 實 施に 必要なる 法案 を 近く 翌週の 議會に 提出す ベ き 旨 を 言明した。 

その 協定の 內容 として 傳 へられた 所 を 要約す ると 次の 如くであった。 

一 、 法幣 對外價 値の 英貨 ポ ン ドに對 する 安定 を 期す るた め、 在 支英國 銀行と 支那の 政府 銀行との 共同 

出資に より ヽ 一 千 萬 ポンドの 法带 安定 資金 を 設置す る。 各 銀行の 出資額 は、 匯豊 銀行 三百 萬 ポンド、 

麥加利 銀行 二百 萬 ポンド、 中 國丄父 通 兩行五 百 萬 ポンドで、 英 國側兩 行が 蒙る こと あるべき 損失に 

對 して は、 英國 政府が 補償 を與 へる。 

二、 法带 安定 資金 運用 委員 會を 香港に 設置す る。 その 構成 は、 ィ 中國丄 父通兩 行の 代表 委員 二 名、 ，i 

匯豊 銀行の 代表 一名、 T 麥加利 銀行の 代表 一名、 5； 匯豊 *麥 加利兩 行が 承認し 支那 政府が 英 國大藏 

省と 協議の 上 指名す る 委員 一 名、 都合 五 人の 委員よ リ なる。 

三、 支那 政府 は、 この 資金の 存續 中、 ポンドに 對 する 法幣惯 値の 安定 を 維持す る やうに その 經濟 • 金 

融 政策 を 定め、 且つ 必す 出資 四 銀行の 一 つ を 通じて 外 國爲替 の 賣買を 行 ふつ- また この 資金の 殘 高が 
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一 千莴ポ ン ドに满 たざる とき は、 卽 時决濟 に充當 する を耍 する 金額 を 除き、 I 切の 外國^ 替を この 

資金の 補充に 繰 込み、 法 带惯値 維持 以外の 目的に この 資金 を 流用せ ざる やう 必耍 なる 措置 を講 する 0 

この 德定 の實 施に 必要なる 法案 The  China  Ci 一一 Tcm.y  S 一" ihilizatioii  Bill は、 三月 二十日の 英 國幾會 

を 異議なく 通過し、 三月 一 一十 九日 を 以て 國 王の 批淮を 得た。 

公定相場 による 爲替の 統制 賣は旣 に事實 において 行 はれて ゐ ないから、 この 資金に よる 操作 は 市場の 

實際 相場 を 目標と して ゐ たこと は 云 ふまで もない つ 具體 的に 云へば、 法幣の 對外價 値を當 時の 相場た る 

八 片：； /に 支 ふる こと を HI 的と して ゐ たの である つ 

一 千萬ポ ンドは 法幣の 公定相場 において 一 億 六 千 萬 元に 當 り-、 市場 相場で は 三 g 元になる： 半額 五 百 

萬ポ ンドは 中 國* 交通兩 行の 出資に なって ゐ るが、 これ は 恐らく 國民 政府の 自由にな し 得る 正貨の 大部 

分であった であらう： この 正貨が、 爲替 統制の 實權 と共に、 擧げて 英國系 銀行の 掌理に 歸 したので ある。 

時 恰も 中國 聯合 準備銀行 創立の 一 周年に 當リ、 三月 十 一 日から 北支 臨時政府に 於て 重耍轍 出品に 對 する 

爲替 集中 を 行 ひ、 また 法带の 流通 を 禁止す る 手 答に なって ゐた。 英國は 之に 對抗 する 策と して この 爱蔣 

借款 を 設定し、 中支に おける 法幣 擁護の 氣勢を 揚げた ものと 思 はれる。  . 

この 資金 は 運用 委員 會 によりて 管理 せられる ことにな つて ゐ るが、 外貨 爲替 の賣出 は匯豐 銀行が 殆ど 


獨占 的に 扱うた。 しかし この 施設 も 案外 效果 がなかった と 見えて、 六月に 入る と 法 1^ 相場 は 何となく 動 

搖の氣 配を呈 した。 七月に 入って、 中支 維新 政府の 華 輿 商業銀行が 活動 を 開： i 口し、 北支 臨時政府の 轔出 

爲替 統制が 全品 目に 亙って 强 化せら るるに 至る や、 各般の 原因が 輻輳して 法 W は 遂に 慘落を 精け た" 匯 

豐 銀行 も 外貨の 賣出を 停止して しまうた。 

補  一 si 

V  Finance  and  Commerce 所載の 數字 に據 る。 

6 十 龜盛次 支那 法 幣の發 行 準備 及價値 維持 政策 經濟 論叢 第 四十 七卷 第五 號八八 頁 以下 

^  Finance  and  Commerce,  November  8. 1939,  p.  ^87. 

第三 節 幣制と 戰費 

貨幣制度が 戰時 財政と 密接なる 關 係に 立つ こと は 言 ふまで もない。 法 幣制 度が 施行され て、 不充分な 

がら 幣制 統一 が 達成され てゐ たれば こそ、 前 二 節に 述べた やうな 戰時 通貨 金融 政策 も 行 はれた ので ある。 

法 幣 以前の 狀 態に お い て事變 が勃發 したと すれば、 國 民政 府は戰 時經濟 政策の 身 構 へ を 取る 遣 もな く 打 

ちの めされて ゐた であらう。 これ を 裏返して 言へば、 法 幣制 度に よ リて戰 時經濟 政策の 足場が つくられ 

てあつた から、 支那 はこん な 戰爭を 始めた の だとい ふこと にもなる。 また 國民 政府 は 何に 依って 外國 か 
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第 七 章 政 h れの戰 時-通貨政策  三 ニー 

ら 武器 を 購入す る 資金 を 求め 得た かと 云へば、 その 最も 大 なる 源泉 は 法幣と 引換に 集め 得た る 現 銀で あ 

つた。 この 意味に おいて は、 英國の 支援に よる 幣制 改革が 東亞の 天地に 禍亂を 誘 i;a したと 云うても 過言 

では あるまい 0 

この 外に 華 Si の 送金 • 獻金拉 びに 公債 應募 もあった。 政府 銀行の 買 入れた 輸出 爲替 もこの 目的に 充て 

られ たで あらう" しかし 卓越して 大きな もの は 法 幣に代 へ て 引上げられた 現 銀で ある- これが 海外に や、 I 

られ、 在外 正貨と なって、 武器の 輸入に 充てられ たので ある。 

外國 借款 殊に 英國 から 借 入れた 法幣 安定 資金の 如き も、 支那の 在外 正貨 を充赏 する 上に 有力なる 支援 

であった に 違 ひない。 しかし これが 悉く 戰 費に 振 向けられ たと 見る の は當ら ない。 例へば、 英支 合作の 

法带 安定 資金 が 設けられてから、 匯豊 銀行 はかなり-放 膽に 輸入 爲替を 市場 に 賣 出して ゐ る 「) 上海に おけ 

る 日 木 系 紡镜會 社の 外 棉買付 だけで も、 この 資金に よった ものが 相當 多額に 上った と 聞いて ゐる。 當時 

の 事情 を考へ 合すと、 法幣 安定 資金の 大. 部分 は 一般 市場に おける 外貨 需耍 により-て 消壶 したと 解す るの 

が安當 であらう。 武器の 購入に 充てられ たもの は、 割合に 小額で あらう。 されば こそ 法 带|? 谊の維 寺に 

も 役立った ので ある。 

それで は國民 政府 は 幣制 改革に ようて 幾許の 現 銀 を 集め 得た ので あらう か。 これ は 何人も 明確に 突き 


止める ことので きない 問題で ある。 銀 一 元が 必ずしも 法幣 一 元と 引換 へられた 譯 ではない から、 法 1^ 發 

行 高に ょリて 銀の 引 上髙を 推察す る こと はでき ない。 國 民政 府內部 においても、 疋 貨の狀 態は嚴 重なる 

秘密に なって ゐて、 蔣介石 • 孔祥熙 *宋 子 文 • 等數 名の 人人 を^いて は、 眞相を 知る ネ. かないと 云 はれ 

てゐる (- 

國民 政府 は 一九 三 九 年 六月 末に 於け る 法 带發行 額 を 二十 六 億 二 千 萬 元、 これに 對 する 現金^ 備额 を.：" 

一億 五 千 萬 元と 發丧 して ゐ るが、 こんな 數 字が 信 を 措く に 足らぬ こと は 多言 を 要しない、、 事變 以来、 在 

外 正貨が 日 を 追 ふて 減少して ゐる こと は 否定し 難き 事實 であるつ 之に 反して、 發券額 は 加速度 的に 累增 

して ゐる、 - 然るに 現金 準備 額が これに 追蹤 して 增 加して ゐる やうに 發 表して ゐ るの は、 兒戯に 類す る 粉 

飾に 過ぎぬ，〕 

財政 部長 孔祥熙 は、 事變ニ 箇月 前の 一九 三 七 年 五月 十三 日に、 倫敦 において 支那の 在外 正貨 を 發丧し 

て 在英 二 千 五 百 萬磅、 在米 一億 二 千 萬 弗、 法幣に 換算して 合計 約 八 億 三千 萬 元と 稱 して ゐる。 これ も 信 

じなければ それまで であるが、 正貨の 預託して ある 英米 兩國に 於て、 虚構の 數 字を發 表する こと も 出来 

まいから、 この 數字は 先づ掛 値の ない ものと 見られて ゐる。 當時 孔祥熙 は英國 皇帝 陛下の 戴冠式に 參列 

する ために 渡歐 し、 序に 大西洋 を 往復して、 中央 準備銀行 設立に 耍 する 資金 を 英米に 求め、 借款の 交涉 
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に 奔走して ゐた。 事變 前の ことで あるから、 英米と 示し合せて 日 木に 對 する 誇張 宣傳 をす る やうな 場合 

でもなかった。 金 を 借う に 行った 英米 兩國 において、 その 國に 預けて ある 正貨の 數額を 虚報す る やうな 

小策 を 弄しても、 すぐに 判る ことで あり、 信用 を墜 すだけ で、 《i のない こと だとい ふ 理由で、 八 億 三千 

萬 元と いふ 金額に は大體 において 信 を 置かれて ゐ る.^ この 外に 事 變勃發 から 翌年 末までに 支那が 輸出し 

た 銀が、 海關 統計に 表れた もの だけで、 四 億 九 千 萬 元に 上って ゐる。 その 大部分に 一 九 三 七 年中の 積 出 

であった。 是 等の 銀 は 大抵 香港 を經て 倫敦に 送られ、 倫敦 で米國 政府 規定の 標準 銀に 改 鑄され てから、 

米國に 積 送 さ れ るの が 普通の 徑路 であ る 。積 送 中 叉 は改鑄 中の 銀 は 其 儘 に 英米 に 對 する 借金の 擔 保に な 

つた。 この 借金が 抗日の 武器に 振替 はった こと は 想像に 難くない。 是 等の 事情から 商量して、 支那が こ 

の戰 爭に當 面して 在外 正貨と して 動員し 得た 銀 は 凡そ 十一 r 三 億 元と 推定され る。 

中國 銀行 は 一九 三 四 年の 營業 報告に おいて 支那の 保有 銀 を 三十 三 億 元 (二十 五 億 オンス) と 推定し、 

貨带 として 流通して ゐ たもの は 約 半額の 十六 億 元と 見 積って ゐる" このうち 米國銀 政策の 影響に より-て 

幣制 改革 以前に 流出した 銀 は、 報關 輸出と 私 運と を饼 せて 概算 五 億 七 千 萬 元に 上って ゐる" その 大部分 

とまで は 言へ ぬか も 知れぬ が、 その 大半 は 通貨 用 銀で あつたと 想像され る。 お ほ まかに 言へば、 幣制 改 

革のと きに 殘 つて ゐた 貨带用 銀の 大部分が、 法带に 代へ て 政府の 手に 集められ、 これが 海外に 積 送され 


て、 その また 大部分が 武器の 代金に 振當 てられた と 見て 大過ない と 思 ふ。 

戰 爭が始 つてから も、 支那 は 種種の 法令 を發 布し、 制度 を 設けて、 金銀の 集中； H びに 統制に 努めて ゐ 

る。 例へば、 金に 就て は、 一 九 三 七 年 九月に は 「金 類 兌換 法幣辨 法」 を 公布して、 金 類 を 法幣と 引換 ふ 

る 者に 高率の 手 續費を 支給し、 また 之 を 法幣に 換算して 政府 系 銀行に 定期預金 をな す 者に は、 手 續費を 

支給す る ほか、 銀行の 規定 利率に 照して 年 二分の 利息 を 加給す る こと を 定めた。 同年 十月に は 「捐贈 金 

銀 物品 收受及 保管 辨法」 を 公布して 金 貨幣 • 金製 品 • 等の 獻納 を獎勵 した (^ 一  九 三 八 年 十 一 月に は 「監 

督銀樓 業收兌 金類辨 法」 を 公布して 銀樓 業が 器具 • 装飾品 以外の 形狀 において 金を賣 買す る こと を 禁じ、 

また その 賣買價 格 は 政府 系 銀行と 商定 せる 價 格に 準 據 して、 濫に 引上げ 叉 は 引下げて はならぬ と 定めた。 

同年 十二月に は 「限 制 私 運 黄金 出口 及 運 往淪陷 區域辨 法」 を 公布して 金の 持 出 移動 を 統制した。 また 銀 

に 就て は、 各地に 白銀 救國 運動なる もの を 起して 返藏 銀の 蒐集 を圖 つて ゐる。 また 銀の 密輸出に 對 する 

取締 を嚴 にし、 之 を 犯す 者 は 死刑 叉 は 七 年 以上の 徒刑に 處 すと 定めた。 かくして 集められた 金銀 は、 爲 

替 資金と なって 直接 間接に 戰費を 補充し、 武器の 購入 を資 ける わけで ある。 

法幣と 引換に 蔣介 石の 手に 收 めら れた銀 は、 支那の 爲政 者が 未だ 曾て 握った 經驗 のない 互 額の 財寶で 

ある。 この 一 事すでに人心を眩惑するに0^^る異變でぁる。 この 眩惑の 銜動を 傾けて、 支那の 歷史が 未だ 
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曾て 經驗 した ことのない ほどの 大事 變を s してし まった ので ある。 上海の 防備 も、 南京の 築城 も、 徐州 

の 要塞 も、 皆 この 銀 を 積み重ねて 出来 上った のであった。 

元来 支那 は 殆ど 銀 を 産し ない 國 である。 支那 保有 銀の 大部分 は 近世に 入って 西洋から 輸入され たもの 

であるつ 西洋 諸國 は、 十九 世紀 後半から 二十世紀の 初に かけて、 相 競 ふて 金本位制 を 採 し、 銀本位制 

を 放棄した- さう して 銀本位制の 廢 止に ょリて 自國に 用の なくなった 銀 を 支那に 责 して、 これに 代へ て 

支那の 產物を 持ち去った のであった。 いま また この 銀 を 自國に 有.^ 餘る 武器 —— 恐らく は舊 式の 武器に 

代へ て、 自國の 軍需工業 者に 儲けさせて ゐ る。 さ， つして 日 木と 支那と を戰 はせ て、 その 疲弊 を 待た うと 

して ゐ るつ 

支那の 銀本位制 を 覆滅した 者 は 銀 買 上 法に ようて 銀慣 を煽揚 した 米國 であった。 蔣介 石の 手に 銀 を 握 

ら せた 者はリ ー ス 口 スを 派遣して 法带 制定 を 手 傅った 英國 であった。 この 銀の 市慣を 吊上げて 支那の 戰 

費を殖 培した 者 は モルゲン ソォ をして 米 支 銀 協定 を 結ばし めた 米國 であった。 蔣介 石の 支那 は、 自ら 意 

識 するとせ ざると に拘ら す、 英米の ために 貨幣 植民地と なった。 英米 は、 自ら 意識 するとせ ざると に拘 

らす、 支那 民衆 を戰 火に 追 ひ 込んだ 責任 を 負 はねば ならぬ。 

思 ふに、 支 W 側から 見て、 この度の 戰爭に は 二つの 大きな 原動力が ある。 その 一 は、 支那の 靑年 軍人 


層 を 容共 抗日の 一色に 塗 リ 潰した 西 安 事件で ある。 この 事件に よって 蔣介石 は 支那が 赤化の 陷菲に 踏 込 

むこと から 手綱 を 引きし める 力 を 失うた つ さう して この 事件 を 操る 者が ソ聯 であった こと は 言 ふまで も 

ない。 その 二 は、 紙の 法幣に 代へ て 獲た 有史以来の 白銀であった。 さう して この 白銀の 蠱惑 を 操った 者 

は 英米で ある 「- ソ聯は 戰爭の 精神的 動力 を 送う、 英米 は その物 質的 動力 を 供した。 

正貨 は 主として 外國 から 軍需品 を 買 入れる ために 用 ひられた 「ン しかし 國內 において 物資 を徵 集す る爲 

に は 銀 を 必要と しない。 これが 主要なる 手段 は 紙幣の 增發と 公債の 募集であった。 

重慶 政府 は 戰時歲 計の 內 容を發 表して ゐな いが、. 豫算總 額 を 次の 如く 發 表し |-。 (單位 百 萬 元) 

一 九 三 七 年 二、 一  〇〇 

一 九 三 八 年 二、 四 〇〇 

一九 三 九 年  二、 八 五 〇 

こ の 數字は 一 月から 十一 一月に 至る 曆年 による ものであるから、 戰前 七月 一 日から 六月 三十日に 至る 會 

計 年度に よりて 立てられて ゐた歲 計の 數 字と 比較す る こと は 困難で あるが、 この 數字を 其 儘に 信す ると 

しても、 平時 豫算に 比して 二倍 乃至 三倍に 及んで ゐる。 この 戰費を 何に 求む るかと 云へば、 經費 節約 か 
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增税 か、 紙幣 增發か 公債 かに 求む るよ，.^ 外に 途 はない： とこ ふが 平時 歲 計の 構成から 見て、 經費 節約 も 

增税も 極めて 困難で あるから、 結局 紙幣 及び 公債の インフレ ー ショ ンが戰 費 調達の 止む を 得ざる 手段と 

なって 來る。 

事變 直前に 成立した 一 九 三 七— 丄 二八 年の 平時 豫算 によると、 歲入總 額 は： S 十億 元にな つて ゐる。 その 

主なる 項目 は關税 • 鹽税 及び 統稅 であって、 これ だけで 歳入 豫算の 凡そ 七 割 七 分 を 占めて ゐる。 統税と 

は卷 煙草 • 小 麥粉 • 綿 絲* 燐 寸* セメント *麥 酒 • 洋酒 • 等の 近代 工業 品に 對 する 消費税で ある。 是等 

の. 税收は 何れも 事變 によって 激減した。 關税 は全歲 入の 三 割 七 分に 當る ものであるが、 戰况の 進む につ 

れて、 開港 都市 は 概ね 皇軍に 占據 せられ、 海關は 漸次 新政 權に 接收 せられ、 海岸線 は 我が 海軍に 封激せ 

られ て、 國民 政府 は 海關收 入の 大部分 を 失うた： 鹽税 及び 統稅 も、 皇軍の 戡定區 域が 課税 物件の 生產地 

に當 つて ゐる ために、 著しき 減收 となった。 

歲出 費目に 就て 見る も、 もともと 十億 元し かない 乏しい 歳計の 內 から、 四 割 近くまで を 軍務 費に 喰 は 

れてゐ る。 從 つて、 戰爭 が！ a つたから とて、 支出 節約に よ.^ て 戰費を 捻出す る 餘地は 極めて 少ぃ。 

かれこれ 綜合す るに、 國民 政府が 平時 財政の 圈內 において 事 變費を 賄 ひ 得る 餘裕は 素よう 問題に なら 

ぬ。 そこで 紙幣の 增發と 公債 以外に は 戰費を 求む る途 がない ことになる。 海外に 現送され た 正貨 も 多く 


は 紙幣に 換 へて 引上げられた ものであるから、 紙 带增發 は戰費 調達の 最も 重要なる 手段で ある。 

法 IE 發行額 は、 國民 政府の 發表 によれば、 事變 直前の 十四 億 元から、 一 年後の 一 九 三 八 年 六月 末に は 

十七 億 元に 上，.^、 さらに 二 年後の 三 九 年 六月 末に は 二十 六 億 元に、 また 一 一年 半 後の 三 九 年 十 一 一月 末に は 

三十 億 元に 進んで ゐる" この 數 字が どの 邊 まで 眞 相を傳 へて ゐ るか は 疑問で あるが、 飛び離れた 虚構の 

數字 でもな からう とい ふ 觀察も 行 はれて ゐる。 この 見解が 當 つて ゐ ると すれば、 交 戰ニ年 叉 半に おける 

法 带增發 は 未だ 捨鉢と 云 ふ ほどの ことで もない。 民間の 返 藏銀を 引 上ぐ る爲 にも 少 からぬ 法 t を 增發せ 

ざる を 得なかった ことに 想 ひ 到る と、 むし ろ よく 統制が 守られた と 思 はれる。 尤も、 巷間 傳 ふるが 如く、 

最近に おける 數 字が 五十 億に も昂 つて ゐる ものと すれば、 これから 先 は 加速度 的に 濫發 される ものと 見 

てよ い。 

現金 準備に ついては、 一九 三 九 年末の 發券高 三十 億 元に 對 して 十五 億 元、 卽ち約 五 割と 發 表して ゐる。 

今日までの 發表數 字 に よると、 發券 高の 增 加に 從 うて 現金 準備 高も增 加して ゐ る 「- これ は 全然 虚構の 數 

字と 見るべき か、 杲 また、 法幣價 値の 下落に 應 じて 現金 準備の 評價換 をした と 見るべき か。 いづ わにし 

て も、 形 を 整へ て實を 失うた 數字 であらう。 評價換 をせ すして、 五 割に 當る 現金 準備 を 保って ゐる もの 

とすれば、 それだけ でも、 法 幣ニ兀 の價値 は、 制定 當 時の 平價の 半額、 すな はち 七片 ％ 見當に 上らねば 
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ならぬ 理 である- しかるに 實 際の 市場 相場 は 四片臺 にある： この 相場 は 明に 現金 準備の 存在 を無硯 して 

ゐる • その 虛構 を觀 破した 相場で ある： 尤も、 一九 三 五 年の 中央銀行 法 第二 十三 條に は、 現金 準 镜をは 

惯 にょうて 計算す る こと を明规 して あるから、 法带の 下落に 伴うて、 その 評偎を 引上げても、 W ぷも異 > よ 

に 足らぬ： 法 幣の濫 發に應 じて、 現金 準備 を 誇示し、 虚勢 を 張う 得る やうに、 初から 仕組まれて ゐ るの 

である： しかし 實 際に は、 評 慣換が 問題に ならぬ ほどに、 準備が 缺 乏して ゐ ると 見る 方が 安 當 であらう。 

以上 は法带 だけにつ いて 云 ふこと である" 法 幣制 度の 實 施に 伴 ふて 一 旦囘收 してあった 雜 種紙^ 拉び 

に 奥地に おいて 濫發 せられた 小額 紙！^ は相當 多額に 上る と 見られて ゐる： かくて 奥地から 上海に 直れ 來 

つた 紙 IE の 種類 は 三十 餘種 にも 及び、 その 金額 も 交 戰半歲 前後に して 二 億 三千 萬 元に 達した と 云 はれて 

ゐ る- 蓋し 法 は 外貨と 交換 さるる が 故に、 これ を增發 すわば 資本の 遁逃 を誘發 する を 恐れて 舊 制の 紙 

W を濫發 し、 一時 を 糊塗した ので あらう (」 

事 變以來 一 九 三 九 年の 秋までに 國民 政府が 發 行し 又は 發行 を豫定 してる る國內 公債 は 二十 三^元に 達 

し、 そ V ん內譯 は 次， やうに なって ゐ るつ 

一 九 三 七 年 八月  救 國公倩  五 億 元 

一 九 三 八 年 五月  國防 公債  五 億 元 


I 


一九 三 八 年 七月  娠濟 公債  一億 元 

一九 三 九 年 四月 及び 八 H; 建設 公債 六 億 元 

一 九 三 九 年 六月 及び 十 ガ 軍需 公債 六 億 元 

最後の 二種 は その 大半が まだ 豫定 に屬 する。 最初の 救國 公債 は 公債と いふより. も 寧ろ 獻 金に 近い もの 

で、 利率 も 原案 は 無利息と なって ゐた。 後に 二分と なリ 更に 四 分に 引上げられ たが、 募集 成績 は 極めて 

不良であった。 拂 込も必 すし も 現金に 限られす、 外國貨 IE, 地 金銀 • 金銀 製品 は 勿論、 有慣 證券 • 預金 

證書 • 滿 期の 生命 保險 證券 • 換價し 易き 物品： H びに 不動 產 まで 持 込まれた と傳 へられて ゐる" その他の 

公債に ついても、 募集 成績 は 明瞭で ない が、 互 額の 戰費 を支辨 する ために は覺 束ない 財源であった こと 

は 察する に 難くない。 その 結果 は 紙幣 インフレ ー ショ ンの； US 進が 止む を 得ぬ 所に 落ちて ゆく ので あらう。 

奥地に おいて は、 公債と 引換に 物資の 徵發が 行 はれて ゐ ると 傳 へられて ゐる。 紙带も 公債 も 共に イン フ 

レ. J ショ ンへ の 道 を； i! つて ゐ るので ある。 

以上に 數 へた 諸 項目の 外に、 支那の 要人 ゃ實業 家が 英米 系の 銀行に 多額の 預金 を もって ゐ るから、 政 

府は、 必要に 應 じて、 これ を收 用し 得る とい ふ說も ある。 しかし これ は事實 において 問題に する ほどの 

事で もない やうで ある。 蓋し 支那に おいて は、 前に も 述べた やうに、 一九 三 五 年の 带制 改革 以來、 事變 

直前に 至る まで、 インフレ 景氣が 昂進しつつ あつたか. ら、 財界 は 遊金 を外國 銀行に 預けて おくよ リも、 
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これ を 引出して 事業に 投資す る 方が 有利な 情勢に あった： 形^上で は 預金 や 外貨 證券と して 殘 つて ゐて 

も、 實 際に は 事業 資金の 見返う として 擔保 になって ゐる 場合 も 想像され る (〕 そこへ 事變 が勃發 して、 上 

海 を 中心に 破壞 工作が 行 はれた ので あるから、 政府が 賴 みに する ほどの 外貨預金 は殘 さわて ゐな いと 見 

るの が安當 であらう-, - また 南洋 華 僚の 財產 が、 邦貨に 換算して、 四十 億圓を 超える とい ふ說も あるが、 

これ も 雲 を摑む やうな 話で ある。 たと へそれ が事實 であると しても、 蔣政權 の 掌中に その 一部分 を徴收 

する こと すら、 今や 不可能に 近い。  • 

S 事 變以來 一九 三 九 年 秋までに 國民 政府が 締結した 對外 借款 は 左の 五 種で ある。 


名 稱 

佛支 借款 

米 支 借款 

英支 信用 保證 

同  上 

法幣 安定 資金 


成立 年月 

九 三 七 年 十 一 月 

九 三 八 年 十二月 

九 三 八 年 十二月 

九 三 九 年 三 月 

九 三 九 年 三 月 


金 


目 的 

南 寧鐵道 建設 

農産物 工業 品 輸入 


一 五 〇、 〇〇〇、 〇〇〇 法 

二 五、 〇〇〇、 〇〇〇 弗 

五 〇〇、 〇〇〇 膀 

三、 〇〇〇、 〇〇〇 磅 

五、 〇〇〇、 〇〇〇 碚 

これ を 一九 三 九 年 十月 末の 上海 法 幣爲替 相場 (對英 五片、 對米八 弗 A、 對佛三 六 五 法) を 以て 換算す ると、 總計約 七 億 五 千 

萬 元になる。 このうち 最も 大口 は 米 支 借款の 三 億 元で あるが、 これ は 銀を擔 保と した ものであるから、 法幣と 引換へ た 銀が 


同 上 

法 幣價値 維持 


振替った ものと 見て よい。 また 二 億 四千 萬 元に 當る 法幣 安定 資金 は 外貨 證券 を擔 保と してる る。 その他 は 不明で あるが、 綜 

じて 國民 政府の 在外 正貨 を 積極的に 增加 する 上に 何程の 貢獻 があった か は 疑問で ある。 むしろ 支那 原 有の 正貨 を 運用す る こ 

とに 寄與 する 所が 多かった ので あらう。 以上の 外に、 (一) 英支 信用 保證を 從來の 五十 萬磅 から 三百 萬 磅に擴 張した との 說、 

(二) 對米三 億 五 千 萬 弗 借款 交 涉說、 (三) 對ソ七 億ルゥ ブル 借款 成立 說等 も傳 へられて ゐ るが、 眞相を 捕捉し 難い。 

S 支那の 在外 正貨と 戰 費の 問題に ついては、 錐 誌 支那 第二 十九 卷 第五 號 (昭和 十三 年 五月) に 松 本忠雄 氏の 「蔣 政權 の抗戰 

能力に 關 する 一 研究」 と 題す る 論考が ある" また 土屋計 左右 氏の 私刊 になる 「支那 在外 正貨の 研究」 とい ふ小册 子が ある。 

S 飯 島幡司 支那 抗日 思想の 發展 段階 外交 時報 第 八十 九卷 第一 號 (昭和 十四 年 一月) 

は， Finance  and  Commerce,  sllaaghai,  AXH.il 12, 1939, 1). ^0^. 

g 极本忠 雄 前揭 五 頁 以下 

W 井村 薰雄 支那の 貿易 逆 差と 華 儒 送金 支那 第三 十一 卷 第三 號 (昭和 十五 年 三月) 三 七 頁 

S 國民 政府 は、 一九 三 八 年 五月、 支那に おける 金 及び 外貨 證券 を 獲得す るた めに、 廢 稅を擔 保と して 金 公債 Gold  Bonds 

と稱 する 對内 外貨 公債 を 募集して ゐる。 その 發行額 は、 ( 一 ) 海 關金單 位 一 億 元、 (一 一) 米貨 五 千 萬 弗 及び (三) 英貨 一 千萬膀 

と發 表されて ゐる。 これ を 一 九 三 九 年 十月の 相場で 法幣に 換算す ると、 約 十四 億 元になる。 しかし 此内 幾許が 實 際に 應募さ 

れ たか、 また 何人が 之に 應 募した か、 などの 事情 は 全く 詳 でない。 主として 華僑の 財產を 狙うた ものであるが、 その 結果 は 

思 はしくなかった とも 傳 へられて ゐる。 或は 外國 銀行が 消化した とも 云 ひ、 或は 浙江 財閥に 押 付けて しまうた とも 云 ふ。 新 

聞 は重慶 政府が、 この 公債の 元利 償還と して、 一 九 三 九 年 十 一月 一 日から、 元本 三十 萬金單 位、 十五 萬 弗、 三 萬膀、 利子 二 

百 五十 萬金單 位、 一 百 二十 五 萬 弗、 二十 五 萬磅の 支拂を 開始すべき こと を 政府 四 銀行に 命じた と 報じて ゐ るが、 これ も事實 

は 確め 難い。 (Ns-tll  Cliina  Daily  News,  November  5, 1939.) 
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第 八 章 新興 政權の 幣制 

皇軍 戰果 を收 めて 戡定 地域の 擴張を 見る に從 ひ、 北支 ニ家疆 及び 中支に 新政 權が隆 興して 新 政府が 成 

立し、 また 南支に も 廣東を 中心として 新 秩序の 地域が 定まった。 是 等の 地域に おいて は、 舊來の 幣制に 

割込んで、 それぞれ 新 幣制が 設けられた。 是 等新带 制と 舊 幣制との 角逐 爭は、 這 次 事變を 裏付けて 進 

展 しつつ ある 經濟戰 において、 最も 重耍 なる 局面 を 占む る ものであって、 恐らく は 近世 經濟 史上にお け 

る 最も 花花しき 葛藤 相剋の 場面で あらう。 

第 . 一 節 蒙 疆の 幣制 

新興 政 權の带 制が 最も 早く 樹立され たの は蒙疆 地域で あ つ た。 

地理 學の 上で は 蒙 疆が北 支那の 一部な， や 否やと いふ やうな 問題 も！ a り 得る であらう つ しかし、 政治. 

經濟の 上で は、 今日の 蒙疆は 明に 北 支那から 分離し 特立した 一 區劃 である。 

蒙 疆政權 は 三つの 自治 政府よ リ なる。 
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第 八 章 新興 政權 の 幣制  三 二 六 

その 一 は 張 家 口 を 中心とする 察 南 自治 政府で ある C 昭和 十二 年 九月 四日 舊察 哈爾省 地方 を 行政 區 域と 

して 組織され、 察哈爾 民衆 一 一 百 萬の 自治 を宣 明して 察 南 十 縣の縣 長 を 任命した： 

その 二 は 大同 を 中心とする 晋北 自治 政府で ある。 昭和 十一 一年 十月 十五 日晋北 十三 縣の 民衆の 總意 によ 

^て 創立され、 山 西 省 北部の 內長城 線と 外 長 城 線と に 挾まれた 地域 を 占めて ゐる： 晋は山 西 省の 舊稱で 

ある。  ： 

その 三 は 厚和 を 首都と する 蒙古 聯盟 自治 政府で ある。 昭和 十二 年 十月 二十 七日 內蒙各 盟旗縣 代表 三百 

餘 名が 厚和 公會 堂に 集って 創立 を 宣言した 政府であって、 察 南 • 晋 北から 北に 伸びる 廣大 なる 地域 を領 

有する。 

この 三つの 政府 は、 昭和 十二 年 十 一 月 二十 二日、 日 蒙 親善 • 防共 • 民族；？ i 和 • 民生 向上 を 標榜して、 

張 家 口に 蒙疆 聯合 委員 會 なる もの を 組織し、 蒙古 聯盟 自治 政府 主席の 德王を 委員長に 暴げ た C これが 卽 

ち 蒙 疆政權 である。 

蒙疆 は廣裹 五十 萬 平方 キ 口 乃至 六十 萬キ 、 我 國の木 州 • 四 國 • 九州 • 朝鮮 を 併せた 面積に 近く、 人 

口 は 五 百 萬 乃至 七 百 萬の 間にある。 この 大雜 把な 面積と 人口と が 蒙 疆の茫 逸た る 面目 を 語って ゐる。 察 

南と 晋 北と は 漢人 地 帶で內 蒙 は 蒙古 人の 國 である。 


この 蒙 疆政權 の 中央銀行 として、 聯合 委員 會 成立の 翌日 卽ち 昭和 十二 年 十一 月 二十 三日に 蒙 疆銀ハ 。が 

創立され、 その 發行 する 紙幣が 蒙疆の 法貨と なった。 しかし 玆に 至る までに はかな.^ 複雜 なる 徑路 を展 

んでゐ る。 

蒙疆 地域に おいて、 從來 から 貨幣が 流通して ゐ るの は、 京 包 沿線の 漢人 地带 だけと 云うても よい ほど 

であって、 陰山 山脈 北方の 蒙古 人地帶 では、 最近に 至る まで、 貨幣 は 殆ど 行 はれて ゐ なかった。 しかし 

貨幣の 流通が 稀 だからと 云うて、 蒙古に 貨幣 經濟が 侵入して ゐな いと 見る の は當ら ない， ^ なるほど 蒙古 

人の 間に は 今日に 至る まで 物物交換が 行 はれて ゐる。 また 蒙古 人が 漢人に 畜產 を賣ぅ 生活 品 を 買 ふ 場合 

にも 貨幣の 仲介 を 用 ひない。 しかし 貨幣の 授受がない とい ふだけ で、 多くの場合に 於て は、 貨带 による 

評慣 商量が 行 はれて ゐる。 計算 貸 带の觀 念が 交換の 媒 助に 用 ひられて ゐ るので ある。 

しかし 北邊の 蒙古 地方に は 貨幣の 流通がない から、 金融 機關の 活動 は 主として 南方の 漢人 地帯に 偏在 

して ゐた。 卽ち察 南の 張 家 口に は 察哈爾 商業 錢局 があった。 厚和に は 殺 遠 平 市官錢 局と 豐業 銀行と が あ 

つた。 大同に は 太 原に 木 店 を もつ 山 西 省 銀行が 支店 を 開いて ゐた。 是 等の 銀行が それぞれ 紙幣 を 撒布し 

てゐ た。 この 外に 國民 政府 系の 中央 • 中國 • 交通 三 行の 紙幣 4^ びに 北京 • 天津 • 上海から 流入した 銀行 

券が 入う 亂れて 流通して ゐた。 また 舊式 金融 機關 として は、 爲替を 主 業と する 票號 及び 兩替を 主 業と す 
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る銀號 もあって、 高利 貸 的 金融 を營 んでゐ た。 

察 南 自治 政府が 成立して 間もなく、 中央銀行 設立の 議が 進められ、 昭和 十二 年 九月 二十 七日、 察哈爾 

商業 餞 局 を母體 とし、 之 を 改組して、 資本金 百 萬 圓の察 南 銀行が 創立せられ たつ 同行 は 察哈爾 商業 踐局 

が 京 津 地方に もって ゐた 預金と、 蒲洲中央銀行からの借入金を準備として紙^^を發行することになった 

、か、 紙幣の 印刷が 間に合はなかった ので、 取リ敢 へす 满洲 中央銀行が 保管して ゐた舊 東 三省 銀行券 を 譲 

リ 受け、 これに 赤色で 察 南 銀行と 印刷して 急場の 間に合せた (- 

察 南 銀行の 紙 帑を發 行す ると 共に、 十月 一 日よ，.^ 緊急 通貨 防衞 令を實 施し、 この 紙幣と 日满の 通貨と 

を 除く 一  切の 紙幣の 通用 を 禁止す る 方針 を 立て、 舊紙 の 囘收を 急いだ つ 緊急 通貨 防 衞令第 一 條 によれ 

ば、 察 南 銀行券 は 無制限の 法貨と し、 補助 貨 として 二 角 • 一角 及び 五分の 鑄貨 を發 行す るが、 鑄 貨が出 

來 るまで は、 満洲 中央銀行 の 補助 貨を 以て 之 に 充當す る 定めに なって ゐ る。 

察 南 銀行券 は 日満の 通貨に 對 して 等 價で聯 養され た. - 蒙疆 における 通貨政策の 根本 方針 はこの 時す で 

に决定 されて ゐ たので ある。 

晋北 • 蒙古 兩 自治 政府の 成立す るに 及んで、 察 南 銀行 も兩 政府の 管 內に營 業 範圍を 沖 張し、 大同と 厚 

和と に 支店 を 設けた が、 兩 地方 は 察 南と は 事情 を 異にし、 察 南 銀行に 依って 蒙疆 全域の 1^ 制絲ー を企圖 


する こと は 種種の 困難が 豫 想され たので、 再び この 銀行 を 改組 擴充 して、 殺 遠 平 市 官錢局 及び 豐業 銀行 

を吸收 し、 新興 蒙疆の 中央銀行 たる 蒙疆 銀行が 創立され た。 

蒙疆 銀行 は蒙疆 銀行 條例 及び 蒙疆 銀行 組織 辨 法に 準 據し、 公稱資 木金 一千 二百 萬圓、 拂込資 木金 三百 

萬 ra とし、 察 南 *晋 北丄冡 古の 三 自治 政府が、 察 南 銀行より- 税收擔 保 • 期限 五 年 • 利子 四 分の 牛に て 

各 百 萬圓の 借入金 をな して、 平等に 出資した。 總行を 張 家 口に 晉」 き、 大同 • 厚和 • 包 頭 • 北京 を 初め 各 

地 要衝に 辨事處 を 置く。 

同行 は 昭和 十二 年 十二月 一日よ リ營業 を 開始し、 法令の 定 むる 所に ょリ て、 (一) 蒙疆 地域 內 における 

金融の 調整、 (二) 通貨の 製造 及び 發行、 (三) 國庫 金. の 取扱、 (四) 內 外爲替 業務、 (五) 一般 銀行業務に 當 

る ことにな つた。 

蒙疆 銀行が 發行 する 通貨の 種類 は、 定款 第 十四 像に よって、 百 圓. 拾 ffl. 五圓 及び 壹 ffl の 紙带； g び こ 

五角 • 一角 • 五分 • 一分 及び 五 厘 補助 鑄貨と 規定され てゐ る。 

また 蒙疆 銀行 條例 第三 條 第二 項に は、 正貨 準備と して、 紙幣 發行 高に 對し、 四 分の 一 以上の 現金 準備、 

卽ち 金銀 塊。 蒙疆 銀行の 發行 する 貸 m 以外の 確實 なる 通貨 又は 外國 銀行に 對 する 預金 を 保有すべき こと 

を 規定して ゐる。 保證 準備に 關 する 規定 はない。 限外 發行 額に 就て は、 十五 日 以上 繼續 する 場合に は 蒙 
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疆 聯合 委員 會 に 年 三分の 利子 を 納付す る ことにな つて ゐる" 

蒙疆 地域 おいて は、 蒙疆 銀行券 を 唯一 の 法貨と して 貨幣制度 を 統一す る 方針で ある" 皇軍 も 蒙疆に 

おいて は 軍票 を 川 ひすして 專ら この 紙带を 使うて ゐる 「- この 外に、 満洲 國带 たる 滿洲 中央銀行 券と 北支 

の 中 國；^ 义 ロ準隨 銀行券と が 流通して ゐ るが、 昭和 十四 年 五月， 十五 日蒙疆 聯合 委員 會は布 吿を發 して 聯銀 

券の通川を禁，^^した： 蓋し 昭和 十二 年 十月 一 日實 施の 緊急 通貨 防衛 令の 主旨に 則，.^、  1^ 制 一 元 化の 方 § 

を顯 明した ので ある C. 

蒙疆 銀行券 は 察 南 銀行券の 遺制 を 踏襲して、 滿洲國 1^ と 等惯で リンク されて ゐる、 つ 從 つて 満洲 國 を 

i じて 日 木圓貨 と等惯 リンクの 關 係になる： 聯銀 券に 對 しても 同檨 である： また 蒙疆 銀行 は 満洲 中央 銀 

行 • 正金銀行 • 朝鮮 銀行 • 住友銀行 • 等と コル レ ス 契約 を 結び、 等惯を 以て 爲替 取引 を 行 ふ 辻 組になつ 

てゐる Q 

しいし 蒙疆 銀行 は 日滿 以外の 第三 國の 外貨 を 持たない： さう して 日滿の 通貨 は 爲替關 係に おいて はお 

制されて ゐ るから、 之 を 以て 自由に 外貨 を 求める ことができない、， ゆ ゑに 蒙 銀 券に 代へ て 直接に 外貨 を 

獲得す る途 がない。 蒙 銀 券 を 以て 外 國爲替 を 買 ふために は、 實 際にお いて、 先づ これ を聯銀 券に 乘替へ 

それ を 天津に 青して 法幣に 交換し、 その 法带を 通じて 外貨 を轉購 する 迂囘路 が 取られて ゐ た- 從 つて 


蒙 銀 券 は 圓貨を 通じて 一志 ニ片 の爲替 基準に 蔡 がれて ゐ るに 拘ら す、 實 際に は、 これ を 離 て 去 の 質 

値に 支配され る 立場に 置かれた。 

蒙疆 銀行券が その 公定 爲替 基準た る 對外偎 値 を 保ち 得る ために は、 爲替 管理と 貿《^. め 統制に よりて 外貨 

を 蓄積し、 一志 ニ片 の爲替 取引 を 行 ひ 得る やうに しなければ ならぬ。 この 目的 を 以て 公布せられ たのが 

昭和 十三 年 十月 二十 五日の 通貨 取締 令で ある 0 之に 據 うて 千 圓 以上の 對外 送金 を 許可制と し、 また 所定 

の 重 耍物產 を 轍 出す る 場合に は、 その 爲替 を蒙疆 銀行に 賣 却せ しむる ことに 定めた。 また 獸毛 • 毛皮の 

輸出 取締に 關 する 法令 を 公布し、 轍 出爲替 を蒙疆 銀行に 集中して 外貨の 蓄積 を 期し、 蒙疆 地域 開 發に對 

する 外貨 資金 を調辨 しょうとして ゐる。  ， 

蒙疆 は元來 域外に 對 して 受取 超過に なって ゐる 上に、 國際的 接 觸が少 く、 貨幣 經濟も 狭小 且つ 簡單で 

あるから、 蒙 銀 券の 運營 は、 北支 及び 中支に おける 通貨 問題の 極めて 筷 雜煩琪 なる に 比して、 圓滑 I つ 

順調に 行 はれて ゐる。 

第二 節 國內 通貨と しての 聯銀券 

事變 直前の 北 支那に おいて、 最も 多く 流通して ゐた 通貨 は 支那 銀行券であった。 就中 政府 系 銀行の 法 
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I- が 壓倒的 多額 を 占めて ゐた： 殊に 中國 銀行券が 多かった つ 精確な 數字 はわから ない が、 法带 流通 額に 

少く とも 三 億 元 を 超える とい ふ 推算であった。 その他に 大小の 銀行 • 銀 號. 票 號の雑 券 及び 外國 銀行券 

を W せて、 北支の 通貨 は內 輪に 見 積っても 四 億 元 を 超える とい ふの が 常識に なって ゐ た。 外國 銀行券の 

うちで は、 わが 正金銀行の 鈔 票と 朝鮮 銀行の 老頭 票と が 光って ゐた。 

"n.s 十二 年 七月 七日の 蘆溝橋 事件が 導火線と なって、 事變の 阻止す ベ からざる 勢が 明に なった ときに- 

皇軍が 北支に おいて 如何なる 通貨 を 用 ふべき かとい ふ 問題が S つた： 初から 軍票 を 行使 すれば 問題 は 極 

めて 單簡 であった ので あるが、 當時は 未だ この 事 變を戰 爭とは 見て ゐ なかった し、 現地 解 决，戰 局不擴 

大を 方針と して ゐた 際で あるから、 軍票 は 採用され なかった つ そこで 朝鮮 銀行券が 少額ながら 久しき に 

i つて 北支に 流通して ゐ るのに 便乘 して、 さ しづめ 之 を 軍用 支 辨に用 ふること になった。 當時鲜 銀 券 は 

主として 山 束 省の 靑島 ，濟 南 を 初め 天津に も 流通し、 その 額 は 三百 萬圓 乃至 五 百萬圓 であった。 

外國 において、 日本の 通貨 を 用 ひて、 その 慣値を 維持す るた めに は、 正貨 準備で 之 を裏附 ける か 又は 

物資 免換 によ.. そ 之 を 支持す る 必要が ある。 然ら ざれば 軍の 力 を 以て 通用 を强 制しなければ ならぬ。 と 

ころが 鮮銀 券の 場合 は 全く 是 等の 手 を 封 じられ てゐ た。 內 地の 通貨 は爲替 管理 その他の 制度で 武装され 

てゐ るか、 詳銀券 は 全く 裸の ままで 敵中に 踊. ^出た のであった。 


怡も此 時、 蔣政權 の國民 政府 は、 前章 縷說の 如く、 法幣 緊縮 政策 を强 行して、 專ら その 惯値を 維持す 

る ことに 努めて ゐた。 その上に、 法带は 英貨に も 米貨に も換へ 得る 貨带 であった。 後に は爲替 統制 賣こ 

ようて 拘束が 加 へられた が、 それでも 兎も角も 外貨 資金に 兌換し 得た ので ある。 そこで 鮮銀券 を 軍用 支 

餅に 充てる ことに はした ものの、 實は 何を實 ふに も法幣 がなければ 用を辨 せす、 戰 局の 發展 と共にま^ 

の需耍 いよいよ 增 加し、 敵側の デフレ f ショ ン 政策と 相俟って、 法 幣に對 する 鮮銀 券の" 、値 は 下 客 を ^ 

止し 難き 傾向 を 示した。 戰陣 では 凱歌 を 麦しながら、 通貨 謀略で は 不覺を 取った 形で ある。 

この 形勢で 押し 進む の は 心許ない と 思 はれた ので、 今度 は 方面 を換 へて 河北 省 銀行 を 盛 立てる ことに 

なった。 - 河北 省 銀行 は、 つい 最近まで、 冀察 政權の 首班と して # ^望 を恣 にして ゐ た宋哲 元の 機關 銀行で、 

北支に おいて は 政府 系 銀行に 次ぐ 地盤 を 持ち、 發券額 も 五 千 萬元內 外に 及んで ゐた。 この 紙 带 を 使うて、 

法幣 をなる ベく 用 ひぬ やうに しょうと いふの が、 次に 取られた 方針であった。 ところが この 方針 もなか 

なか 思 ふに 任せなかった。 當時 北支に おいて 最も 民衆の 信用 を 博して ゐ たの は、 何とい ふても 中 國銀ラ 

まり、 之に 次で は 交通 銀行であった。 北支の 華商 金融界 はこの 兩 行に 依存して ゐた。 銀行 間の 决濟も 

多く は兩 行の 窓口 を 通して 行 はれる とい ふ有檨 であった。 河北 省 銀行で は なかなか 之に 太刀 打が できな 

かった。 例へば、 をう から 出 廻う 初めた 棉花に 就て、 これが 買 出に は 河北 省 銀行券 を 用 ひると いふ 建前 
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にした ので あるが、 日本の 商人が この 方針 を體 して 金圓を 河北 券に 換 へて みても、 奥地の 農民 は 法お で 

なければ 棉花 を賣ら ぬから、 商人 は 已む無く 河北 券 を中國 銀行に 齎 して 法！^ と換 へねば ならなかった.、 

中國 銀行 は 之に 應 じて 引換へ はする が、 その 額 だけ を 河北 省 銀行の 預金から 切 落し、 銀行券 は 河北 省 銀 

行へ 返却 するとい ふ 方法 を 採った ので、 河北 券 は 遂に 民間に 流通す るに 至らす、 中國 銀行と 河北 省 銀行 

との 間 を 往復 環 流す る 有檨と なった。 

そこで 愈 > 、腰 を 据えて 北支の 金融 • 貨幣制度 を 根本的に 建 直さねば ならぬ ことにな つた。 斯 くして 生 

れ出 たのが 北支に ある 一 切の 銀行 を 網羅して 聯合 準備銀行 を 建設 するとい ふ 案 策で ある _、 これが 卽ち今 

日 の 中國 聯合 準備銀行 の 出發點 とな つ た。 

當時 における 北支 金融界の 實 勢から 見て、 現地の 通貨 を 運用して 軍用 支 辨に充 つるた めに は、 どうし 

て も中國 . 交通 兩行を 抱き込まねば ならなかった： これ は當路 者の 最も 苦心 を耍 した 所で あつたと 察せ 

られ る。 兩行 さへ 動かせば、 河北 省 銀行 ゃ冀束 銀行 は 勿論の こと、 金城 ，鹽 業 • 大陸 *中南 などの 支那 

側 有力 銀行 も 風 を 望んで 附 いて 来る。 さう なれば 北支 金融の 大勢 を 支配す る ことができる。 やがて は 之 

を 全 支に 及ぼして 事變 後に おける 新興 中央銀行の 設計にまで 推進す る こと も 不可能で はない —I と考へ 

られた C 


この 案 漸く 熟して、 中華 民國 臨時政府 は、 昭和 十三 年 一月 七日、 國民 政府の 中央銀行に 代るべき 中國 

聯合 準備銀行 を劍 立す ベ きこと を 明し、 委員 八 名 を擧げ て创立 準備に 眷 手した 一 一月. 七日に は 中園聯 

合 準備銀行 條例を 公布し、 同 十一 日に は 北京 外交 大樓で 创立總 會を擧 行した。 越えて 三月 九 H、 行政 部 

總長 王克敏 氏に ょリて 新政 權の 通貨 金融 政策 を 蘭 明す る聲明 書が 發 表された C- また 同日、 通貨 整理 辨 

法 及び 經濟攙 亂行爲 取締 辨 法が 公布され た" さう して 三月 十日から 北京の 總 行と 天津の 分 行と が 開業し、 

漸次 濟南 • 靑島 • 石 家^  . 唐 山 • 太 原 • 煙臺 • 山海 關 。 新鄕 • 臨汾， • 運 城 • 開封 • 海 州 • 徐州 • 威海 衞， 

龍 口 • 等の 耍 地に 分 行 叉 は 辨事處 が 設けられた。 

中國 聯合 準備銀行 は 公稱資 木金 五 千 萬 元の 株式 會 社で、 第 一 次 拂込は その 半額と する」 資本金の 半額 

は 政府が 引受け、 殘餘の 半額 は、 中國 銀行が 四百 五十 萬 元、 交通 銀行が 三百 五十 萬 元、 河北 省 • 金 城. 

鹽業 • 大陸 • 中 南の 各行が 八十 萬 元、 冀東 銀行が 五十 萬 元を拂 込んで 合計 一 一千 五 百 萬 元の 現金 を 纏める 

豫定 であった。 政府の 拂込 は、 わが 横濱 正金銀行 • 朝鮮 銀行 及び 日 木 興業銀行が 政府の 持 株を擔 保と し 

て 融通した から、 滞リ なく 完了した。 加盟 銀行の 拂込 は京津 における 事變 前からの 手 持 銀 約 五 千 餘萬元 

の內 から 行 はれる 豫定 であった が、 中國 • 交通 兩 行の 支店長が 本店と 打合せの ためと 稱 して 香港に 引 上 

げた まま 歸 任しない から、 未だ 實 行の 運びに 至らない。 
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中國 聯合 準備銀行 は條 例の 規定に よって 貨带を 鑄 造し 發行 する 特權を 有し、 ュ、 の 貨带は 公私 一 率に 法 

貸と して 通用す る： 貨幣の 種類 は紙带 (百 元 • 十 元 • 五 元 • 一  元) 及び 硬貨 (五角 ニー 角 • 一角 • 五分. 

一分 • 五 厘) とし、 硬貨に 代 ふるに 紙幣 を 以てする こと も 許されて ゐる： 

聯銀券 は 不換紙幣 である" 條例第 十二 條には 「中國 聯合 準備銀行 は發 行す る紙带 額の 百 分の 四十 以上 

に相當 する 金額の 正金 銀 外國 通貨 或は 外國 通貨の 預金 を 保有し 且つ 發行 額の 百 分の 六十 以上に 相當す 

る 金額の 公債 及び 政府 發行 或は 政府 保證の 手形 及び 證券 或は 商業手形 及び 其の 他確實 なる 證券 或は 貸 出 

金 を 保有すべし」 とい ふ 明文が あって、 發券 準備 を 定めて あるが、 兌換に 關 する 規定 は 見當ら ぬ、』 今日 

は 世界 いづれ の國を 見渡しても、 紙帑の自由なるl^^^換は認められてゐなぃ： わが 日本 も 滿洲國 も 事實に 

おいて は 不換紙 |E 國 である。 北支に 生れた 新國 が 不換紙幣 である ことに 少しも 不思議 はない C 

然 らば この 發券 準備 は 何の 爲の 準備で あらう か： それ は 明に 兌換の ための 準備で は ない： 四 割の 現金 

準備 は爲替 平衡 資金と して 或る 程度まで は 利^し 得る であらう、 か、 それに は 限度が あって、 その 範圍 は 

かな リ 窮屈で ある： 發券 高に 對 する 割合が 規定され てゐ るから、 それ を 無視して まで 爲替 平衡 資金に 流 

用す る こと は 出来ない つ また 現金 準備の 「外國 通貨 或は 外國 通貨の 預金， 1 と 云 ふ內， 二 は、 日 木 通貨 も 含 


まわて ゐ るが、 ：n 本 通貨に 就て は爲替 管理が 行 はれて ゐ るから、 こわ を 第三 國に對 する 爲 平衡 資金に 

充用す る 自由 を缺 く： 從 つて、 この 準備に 何等かの 意義が あると すれば、 それ は 發券高 を 制： S する 作 川 

を 持って ゐ ると 云 ふこと であらう。 それより-も 木當 のと ころ は、 準備な くして 紙！^ を發 行す る ことが 何 

となく 心許ない、 世間 も 安心し ない。 準備 を 置く ことによ リて、 この 不安な 感じ を 緩和す る だけの 心理 

的 作用が あると いふ 風に 考へ てよ からう： それ 以外に はたい した 意義 はない やうに 思 はれる。 極端なる 

言葉 を 用うる こと を 許されるならば、 この 四 割の 現金 は、 發券 準備と して 存在す る 限，.^ において は、 海 

に 沈んだ 船の 中に あっても、 鑛 山の 地下に あっても、 また 何處 かの 銀行の 金庫の 內に 眠って ゐて も、 そ 

の 經濟的 效杲の 上に は、 たいした 違 ひの ない 準備で あると 云うても よから う。 

聯銀券 は 管理 通貨で ある。 この 點 においても、 今日の 日本銀行 兌換券 や 満洲 國 m と 異る所 はない" 然 

らば その 價値は 何に 依って 統制され るか。 何 を 基準と して 管理され るか。 

第一 に は、 發行 高の 調節に よって 統制され る： これ は 勿論 金融市場 における 通貨の 需要と 睨み合せて 

適宜に 調節され ねばならぬ" 市場の 必要に 應 じて 過不足な きを 期すべき であるつ しかし 聯銀 券に 與 へら 

れた 環境が、 實際 にこれ を 可能と する か： 小：： か は、 自ら 別箇の 問題で ある。 これ を 54 用 支 辨に充 つべき も 

のと すれば、 市場の 需要に 應 じて 調節す る ことと、 兩 立し 難き 場合 も 起り 得る であらう。 
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第二に は、 發券 準備の 多寡に よって 統制され る" 法定の 準備 率 を 無視して 發行 する こと は 許されぬ。 

しかし 聯銀 券の 場合 は 準備の 內 -Jt が かなり ふ見疏 になって ゐるこ と ^  i 注意 を 要す る ( ) 

第三に は、 爲替 平衡 資金の 運用に よって、 その 對外慣 値が 統制され る： 爲替 平衡 資金 をつ くるた めに 

開業 直前の 三月 七日、 日 木の シ ン ジ ケ— ト 銀行 園との 間に 一 億 圓のク レ ヂ ッ トが 設定され た： 參加 銀行 

は橫濱 正金 • 日 木 興業 • 臺灣 • 朝鮮 • 三 井 • 三菱 • 第一 • 安田. 川 崎 第 百 • 住友 • 三 和 • 野 村 • 愛知 • 

名 古 屋 • 祌戶の 十五 行で ある： 期限 1  ニ箇 年で あつたが、 昭和 十四 年 三月に 至って 更新され た： 

. 第 四に は、 藉 通貨 整理 辨法第 七條に 一， 公租公課 その他 政府に 對 する 支拂は 國幣を 以てな す ものと す」 

と 云 ふ 規定が ある： これ 等の 官廳收 納に當 つる ことに 依っても 聯銀 券の 惯値を 維持す る 仕組に なって ゐ 

る-) 

しかし 以上 列擧 した 所 は、 どちら かと 云へば、 いづれ も 末節の ことに K する： 根幹 はむしろ 治安の 確 

立に ある： 敵地に 新制 を 布く ので あ る ケ ら 、 先づ 治安 の 確立に よつ て 新 幣 の 流通 地盤が 清掃され なけれ 

ば、 何う する こ. ともで きない- 殊に 聯銀券 は、 當 初にお いて は、 乏しい 準備 を 以て 日 木 圓貨に 翁 がれ、 

準備 ある 法 幣を驅 <遂 して 一 志 一 一片の 高さにまで 沖び 上らなければ ならなかった ので あるから、 武力の 後 

援 によつ て 强制通 カを與 へ られ なければ、 素 裸で 槍澳に 立ち 向 ふやうな 冃に逢 ふ C 


聯銀券 は 日 木 圓貨と 等^で リンク されて ゐる。 從 つて 滿洲國 |E とも 等價で リンク されて ゐる」 - W くの 

如くに して、 日 木 • 滿 洲國！ SJ びに 新政 權の 下に ある 支那が ー體 となって、 極來 における 圓貨圈 を 組成す 

る ことになる。 

聯銀券 を圓に リンクす るの 可否に ついては、 當 初から 議論が あった やうで ある。 當 時の 藏相賀 屋興宣 

氏 も、 聯 銀^業 直前に おける 帝 國議會 の 赤字 公債 委員 會 において、 「圓 への リンク は 一 舉に之 を 行 はす、 

漸次 その 方向に 進めて、 實 際的效 果を收 める やうに 努力す る」 と 云うて ゐた" 然るに 王 克敏氏 は 三月 九 

日の 芽 明に おいて 「新國 の對外 « 値 は、 現在の 環境に 鑑み、 日 木 通貨と 等惯 ならしむ る を 以て 適當な 

りと 認む C これ 國带 安定の 方策に して、 まさに 經 復興の 基礎な り 而 して 政府 は 之 を s.^. 持す る 方針な 

,.^」 と 云うて しまうた。 從 つて 日本 園 貨と等 偎聯繁 のこと が 確定して しまうた。 

單に事 變に處 する 通貨 謀略と いふ 建前から 見れば、 聯銀 券の 惯値は 恰も 法 m に聯蔡 する が 如くに 装 ひ、 

日 木 圓貨と は 全く 無關 係に 扱って おいた 方が、 我國 にと つて 利便であった かも 知れない、 さう して？^ け 

ば、 軍用 支辨 のために その 發行 額が 增 加しても、 日木圓 貨の惯 値に は 重荷 を 懸けない からで ある" しか 

し 正義の 公道 を 履む 日本と して は、 支那 民衆の 生活 を危 くす る やうな 事 は 力めて 避けたい とい ふ 念願 か 

ら、 また 日滿と 北支との 間に 資源の 開發を 基調と する 緊密 不可分の 經濟關 係 を 一 日 も：： 十く 確立した いと 
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いふ 見地から、 當面 多大の 犧牲を 忍んで、 新 國带を 日 満圓貨 に聯繫 する ことに 決定した の だと 聞いて ゐ 

る： ただ 日 木が 他く まで この 聯繁に s 力し なければ ならぬ とすると、 その 犧牲 は决 して 輕 くない こと を 

覺 悟して かからねば ならぬ。 

北支の 圓を日 木の 圓に ジン ク して その 惯値を 維持しょう とすれば、 北支の 國際收 支が、 その 儘に、 日 

木の 圓の 對外價 値に 影響を及ぼす ことになる。 満洲 國幣を 日本 圓貨に 繋いだ 前例 は あるが、 滿洲國 は、 

日 木との 關係を 除いて は、 大體 において 輸出超過 國 であるから、 日 木 圓貨の 對外偎 値に は 重荷 を かけな 

かった。 然るに 北支の 場合 は 聊か 之と 趣 を 異にする。 北支の 國際收 支 は 明で はない が、 大體 において 支 

拂 勘定に 傾いて ゐる こと だけ は 疑がない やうに 思 はれる。 北支が 特に 輸入超過 國 だと 云 ふので はない。 

支那 全體が 輸入超過 國 なので ある. - 中 南支 t 較べる と 北支の 貿易 は 順調 だとい ふ 見方 も ある。 事變 前の 

各 港海關 統計 は 確に さうな つて ゐる。 しかし 華僑の 送金が その 故鄕 たる 福 建 • 兩廣の 南方 地域に 落ちて 

北支に 及ばぬ こと や、 山 東 苦力の 出 稼 高が 近年 激減した ことな ど を 想 ひ 合すと、 北支の 支拂 均衡 は 決し 

て樂觀 できぬ やうに 思 はれる。 北支 は 資源の 豊な 土地で あるから、 これ を 開發し 得た 後に おいて は、 輸 

出超 過國 にな リ得 るに 違 ひない。 また さう なるやう に 努力し なければ ならぬ と 思 ふが、 これが 開 發の過 

程に おいて は、 開發 のた めの 施設と して 少から ぬ 物資 を 轍 入し なければ ならぬ。 これ を何處 から 轍 入す 


るい。 日 木から 輸入す ると すれば、 それ は圓貨 圈內の 取引で あるから、 日 木 圓貨の 對外惯 値に は 重壓を 

"けないで 濟 むが、 現在の 日 木は當 面の 生 產擴充 に 日 も尙ほ 足らざる 有様で あるから、 北支の 建設に 物 

資を 供給す る 餘裕は 豊かで ない と考 へなければ ならぬ。 敵と 睨み合 ひながら の 生 產擴充 のた めなら ば、 

先づ內 地の 事が 急がれ、 次で 旣に 半ば は 出来 上って ゐる 満洲 國の 方に 力が 入る。 北支の 事 は 後 廻し にな 

易い。 さリ とて 建設 資材 を 第三 國 から 輸入 すれば、 北支 は 言 ふまで もな く轔 入超 過になる。 その 重壓 

が 日本 圓貨 にも 懸 つて 来る。 

北支の 一環から 圓貨の 對外惯 値の 破れる こと を 防ぐ 爲に は、 北支の 貿易に 就ても、 H 木內 地に おける 

と同檨 に、 統制 乃至 管理 を 行 はねば ならぬ 運命に あ-つた。 外國 では 夙に この 命 數を豫 想して、 日 木 は 結 

局 北支の 市場 を 列國の 前に 封鎖して、 門戶 開放 を 行 ひ 得ない やうになる であらう とい ふ 批評 も 行 はれて 

ゐた。 見方によっては、 列國 はこの 時す でに 後日の 爲替 集中 政策 や 天津 租界 封鎖 を覺 悟して ゐ たの だと 

も 言 へる。 

聯銀 券と 從來 流通の 通貨との 關係 は、 臨時政府の 舊 通貨 整理 辨法 によ リて、 次の やうに 定められた。 

一、 中國 銀行 紙幣 又は 交通 銀行 紙幣に して 券 一 ® に 天津 又は 山^の 銘記 ある もの、 卽ち 北方 券と 稱 せられ 

第二 節 國內 通貨と しての 聯銀券  三 四 一 
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る もの、 拉びに河北省銀行及び冀東銀行の紙！^は、 一年間 を限リ 流通す る こと を 得： (第二 條」 

二、 中國 銀行 叉 は 交通 銀行の 紙幣に して 券面に 天津 叉 は 山 東の 銘記な きもの、 卽ち 南方 券と 稱 せられる 

もの、 拉 びに 中央銀行 紙 は、 三 箇月 を限リ 流通す る こと を 得- (第三 條) 

右二 項の 紙 $E は、 當 分の 內、 聯銀 券と 等惯で 流通させる。 「當 分の 內」 と は、 辨法 所定の 流通 期間に 

おける 當 分の 內 である： だから 流通 期間 內と雖 も、 舊 通貨の 惯値を 聯銀券 以下に 切 下げる こと を 防げな 

し また 所定の 期間 を經 過す ると、 蔡 通貨 は等惯 以下に も 流通し なくなる ものと 解すべき である。 

三、 右二 項 以外の 舊 通貨 卽ち 支那 諸 銀行 發 行の 雜券 も、 同様の 取扱に より，、 三 BH を 限って 流通せ しめ 

る 0  (第 四條) 

四、 山 東 民生 銀行 發 行の 庫券拉 びに 山 西 省 銀行 • 晋殺 地方 鐵 路銀 號 • 殺西懇 業銀號 及び 晋北鹽 業 銀號發 

行の 卸幣 は 5^ に 規定 を 設けて 整. 埋 する ことにな つて ゐ るから、 辨 法に はお 化 通 期間 もぶ 化 f^-n 直 も 定めて 

ない。 (第 四條) 

る租 • 公課 其 他 政府に 對 する 一 切の 支 拂は聯 銀 券で なければ 受附 けぬ 規定に なって ゐる。 この 點 から 

見る と、 舊 通貨 は、 流通 を 許された 期間 內に おいても、 制限 通貨で ある。 

國民 政府 系の 舊 通貨 を 新 通貨に 引換へ る 規定 はない C 引換へ る こと を 禁止 または 制限した 規定 もない。 


ゆ ゑに 國府系 叉 は英國 系の 銀行が 法 带に對 して 外貨 爲 8r を賣 出す 限.^ は、 聯合 準備銀行 は、 は！^ を，： ：：山 

に聯銀 券と 引換へ て、 これ を 以て 直ちに 外貨 を 買 ふこと を 得た ので ある。 さう して、 その 外貨 は 其 儘に 

聯 銀の 發券 準備に もなる。 爲替 平衡 資金に もなる。 

前に も 述べた やうに、 當時國 民 政府 は、 上海に おける 法幣 流通 高 を 緊縮し、 地方に おける 外貨 賣出を 

制限して ゐ たが、 法 带の少 い 上海に 於て は、 その 對外惯 値 を 維持す るた めに、 圏府 系： S びに 英國 系の 銀 

行が、 かなり 放 磨に 外貨の 賣防戰 を 試みて ゐた。 聯銀 は、 この 勢に 乘 じて、 囘收し 得た 法 W を 上海に 

齋 して、 外貨 を 買 ひ 進むべき であった。 相手が 賣，. ^應 じて 来る 間 は、 聯 銀に は容 に 外貨 を 得る 途が^ 

かれて ある。 相手が 賣ぅ 止めれば、 法 幣の價 値 は 下向く であらう。 この 機 勢を迎 へて 新國 1^ と舊 通貨と 

の 關係を 適宜に ま理 する 構へ であった。 

果然、 國府 はこの 形勢 を觀 取して 外貨の 賣出を 統制し、 割當 制度 を 開始した。 この 始末 は 前章に 詳說 

した。 かくて 聯銀は 法 幣に對 する 攻撃の 手 を 封 じられ たけれ ども、 法 带は玆 に 期 を 劃して 下落の 傾向に 

轉じ、 たちまち 一志 を 破，. i 八：：！： から は 八 片見當 まで 暴落した。 聯銀券 は 殆ど 戰 ふこと なくして 勝 を 制し 

得た のであった。 ， 

戰 はすして 勝 を 制した と 云 ふと、 法幣に 手痛い 打擊を 加へ たやう に 聞え るが、 赏， は それほどで もなか 

第二 節 國内 通貨と しての 聯銀券  三 四 三 
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つた。 當 時の 市場 相場で は聯銀 券よりも 法带の 方が 動もすれば 强八 ら みであった ために、 奮 通貨の 引換 囘 

收 は遲遲 として 進まなかった。 從 つて 上海に おける 法幣の 攻擊賣 も聲の 大きかった ほどに は赏 現さ わて 

ゐ ない： むしろ 國民 政府が この 聲に 脅え て 1 ！ と 云 ふより-も、 この 聲に 奇貨 措くべし として、 乏しき 正 

貨を 護る ために、 爲替 割當制 開始の 機 會を捉 へたと 見る 方が 當 つて ゐる： しかし、 これによ つて 法^の 

相場が 一 擧に 八片臺 まで 崩落した こと は事實 である。 

それから 先 は 追 擊戰に 移った。  . ■ 

臨時政府 は、 昭和 十三 年 五月 二十 五日の 告示 を 以て、 六月 十日 限り-中央 銀行券 及び 中國丄 父通兩 行の 

南方 券竝 びに 北支 雑 券の 流通 を 禁止す る 旨 を 明に し、 その 趣旨 を 民衆に 徹底せ しめる ために、 ラヂォ 放 

送 • 傳單 撒布 • 其 他 適當の 方法に より-て 之 を宣傳 する こどに した： これ は舊 通貨 整理 辨法 第三 條 及び 第 

四條の 規定に よって 當然 のこと であるが、 恰も 徐 州の 陷 落に ょリ て法幣 崩落の 氣 配が 現れて ゐた 際で あ 

るから、 法带 の動瑤 から 北支 通貨 を 護る とい ふ 理由 も稱 へられた のであった。 

この 時に 流通 禁止と なった 紙幣 は、 法 幣約五 千 萬 元、 雜券ー 千 萬元內 外と 推算され てゐ る。 雑 券の 內 

に は、 中 國實業 • 北洋 保 商 • 中 國墾業 • 浙江 興業 • 大 中 • 邊 業 • 中國 * ェ • 中 南 • 中國 通商 • 豊 商 • 四 


明 • 中國 農民な ど 十一 一行の 紙 1^ か 指定され て ゐた。 

この 流通 禁止の 法制 上の 意義 は、 通貨 制度の 上に 國境を 劃して、 北支 m 制と 中 南支 带 制との 脈絡 を隔 

絕し たこと にある。 六月 十一 日から は、 北支に 流通す る舊 通貨 は 中國丄 父通兩 行の 北方 券拉 びに 河北 省 • 

冀束兩 銀行券 及び，； 1： ほ 整理 方針 未定で あるが 殆ど 流通の ない 山； 省 民生 銀行 • 山 西 銀行な どの 紙^だ け 

に 限られる ことにな つた： しかし 之 は單に 法制 上の 建前に 過ぎぬ。 實 際に 於て は尙ほ 北支の 廣大 なる 地 

域に 多額の 南方 券が 流通して ゐた。 換言すれば、 幣制 上に おける 北 支那の 疆域 は、 皇軍の 武力に 依る 治 

安の 線に ようて その 國境を 定められ、 地理 學 における 北 支那よ リも狹 小なる 範圍に 限られて ゐた。 

臨時政府 は舊 通貨 を聯銀 券と 引換に 囘收 する 方針 を樹 てた ので あるが、 支那 測 銀行に おいて、 引續ぃ 

て 新 规發行 をな し、 または 一 旦囘收 した 紙幣 を再發 行す る やうな ことがあって は、 整理の 達成 を 望み 淮 

いので、 六月 三日 附 命令 を 以て、 中 國丄父 通 ニ異 東 • 河北 省 • 等の 聯銀 加盟 銀行で 紙幣の 流通が 許され 

てゐる 銀行に 對 して、 發行 禁止 を 通達した。 しかし 北支に おける 中國丄 父通兩 行が 治 外法 權の 天津 英佛 

租界に 木 據を構 ふるため に、 この 命令 を 徹底せ しめる ことが 出来なかった。 

南方 券 は 流通 禁止と なった が、 民衆 はそんな 事に は 頓着な く、 南北の 通貨が 廣き 地域に 亙って 脈絡 交 

まして ゐた。 從 つて、 南方 券 は國民 政府の 爲替 割當 制と 徐州陷 落に よ..^ て八片 まで 惨落した が、 化 方 券 

第二  IS 國內 通？ < としての 聯銀券  三 gj 五 
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も 亦 之に 引 摺られ て 同じ 水準まで 下落した- それだけなら ば まだよ いが、 北方 券は聯 銀 券と 等-ほで 引換 

へられて ゐ るから、 聯銀 券まで， か 崩落の 運命 を 共に する 結果に なった： ところが 聯銀 券に 日 木 圓貨と 等 

债 で聯繫 されて ゐる： 對外惯 値の 墓 準 を 一志 ニ片に 建てて ゐる： これと 八片 基準の 法带 との 等债 交換 を 

，1 する こと は、 不合理で ある Q みならす、 累を 日満の 通貨に 及ぼす ことに もなる、 - 玆に 於て 聯銀 券と 

法带 との 等惯關 係に 改訂 を 加 ふる 必要が 生じた： これが 對應 策と して 法 带の切 下が 行 はれた： 

第一 次の 切 下 は 昭和 十三 年 八月 八日 を 以て 行 はれた： その 率 は 一割と し、 爾後、 北方 券 百 圓に對 して 

聯銀券 九十 圓を 以て 流通せ しむる ことに 定めた。 

第二次の 切 下 は、 昭和 十三 年 十二月 三十 一日 附 命令 を 以て、 翌年 二月 サ 日から 實 施された： 五十 日の 

豫吿 期間 を 置いた の は、 特に 民衆の 打擊 を輕滅 する ための 注意に 出た ことであった： 民衆 はこの 期間に 

法 幣を聯 銀 券に 引換へ る こと を 許された ので ある- 切 下 率 は 三 割で、 前 囘と饼 せて 四 割の 切 下と なつす、 

舊 通貨 整理 辨 法の 規定に 據て、 北支に おける 舊 通貨， ぶ、 聯銀 創業 一周年の 三月 十 H を 以て、 すべて 流通 

禁止と なる： その 民衆に 及ぼす 影響 を 考慮し、 事前に 警告 を與 ふる 意昧 においても、 第二次の 大幅 切 下 

が 行 はれた のであった 

しかし 兩次 Q 切 下 を 通じて、 聯銀 券と 法幣 -0 市場-倚 値に は 目 二、 立つ ほどの 影響 もなかった - 治安の 定 


らぬ匪 區地帶 や 治 外法 權の 天津 租界で は、 切 下げられた 箬の法 带 が 却て 聯銀券 を 上 廻って ゐる こと さ へ 

あった。 

河北 省 • 冀東兩 行の 紙带 は、 最初から 聯銀 券の 別働隊の やうな 取扱 を 受け、 兩 度の 切 下に も 除外され 

こ 0 

プ 

山 東 民生 銀行 發 行の 庫券拉 びに 山 西 省 銀行 以下 地方銀行の 紙幣 も、 昭和 十四 年 一 月 二十 五日 附 命令 を 

以て、 法幣と 同様に、 先 づ切下 を 行 ひ、 次で 三月 十 一 日 以降 は 流通 を 禁止され た C 

民衆の 生活に 最も 關 係の 深い 一圓 未満の 小額 通貨 竝 びに 補助 貸に 就て は、 昭和 十三 年 六月 一日よ リト 

額 紙幣 及 補助 貸 整理 辨法を 施行して、 舊來 流通の ものに 對 する 切下步 合と 流通 期限 を定 むる と共に、 中 

國 聯合 準備銀行の 角 票 (一 角 ニー 角 • 五角の 三種) を發 行して、 三年 間に 整理す る ことにした" 河北 省 

銀行から 河北 省銀錢 局の 名で 發 行して ゐる銅 元 票 だけ は、 切 下 規定 竝 びに 流通 禁止の 適用 を 受けぬ こと 

になって ゐ る。 

S. くの 女く にして 聯銀 創業 一 周年の 昭和 十四 年 三月 十日 を迎 へた。 舊 通貨 整理 辨 法の 定 むる 所二據 う、 

翌 三月 十一 日から は、 法幣は 勿論、 聯銀 券と 同様に 扱 はれて 来た 河北 省 銀行券 丄異 東 銀行券 も、 治安の 

確^^した聯銀券地帶にぉぃては、 擧げて 流通 禁止と なう、 北支の 通貨 は、 小額 通貨 及び « 助貨を 除き、 
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法制 上に 於て は、 すべ て聯銀 券に 統 一 される ことにな つた。 

お 則 ま 一 は 法制の 上で 確立しても、 それ は 治安の 確立して ゐる 重要 都市 拉 びに 鐵道 沿線の ことで あつ 

て、 歒 匪の 蹯據 する 奥地に は 及び難い。 そこで 臨時政府 は、 舊 通貨 流通 禁止 を 前にして、 三月 八日、 皇 

軍の 協力に 依う、 次の 如き 處理辨 法を發 表した" 

一 、 北 支那 を 聯銀券 地 帶と匪 區地帶 の 二つに 分ける (〕 聯銀券 地 带とは 從來の 聯銀券 工作が 徹底して ゐる 

と 看 故すべき 地帶 であって、 これ は 現地に おける 兵圑 長が、 それぞれ 布 吿を發 して、 その 地域 を 明確 

二す る 〇 

二、 聯銀 券地帶 において は、 三月 十一 日 以降 嚴 重に 舊 通貨の 流通 禁止 を實 行す る。 

三、 聯銀 券地带 として 指定され ない 地域 は ー應匪 區地帶 となる が、 匪賊 清掃 工作が 進涉 する に從 ひ、 一 

定の 地域 を 指定し、 二 箇月の 猶豫期 間を置いて、 舊法幣 の 聯銀券 引換に 應 する 旨 を 布告し、 その 期間 

中 は 六 割の 價 格で 引換 へ 、 猶豫 期間 満了と ともに 流通 を禁， ^する。 

四、 河北 省 二 異東兩 銀行券に 對 して は 特例 を 設け、 流通 禁止 後と いへ ども、 聯銀 券地带 では 三月 十一 日 

よ リ尙ほ 二 箇月 を 限って 聯銀 券と 等價で 引換へ、 匪 區地帶 においても、 現地 部隊長の 布吿發 表の 日よ 

リー 一箇月 間 は 等惯で 交換に 應 じる。 


之 を 要するに、 治安の 確定せ ざる 地域に 對 して は、 現地 部隊長の 掃 匪 工作に 信賴 して、 漸進主義で 行 

くと いふ 方針が 决 つたので ある。 

當時 における 聯銀 券の 發行高 は 凡そ 一 一億 餘圓 と傳 へられた。 其 後 同行の 株主 總會に 提出され た 貸借 對 

照 表に よると、 昭和 十四 年 六月 末にお ける 發行 貨幣： a びに 發行 準備金 は 次の やうに なって ゐ る。 

發行 貨幣 二 六 四、 一 五 九、 〇〇〇 圓 

發行 準備金 二 六 四、 一 五 九、 〇〇〇 

地 金 二八、 五八 〇、 〇〇〇 

地 銀 一六、 二三 五、 〇〇〇  . 

預 金 ニー 九、 三 四 二、 〇〇〇 

この 發券 額の 少 からざる 部分 は 北支に 流通して ゐた鮮 銀 券 • 正金銀行 鈔票； a びに 北支に おける 皇軍の 戰 

費と して 支出 せられた 日 木 圓貨が 形を變 へた ものである。 だから 發行高 二 億 六 千萬圓 というても、 その 

流通 狀態 は、 內地 における 日 木 銀行券な どと は必 すし も同檨 でない。 數 字の 含蓄す る 意義に 逕庭 ある こ 

と は 言を俟 たぬ。 法帑 との 引換に よ，.^ て發 行せられ た聯銀 券の 數額 は、 市場に おける 法 幣の實 際 相場が、 

多くの場合に 於て、 聯銀券 を 上 廻って ゐ たこと から 考 へても、 少額に 過ぎぬ と 察せられる。 

第二 節 國內 通貨と しての 聯銀券  三 ST 九 


新 八 章 新 與政權 の 幣制  三 五 〇 

第三 節 北支の 爲替 集中 制 

さて 聯銀 券が 北支 唯一 の國 として、 遺憾な く 北支の 經濟に 貢獻し 得る ために は、 二つの 機能 を 具備 

しなければ ならない。 その 一 つ は國內 通貨と して 一 切の 取引に 授受 せらる る ことで ある" これ は、 以上 

解說 した 工作に より-て、 治安 地 带に關 する 限，.^、 少く とも 法制 上に は、 達成され たものと 見て よい： も 

う 一 つ は 貿易 通貨と して 國際 間に 一 定の價 値 を 認められる ことで ある。 この 點に關 して は、 聯銀券 は、 

創設 當 初から 圓貨ブ ッ クの 一環と して、 一志 ニ片 基準 を 標榜して ゐる。 また 日 木の 銀行 圑と 一億 圓の 

ク レヂッ 卜 を 協定して 爲替 平衡 資金 を 設けて ゐる。 だから 日満兩 國に對 する 貿易 通貨と して は 用 を缺か 

ぬわけ である。 問題 は 第三 國 との 關係 にある。 日木圓 貨に對 して は爲替 管理が 行 はれて ゐ るから、 圓貨 

資金の タレ ヂッ トを 持って ゐて も、 自由に 第三 國の 外貨 を轉購 する ことが 出来ない： そこで 聯銀券 は、 

第三 國に對 して は、 貿易 通貨た るの 機能が 拘束され てゐ ると 云 ふこと になる" 少く とも 一志 ニ片を 標榜 

して 高く 留 つて ゐては 相手に されぬ とい ふこと になる。 

敵手の 法带 は、 僅かに 申譯 ばか リ の割當 制度で は あるが、 鬼 も 角 も 一志 ニ片 i で 外貨 爲替 を賣 つて ゐ 

る 3 八 片見當 若しくは それ 以下の 市場 相場で ならば、 匯豊 銀行が 公然の 喑盤 として 市場に 賣 出して ゐる 


それに 較べて、 聯銀券 は 正貨 兌換 も爲替 兌換 も 自由で はない ので ある： 玆に聯 銀 券の 惱 みがあった- 

國內 商品に 對 する 關 係に 就ても、 法 带 は聯銀 券よ リも 遙に廣 ぃ土產 品の..； 小 場 を もって ゐる • 聯銀券 を 

以て 棉花 や 小麥の やうな 土 產品を 買 出しに 行っても、 往往に して 農民が 賣 つて 吳れな いので ある。 梟 民 

は 聯銀券 を 持って ゐ ると 漢奸 として 土匪 や 共 匪に 窘められる こと を 恐れる ので ある。 一 言に して 云 へ ば、 

聯銀券 は 物資 兌換の 點 から 見ても 法带 より 制限され た 通貨であった。 玆 にも 聯銀 券の 惜 みがあった。 

聯銀券 も 法 带 も國內 では 殆ど 等價で 流通して ゐた。 表向き は 切 下に 次ぐ 切 下 を 以て 壓 迫して 見ても、 

一 步鐡道 沿線 を 離れる と、 切 下げられた 害の 法 带が聯 銀 券の 上に ある こと さへ 多かった。 然るに 外貨に 

對 する 關 係に おいて は、 聯銀券 は 一 志 ニ片を 堅持して 下らない。 法带 なら 八 片見當 で 取引され る。 そこ 

で 輸出 商 は 外貨の 輸出 爲替を 法 幣に換 へる 方が 聯銀 券に 換へ るよう も 七 割 以上の 利益になる。 華 億 も 外 

貨の 送金 を 法 幣地帶 に 送る 方が 聯銀券 地帶に 送る よ，？ ^ 遙に手 取が 多い。 玆に 於て 外貨 資金 は 水の 低き 

に 就く が 如く 法 幣地帶 に 入る。 聯銀 券地帶 からの 輸出 代金 も » くして 蔣政權 地帶に 落ちる。 

支那が 戰爭に は 欺け 續 けて ゐ るのに、 法 带の價 値が 維持され てゐる 理由と して は、 (一) 在外 正貨が 案 

外に 豐な こと、 (二) 發券 高が 制限され てゐる こと、 (ニー) 英國の 支援 ある こと、 など を擧げ るの が 常識に 

なって ゐる" しかし 最も 意想外の 理由 は、 聯銀 券が 一志 ニ片を 取って 下らざる ことであった-" 之に 乘じ 

第三 節 北支の 爲替 集中 制  三 五一 


新 八 章 新興 政權の 幣制  三 五 二 

て、 下位に 置かれて ある 法幣 がその 圈 域に 外貨 を 集め 去った ことであった この 價差を 利用して、 法 |£ 

圏に おける 正貨の 補充 を豐 かにす る こと を 得た ので ある。 これが 聯銀 券の 最も 大 なる 惱 みであった、 こ 

れ らの惱 みに 對處 して 臨時政府 は 三 段の 政策 を 講じた。 

その 第 一 段 は、 外 國爲替 基金の 運用に よる 北支 貿易の リ ン ク 制であった。 

その 第二 段 は、 舊 通貨の 流通 禁制と 共に 三月 十一 日から 始められた 十二 品目の 爲替 集中で ある. - 

その 第三 段 は、 七月 十七 日に 始まった 輸出品 全部に 對 する 爲替 集中で ある。 

第一 北支 貿易の リンク 制 

中國 聯合 準備銀行 は、 昭和 十四 年 十月から、 手 持 外貨の 內 から 取う 敢 へす 五 百 萬圓を 割いて、 外國爲 

替 基金 勘定 を 設置し、 輸出 爲替と 輸入 爲替の リンク 制 を 開始した" この 基金 は 之 を 正金銀行に 預託して、 

輸出と 輸入の 爲替 取組に おける 外貨 牧 支の 時期 喰 違 ひ を 調整す る 資金に 運用せ しめ、 輸出入の 接合に よ 

リて、 聯銀 券の 一志 ニ片 基準 を實 現せん とする 仕組であった" 詳言 すれば、 當 時の 北支 物 惯は法 m 相場 

による 八片 基準が 一般に 行 はれて ゐ たから、 公定 爲替 基準の 一 志 二 片を實 現しよう とすると、 貿： sss 者 

は 一圓に つき 六片の 爲替 差損 を 蒙る ことになる。 卽ち 輸出 代金 を 法带で 受取る 場合に 比して、 聯銀 券で 


受取る 場合の 方が、 七 割餘の 減額になる。 そこで、 この 輸出 代金 を 輸入 爲替に 振 $:E てて、 輸入 を赏 現す 

る 場合に は、 外 國爲替 基金から 一圓に つき 六 片の墳 補 をして、 收 支の 差 引に おいて 爲 替差损 のない やう 

にしようと いふの が、 この リンク 制の 狙 ひ 所であった。 この 制度 を實 施す る ことによ リて、 聯銀 券も漸 

次 貿易 通貨と しての 活動に 入リ、 北支の 第三 國 貿易 を、 法幣を 媒介と する 華商 又は 外國 商人の 手から 奪 

うて、 聯銀券 取引 を 伸張し 得る と考 へたので あった。 

しかし 實績は 遂に 期待に 副はなかった。 この 制度が 圓 滑に 行 はれる ために は、 輸出と 輸入との 出合が 

都合よ く 行 はれて、 轍 出の 爲替 差損が 輸入に ょリ て確實 に囘收 される こと を必耍 とする。 然るに 北支に 

於て は、 物 價の動 搖. 輸送力の 不整 備* 物資 需給の 不調和 • 等 によ リて、 輸出入の 聯繁道 (補が なかなか 

困難であった。 例へば 邦 商が 落花生 油 を 輸出して 一 志ニ片 基準に よる 爲替 計算 をな し、 その 輸出 代金で 

建設 資材 を 轍 入して、 輸出の 際に 被った 一圓に つき 六片 の爲替 差損 を塡 補しょう としても、 建設 資材の 

價 格が 下落す るか、 又は 先安 見越に なると、 實 際に 於て この 聯繁を 取る 機 會を失 ひ、 不測の 損失 を 被る 

ことになる。 玆に 於て 聯銀券 强化策 は 遂に 爲替 集中 制にまで 進展せ ざる を 得なかった。 

第二 重要 十二 品の 爲替 集中 

第三 節 北支の 一お 替 集中 制  三 五三 


新 八 章 新 與政權 の 幣制  三 五 四 

中華 民國 臨時政府 は、 昭和 十四 年 三月 三十 一 日舊 通貨の 全面的 流通 禁止 を 行 ふと 同時に、 爲替 管理 を 

行 ふこと に 決し、 海 關布吿 を 以て、 重要 輸出品 十二 品に 對 する 爲替 集中 制の 實施 を發 表した" その 要綱 

は 左の 如し。 

一 、 左記 貨物 を 輸出 叉 は 中 南支に 移出 せんとす る 者 は、 海關 監督より-無 爲替 輸出の 許可 を 受けた る 場合 

を 除き、 その 輸出 爲替 を中國 聯合 準備銀行に 賣却 する こと を 要す。 

織 卵 及び 同 製品 • 胡桃 (殼付 の もの を 含む) • 落花生 油 • 落花生 • 杏仁 • 棉實 • 葉 煙草 • 、ヴ ァ J ミ セ 

. リ 及び マ カロ  -1 • 石炭 • 毛 製 力 ！■ ぺッ ト (毛 綿 交織 物 及 床 敷 を 含む) • 麥释眞 田 及び 麥藁幘 のうち 麥 

释眞田 製の もの • 鹽、 以上 十一 一品 

二、 爲替賣 却の 條件は 左の 如し。 

日 木 及び 満洲 國 以外の 地域への 輸出 叉 は 移出の 場合 は、 該 貨物の 正當 なる 偎 格の 全部に つき、 日本 

通貨 • 滿洲國 通貨 • 蒙疆 銀行券 及び 聯銀券 以外の 通貨 を 以て 表示せ る 轍 出爲替 を、 聯銀券 を 對惯と 

し、 對英 一 志ニ片 以上の 相場 を 以て、 聯合 準備銀行に 賣却 する こと C 

日 木 及び 満洲への 輸出の 場合 は、 日本 通貨 • 満洲 國 通貨 (若く は聯銀 券) を 以て 表示せ る 輸出 爲替 

を、 等 IM 、を 以て 聯 銀に 賣 却す る こと。 


い 輸出 爲替の 外 國叉は 中 南支に おける 入金 時期 は、 特に 海關 監督の 許可 を 受けた る 場合を除き、 輸移 

出 後 五箇 月以內 たるべき こと。 

三、 聯銀 は、 爲替の 賣却を 受けた ると き は、 その 事實を 確認す るた めに、 爲替賣 却證明 書を發 給す。 商 

人 はこの 證明書 又は 海關 監督の 發給 する 無 爲替輸 移出 許可 證を 提出して 轍 移出 申告 をな すべし。 

兹に 注意すべき は、 この 爲替 集中 制に おいて、 中 南支が 集中 域外に おかれて ゐる ことで ある。 爲替管 

理の 上に おいて は、 中 南支が 第三 國と同 律に 扱 はれて ゐる。 移出と いふ 言葉が 用 ひられて はゐ るが、 轍 

出と 同檨に 看做されて ゐる。 中支と 南支と は 新 黃河を 以て その 境界 を 劃す る ことに 決定し、 これ を 越え 

ての 密輸 は嚴 重に 取締る 方針で ある。 北支の 臨時政府 は 昭和 十三 年 六月 十日い は ゆる 法带 南方 券の 流通 

を 禁止す ると 共に、 法带の 南北 交流 を 禁制した。 徐州陷 落の 後、 津浦 線が 全通して、 南北 通貨の 接觸が 

行 はれる やうに なった ので、 隴海線 ー带の 地域 を 差し詰め 軍票 地帶 とい ふこと に 決めて、 南北 通貨 地域 

の 間に 緩 銜地帶 を 設け、 その 接觸 を遮斷 した。 聯銀券 を 一志 ニ片 基準で 育成す るた めに は、 八 片內外 を 

去来す る 中支 法带の 前に 障壁 を 設ける こと は 塞に 已むを 得ざる ことであった。 單に 通貨に 對 して 關門を 

鎖す のみなら す、 物資の 交流に 對 しても また 堡壘を 構へ なければ、 爲替 集中の 目的 を 達する ことが 出来 

なかった ので ある。 

第三 節 北支の 爲替 集中 制  三 五 五 


新 八 章 新興 政權 の 幣制  三 五六 

爲替 集中の 目的 は、 言 ふまで もな く、 一志 ニ片 と八片 との 差額 を 狙うて 輸出 代金が 水準の 低い 法带地 

域に 流 逸する こと を 阻止す るに あった： 十一 一品 目のう ちに 羊毛 • 棉花 • 鐵 などの 重耍 輸出品が 洩れて ゐ 

るの は、 是 等の 商品に 就て は、 それぞれ 臨時政府の 命令に ょリて 第三 國に對 する 輸出が 統制され て、 篇 

替 集中 の 機構 を 要しな いやう になって ゐる からで ある" 

爲替 集中の 對象 となった 十二 品目の 輸出 總額 は、 昭和 十二 年に おいて、 八 千 八 百萬圓 であって、 北支 

輸出 總額ニ 億 一 千 六 百 萬 圓に對 して、 四 割見當 になる： このうち 第三 國 への 輸出 額 は 六 千 六 百萬圓 であ 

つて、 北支の 第三 國轍 出總額 一億 六 千 一 百 萬 圓に對 しても、 また 四割强 になる。 この 制度が 第三 國 への 

輸出 爲替を 目標と して ゐる こと は 多言 を耍 しない，" しかるに 日 木 以外に は 殆ど 輸出の ない 鹽を 含んで ゐ 

るの は、 第三 國に對 する 氣 兼ねと でも 云 ふべき もので あらう か。 

聯銀 はこの 制度に よりそ 集め 得た る 輸出 代金の 範圍 において、 輸入 爲替 の賣 却に 應 する 建前であった： 

第三 輸出品 全部の 爲替 集中 

重要 十二 品に 對 する 爲替 集中 は 輸出 代金の 四 割 を 占む るに 過ぎない" この 制度 を 行 ふ 上 は、 これ を擴 

充 して 輸出品の 全部 面に 及ぼさなければ 筋が 敵らない。 


臨時政府が 南方 券の 流通 を 禁止して 十一 一品 目に 對 する 爲替 集中 を發 表する や、 英國 政府 は 直ちに 支那 

通貨 安定 法 を 制定して 法带 支持の 借款 を？ a した。 この 經緯は 前章に 述べた。 これ は 報復で はない と辯疏 

された けれども、 その 間の 行き 懸，. ^を 看過す る こと はでき なかった。 爾來聯 銀 券對法 带 の 葛藤 は 加速度 

的に 激化した。 臨時政府 は 七月 六日 を 以て 北支に おける 轍 出 爲替の 全面的 集中 を發 表し、 同 十七 日から 

之を實 施した。 卽ち日 木 又は 満洲 國向 輸出に ついては、 圓* 元等慣 による 日満 通貨の 爲 替を聯 銀に 賣却 

し、 また 日滿 以外の 第三 國竝 びに 中 南支 向 輸出に 就て は、 日 • 滿 • 蒙 • 聯 銀 以外の 通貨 を 以てする 爲替 

を聯 銀に 賣 却す るに 非 ざれば、 輸出 を 許さない ことにした。 

輸入 爲替 の賣却 は、 貿易 外 送金 等に 充當 する ため 轔出 爲替の 一 割 を 控除し、 原則として 聯銀買 入爲替 

額の 九 割 を振當 つる ことと 定め.、 特に 聯 銀の 政策に 協力した る 者に 對 して は、 全額の 賣却を 認める。 貿 

易 外 送金 は 財政 部長の 許可 を耍 する。 轔 入に 就て は 原則として 管理 を 行 はす、 軍需品 • 生活必需品 及び 

開發 資材に 就き、 爲替 銀行 • 貿易商 • 等に 轍 入 希望 品 を 提示して、 その 取引に 當 らしめ る。 

この 全面的 集中 制度が 實 施された 翌日、 匯豊 銀行 は 再度 爲替 の賣止 "をな し、 法带は 崩落して 五 片を唱 

へた。 月 を 越えて 八月に 入る や、 落潮 滔滔、 四 片の關 門を銜 いた。 

法带の 流通が 封 じられ、 爲替 集中が 滞.^ なく 行 はるれば、 聯銀券 は 北支 唯一 の國幣 として 國內に 流通 

第三 節 北支の 爲替 集中 制  三 五 七 


新 八 章 新興 政榷 Q 幣制  三 五八 

する のみなら す、 一 志ニ片 基準の 貿 通貨と して 圓ブ ロックの 一 環 を擔ひ 得る に 至る 理 である： しかし 

之に は少 からぬ 困難が 豫 想され たこ 

第一 に、 爲替 集中が 完全に 行 はるる ために は、 貿易 統制が 完全に 行 はれなければ ならぬ： 然るに 支那 

の 偷運は 久しき に 亙る 慣行であって、 容易に 禁壓し 得べき ことで はない： 殊に 北支の 場合に は、 偷 運の 

大きな 拔け 穴が 二つ もあった こ その 一 つに 匪 區地帶 である- もう 一 つ は 天津 租界で ある： 匪區 地^ を 通 

じて 海に 出る 貨物 を 何う して 抑. へられる か- それよ リも、 匪 區地帶 の 土 貨が黃 河 を 越えて 南に 漏れ 出る 

の を 何う して 堰き止め 得る か。 天津 租界に おいても、 治 外法 權に 隠れて 法带の 禁制が 行 はれて ゐ ない。 

租界の 外籍 銀行 竝 びに 華商 銀行 は なかなか 臨時政府の 思 ふ 儘に はならない： 租界 は 奥地の 廣大 なる 匪區 

地 帶と聯 契して 法帑 取引に 對 する 唯 一 の 海港た るかの 如き 觀を呈 した： そもそも 北支の 爲替 集中 制 は、 

昭和 十三 年 夏 頃から、 靑島 において 局地的に 行 はれて ゐ た爲替 管理の 經驗を 踏襲した のであった。 しか 

し 天津と 靑 島と は 多くの 點 において 事情 を 異にした： 靑 島に は外國 租界がなかった。 然るに 天津に は英 

沸の 租界が ぁリ、 租界に は 埠頭が あった： この 事情が 遂に 昭和 十四 年 六月 十四日 以降の 天津 租界 封鎖に 

まで 問題 を 追 ひ 詰めて しまうた ので ある。 

第二に、 輸出 爲替の 集中 を 徹底せ しむる とすれば、 きひ 轍 出 貿易の 衰頹を 免れない であらう、 ^ 北支の 


勿- 53： は 最近 VI 及んで 急輾 歩に 騰貴し つ つ ある e すでに あしく 騰貴して るる： 蓋し 法帶の 下落に 伴れ て聯 

銀 券 も 亦 殆ど 同じ 水準まで 下落して ゐ るからで ある。 最近法|^か五片臺から1:片臺に下_^£するに至って- 

聯銀券 は 幾らか 優位 を 保ち 得る やうに なった が、 それでも 尙ほ引 摺られ 勝ちで、 その 割合に 値 開き を 示 

さない。 要するに、 北支の 國 內物惯 は大體 において 法幣に 近い 墓 準に 建てられて ゐるー しかるに 輸出の 

場合に 限って 一 圓對 一 志 一 一片の 墓 準 を 固執 すれば、 その 値 開き は 何等かの 形に おいて 輸出 阻害の 方向に 

働く 力と なって 現れる、^ 轍 出土 產 品の 買 入 値段 を抑壓 する 方向に 働けば、 匪 區地帶 または 租界からの 偷 

運 を 助長す るで あらう。 輸出 者に 負擔 せし むれば、 輸出品 價袼の 昂騰と なる。 輸出入の リンク 制が 行 は 

れてゐ るが、 そのために、 轍 出 は 輸入と 出合 を 取，.^ 得る 範圍に 制限され る ことにな つて ゐる。 出合に よ 

る 補償 を 求む る 配慮と 危險と は ー應 輸出 者の 負擔 となる が、 結局 それ は 土 產品買 付 値段の 上に、 または 

輸出品 惯 格の 上に 轉 嫁され ざる を 得ない。 輸出の 阻害 は 勢 ひ 輸入の 滅返 となる" .1^ 大 なる 建設 計畫 を^ 

にして、 これ は 輕輕に 看過し 難き 問題で ある。 北支 は 今日に 於ても 痛く 物資の 窮 一之に 惜 んでゐ る。 そわ 

がまた 物惯 騰貴 ともなり -、 轍 出 阻害 ともなって ゐる。 輸出 代金の 範圍 において 輸入 を處理 する 方針 だと 

すれば、 この 儘で は棄て 置き 難き 事態で ある。 

しからば 聯銀 券の 對外 基準 を 切 下ぐべき か" これ を 切 下 ぐれば 日満支 通貨 聯舊 による 圓貨圈 の 標榜 を. 

第三 節 北：. 乂 の爲荇 集中 制  三 五 九 


第 八 章 新 與政權 の？ が 制  三 六 〇 

外さなければ ならぬ。 

物價の 抑制 を强 行すべき か： 聯銀 券に よる 物 慣を壓 へる の は、 聯銀 券の 流通 を 阻んで、 法带 のために 

途を 開く に異ら ぬ。 

法 带を 貿易 通貨と して 用 ふること を認 むべき か： これ を認 むる は 差し詰め 聯銀 券つ K 北 を 認めて 大陸 

におけ る 通貨 建設に 足 踏 を 命す る に 等しい。 

しからば 別に 貿易 通貨 を 案 策すべき か。 —— 問題 は兹に 於て 中支の 華 興 券に 移らざる を 得ない。 

第 四 節 貿易 通貨と しての 華 興 券 

事變 以来の 中支那に おいて、 維新 政府の 勢力圏 域に 登場した 通貨が 三種 ある" 日本銀行 券 • 軍票 及び 

華 興 券で ある。 

最初 中支那に 於て 軍用 支辨 のために 行使され た 通貨 は 日銀券であった： その外に 旅行者な どが 持 渡つ 

た 日銀券 も少 からぬ 金額に 達した。 その 結果と して、 流通 高 も相當 多額に 上う、 一時 は 上海 市場に 圓札 

氾濫して 法幣 以下の 相場に 落ち込み、 圓系 通貨 全體の 對外價 値に 累を 及ぼす やうな 不安 もあった が、 其 

後軍 票が 日銀券の 囘收： Q びに 法 带の驅 除 を 目標と して 登場し、 漸次 日銀券に 代位して 軍票 一 色の 通貨 制 


度 を推擴 したので、 圓札 氾濫の 問題 は、 日銀券に 關 する 限う、 ー應 解消す るに 至った。 

支那 事變 における 軍票 は、 昭和 十二 年 十一 月 五日、 杭 州灣に 「百 萬 上陸」 を 誇った 柳 川 部隊が 使 川し 

たの を 以て 嘴 矢と する。 その後 は 軍票 を 用 ふる 部隊 も あ， また 日銀券 を饼 用す る 部隊 もあった が、 昭 

和 十三 年 十 一 月 一 日に 至リ、 軍 は 大要 左の 如き 布 吿を發 して、 上海 及び その 接屬 地域 を 除く 中支の 全 占 

據 地に 軍票の 使 州を强 制する ことにな つた C 

一、 上海 を^く 中支に おいて は、 軍票 を 通貨と して 使用し、 日銀券 を 使 川せ す。 

二、 奥地 占領地 區の 物資 を 買 出さん とする 者 は、 上海 叉 は 現地の 銀行に 於て、 日銀券 を 軍票と 引換へ 

て 用す ベ し。 

三、 軍票 を lil 銀 券に 引換 へんと する 者 は、 大蔵省 現地 駐在 事務官の 許可 を 得て、 銀行に 於て 引換 ふる 

こと を 得。  ， 

四、 軍票の 預金 は 日銀券と 同 檨に扱 ふ。 

上海 市： a びに 大場鎭 • 眞茹 • 等 を 人 rQ む 接續 地帯 を 軍票 使用 區 域から 除 いたの は、 當時 上海 虹 口 側 の 日 

木 人 居住 區域 にあって は、 殆どす ベての 取引が 日銀券で 行 はれて ゐ たから、 之 を 軍票に 改めて 急激なる 

變化を 来す こと を 避けた ので ある。 また 餞莊 などの 手に よって 軍票の 相場 を 不當に 叩かれる こと を 慮つ 

第 四 節 貸 易 通貨と し て の 華 興 券  三 六 一 


第 八 章 新興 政權 Qr 彬制  三 六 二 

ての 羽 意 二 出た もので あらう： しかし 上海に 於ても、 其 後軍 人 • 軍 屬 • 軍の 指定 商 • 等 を 通じて、 軍票 

の 通用 範圍は 漸次 擴大 された： そこで 昭和 十四 年 十二月 一日から は、 上海に おいても 日銀券の 通用 を禁 

制し、 中 南支の 全占據 地域に 對 して 軍票 一元化の 方針 を 確立した： その 要綱 は 左の 如し： 

一、 銀行 は 昭和 十四 年 十二月 一日 以後、 日 木 及び 滿洲 への 旅行者に 對 する 場合 を， 除き、 日銀券の 拂出 

を なすこと を 得す ， 

二、 銀行 は 昭和 十五 年 一 月 一 日 以後、 日銀券の 受入 をな すに は、 在 上海 財務官の 許可 を 要す. _ 

ニニ、 日銀券の 所持者 は 昭和 十四 年 十二月 三十 一 日までに 之 を 銀行に 齋 して 軍票と 引換 ふべ し： 

四、 十二月 一日 以後、 中支那に おいて は、 從來 日銀券 を 以てした る 一切の 支拂 に、 すべて 軍票 を 用 ふ 

これと 同時に、 旅行者の 所持金 引換 方法 も 規定され、 引換 場所 及び その 手 續等を 公示した-" 引換 額 は 

原則として、 日銀券 を 軍票に 引換へ る 場合 は 一人に 付き 五百圓 まで、 軍票 を 日銀券に 引換へ る 場合 は 一 

人に 付き 一 一 百 M まで、 軍票 を聯銀 券に 引換 へ る 場合に 一 人に 付き 五百圓 までとい ふこと になって ゐる 「- 

軍票が 民間に お け る 通貨と して 惯値を 維持す るた めに は、 之 に よ る 物資 の 賣買 が 行 はれて、 經濟 的^ 

通力 を備 ふること を必耍 とする- この 見地から、 軍票の 强制通 を 行 ふとと もに、 之に 對 する 物資 兌換 

の途を 開く 方策 を 立てた。 - 例へば 綿布 ，鹽* 等 を 軍票に 換 へて 配給し、 また 南京。 蘇 州 • 杭 州 *廣 東 f 


等に 內 地の 百貨店 をして 賣場を 設置せ しめ、 日用品の 販 賣に當 らしめ てゐ る。 故に 今次 事變 における 軍 

票 は、 單に 軍の 作戰 通貨た るに 止ら すして、 新興 政權を 背景と する 國內 通貨と して、 一般 民衆の 間に 地 

步を 占めよう として ゐ る- この 意味に おいて は、 南に おけ る 軍票 は 北に おける 聯銀券 ゃ蒙疆 券と 大同 小 

異の 性格 を與 へられて ゐる。 

事變 が繼續 する 限リ、 軍票の 增發も 亦 止む を 得ざる ことと 思 はれる。 やがて は 軍票の 處 g を考 へねば 

ならぬ 時が 来る であらう〕 しかし これが 整理 は 聯銀券 • 蒙 疆券 乃至 華 興 券の 前途と 關聯 して 考 ふべき 問 

題で あらう： 傳 へらる るが 如く、 近き 將來 において、 汪精衞 政權が 支那の 新 中央政府 として 登場す る も 

のと すれば、 これが 財務 • 金融 機關 としての 新 中央 _ 銀行の 創設 もまた 問題になる に 違 ひない その 場合 

に は、 軍票の 處置も 亦 この 中央銀行の 機能と 關聯 して 考慮され る やうになる かも 知れぬ。 さ しづめ の處 

置と して は、 前述の 如く、 軍票の ために 物資 兌換の 途を 講じ、 また 一定 條 件の 下に 之 を 日本よ リ 輸入す 

る 物資の 爲替 代金に 充て、 若く は 之に よる 日 木 通貨の 送金 を 許可して、 その 價値を 維 する ことに 努む 

べきで あらう" また 法带の 操作に より， て 軍票の 價値を 維持す る 方途 も あらう。 

軍票 は 圓貨と 等 價に扱 はれて ゐる。 從 つて 日 木との 貿 In^ はこの 通貨で 計算 を 建てる ことに 支障 はない。 

第 四 節 賀易 通貨と しての 華 興 券  三 六 三 


第 八 章 新 與政權 や！ 5^ 制  三 六 四 

しかし 軍票に 今日の ままで は 第三 國に對 する 貿易 通貨た る こと を 期待 さるべ きもので はない つ この 點ょ 

.o, 観れば、 稀 銀 券よ トノも 一層 機能の 限られた 通貨で ある： 聯銀 券に 就て は、 これ を 一志 ニ片の 基準に 置 

いて 貿 10^ 通貨た る 機能に 當 らしむ るた めに、 輸出入 リ ン ク制 ゃ爲替 集中 制が 試みられた： しかし 軍票に 

就 て は斯く の 如き 案 策 は 行 はれて ゐ ない： これ を 試 みて 見 て も 效杲を 期待し 難き - ^ と は 、聯銀 券の 經驗 

に敦 しても 明で あるつ 國際關 係の 錯綜して ゐる 今日の 中支那に 於て、 北 支那に 於け るが 如き 管理 統制 を 

行 ふこと には少 からぬ 困難が 伴 ふ： 軍票 や 圓札を 法 幣に換 へて、 法 幣を 通じて 外貨 爲替 を轉購 する 途も 

ないで はない： また 實際 に はこの 方法 も 行 は れてゐ る かも 知 れ ない： しかし これで は 歉貨た る 法 带を活 

かす ことにな つて、 當 面の 目標た る 通貨 戰爭 の 主旨が 立たぬ 「- 玆 に 於 て 貿„^ ^通貨と しての 華 興 券が 負擔 

すべき 役割が 生じ、 この 機能に 期待 を かけて 華 興 商業銀行が 設けられた。 ■ 

華 興 商業銀行 は民國 二十 八 年 (昭和 十四 年) 四月 二十 二日 附 行政 院 令と して 發 布され た 華 興 商業銀行 

暫行虔 例に 準據 し、 同年 五月 一日 上海に 創立 總會を 開いて 誕生した 日 支 合辦の 株式 會 社であって、 中華 

民國 維新 政府の 法人で ある： 五月 十六 日から 開業し、 本店 を 上海に 置き、 南京に 分 行 を、 蘇 州に 支 行 を 

開設した つ 

華 興 商業銀行の 資本金 は 五 千 萬圓で 全額 拂込濟 である。 その 半額 は 維新 政府が 引受け、 殘.^ の 半額 は 


日本側 銀行が 引受けた。 上海に 支店 を 有する 六つの 日 木 系爲替 銀行が 引受く る 建前で あつたが、 正金 銀 

行 は 定款に よ リて斯 くの 如き 投資が できない ので、 日本 興業銀行が 之に 代って 五 百 萬圓を 引受け、 殘額 

一 一千 萬 圓を臺 銀 • 鮮銀 • 三 井 • 三菱 及び 住友の 五行が 四百 萬圓 づっ拂 込んだ。 

業務と して は、 差し 當 り-貿易 關 係の 金融に 重點を 置く ことにな つて ゐ るが、 最も 重耍 なること は、 强 

制 通用 力 ある 銀行券 を發 行す る 特權を 有する ことで ある。 「華 興 券」 と 呼ばれる ものが 卽 ち是れ である。 

華 興 券の 種類 は十圓 • 五 圓 • 一圓 ニー 角 • 一 . ^の 五 種と し、 券面 は 南京 • 蘇 州 • 杭 州 等 中支の 風景 を 

描いた ものである。  . 

華 輿 銀行 は單に 貿易 金融 機關 として 生れた ので はない。 將來 その 基礎が 固まう、 華 興 券が 信用 を 得て 

廣く 流通す るに 至らば、 國內產 業の 金融に も乘 出し、 また 必耍 に應 じて 日銀券 及び 軍票の 整理に も 寄與 

すべき 企圖を 以て 設立され たので ある。 場合によって は、 中支那に おける 中央銀行にまで 發展 すべき 使 

命 を も負擔 して 創始され たので あるつ しかし 當 面の 情勢に おいて は、 中支 は 尙ほ槪 して 法带の 勢力 圈內 

にある、 その上に 各國の 權益關 係が 複雑で、 未だ 一綱 打 盡の案 策 を 推 行すべき 狀態 でない。 そこで 華 興 

銀行 は 小さく 生れて 大きく 育つ ベ き 念願 を 以て 誕生した。 

華 興 券は當 時法带 相場と 等價を 標榜して 登場した" 卽ち 八片： の 通貨と して 市場に 現れた" 從 つて 圓 

第 四 節 貿易 通貨と しての 華 興 券  三 六 五 
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貨と リンク されて ゐ ない- 一 志 ニ片に 拘泥し ない" 圓系 通貨に 對 して は 市中 相場で 取引され る ay 前で あ 

る： これ は聯銀 券の 轍 を 履まぬ 用意に 出た ので ある： しかし 華與 券は必 すし も 法带に リンク された 通貨 

でもない： 差し 當. iis 幣と等 12 で出發 したに 過ぎぬ" 將 來法幣 が崩壞 する 場合に は 勿論 これと 絕綠 する 

建前であった： 耍は法 IE と 伍して 貿易 通貨と しての 機能 を完 うする にある。 —— 果して 昭和 十四 年 七月 

法 幣が四 片見當 まで 惨落した ので、 これと 絕緣 して 六片 基準 を 守る ことにな つた： 爾来 法 幣とは 市場 相 

場 を 以て 引換へ る 建前に なった。 その後に 至って 法 幣が稍 囘復の 善 を 示した ので、 絕緣は 早計であった 

とい ふ 批評 も 出た 二 しかし これ は 後に なっての 繰言で ある。 當 時の 形勢で は、 法带は ー氣に 覆滅して し 

まひ さう に 見えた ので あらう： 從 つて 絕緣の 外な しと 思 はれた ので あらう。 . 

理論的に 云 へば、 およそ 斯 くの 如き 場合に、 華 興 券の やうな 通貨が 法幣 と絕緣 して その 對外價 爐 を 保 

ち 且つ 流通 を 推擴し 得る ために は、 法 幣崩壤 とい ふ 敵方の 事實に 加へ て、 味方の 用意と して、 第一 に當 

面の lis- 換 準備が 整うて ゐ なければ ならぬ。) 第二に 兌換 準備 を 補充す る途が 開けて ゐ なければ ならぬ： で 

なければ 早晚^ 換に手 詰リを 生じて 貨 惯値を 保ち 得ぬ やうになる" 內兜を 見 透され て は、 歒は 兌. 換請 

求の 追 擊を加 へ て來 るに 違 ひない。 第三に は 新興 政權 による 治安が 確立して、 相 當廣汎 なる 地域に 亙つ 

て 華 興 券が 流通し 得る 地盤 を 有する ことが 必要で ある。 法 带の價 値が 崩れても、 崩れた ままの 低い 基 S. 


で 街き 流通 池 投慨を 保持し 得る 場 八：： もお、 5 像され る： 货 値 維持の 條 件と 流通 强 制の 條 件と は必 すし も 同 

. ではない。 貨 1^ の 購買力の 强 度と 貨带の 購買力の 幅員と は必 すし も 作動し ない- 

當 初の S 一前で は、 華 奥 券 は 要求に 應 じて 無制限に 法！^ と 引換 へ られた しかし 法带を 以て^ 與券 を耍 

求され る 場合に は、 銀行の 裁量に よ， て，！ H ら 一 定の 限度が ある G  , 華 與券を 以て 外货を 要求され た 場合に 

は、 墓 準に 從 つて 無制限に 兌換す る 「) 是れ華 興 券が 貿： 通貨た る 所以で ある" また 健全 通貨と して 法！^ 

i も 一 段の 優位 を 保つ 所以で ある。 

華 興 券の 發行 準備 は 現金 準備 を 六 割と し、 地金 銀 叉 は 外 國貨带 . 外貨預金 • 外貨 證券 • 外國爲 • 等 

の 第三 國 外貨 を 以て 之に 充て、 爾餘の 四 割 は保證 準備と し、 商業手形 其 他確實 なる 有^ 證券 を 以て 之に 

充 つる ことにな つて ゐる。 尤も 今日まで は、 拂込資 木金： a びに 維新 政府が 提供した る 無利子 預金 一千 萬 

圓 のうちから、 發券 高の 十 割 以上に 當る圓 系 通貨 以外の 正貨 準備 を 保有す る 建前 を 取って 來た。 

また 華 興 券の 發行 はなるべく 外貨 を 失 はぬ やうな 方針で 行 はれて ゐる。 卽ち轍 出前 貸 • 外 國爲替 貸付. 

外 國爲替 叉 は 外 國貨带 の 買 入 • 外國 送金 爲替 の支拂 • 華 興 券 預金の 拂出 • 等に 限る 方針で あると 聞いて 

ゐる 「- W くの 如くに して 外貨 を 蓄積す る 方針で あるから、 何時 にても 兌換の 要求に 應じ 得る 狀 態に ある。 

それだけに 流通 高の 急增は 望み 難い。 

第 四 節 貸 易 通貨と しての 華 興 券  三 六 七 


第 八 章 新 與政權 の 幣制  三 六 八 

華 興 商業銀行 は國庫 事務 を 取扱 ひ 得る 規定に なって ゐる (- しかし その 本来の 使命に 鑑み、 その 發券業 

務は 政治的 • 軍事的 目的に ようて 左右 さるべき もので はない。 創立に 際して 維新 政府が 發 した 聲 明に 

も 「木 政府 は 木 銀行の 重大なる 使命に 顧み、 木 銀行 をして 凡ゆる 政治的 考慮 乃至 干涉 よち- 獨立 せしめ、 

其の 堅實 なる 發展を 期す る ものな う」 と ある： 一純 粹 なる 經濟木 位の 商業銀行」 である： 「貿易 通商に 

つき 金融の 圓滑を 計.^ 以て 民衆の 經濟的 伴侶た らん 事 を 念願す る もの」 である： だから 軍用 支辨 のた め 

に 華 興 券を發 行す る やうな こと は 行 はれない。  ノ 

南の 華 興 券 を 北の 聯銀 券と 對照 すると、 その 性格に 根本的な 相違が ある： 象徵 的に 言 ひ 表す こと を 許 

されるならば、 聯銀券 は 主として 政治 を 背景と する 力の 通貨で ある： 華 興 券 は 主として 經濟を 背景と す 

る 物の 通貨で ある： だから 聯銀 券に 對 して は 有 ゆる 統制の 手が 打 たれなければ ならぬ" 華 興 券 は自. ffl に 

放任して 自然の ままに 流通の 地盤 を 求めし める のが 木 来の 建前で ある。 治安に よりそ 鋪 装され た 通路 さ 

へ與 へら るれば、 兌換 準備の 續く 限，.^ は、 何處 までで も 自由に 伸びよう とする 通貨で ある" - 華 興 券に こ 

の 性格 を與 へたのに、 北支に おける 聯銀 券の 經驗に 鑑み、 1 つ 中支に おける 國際關 係と 法 带 流通 狀 態と 

を 慮っての 措置と 思 はれる。 

華 興 銀行 は、 生後 八 箇月 を經 たる 昭和 十四 年 十二月 末日に おいて、 僅に 五 百 七 萬 圓の發 券 高 を 報告し 


てゐ る。 如何に 小さく 生る る こと を覺 悟して 世に出た と は 云へ、 これ はまた 餘り にも 小さ 過ぎ はしない 

か。 上海 を 中核と する 中支の 大 市場に 於て、 五十 億 元 以上と 稱 せらる る 浮動 通貨の 中に 在って、 五- s:: ヒ 

萬 圓の華 興 券 は 殆ど 無き に 等しい。 思 ふに これ は 軍票 一 色の 通貨 統 一 方針に 鑑みて、 華 興 券 を國内 通貨 

として 推擴 する ことに lir 心が 加 へられて ゐ るからで あらう。 それと 共に 考 へらる る こと は、 通貨の 惯値 

維持と 流通 弘 布と は 別箇の 問題で あると いふ ことで ある。 華 興 券 は 要求 次第 外貨に！：^ 換 され 得る 通貨で 

あるから、 その 價値は 健全に 維持され て ゐる箬 である。 しかるに そのお 爪 通 高が 一向に 伸びな いのは、 、台 

安に ようて 保障され た 推進力の 掩護に 足らぬ 所が あるから であらう。 華 興 銀行が 保有す る 外貨 準備から 

考 へても、 五 百 七 萬圓は 少額に 過ぎる。 

汪精衞 を 首班と する 新 中央政府の 成立 は、 近き 將來 に實 現すべき 事實 として 期待され てゐ る。 新 政府 

成立の 嘵に は、 その 機關 として 貨 IE. 金融の 統制に 當る新 中央銀行 のこと も、 おの づから 問題になる であ 

らう： さて 中央銀行 を 設立すべき ものと すれば、 その 形式と して は、 (一) 特立して 一行 を 新設す る 方 

法、 (二) 華 興 商業銀行 を 改組 昇格す る 方法、 (三) 新 中央銀行 を 設立して、 これに 華 興 商業銀行 を吸收 

L 合饼 する 方法 等が 考 へられる。 華 興 商業銀行 開業 以来の 赏績拉 びに 現在の 情勢より， 考察 すれば、 第三 

第 四 節 貸 易 通貨と しての 華 興 券 ，  三 六 九  . 
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。方法が 最も^ 當 なる 方法で は あるまい か： その場合には、 旣に. 一 巾 場に 流布され てゐる 華與券 は、 公定 

相場に よりへ 期限 を 定めて、 新 銀行の 貨 |E に 引換へ、 なるべく 速 かに 整理 するがよい- - 新 中央銀行 がで 

きれば、 貿易 金融の こと も、 その 銀行が 擔當 する であらう から、 華 興 商業銀行が これと 併んで^ 文す る 

理由 は微 薄になる： 

尤も、 當分は 新 中央銀行 を 設けないで、 現狀 のままで 押して 行く の も 一策で あらう：. 蔣介 石が 南京に 

政府 を樹 てた とき も、 本格的に 带制 改革に 乘 出す， までに は、 なほ 數 年の 準備 を 要した" 民情の 定まる ま 

で、 貨 1^ 金融の こと は 暫定的 處 理を講 する に 止めて、 機會の 熟する の を 待つ の も 賢明なる 策で あらう C 


第 九 章 經涛聯 繫と通 货聯繫 

大陸に おける 新興 政權 の經濟 建設に とって、 最初から 躓く 石と なって ゐる觀 念が 一 つ ある。 それ は經 

濟聯蔡 と 通貨 聯蔡と を 同 一 且つ 不可分の ものの やうに 思 ひ 込んで ゐる ことで ある： 等惯ソ ンク 制の 圓貨 

ブ 口 ッ ク が出來 上らなければ、 日満 支の 經濟 一 體 化が 成立し ないやう に 決めて かかった ことで ある。 

，制の 統 一 が日満 支經濟 一 體 化の 實 現に 強力なる 一 支柱で ぁリ、 重大なる 一 耍素 である こと は 言 ふま 

でもない。 しかし それ は 一 支柱に 過ぎない。 ー耍 素に 過ぎない。 如何に 有力 且つ 强大 であらう とも、 一 

支柱 • 一  耍素は 全體と 同一で はあり， 得ない。. 

經濟聯 舊には 種種の 體 制が あう、 また 同型の 體 制に 於ても 數數の 段階が ある。 通貨 聯蔡 にも 種 重の 體 

制が あう、 また 數數の 段階が ある。 その 如何なる 體 制に 則リ、 その 如何なる 段階に 就くべき か は、 蕩 

各地 域 0# 異性に 應じ、 その 經濟の 力量 を 計り ヽ 第三 國 との 關係を も 考慮して 定 むべき 問 .m である。 

言 ふまで もな く、 窮極の 目的 は經 濟の聯 養で ある。 通貨の 聯舊 は玆に 到る 手段で ある 「ン 之 を 奥す 支枯 

第 九 章 經 濟聯繁 と？^) 貨聯繋  三 七 一 


第 九 章 經濟 聯繁と 通貨 聯繁  三 七 二 

である，〕 經齊ュ 主人で ある： 通貨 は 僕婢で ある よき 僕婢 は 主人 を 凌がざる こと を 以て 第一義と する。 

完全なる 等慣リ ン ク 制が 通貨 聯 繋の 理想で ある こと は 論を俟 たぬ： また 斯 くの 如き 通貨 聯繁を 踏まへ 

て 立つ 經濟 圏の 建設が、 日 満支經 濟ー體 化の 理想で ある ことに も、 萬 人と もに 異論 はない-、 しかし 玆に 

達する に は 段階が ある" 例へ て 言へば、 日 ，鮮，滿* 支 を 通じて 標準 日本語 だけが 行 はれる やうに なれ 

ば、 « 同髏 生活 を營む 上に 便利で あるに は 逢 ひない" しかし それ はー擧 にして 實 現し 得べき ことで はな 

いつ それより-も 先に 手 を 着けねば ならぬ 緊急 事 も あらう。 

また 等價 通貨 圈の 建設 を あま リに 安易に 考 へて はならぬ。 これに は少 からぬ 犧牲が 伴 ふ。 この 犧牲を 

敢て 今日に お いて 拂 ふべ きか 否か を 考慮す る 餘地も あらう。 例 へ ば關釜 隧道 を 開 穿して 日 • 鮮 • 滿 • 支 

の 鐡道を 同 幅の 廣軌 で繫 げば、 物資の 交流に 便利で あるに は 逢 ひない" しかし 之が 實 現に は少 からぬ 費 

用 を 要する。 これ も 通貨 圈の 建設と 同様に 考慮 を 要する ことで あらう。 是 等の 犧牲と 費用と を、 依り-て 

得らる る 便益 效杲と 比較 商量 して、 その 最も 有效 緊急 なる 方途に 充當 する 所に 建 設經營 の 要諦が あ る 。 

通貨 聯繁 をつ くる ことの 有利に して 必耍 なる 理由 は 極めて 多い つ その 重なる もの を擧 ぐれば、 先づ第 

一に、 日 木よ リ 支那への 開發 投資 を 誘導す る爲に は、 圓元 等價の 維持され る ことが 最も 便宜で ある。 少 


くと も 兩國の 通貨 價 値が 一 定の 率に おいて 聯繁 されて ゐる ことが 望ましい。 これ は國際 金融の 教科書 的 

原則で ある C しかし この 原則 を 日 支の 實際關 係に 當て篏 める 場合に おいて は、 之 を必耍 以上に 過 重視し 

て はならぬ。 何故ならば、 日 木から 支那への 投資 は 概ねい は ゆる 企業 投資であって、 單 純なる 金錢 投資 

は少 いからで ある。 日 木の 事業家が 企業 其 物 を 支那の 天地に 延長して 開 發經營 に當る 形式での 投資で あ 

る。 その 昔、 イギリス 人 や フランス 人が、 遠く 離れた 植民地の 投資 證券 を 抱き 暖めて、 擔 保の 評 惯に賴 

を 懸け、 利 廻の 計算に 專 念して ゐ たやうな 利殖 投資と はわけ が異 ふ。 日 木 は 支那に 對 して 不在地主 では 

あ，.^ 得ない。 金 貸 資本家に なって はならない。 懷手 をして ゐて は、 英 *米* 佛に 後れを取る。 さらに 詳 

しく 言へば、 我 國の對 支 投資 を誘發 する ために は、， 日 支の 貨幣 價 値が 聯繁 され、 圓貨 による 利 廻 採算が 

爲替 相場の 變 動に ょリて 攪亂 されざる こと も、 望ましい に は 違 ひない が、 それよ リも、 わが 投資 企業の 

支那に おける 生產 能率が 昂進す る こと • その 生產 物が 我國 の經濟 にと つて 意義 ある こと • 日 支 間に 支障 

なき 物資の 交流が 行 はれる ことな どが、 さらに 一層 肝要なる 場合が 多い。 殊に 支那に おける 我が 投資 企 

業が 第三 國の 原料 を耍 する 場合、 または その 製品 を 第三 國に轔 出す る 場合に 於て は、 日 支 間の 爲替關 係 

よ，， ^も、 支那と 第三 國 との 爲替關 係の 方が、 さらに 一層 注意 を 要する 問題と なる。 上海 を 中心とする 我 

が 紡績 業の 現狀 はま さに これに 當る。 わが 在 支 紡 摸が 外貨 を 稼ぐ 上に 如何に 重要なる 役割 を果 しつつ あ 
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るか を考ふ るなら ば、 この 問題の 輕視 すべ からざる こと を 悟る であらう- 

第二に、 日 • 滿 • 支の 間にお ける 物資の 交流 を圓 滑なら しむる ために も、 ffl 元の 聯暴は 望ましい： 日 

木が 支那に 求めたい ものに は、 鐵 がぁリ 石炭が ある： また 棉花が あう 羊毛が ある： しかし 是 等の 物 资に 

も 優って 重耍 なる もの は、 わが 商品に 對 する 支那 民衆の 購買力で あらねば ならぬ： さう して 商品の 對支 

輸出の ために は圓元 等價の 便宜なる こと 勿論で ある： また 我國が 支那の 開發 振興に 當ら ねばならぬ とす 

れば、 開 發眘材 を 供給す るた めに も、 開發 により そ 得た る物资 を 轍 入す るた めに も、 圓元 等！^ の 爲替關 

係が 望ましい。 しかし これ は、 日 支 貿易の 上に 異常なる 拘制を 加へ すして 通貨の 聯暴を 行 ひ 得る 場合の 

ことで ある： 通貨 聯繁 を實 現す るた めに、 餘リ にも 無理な 犧 牲を拂 はねば ならぬ 場合に は、 輕重を 量つ 

て考へ 直す 餘 地が あらう つ  . 

例へば 北 支那の 現狀に 就て 見れば、 なるほど 法制 上に は圓元 等價の 幣制が 維持され てゐ るつ しかし 之 

を 強行す るた めに、 北支の 國際 經濟に は、 かなう 重い 覊舞 がか けられて ゐる" 圓 元は 等惯を 標榜し なが 

ら、 北支の 物 IH は 日 木の： M 價に 比して 激甚なる 騰貴 を 示して ゐる： いま 日本銀行の 調査に かかる 柬京小 

賣物價 指數と 北京 特別 市 公署 社會局 作成の 北京 小賣 物- 慣指數 と を 比較す ると、 * 京で は 最近 一 年間に 二 

割の 騰貴で あるが、 北京で は 七 割に 近い 騰勢 を 示して ゐる： 


昭和 十二^  (乎お.)  一 七 g> 三  一 〇〇 (四月) 

十 三 年 十二月  一 九九 *七  一 三 八 • 九 二 

十四 年 十二月  二 四 〇• 三  ニニ 〇• 八 六 

東京 卸 賣物價 指数と 中國 聯合 準備銀行 の 北京 卸賣物 惯指數 とを對 照す ると 次 の やうに なって るる。 

東 一ぶ  北  一：^ 

昭和 十一 年 (平均)  一 〇 九 •〇  一 〇〇•〇〇 

十四 年 六月  一 四 九 • 七  一 九 三 •  二  ii 

十四 年 十二月  一 七 四 •HI-  二 六  一 • 八 五 

ここに も、 北支 最近の 物 が 殊に 急 角度の 昂進 を 示して ゐる。 是 等の 統計 は必 す しも 粘 確な ものと は 

言 ひ 難いが、 大體の 情鲁を 察する に は 充分で あらう 二 大雜 把に いへば、 北支の 物惯 は、 事變 前に 比べて、 

おに 二倍 を 超えて ゐ る- さう して 日 木の 物價 水準よ リも、 遙に 高位に ある： 勿 惯の懸 iE? かくの 如きに，， ^ 

らす、 日 木と 北支の 間にお ける 物資の 交流 は 制限され てゐ る。 日本から 北支へ 物資 を 送る こと も、 北支 

力ら 日木ハ 代金 を拂 ふこと も、 ともに 貿易 統制と 爲替 管理に よりそ 制限され ねばならぬ f^. 態に ある。 貨 

の平價 あうて 平 流な き狀 態で あるつ 通貨 聯盤を 保った めに 經濟聯 ず か ffi まれて ゐる。 主人が 僕婢に；， 浙 
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兼ね をして ゐる 形で ある" 主僕顚 倒で ある。 

北支と 中支との 間に は 通貨 聯碧 をつ くらぬ 建前で あるつ だから 北支の 爲替 集中 制に おいて は 中支 は 第 

三國と 同様に 扱 はれて ゐる： 中支の 物資 も 第三 國の 物資 も、 極めて 限られた る數量 金額に 於て しか、 北 

支へ は 轍 入され ない" 前章に 敍說 したる 如く、 爲替 集中 制に よりそ 吸收し 得た る 輸出 代金の 範圍を 超え 

て は 輸入し ない 建前で ある： この 埒を 破れば、 北支の 带制は 一志 二 片の關 を 保ち 難い" この 關を 犯せば 

日 木と 北支との 通貨 聯黎 に累を 及ぼす。 卽ち 通貨 聯蕩を 現在の 基準に 保った めに は、 物資の 流入 を堰き 

止めて おかねば ならぬ。 しかも 北支に 物資 を耍 する こと 今日の 如く 急なる はない つ 物資なければ 開發は 

ない。 開發 なければ 日滿 支經濟 一 體化は 空 念佛に 終る。  . 

一 志 二 片の等 價聯繁 を 保た うとす るから 爲替 集中が 必要になる。 制度 を 窮屈に する ほど 偷運 密輸 は 有 

利に なり 頻繁に もなる つ その 結果 は 輸出 代金が 敵 域に 流失す る ことになる。 網の 目 を 細かくす る ほど 大 

魚 を 逸する の理 である： 轍 出 代金 を 集め 得なければ、 輸入の 增加を 望み 難い。 物資の 窮乏 は 救 はれぬ。 

氏 の 暂發と 相俟って 物價の 騰貴 は 免れぬ つ 通貨 聯蔡が 開發を 窒息せ しめる。 經濟 聯蔡の 前途 を喑 くす 

る。 思 ひ 過ぎた 興亜の 親心が、 匍 ひ 得ぬ 子に 立つ こと を 求め、 立ち 得ぬ 子に 歩む こと を 求めて、 肥立ち 

を 還らせて ゐる 杉で ある。 


しからば 北支 現行の 带 制に 斧鉞 を 加へ て 圓元聯 暴 關係を 改訂すべき か： 之ば また 自ら 別箇の 問題で あ 

る。 一 つの 制度 を 批評す る は 易い 「ン しかし 出來 上って 定型 を 得た 一 つの 制度に 變動を 加へ る こと は、 こ 

れに伴 ふ 摩擦の 如何によ つて は、 取，.^ 返しの つかぬ 混 亂を據 す ことになる。 輕輕 しく 手 を 下すべき では 

ない。 

いま 日満の 通貨に 面して 新興 政權の 通貨 價 値が 取う 得る 檨檨の 位置 —— 例へば 北支の 聯銀 券と 圓貨と 

の 聯繋檨 態， -— を 類型 に 從 つて 理 論 的： t 分類す る と、 およ そ 次の 五 種の 聯蔡 を數へ 得る" 

第一 は、 ra 貨に對 して 等惯 に聯蔡 し、 また 第三 國 通貨に 對 しても 圓貨と 同位 を 取る 場合で ある。 ^ち 

對外惯 値の 基準 を 一 律に 一 志 ニ片に 置く 場合で ある _、) これ は 形式的に は 北支に おける 現在の 制度と 同型 

である。 ただ 北支の 現状に 於て は聯銀 券の 對內價 値が 法 带に牽 かれて 六片內 外まで 低落して ゐる から、 

現在の 制度 を無條 件に 放任 するとき は、 前章に 說 明した やうに、 輸出 資金 は 法 带圈內 に 逸出して しまう。 

日潇 から 物資 を 供給しても、 日 潇へは 外貨 代金が はいらぬ のみ か、 その 物資が 第三 國へ轉 出す る 場合に 

は、 その 代金が 敵 域に 落ちる 危險が ある。 これ を 防ぐ ために、 爲替集中制にょ，.^^て外貨を吸收し、 饼せ 

て 轍 入 を も 調整す る 仕組に なって ゐる。 しかし その 結果 は 北 支那の 貿易に 重き 覊粹を 懸けて ゐる。 殊に 
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日 支の 間にお ける 物資の 交流 及び 資金の 移動に 高き 堰を つくって ゐ るの は 忍び 難き ことで ある ご 

第二 は、 圓 貨に對 しても、 第三 國 通貨に 對 しても、 共に その 價値を 切 下ぐ る 場合で ある。 例へば 聯銀 

券の 對外價 値 を 一 律に 六 片見當 に 引下げて 現在の 北支の 物價 に該當 する 基準に 置き 換 へる 場合で ある" 

この場合 は 一 應は 北支 經濟の 現勢に 對 して 均衡 を 得た 通貨が 出来る わけで あるが、 輸入 原 費 を 加重す る 

a- うにお いて 物惯の 昂騰 を 免れない： 物價の 騰は 平價切 下の 心理的 影響と 糾合して、 さらに 通貨に 對 

する 民衆の 信賴 を動搖 せしめ、 その 債 値 を 低落せ しむる ことなき を 保し 難い。 その上に、 平债切 下の 前 

後に おける 貸借 • 投資 • 等の關 係 を紊亂 し、 聯銀 券債權 者に 損失 を 被らし める" しかの みならす、 聯銀 

券 を 切 下げた 基準よ リも 15^! こ 低位 を 狙うて 法带 相場が 下 廻る とき は、 法 幣に對 する 關係 において は 切 下 

前と 同様の 結果に 還復 し、 混亂を 招いた だけが 損失と なる。 

第三 は、 圓 貸に 對 して は 現在の まま 等 價に聯 繋し、 第三 國 通貨に 對 しての み國內 相場に 準じて 切 下 を 

行 ふ 場合で ある。 これ は 一見 日満 支の 通貨 聯繫を 堅持しながら、 他面に おいて 北支の 通貨 を その 國內相 

場の 自然の 水準に 繋ぐ ことになるが、 實 際の 經濟關 係 は 決して さう はならない。 新興 政 權の带 制が この 

位置 を 取れば、 爲替關 係に おいて、 日 木よ リの 輸入品 は 安くな，.^ 第三 國ょリ の 輸入品 は 高くなる。 日本 

、 の 轍 出 は 不利に な.^ 第三 國へ の 輸出 は 有利になる： また 聯銀券 を 以て 直接に 第三 國の 外貨 爲替を 買 ふ 


よう も、 聯銀券 を 一 應圓 貨に換 へて 外貨 を轉購 する 方が 遙に 有利な 採算になる 。 斯 くして 得た る 外貨 を 

更に 聯銀 券に 換へ、 これ を圓貨 から 外貨へ と乘リ 廻す こと を 得ば、 極めて 大幅の 爲替 値鞘 を 稼ぎ 得る こ 

とになる， この 狀態を 自由に 放任した 場合 を假定 すれば、 日 木の 經濟は 物資と 外貨と を饼せ 失うて、 た 

だ 管理 通貨 を 掃き集める ことになる。 この結果 を ffi 止す るた めに は、 貿易と 爲替の 上に 禁止 的 制限 を 課 

せねば ならぬ ことになる。 故に こ G 狀態の 下にお いて は、 sf 雲の 塞 を 豪す る I 體制は 不可 

能で ある。 經濟ー 體化は 望まれぬ。 

第 四 は、 前項と は反對 に、 圓 貨に對 する 價値 だけ を 切 下げて、 第三 國に對 して は 現在の 公定相場 盡 

持す る 場合で ある。 この場合 は 日 木からの 輸入が 高慣 となって 殆ど 不可能に 近い 狀 態に 陷 るの みならす、 

第三 國 からの 輸入 も遮斷 される 恐が ある。 北支の 第三 國に對 する 國際 貸借が 順調に なって、 この 相場で 

無制限に 輸入 爲替 を賣 出し 得る やうな 狀 態が 實 現されぬ 限う は、 北支 はこの 爲替 相場で 第三 國の 物資 を 

獲得す る途 がない。 ところが 斯様な 爲替 相場が 維持され る 限う は、 北支の 對 第三 國 勘定 は 順調に な， や 

うがない。 轍 出 爲替が 悉く 法幣圈 域に 落ちて しまう からで ある。 この 聯繋は 理論的には 考へ 得られる が、 

實 際に は 問題に ならない。 

以上 レづれ の 類^に おいても、 圓貨の 對外價 値 は 不動の 基準に 置く こと を 前提と して ゐる。 いま 第五 
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第 九 章 ， ，繁 と， 通貨 凝繁  三 八 0 

の 類型と して、 圓 貨の惯 値と 聯銀 券の 憤 値と を 併せて 動かす 場合 を 想定す ると、 問題 は ー脊沒 雑になる、 

V J れ は 圓貨其 物 の價 値の 動搖 によって！ a る 場合が 理論的 一 一 は 想像 さ れ る が 、 最近 の 實 例と し て は 、 S 

戰爭 による 第三 國 通貨の 價 値動搖 による 爲替墓 準の 變更 も切實 なる 問題になる 「〕 現に 我が 圓貨 の對 外- S 

値 は、 昭和 十四 年 十月 二十 五日 を 以て、 英貨 を 離れて 米貨 二十 三 弗 十六 分の 七に 墓 準 を轉置 する ことに 

なった。 11 以上の 敍述 において 一 志 二 片を墓 準と して 解說 して 来たの は、 設 例の 便宜に 從 うたに 過ぎ 

ぬ。  今 麦 さらに 米 R の- 直が 動く 場合 または 圓 貨の價 値が 變る 場合に は、 重ねて 爲替 基準 を 移さね 

ぶ" ならぬ ことが K1 らぬ とも 限らぬ： その場合には、 圓 貨と潇 支 通貨と が聯舊 されて ゐる 限り、 潇支 通貨 

の對 第三 國墓 準 も變更 される ことになる。 先頃 圓貨を 弗 建に 移した 場合に も 圓貨圈 全體の 墓準轉 置が 行 

よれた： 尤も 其.^  二お ける 磅と 弗の 相場の 開きが 小幅に 終った ために、 實際 上の 影響 は、 今までの とこ 

ろ では、 たいした 事で もなかった。 華與券 は圓貨 圏の 外に あるから、 依然として 英貨 建 を 守って ゐる 

斯 くの 如くに して、 圓系 通貨 全體 の爲替 基準に 適正なる 變更を 加 ふる 場合に は、 前 揭の諸 類型に おけ 

る やうな 貨幣- m 値の 內 外に 對 する 不均衡から 来る 困難 を 除く ことが 出来る つ その 代リ に、 これ を 大幅に 

施せば、 圓貨圈 全域に 對 する 價値 革命 を 見る ことと なう、 國民 經濟に 激甚なる 銜擊 を齎す ことになる。 

輕 輕に斷 すべき 事で はない： 殊に 有事の 際に 於て は 心して 慎むべき ことで ある。 


右に ^擧 した 五 つの 類型 はい づ れ も 新興 政權 の 通貨 を圓貨 と 聯繁す る 場合で ある。 この 聯繫を 設け ざ 

る こと を 前提と して 考へ ると、 尙ほー 一 つ の 型 を數へ る ことが 出來 る。 

その 一 は圓貨 と聯蔡 なくして 第三 國 通貨と 聯繋 する 場合で ある： この場合に は， * 政着甬 1 貨の虽 g.- こ 

よって 圓貨 に累を 及ぼす 恐れはなくなる。 華 興 券 はこの 類型に 屬 する： 最初 は 法幣と 等- で出發 し、 次 

で 英貨 六片に 薬 い だ 。 圓 貨に對 して は 市場 相場に 從 つて 爲替 取引 を 行 ふ 建前で ある。 

その 二 は圓貨 にも 第三 國 通貨に も聯蔡 せす して 獨自の 價値墓 準 を 維持す る 場合で ある 0 この場合 ま 金 

又は 銀の 金屬價 値に 基準 を 置く か、 然ら ざれば 之 を 物價の 安定に 求めねば ならぬ。 後の 場合に は 對內價 

値の 平衡が 基準になる。 內外 ともに 價値 基準 を 設けぬ 幣制 は 想定し 難い。 それ は S 値 標準と して？ P をな 

さぬ 通貨 をつ くる。 法 幣 は その 崩壤 しつつ ある 限う において 之に 近いが、 なほ 英貨 を 基準と して 立ち直 

らうと 苦鬪 しつつ ある 限う において、 ここまで は 零落して ゐ ないやう に 甲 "は r,- る。 

以上 二つの 場合に 於ても、 なほ 日 満に對 する 經濟 聯繫は 不可能で はない。 換言すれば 通貨 聯繋 なき 經 

濟 II 薄 も 可能で ある： 例へば 適地 適業の 見地から 日 ニ謝- 支三國 間にお ける 產菓 立地の 方針 を定 むる が 

如き、 また 之に 基く 物資の 交流 を圓 滑に する 目標 を 以て 關税 制度 を 調整す るが 如き、 貨客に 對 する 輸送 

聯絡の 簡捷を はかる が 如き、 運賃 政策に ょリて 物資 移動の 方向 を 誘導す るが 如き、 いづぶ も必 すし も i 
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貨聯繋 を 伴 ふ を 要しない ことで ある： 通貨 聯舊を 伴 ふ 場合に 比すれば、 低位の 經濟聯 楚には 逢 ひない。 

しかし 遙に 高位の 聯繋を 期待す る 段階と して この 邊か ら出發 し、 適當 なる 段階に 達する を俟 つて 之に 應 

する 通貨 聯繋を 案 策す る 道 も あらう。 

と は 言 \、 如上の 類型 分析 は、 今日す でに 出來 上って ゐる 日満と 北支の 通貨 聯繋 を、 直ちに 改組す ベ 

きこと を 意味す るので はない。 前段に も 一 言した る 如く、 舊き 制度 を 改善す る ことによって 生す る 摩擦 

ま、 新しき 制度の 昆所を 消磨して しまう ことがあ るからで ある。 およそ 舊き 制度 は、 その 慣 熟せる の 故 

を^て、 その 短所 を 補うて 尙ほ餘 ある 場合が 多い。 故に 舊き は斷 じて 改む ベから すと 云へば 行き過ぎの 

嫌、 か あるが、 容易に 改め 難しと 云へば 何人も 異論 は あるまい G 

しかし 今日の いは ゆる 法 带 問題 は單 なる 經濟 問題で はない つ むしろ 主として 政治問題 である： およそ 

從來の 通貨 戰爭 は、 自國の 貨帑價 値 を 引下げて、 相手 國の 爲替 相場 を 下！ I リ、 國際 市場に おける 自國商 

品 を 低廉に して 市場の 伸張 を圖 るの が 定石に なって ゐる。 一 九 三 三年 倫敦 における 世界 經濟會 議は實 に 

比 種の 通貨 戰爭 に對す る 講和 會議 また は 軍縮 會議と も 見るべき ものであった" それ は アメリカが 平價切 

下の 餘也を 留保す る こと を 固執した ために、 フランス を 主班と する 金ブ ッ ク諸國 の 主張と 相 容れす 


遂に 曠古の 國際 小田原評定-に 終った のであった： さて 法 带に關 する 通貨 戰爭 において は、 この 定石と は 

反 養に、 敵の 貨幣 價値を 叩き 落す こと を 以て 目標と して ゐる： これ は經濟 戰の假 面の 下に 政治 戰が亍 ま 

れてゐ るからで ある。 聯銀 券が 一 志 ニ片を 標榜す る 管理 通貨で ぁリ ながら、 最初から 一 志 二 半で 流通 

して ゐる 法幣と 等價で 引換べ る こと を 名 乘.. . 出で たるが 如き、 經濟の 理法 を乘ぅ 越えて、 敵貨を 打倒す 

るの 氣魄 を發 露した ものと いふべき であらう。 敵の勢 力 を 象徴す る法带 なる が 故に 之 を 撃滅す るの が 第 

一義であって、 經濟的 利害の 考量 は 第二義 以下に 置かれて ゐる。 敵は擊 たざる ベから す I 法 带は敵 牛 一 

通貨な リ —— 故に 之を擊 たざる ベから すつ この 命題 は絕對 である。 經濟的 商量 を 以て 左右す る こと を 許 

さない d  . 

ただ、 敵を擊 つて その 駒 を 捕獲した る 場合に、 適宜に 持 駒 を 利用して 陣地 を 張る こと は 法 带將棊 二人、、 

て は 之 を 許されざる や。 敵の 捕虜 を雜 役に 驅使 する こと は 法 幣作戰 に 於て は 許されざる や。 等等の 疑問 

を 一 應 吟味す るの 餘地は あらう。 是れ 法幣對 策なる ものが 論議 さるる 所以で ある。 

單 に經濟 的に 見れば、 ー應は 法带の 利用から 出發 する 道も考 へられる。 華 興 券が 圓貨 と聯繁 せす して 

法幣 と等價 で出發 し、 法幣 兌換の 建前 を 取った の は、 間接で は あるが 法带 利用の 線に 沿うた のであった。 

法幣對 策の 問題 は 北支に 於て は旣に 結論 を 見た。 少く とも 法制 上に おいて は 昭和 十四 年 三月 十 一 日の 
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流通 禁止 を 以て 幕を閉 t た： 中支に 於ても 法帑は 夙に 崩壤 しつつ ある：  一 士心ー 一片 半の ものが 五 片に下 リ、 

さらに、 四片に 落ち込ん だので あるから、 崩壊した というても 過言で は あるまい： ただ 細細な. から そ J 

價 値が 餘喘を 保ちつつ ある 限リに 於て、 法带對 策の 問題 も 餘喘を 保って ゐる、 - 惜 むらく は 新に 生れた 華 

興 券の 肥立ちが よくない ために、 簡單に 止め を 刺し 難い 憾、 か ある： 止め を 刺して おかなければ、 息 を 吹 

き かへ して 來 る 虞が な い とも 云 は れ な い つ 

法 带 の 崩壤期 して 待つ ベ しとして、 考 へて 置 ，、つ， ねばならぬ 二三の 問題 が あ る - 一 

そ Q 一  は法^^を追ぅて如何なる通貨を迎ふべ きかとぃふ問題でぁる： 

華 興 券，； V - そ れ は現狀 において ば餘り にも 微弱で ある： こ れを 中支 民衆 。 通貨と し て 弘く行 用 せ しむ 

るた めに は、 更に 厚き 準備 を 要する-" また 治安の 支援 を 要する： その 規模の 上に 根本的な 改造が 加 へら 

れ なければ ならない。 

軍票，？.， 一 - そ れ は 第三 國. 二 ？ おす る 貿 通貨. 0 して 0 機能 を缺く 

支那 Q 社會 は 貨幣 な く し て 立す る - J と を 得ない： 今日 法带 か な ほ 若 Hi ^ 價植を つて ゐ る は 、 之 

におって 弘く巟 通す -二 き 貨带， か ないから である： 經濟 Q 必要 ： 1 應 じて 流通す る 自然 の 通貨た る 性格が 法 


|E に價値 を賦與 する 主たる 原因に なって ゐる。 

之に 關聯 して 考慮すべき こと は、 上海に は、 日 木 系の 六 行 を 別にしても、 七箇國 十四 行の 外籍 銀行に：， 

ある ことで ある。 就中、 イギリス 系の 匯豐 *喧 打 及び アメリカ 系の 花 旗 等が 最も 有力で ある。 是 等の 外 

國 銀行 は 慣習に よって 紙 带 發行權 を もって ゐる。 この 發行權 は、 治 外法 權 と共に、 應ては 新興 政 養： よ 

リ て適當 に處理 さるべき 運命に ある ものと しても、 現在 はま だ その 時期に 到って ゐ ない。： さて、 新興 政 

權が 有力なる 通貨 を弘 通さす に 充分なる 準備 を 整へ 得る 前に、 法带の 潰滅 を 見る やうな ことがあ ると、 

是 等の 外國系 銀行券の 進出 を誘發 する やうな ことが 起らぬ とも 限らない。 匯豐 銀行 だけで も、 その 全 支 

における 發券高 は 過去 三 箇年を 通じて 平均 一 一億 元 を 下る ことなく、 今日と 雖も 侮り 難き 勢力 を もって ゐ 

る。 尤も、 現在の 外國 銀行 は 到底 昔日の やうな 威望 はない から、 是 等の 外 銀 券に よって 支那の 金融界 を 

風靡す るが 如き は 思 ひも よらぬ 事で あるが、 それでも、 新興 政權 にと つて は、 法带に 1^. する 現在の 關系 

よう も 一 層-面倒なる 問題 を 惹起す るに 到らぬ とも 限らない。 支那 銀行に 對 して は 强 制し 得べき こと も、 

是 等外 國 銀行に 對 して は 一 檨に 望み 難き 場合が 起り-得る。 殷鑑 遠から す 北支の 天津 租界に ある。 外 銀 勢 

力の 更に 深く 根 を 張って ゐる 上海に おいて は、 特に 此點に 心 を 用 ふる 必耍が あらう。 

そもそも 英國が 法带を 擁護す る 理由 は、 それが 英國の 支援に ょリて 生れ 出た 通貨であって、 英國 入の 
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いは ゆる ：cllr  :\vn  であるから である () しかし これ は 感情的な 理由であって、 この 外に、 英國 

として 法带の 崩壤を 欲しない 經濟 的の 理由が 存在す る。 それ は、 法 Is 朋壞 による 貿易 市場の 混亂. 喪失 を 

恐れる ことと、 英國 人の 法幣 による 投資が 危險に 曝される ことな どで ある： 

法 带が相 當の價 値 を 保って ゐる 間に、 英國 系の 銀行が 之に 代る 紙带 を增發 する 場合に は、 ：() 三. ：wn 

l)al)y: である 法带 とその 紙幣との 引換 を 拒む わけに は ゆかぬ。 これ を 引換へ ると、 その 紙幣に より-て 

外 國爲替 の 買 付が 行 はれる ことにな らう： これ また 英國系 銀行の 拒み 難き 所で ある。 紙幣の 增發を 躊躇 

する 理由が 玆に 在る。 

しかし、 どうしても 法幣 が崩壤 すると 情勢が 定まって しまへば、 英國 はこれ に 見切 をつ けて 紙幣 增發 

の擧に 出ぬ とも 限らない： さう して その 紙幣が 上海 を 中心とする 中支那の 國內 通貨 拉 びに 貿： 通貨と し 

て、 ー應の 勢力 を 張る 可能性がない とも 云へ ぬつ これに 對 しても 監視 を 怠って はならぬ。 

日本が 支那に 求めたい もののう ちで、 最も 重要なる ものの 一 つ は 支那 民衆の 購買力で ある。 支那に 我 

が 商品 を賣 込む ことができねば、 支那から 物資 を 買 取る こと もで きなくなる。 徵發手 票に よる 物資の 收 

集 は 久しく 精け 得る もので はない。 これ を 思 ふと、 法带 打倒 は 假借を 許さぬ まで も、 之に より-て 支那 民 

衆に 打 擊を與 ふること は、 せいせい 避けて 最少 限度に 止めなければ ならぬ。 支那 市場の 混亂 は、 この 點 


から 見て、 日 木の 爲 にも 决 して 利 〈撳で はない。 况んゃ 支那の 貿易が 混亂 すれば、 單に 日本の 對支 輸出が 

減 返す るの みならす、 第三 國 との 取引 も K 害されて、 海 關收入 を 減少す る。 海 關收入 は 新興 政 噴に とつ 

て 最も 重要なる 財源た るの みならす、 新設 幣制の 支柱た るべき 正貨 を 集む るた めに も、 輕， すべから ざ 

る 資源で ある。 之 を 思へば、 法 幣制 度の 覆滅 を 期す ると 共に、 之に 代るべき 幣制 を 準備し、 または 之 を 

改造し、 11 之 を 捕虜と して 11— 新興 政權の 管理に 掌握し、 なるべく 民衆の 生活 を攪亂 せぬ やうに 處置 

する ことが、 日満 支經濟 一 體 化の 健全なる 發達 のために も 肝要な ことで は あるまい か。 

法 幣が慣 値 を 有する 限，^ は、 日満 から 支那に 供給す る 物資が 法幣圈 域に 吸收 される 危險が ある C この 

ことが やがて 法 带の價 値 を 支持す る 原因に もなる。， 敵に 糧を與 ふること にもなる。 故に 零^ を 徹底 

しなくて はならぬ とい ふ 主張 も尤 である。 しかし 日満の 物資に 代へ て 得た 法 IB は日滿 のために 外貨 を 獲 

得する 有力なる 手段に なって ゐる こと も 看過して はならない。 例へば 上海に おける 日 木 系 紡績 業者 は 法 

带 に 代へ て 支那 民衆に 製品 を 賣リ、 その 代金 を 以て 支那 棉を買 ひ、 また 外貨 を轉購 して 外棉を 輸入して 

ゐ る。 その 製品 は 第三 國へも 輸出され てゐ る。 是等 業者の 收 〈IS は 同時に 日 木の ために 外貨 を 獲得す る 手 

段に もな つて ゐる： その 獲得され たる 外貨が 我が 國民經 濟の圈 外に 遁逃 する こと を 憂 ふるならば、 之に 

對 する 防止 策 は 別に 講 すべきで あらう つ 卵 を 鳥屋の 外に 生み落す 癖が あるから とて、 鷄を 殺して しまう 
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べき 時で はない 

皇軍の 戡定 地域 は 多く は 都會を 中心とする 消費 地で ある： 奥地の 農產地 はい ま尙ほ 法带圈 域に 嵐す る 

ところが 多い" その上に、 轰 民が 日 木 系 通貨に 對 して 土產品 を賣る ことに 就て は、 敵 匪： a びに 重慶 政府 

から、 あら ゆ る 妨害と 脅迫と が 加 へられて ゐる ： 從 つ て 奥地から 物資 を 引出す ため に も 差し 當り> 法带 を 

用 ふる 必要が あらう： 法带は 覆滅すべし： しかし 同時に 之に 代り 得る 幣制 を 用意す るに 非 ざれば、 大陸 

の %資 を 利 導す る途を も 梗塞す る ことに もなら う 

全く 制度の ない ところに、 又は 旣存の 制度が 旣 に崩壤 して ゐる ところに、 新しい 制度 を 打ち 建てる こ 

と は、 むしろ 容易で ある。 例へば 带 制の 紊亂 その 極に 達した 滿洲國 に 於て、 新しき 國带 制度 を 打ち 建て 

たるが 如き、 その 適例で あらう" しかし 中支の 場合 は、 これと は 情勢が 異 ふ。 現に 法带 なる ものが 流通 

して ゐ る。 これ を 打倒す ると 共に、 之に 代リて 登場す る ものが 何で あるか を考 へて おかねば ならぬ つ 通 

貨は 現代に おける 經濟 生活の 必耍條 件で あるから、 これ を破壤 した だけで 打ち 棄て てお くわけに は ゆか 

ぬ： 新しき 通貨 制度に 對 する 案 策が 確立して ゐ なければ ならぬ。 

軍 は 城 を拔き 都市 を 屠る に 兵器 彈藥 を携へ て進擊 する" 新しき 通貨 を 盛 立てて 舊き 通貨 を擊 つため に 

は、 この 新しき 通貨に 古き 通貨 を 打倒し 得る だけの 兵器 彈藥を 持た さねば ならぬ。 それ は 金で もよ いつ 


銀で もよ し。 外貨で もよ い。 物资 でもよ い。 いづれ にしても、 新 通貨の 上に 民衆の 信賴を 奮ぐ だけの 準 

備 がなければ ならない。 徒手空拳 にして 敵に 當る こと は、 货 ，戰爭 においても 愼 むべき ことで ある。 治 

安 力 確立し 經濟が 安定した 社會 ならば、 必す しも 物的 準備が なくと も、 管理 操作に ようて 貨幣の- n 直 を 

維持す る途も あるが、 今日の 支那に おいて、 法 幣を逐 うて 新しき 幣制 を 樹立す る 場合に、 この 準 猜を無 

視 する こと は であらう 0 

これ を 一言に して 盡 せば、 準備に ようて その 價値を 維持し、 治安に ょリて その 流通 を 掩護す るに 非 ざ 

れば、 支那に 新 带制を 樹立して 支配的 地位 を 確保す る こと は 望み 難い。 この 二つの 耍 件が、 新！^ 制 を、 

貿 通貨と して、 また 國內 通貨と して、 圓 滑に 弘 通せし むる 車の 兩輪 となる。 

治安の 問題 は 暫く 措いて 之 を 問 はぬ。 準備に 就て 云へば、 それ は 結局 經濟 の充 實に俟 たねば ならぬ。 

新 # 支 I の生產 力が 擴充 し、 その 國際收 支が 順調 を 加 ふること を 要件と する。 大きく 云へば、 日 葡支經 

濟 圏の 興隆 を 前提と する。 これ を實 現す るた めに は、 先づ經 濟聯蔡 の聚密 化が 待望され る。 

思へば 大陸に おける 通貨 建設の 前途 は 遼遠で ある。 今日は まだ その 難局に 第 一 步を 踏み込ん だに 過ぎ 

ない。 戰 はこれ からだ。  昭和 十四 年 十二月 二十 六 曰 稿 了 

昭和 十五 年 三月 十日 校 訂 
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